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MICROLINE Pro930PS ユーザーズマニュアル 


Fiery 編 


このマニュアルは、下の製品に対応しています。 

MICROLINE P の 930PS-X 
MICROLINE Pro930PS-S 
MICROLINE P の 930PS-E 


O このマニュアルには、製品を安全に使用していただくためのを意事項び書かれています。 

ご使用になる前に、化ず本マニュアルをお読みになり、正しく安全にご使用ください。 

〇本マニュアルは、いつでを見日れるよ5に大切にお手元に保管してください。 
























はじめに 


マニュアルの構成 


本製品のユーザーズマニュアルは、次のような4部構成になっています。目的に応じてお読みください。 



プリンタ機能編 

プリンタの使い方や持っている機能、消耗品の交換ち法、紙づまり等の 卜 
ラブルの対処方法、オプション類の取り付けちが載っています。 



セットアップ編 

Windows , Macintosh 、 UNIX 、 Linux の〕ンピュータか6印刷できるよう 
にするまでの手順が載っています。 

プリンタの設置が終わった6、お読みください。 



応用編 

色々な用紙に印刷したい時、便利な機能を使って EP 刷したい時、添付のユー 
ティリティを 使って快適な EP 刷環境にしたい時、 カラーを 調整したい時な 
どにお読みください。 



(本書) 


Fiery 編（本書） 

MLP 「 o 930 PS の高度な設定や管理方法、および、付属のユーティリティの 
様々な使用ちまを説明しています。高度な使い方をしたいときお読み< ピ 
さい。 


本書の表記 


於普と この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死 t または重傷を負う巧 
q 能性があることを示しています。 

A ご: t 胃この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人が傷害を負う可能性がある 
心お、 ことを示しています。 



プリンタを正しく動作させるためのを意や制限です。 
誤った操作をしないため、あずお読みください。 



プリンタを使用するときに巧っておくと便利なことや参考になることです。 
お読みになることをお勤めしまず。 
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本書では、次のように表記している場合があります。 

• M に ROLINE Pro 930PS-X 一 MLPro930PS-X 

• M に ROLINE Pro 930PS-S 一 MLPro930PS-S 

• M に ROUNE Pro 930PS-E 一 MLPro930PS-E 

• MLPro930PS-X 、 MLP 「 o930PS-S，ML Pro930PS-E の総称 一 MLP 「 o930PS 

• Microsoft® Windows® 7 64-bit Edition operating system 日本語版 ^ Windows 7 (64 加版 ）※ 

• Microsoft® Windows Server® 2008R2 64-bit Edition operating system 日本語版 一 Windows 
Server 2008R2 

• Microsoft® Windows Vista® 64-bit Edition operating system 日本語版 一 Windows Vista (64bit 版 ）※ 

• Microsoft® Windows Server® 2008 64-bit Edition operating system 日本語版 一 Windows Server 
2008 (64bit 版 ）※ 

• Microsoft® Windows® XP x64 Edition operating system 日本語版 ^ Windows XP(x64 版 ）※ 

• Microsoft® Windows Server® 2003 x64 Edition operating system 日本語版 一 Windows Server 
2003 (X 目 4 版 ）※ 

• Microsoft® Windows® 7 operating system 日本語版 ^ Windows 7 《 

• Microsoft® Windows Vista® operating system 日本語版 一 Windows Vis ね ※ 

• Microsoft® Windows Server® 2008 operating system 日本語版 一 Windows Server 200 8 《 

• Microsoft® Windows® XP operating system 日本語版 一 Windows XP 《 

• Microsoft® Windows Server® 2003 operating system 日本語版 一 Windows Server 200 3 《 

• Microsoft® Windows® 2000 operating system 日本語版 一 Windows 2000 

• Windows 7. Windows Vista. Windows Server 2008、 Windows XP、Windows Server 2003 、 
Windows 2000 の縱称一 Windows 

• MacOS 9.2/9.2.1/92.2 一 MacOS 

• Mac OS X 10.3 .9 J : 又降 一 Mac OS X 

※ 特に記載がない場合は 、 Windows 7 と Windows Vista と Windows Server 200 8 と Windows XP と 
Windows Server 2003 I こは 64bit 版も含みまず。また 、 Windows Server 2008 には 64bit 版および 
Windows Server 2008R2 も含みます。 


本書の各章の概要 

1 章 Windows からの印刷 

セットアップ編の Windows 1 こ関ずる内容を補足します。 

2 章 MacOS からの印刷 

セットアップ編の Macintosh に関する内容を補足します。 

3 章 ユーテイリテイ 

円 ery ユーティリティのインストール、設を、使用方法について説明します。 

4 章設定管理 

MLP 「 o930PS の設定について説明しまず。 

己章 カラー 巨口刷 

Color Wise プリントオプションやキャリブレーションについて説明します。 

目章 バリアブルデータ印刷 

バリアブルデ -■ 夕巧刷の機能について説明しまず。 

7 章 プリントオプション 

MLP 「 o930PS のプリントオプションについて説明しまず。また、各プリントオプションの制 
限および必要条件なども説明します。 

8 章巧刷事例 

複雑な巧刷方式を用いた参考例を示し、そこで使用される MLPro930PS の機能の概要を説明 
します。 
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プリンタドライバのインストール 


ボイントアンドプリントでのプリンタドライバ設定 

SMB 印刷 （ Windows 印刷、 WINS 印刷）によりネットワークコンピュータから MLP 「 o 930 PS 
の印刷キュー、待機キューまたは直接接続に印刷します。 SMBEP 刷の印刷設定では、ポイント 
アンドプリント機能を使用してプリンタドライバのインストールと MLP 「 o 930 PS への接続設定 
を同時に巧います。 SMBEP 刷は、 TCP / IP 上で動作するため、インストール前に TCP / IP プ□卜 
コルと Microsoft ネットワーククライアントをクライアント PC にあ6かじめインストールして 
お < み要があります。 

MLPro 930 PS の複数のキューを設定する場合、をキュー用にプリンタドライバをインストール 
する'必要があります。その場合、プリンタドライバインストール時に、をプリンタに 「 Aero - Print 」 
や rAero - HoldJ などキュー名が区別しやすい名前を付けてください。 

ポイントアンドプリントを使用しプリンタドライバをインス I 'ールした場合、手動で装着ミ斉み才 
プションを設ちずることはできません。 MLP 「 o 930 PS のシステム管理者じよってオプションは 
設定されます。双方向通信機能を使用すると、装着されたオプションはプリンタドライバ上に表 
示されます。装着が可能なオプションじついての詳細は、プリンタ機能編の r オプションについて」 
を参照してください。 


SMB 印刷準備： 

MLP 「 o 930 PS のネットワーク管理者は次の設定を巧う必要があります。 

• MLP 「 o 930 PS の IP アドレスまたはネ、ソトワークをを取得します。 

次の手順に必要なので、ネットワーク管理者より取得します。 

• MLP 「 o 930 PS で SM 目巧刷が使用可能に設定されていることを確認します。 

MLPro 930 PS 「設ま:」および設を情報ぺージでは SMB 印刷を 「 Windows 印刷」と称してぃます。 
广メモ> 詳細は、「4章設定管理」または、 WebTools 「 Configure 」 ヘルプを参照してください。 


Windows コンピュータで SMB 印刷を設定するには 

1. Windows 7 /Server 2008 R 2: 「スタート：コント□ールパネル：ネットワークの状態とタスクの表 
示」を選択し、「ネットワーク」をクリックします。 

Windows Vista/Server 2008:「スタート：コント日ールパネル：ネットワークとインターネット： 
ネ、ソトワークのコンピュータとデパイスの表示」を選択します。 

Windows XP/Server 2003/2000:デスクトップ上の「ネットワークコンピュータ」または「マイネ、ソ 
トワーク」アイコンをちクリックして rMLPro 930 PSJ プリンタアイコンを模索しまず。 

2. Windows 7/ Vista/Server 2008 R 2 /Server 2008:「アドレス」人カフィールドに MLPro 930 PS 
の SM 目をまたは IP アドレスを入力して横索しまず。 IP アドレスは 「¥¥ IP アドレス」の形式で入 
力します。 

Windows XP/Server 2003/2000:または、「スタート：検索：コンピュータまたは人：ネットワー 
ク上のコンピュータ： コンピュータ名」に MLP 「 o 930 PS の SM 目をまたは IP アドレスを入力して 
横索します。 

MLPro 930 PS もしくはキューをが見つからない場合は、ネ、ソトワーク管理者に間い合わせてくだ 
さい。 


wsciows からの印刷 
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3. MLP の 930 PS もしくはキューをのプリンタアイコンをダブルクリックします。 


を印刷キュ-に関する詳細は、「4章設を管勒を参照して〈ださい。 



ここでプリンタポートを作成し、 CD 1 ソフトウェア CD か6プリンタドライバをインストールし 
まず。 

MLPro 930 PS もしくはキューををダブルクリックすると、ドライバがインストールされ ていない 旨メッセージが表示 
されますので、 roK 」 をクリックします。 

4. 製造元とプリンタの一覧を表示するダイア□グボックスで，「ディスク使用」をクリックしまず。 

ここで， CD 1 ソフトウェア CD か6プリンタドライバをインス!ールします。 

已. CD - ROM ドライブに CD 1 ソフトウェア CD を挿入しまず。ドライブ名を入力してから、「参照」 

をクリックします。に D - ROM のドライブを D : として説明しています。） rD :¥ Drivers ¥ JPN¥WinX 
P 2 k ¥ PSJ またはの: ¥ D 「 K / e 「 s ¥ JPN ¥ WinXP 64¥ PS 」 フォルダを表示させまず。 

日. fokjSsOSh . infJ または fokjasOSh . infJ を達択して、「開く」をクリックします。 

7. 「フ□ッピーディスクか6のインストール」ダイア□グボックスでパスが正しいことを確認し、 rOK 」 
をクリックします。 

8. 画面の指示に従ってプリンタドライバをインス!'―ルしまず。 





















仮想プリンタのインストールと接続方法 

仮想プリンタでは、所定のジョブ設をを使って MLP 「 o 930 PS で印刷することができまず。手動 
でプリントオプションを設定する必要はありません。仮想プリンタを使用するには、システム管 
理者が Command Workstation を使用して仮想プリンタを作成し、設定ずるあ要がありまず。仮 
想プリンタが設定されると、ポイントアンドプリント機能を使用してプリンタドライバとプリン 
夕記述ファイルをユーザのワークステーションにインス I ―ルすることができます。 

ポイントアンドプリント機能を使ってプリンタドライバをインストールした場合は、手動で装着 
済みオプションを設をすることはできません。 MLP 「 o 930 PS のシステム管理者によってオプショ 
ンは設定されます。双方向适信機能を使用すると、装着されたオプションはプリンタドライバ上 
に表示されます。装着巧みオプションの設をについての詳細はプリンタ機能編の「オプションに 
ついて」を参照してください。 

仮想プリンタは MLPro 930 PS - X モデルでのみ利用できます。 


Windows 対応コンピュータに仮想プリンタを設定するには： 

1. Windows 7 /Server 2008 R 2: 「スタート：コント□—ルパネル；ネットワークの状態とタスクの表 
示」を違択し、「ネットワーク」をクリックしまず。 

Windows Vista/Server 200狂「スタート：ネ、ソトワーク」を違択します。 

Windows XP / Se 「 ve 「 2003/2000:デスクトップ上の「ネットワークコンピュータ」または「マイ 
ネットワーク」アイコンをちクリックして「コンピュータの横索...」 せら rMLPro 930 PSJ プリン 
夕を検索します。 

2. Windows 7/ Vista/Server 2008 R 2/ Serve 「 2008:「アドレス」入カフイールドに MLPro 930 PS 
の SMB をまたは IP アドレスを入力して検索します。 IP アドレスは「¥¥ IP アドレス」のおまで 
入力します。 

Windows XP/Server 2003/2000:または、「スタート：検索：コンピュータまたは人：ネットワー 
ク上のコンピュ ータ： コンピュータを」に MLPro 930 PS のサーバをか IP アドレスを入力してお 
索します。 

MLPro 930 PS もしくはキューをが見つか6ない場合は、ネットワーク管理者に聞い合わせてくだ 
さい。 

3. MLP の 930 PS もしくはキューをのプリンタアイコンをダブルクリックします。 

仮想プリンタは「印刷キュー」、「待機キュー」、「直接接続」に統いて表示されまず （3 つのプリン 
卜接続が使用可能の場合)。仮想プリンタにはジョブの目的に応じた名前が付け6れています。 

CD 1 ソフトウェア CD か6プリンタドライバをインストールする'必要があります。 

4. 製造元とプリンタの一覧を表示するダイア□グボックスで、「ディスク使用」をクリックします。 
ここで、 CD 1 ソフトウェア CD か6プリンタドライバをインス!-―ルします。 

5. CD - ROM ドライブに CD 1 ソフトウェア CD を挿入します。ドライブをを人力してから、「参照」 
をクリックします。 rD :¥ D 「 K / ers ¥ JPN ¥ WinXP 2 k ¥ PS 」 フォルダまたは rD :¥ Dri \/ e 「 s ¥ JPN¥WinXP 
64¥ PSJ フォルダを表示させます。 

日. rokj 3 s 03 h . infj または 「 okjas 03 h . inf 」 を違択して、「開く」をクリックします。 


windows からの印刷 
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7. 「フ□、ソピーディスクか 6 のインストール」ダイア□グボックスでパスが正しいことをお認し、 rOK 」 
をクリックします。 

8. 画面の指示に従ってプリンタドライバをインス!ルします。 

仮想プリンタが「プリンタと FAX 」 ウィンドウじ表示されます。 

MLP 「 o 930 PS か5の印刷と同じように仮想プリンタか6印刷できまず （25 ぺージの「印刷」参照)。 
仮想プリンタの設をによって使用できるオプションは限5れます。 


Windows からの巧刷 
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印刷接続の設定 


Windows 対応コンピュータか6印刷するには、ユーザもしくはシステム管理者が次の設をを行 
う必要があります。 

• ユーザのコンピュータか6のジョブを受信できるように MLPro 930 PS を設定 
• Windows 対応コンピュータのポートをネットワークのタイプに合わせて設定 


印刷接続 

MLP 「 o 930 PS は、次の接続をサポートしています。 

• SMB 

. 標準 TCP/IP ( RAW または LPR ) 

• IPP または IPP over SSL 


SMB 印刷接続の設定 

Microsoft ネットワークを利用して、 Windows 対応コンピュータから、共有プリンタとして公開 
された MLP 「 o 930 PS へ印刷を行うことができます。この方法は、 SMB 印刷 ( Windows 印刷 
または WINS 印刷）と呼ばれていまず。ジョブがを6れると、 Windows 対応コンピュータはピ 
アツーピア環境で直接 MLPro 930 PS と交信します。 

SMB 印刷を設定することにより、 Windows 対応〕ンピュータか6 MLPro 930 PS のを印刷接 
続（印刷キュー、待機キューまたは直接接続）で印刷できるようになります。 SMB 印拓 IJ の前に、 
TCP / IP プロトコルと Microsoft ネットワーククライアントをあ6かじめインス I ルしておく 
を要があります。 

SMB 印刷を MLP の 930 PS に設赴も Windows または SMB 接続を設をしプリンタドライバを 
インストールしまず。詳細は、「ポイントアンドプリントでのプリンタドライバ設定」旧ページ) 
を参照してください。 


標準 TCP / IP ( RAW または LPR ) 印刷接続の設定 

PostScript プリンタドライバの設を後、 TCP / IP ポート接続で印刷を行うためじは、次の設定作 
業がか要でず。 

. 標準 TCP / IP 印刷用に MLPro 930 PS を設を。 

詳細は、 「 Configure 」 のヘルプを参照してください。 

• LPD または Port 9100が使用できるように、 MLPro 930 PS を設定:。 

詳細は、 「 Configure 」 のヘルプを参照してください。 

• ワークステーション側で TCP / IP プリンタポートを設走 

U 下の作業を始める前に、ネットワーク管理者に MLP 「 o 930 PS 用の IP アドレスをお認してお 
いてください。 

Windows 対応コンピュータ上では、 TCP / IP プロトコルはインストールされていまず。 

Port 9100では、プリンタドライバのインストールと接続の設定が一度にできます。 


wsciows からの印刷 


12 



標準 TCP / IP ポートの印刷を設定するには： 

ここでは 、 Windows XP で表示される画面を例に説 S 月します。 

1. Windows 7 /Server 2008 R 2: 「スタート：デバイスとプリンター」を違択します。 

Windows Vis ね / Server 200狂「スタート：コント日ールパネル：プリンタ」を達択しまず。 
Windows XP : 「スタート：プリンタと FAX 」 を違択します。 

Windows Server 2003:「スタート：コント□ールパネル：プリンタと FAX 」 を逞択します。 
Windows 2000:「スタート：設定：プリンタ」を違択します。 

2. Windows 7/ Vista/Server 2008 R 2 /Server 2008:「プリンタの追力山をクリ、ソクします。 

Windows XP/Server 2003:「プリンタのインストール」をクリ 、ソク して「次へ」をクリ 、ソク しまず。 
Windows 2000:「プリンタの追力日」アイコンをダブルクリックして、「次へ」をクリックしまず。 

3. □—カルプリンタを使用するオプションを違択して、「次へ」をクリックします。 



4. 「おしいポートの作成」をクリ、ソクし、プルダウンメニューか6 rStandard TCP / IP 」を選択します。 



「標準 TCP / IP プリンタポートの追出ウィザード」ダイア□グボックスが表示されまず。 

5. 「次へ」をクリックします。 
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日.「プリンタをまたは IP アドレス」フイールドじ、 MLP 「 o 930 PS の IP アドレスを入力しまず。 



7. 「次へ」をクリックします。 

8. 「デパイスの種類」で「標準」の 「Generic Network Ca 灿が逞択されていることを植認し次へ」 
をクリックします。 

9. r 完了」をクリ、ソクして r 標準 TCP / IP プリンタポートの追力□ウィザード」ダイア□グボックスを閉じ、 
「閉じる」をクリックして「プリンタポート」ダイア□グボックスを閉じます。 

ポートの設をを変更したい場合は手順11へ進みまず。ポートの設をに変更がない場合はこれで終 
了でず。 

10. MLPro 930 PS のプ□パティダイア□グボックスで「ポート」タブをクリックし、「ポートの構成」 
をクリックします。 

「標準 TCP / IP ポートモニタの構成」ダイア□グボックスが表示されまず。 
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11. LPR 印刷を使用する場合、「プ□トコル」で 「 LPR 」 を選がしまず。 「 LPR バイトカウントを有効 
にする」を違択しまず。 

(メモ) tPR バイトカウントをを効じする」を選がしないで進むこともできます。 

12. Port 9100を使用する場合は、「プ□トコル」で 「 Raw 」 を達択します。 

「 Raw 設を」の「ポート番号」に「9100」が自動的に割り当て6れまず。 MLPro 930 PS 「設封 
で指定した Port 9100のキューに印刷されます。 

特定のポート番号を指走するには、下記の手順に従ってください。通常、9102を使用します。 

13. キューをを入力します。 

LPR の場合は、 「 LPR 設定」の r キューを」に print 、または hold を入力します。「キューを」として、 
MLP 「 o 930 PS 内に登録されている仮想プリンタのを称を使うと、その仮想プリンタに印刷されま 
す。 

キューをでは大文字/ル文字が区別されるので、正植に人力してください。 PRINT や HOLD では 
認識されません。正しくないキューをが設をされた場合は，デフォルト丰ューで実行されまず。 

Port 9100 ( システムデフォルト）の場合は、使用ずる接続タイプに応じて 「 Raw 」 設定で次のポー 
卜番号を入力する'必要があります。 

MLP 「 o 930 PS デフオルト： 9100 
直接接続 ( direct ) の場合： 9101 
目口刷キュー ( print ) の場合： 9102 
待機キュー ( hold ) の場合： 9103 

14. rOKJ をクリックして、「標準 TCP / IP ポートモニタの構成」ダイア□グボックスを閉じます。 


IPv 6 ネットワークでの LPR 印刷は 、 Windows XP/Server 2003クライアントからできる可能性があります。その際は、 
コマンドプロンプトを使用して MLPro 930 PS に印刷します。 


15. 「適用」をクリックし， roK 」 をクリックします。 


IPP 印刷設定 

Internet Printing Protocol ( IPP ) を利用して、インターネット経由でジョブを MLP 「 o 930 PS に 
送信することができます。 

印刷設定の前に、下記の準備を行いまず。 

MLP 「 o 930 PS を t (下のいずれかのち法で IPP 使用に設定するあ要があります。 

• 操作パネル：管理者メニュ ー: ネットワーク設を：サービス設を： IPP 使用：はい、に変更します。 

• Web Tools に onfigure ) :ネットワーク：サービス Web : IPP を使用する、をチェックします。 

• ワークステーションで印刷先をちを 

(メモ )IPP over SSL 接続がサポートされています。 
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I pp 印刷を設定するには： 

1. Windows 7 /Server 2008 R 2: 「スタート：デバイスとプリンター」を選択します。 

Windows Vista/Server 200狂「スタート：コント□—ルパネル：プリンタ」を達択します。 
Windows XP : 「スタート」ボタンをクリックし、「プリンタと FAX 」 を還択します。 

Windows Server 2003:「スタート」ボタンをクリ，ソクし、「コント□-ルパネル：プリンタと 
FAX 」 を選択します。 

Windows 2000:「スタート」ボタンをクリックし、「設定：プリンタ」を逞択します。 

2. Windows 7/ Vista/Server 2008 R 2/ Serve 「 2008:「プリンタの追力山をクリ、ソクしまず。 

Windows XP/Server 2003:「プリンタのインス I '―ル」をクリ 、ソク して「次へ」をクリ 、ソク します。 
Windows 2000:「プリンタの追出」アイコンをダブルクリックして，「次へ」をクリックします。 

3. Windows 7/ Vista/Server 2008 R 2 /Server 2008:「ネットワーク、ワイヤレスまたは Bluetooth 
プリンタを追力□しまず」をクリックしまず。 

Windows XP : 「ネットワークプリンタ、またはほかのコンピュータに接続されているプリンタ」を 
逞択して、「次へ」をクリックします。 

Windows Server 2003/2000:「ネットワークプリンタ」を選択して、「次へ」をクリックしまず。 

4. Windows 7/ Vista/Server 2008 R 2/ Se「ver 2008:「探しているプリンタはこの一覧にはありませ 
ん」をクリックし、 「 TCP / IP アドレスまたはホスト名を使ってプリンタを追力□する」を選択します。 
Windows XP/Server 2003/2000:「インターネット上または自宅/会社のネットワーク上のプリ 
ンタに接続ずる」を選択します。 

5. rURLJ (あるいは「ホストをまたは IP アドレス」）フィールドじ MLPro 930 PS の IP アドレスまた 
はコンピュータをに続けて fipp / printj と入力します。 

たとえば、 「 http :// 10.10 .10.1 已〇 / ipp / print 」 のように入力します。 

MLP 「 o 930 PS では IPP over SSL 通信がサポートされます。この場合、 IPP 印刷で送信されるプ 
リントジョブは暗号化されまず。 「 URU フィールドには 「 https :// 10.10 .10.1 已〇 / ipp / print 」 のよ 
うに 「 https ://」 と人力します。 

「 URL 」 フィールドでは大文字と小文字は区別しません。 
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日.「次へ」をクリックします。 

「プリンタの接続」ウィンドウが表示されます。 

7. 「0 K 」 をクリックします。 

「プリンタの追出」ダイア□グボックスが表示されまず。 

8. と J 降の手順は、セットアップ編を参照してください。 

9. MLP 「 o 930 PS を通常使うプリンタに設走するかどうかを指をして、「次へ」をクリックします。 

10. 「完了」をクリックします。 
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プリンタに装着されているオプションの自動設定/更新 

TCP / IP ネットワークに接続している場合に「双ち向通信」を有効にすると、プリンタにオプショ 
ンを追力□したときに、自動的にオプションが挨化され、設をが変更されまず。プリンタドライバ 
を最初にインストールすると、 MLPro 930 PS の「設定」の内容がデフォルトとして適用されます。 
プリンタドライバが双方向通信機能を利用するようじ設走すると、 MLP 「 o 930 PS から実際の設 
走内容を受け取ることができます。 

双方向通信機能を利用ずると> MLP 「 o 930 PS の現在のカラー設定が自動的に「エキスパート 
カラー設を」へ、また Free Form 設定が マスター 設定へ反巧されます。詳細じついては>「5章 
カラー印刷」を参照してください。 


双方向通信を設定するには 

1. Windows 7 /Server 2008 R 2: 「スタート」ボタンをクリックし、「デバイスとプリンター」を選択 
しまず。 

Windows Vis ね / Server 200狂「スタート」ボタンをクリックし、「コント□-ルパネル：プリンタ」 
を逞がしまず。 

Windows XP : r スタート」ボタンをクリックし、「プリンタと FAX 」 を逞択します。 

Windows Server 2003 :「スタート」ボタンをクリックし、「コント□-ルパネル：プリンタと 
FAX 」 を違択します。 

Windows 2000 :「スタート」ボタンをクリ ，ソク し、「設を：プリンタ」を選択します。 

2. 「プリンタ」もしくは「プリンタと FAX 」 ウインドウで MLPro 930 PS を違択してちクリックしまず。 

3. 「プ□パティ 」 （Windows 7/ Se 「 ve 「 2008 R 2 では「プリンターのプ□パティ」）を選択します。 

4. 「インストール可能オプション」タブを違択します。 

5. 「双ち向通信」を逞択しまず。 

日.「プリンタの IP アドレスまたは DNS 名」フィールドに， MLP 「 o 930 PS の IP アドレスまたは DNS 
をを入力します。 

7. 「 Fiery ドライバ起動時に自動更新」を還がすると、口□パティ」ウィンドウを表示するたびじプ 
リンタにインス I ルされているオプションが自動的にお化されまず。 

汪「適用」をクリックします。 

^1^ 「ソフトウェア情報」タブをクリックすると、「双方向通信」機能が正しく設まされているかを確認することができます。 

9. ジョブの印拓膨了後 、 E メールで Ep 相院了通巧を受け取るには 、 「E メール通巧を使用」を違択し 、 「E 
メールアドレス」フィールドに适巧のを信先となる E メールアドレスを人力しまず。 

EP 刷中にエラーが発生した場合、エラー适巧が送信されまず。 

「E メール通知を使巧」を使用するには、 U 下のいずれかのモミちで E メールサービスの設をを使用するに変更する* 
要があります。 

操作"ネル；管巧者メニュ ー :ネットワーク設を：サービス設ま：メールサービス使用：はいにず更します。 
WebTools ( Configure ) :設を：ネットワーク：サービス ： E メール ： E メールを使用するをチェックします。 

10. 「詳細設定」タブをクリックし、「詳細な印刷機能を有効にする」を非選択にして<ださい。 

11. 「 OK 」 をクリ 、ソク します。 
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Windows フリンタドライバ関連ユーテイリテイ 

ここでは、 Windows からの EP 刷やジョブの監視に使用ずるじ(下のユーティリティについて解説 
します。 

•」ob Monitor 

MLPro 930 PS へ送信されたプリントジョブの状況を見ることができます。 

• Windows お応コンピュータにプリンタドライバをインストールする際、 [ JMj の表示のあるプリンタドライバを 
選巧すると 、 Job Monitor が同時にインストールされます 。 Job Moni ね r を使用するには、プリンタドライバで使 
用可能にあらかじめ設定しておく化要があります。詳しくはな項 「Job Monitor の接続設を」を参照してくださし、。 

• 64 -bit OS T は使用できません。 

• E メールサービス 

ファイルを E メールの添が資料として MLP 「 o 930 PS へ送信ずることができまず。 

他に次の方法で MLP 「 o 930 PS に印刷することができまず。 

• FTP 印刷 

Job Monitor の接続設定 

」ob Monitor を使用して MLPro 930 PS の状況を監視したん MLPro 930 PS へを信されたプリ 
ントジョブの状況を見ることができまず。 

」ob Monitor の使用方法についての詳細は 、 」ob Monitor ヘルプを参照してください 


MLPro 930 PS との接続を設定するには： 

64 -bit OS では使用できません 

1. Windows 7 /Server 2008 R 2: 「スタート：デバイスとプリンター」を選択します。 

Windows Vis ね / Server 200狂「スタート：コント□ー ルパネル：プリンタ」を達択しまず。 
Windows XP : 「スタート：プリンタと FAX 」 を違択します。 

Windows Server 2003:「スタート：コント□—ルパネル：プリンタと FAX 」 を逞択します。 
Windows 2000:「スタート：設を：プリンタ」を達択しまず。 

2. 「プリンタ」もしくは「プリンタと FAX 」 ウィンドウで MLP 「 o 930 PS アイコンを達択します。 

3. MLP 「 o 930 PS アイコンをちクリックし、「印刷設定」を逞がします。 

4. 「プリンタ」タブをクリックします。 


Windows からの巧刷 


19 




5.」 obMoriito 「フイールドの「巧刷ジョブを監視する」を選択します。 


最初の印！刷ジョブを MLPro 930 PS へ送信すると 、 Job Monitor ウィンドウが開き、 MLP 「 o 930 PS 
と接続されます。複数のプリンタにプリンタドライパが設定されている場含、すべての 
MLP 「 o 930 PS へ接続します。 


曰回因 


①接続している ML Pro 930 PS のサーバを 


绩 X ス 


巧削 


ヘルプ 


J ジ3フ : S 1 を悟時な ] 巧巧 


① 


アクティブジ3ブ 


6. 「プリンタ」タブ内の「更新」をクリックします。 

7. 「0 K 」 をクリックして「印刷設を」ウィンドウを閉じます。 

」ob Monitor アイコン [を）せ Windows タスクバーに表示されます。 


E メー ルサー ビスの使用 

E メールサービスを使用ずると、既存の E メールシステムで MLPro 930 PS への印刷ジョブのを 
信および MLPro 930 PS の操作が可能になりまず。また、ファイアウォールの外側か 6 Ep 刷ジョ 
ブを送信し MLPro 930 PS で印刷することができます 。 Fiery E メールサービスは、アプリケーショ 
ンには依存せず、どの E メールか6でも使用できまず。 

MLP 「 o 930 PS には、独自の E メールアドレス帳がありまず。システム管理者は、 MLP 「 o 930 PS 
に E メールをを信することでアドレス帳か6 E メールアドレスの読み込み、追力日、および削除が 
できます。詳細は、「4章設定管理」を参照してください。 

E メールサービスの設定は、 「 Configure 」 のヘルプを参照してください。 

• E メールサービスには、じ(下の用途がありまず。 

E メールアプリケーションを使用して Ep 刷 

E メールクライアントを巧苗して印刷するには，ファイルを E メールに添付して MLP 「 o 930 PS 
へを信します。 MLP 「 o 930 PS の E メールサービスは添付ファイルを抽出しプリンタへ印刷ジョ 
ブをを信しまず。添付ファイルは MLP 「 o 930 PS がサポートするファイルおま （ PostScript 、 
PDF および TIFF ) であるを要があります。 




E メールサービスでは、 . vbs 、. exes または. bat 拡張子ファイルの処理はしません。 
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• E メールアプリケーションを使用してジョブを管 S 

E メールの「件を」フイールドに〕マンドを入力して MLP 「 o 930 PS へを信すると 、 E メ ールク 
ライアントを使用して EP 刷ジョブを管理できます。 


E メールクライアントを使用して印刷 

E メールアプリケーションを使って，印刷ジョブを添付ファイルとして MLPro 930 PS じ送信し 
印刷します。 MLP 「 o 930 PS は添付ファイル付きの E メールを受信すると 、 E メールサービス機 
能で添付ファイルを抽化し印刷キューに送信します。添付ファイルお式は、 MLP 「 o 930 PS でサ 
ポートされているファイルおまである必要があります。 

システム管理をは 、 E メールアドレス帳を使巧して EP 刷を巧うユーザを制限ずることができます。 
この設定を巧わないと 、 E メールクライアントを使用して誰でも MLPro 930 PS に印刷できます。 
E メールアドレス帳を使用して印吊にーザを制限する方法は、「4章設走管理」を参照してください。 
MLPro 930 PS でユーザ認証が有巧になっている場合は 、 E メールに添がするファイルには正し 
いユーザ名とパスワードを設走してから印刷してください。 MLP 「 o 930 PS プリンタドライバを 
使って E メールに添付するファイルを作成するときに、「ジョブ情報」タブから「ユーザ認証」 
の「ユーザを」と「パスワード」を正しく入力してください。この「ユーザを」と「パスワード」 
は、 MLPro 930 PS 「設定：ユーザとグループ」で、システム管理者により指定されたユーザをと 
パスワードに一致しているあ要があります。「ユーザとグループ」の詳細は、 「 Configure 」 のへ 
ルプを参照してください。 

E メールクライアントからは直接接続への印刷はできません。 

メモ)ここでは 、 E メールアプリケーシヨンとして Microsoft Outlook を例にとって説明しています。 


E メールクライアントを使用して印刷するには： 

1. E メールアプリケーシヨンを起動します。 

2. 「巧先」または 「 To :」 フィールドに MLP 「 o 930 PS の E メールアドレスを入力します。 

3. 「件名:」フィールドにテキストを人力ずる力\または空欄じしまず。 
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4. 印刷ずるファイルを挿人しまず。 


添付ファイルは、 MLP 「 o 930 PS がサポートするファイルおま （ Pos 怡 cript , PDF および TIFF ) で 
あるを要があります。 




添付ファイルのサイズが 、 E メールシステム管巧者が設をした送受 f 言可能最大サイズより大きい場合は 、 E メールは送 
信されません。 


-inl x( 


I 乃イルの混まち）ま示が巧入の吾式を）ツ - ルのアめヨン ( がヘルプ(ぶ 


J MS P3 シック 


，1日 


•|A I B 


J 国送悟を|〇資 I あ唾）ち I 広1| | iaCv | 
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件る ( ぶ ：- 


[Notes 


Notes from last weekss presentation. 


巧 


Examp le.pdf 

d 


已.'必要であれば 、 E メールにメッセージを人力してください。このメッセージは、印刷ジョブと共に 
EP 刷されます。 




HTML おまの E メールはサポートされません。テキストおまでのみ 、 E メールを送信してくださし、。 


日 . E メールを を信します。 

添がファイルは MLPro 930 PS にを信され Ep 刷されます。 MLPro 930 PS はジョブを受信すると、 
目口刷ジョブ受信を适がする E メールをを信します。この E メールには、ジョブコント□ー ルで 
使用するジョブ ID 番号が記されています。このジョブのは、ジョブを管理（じ(下を参照して< 
ださい。）ずる隐使用しまず。 MLPro 930 PS でエラーが発生した場合は、このジョブ ID 番号が 
MLP 「 o 930 PS か6のを信 E メー■ルに記載されまず。 

ジョブの印刷が完了すると、 MLPro 930 PS は印刷完了を届がする E メールを送信します。 


印刷ジョブの管理 

E メールの「件を」フイールドに〕マンドを入力して MLP 「 o 930 PS へち信ずると ， E メ ールク 
ライアントを使用して印刷したジョブの状況殖認、中止、およびヘルプ情報をリクエストするこ 
とができます。 MLPro 930 PS からの返答は 、 E メールでを信されます。 
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コマンド入力で印刷ジョブを管理するには 

1. 新しいメッセージの「宛先」または 「 To :」 フィールドじ MLP 「 o 930 PS の E ^- ルアドレスを入 
力します。 

2. 「件を」フィールド I こ以下のジョブコント□ールコマンドを入力します。 

ジョブの状況を確認する場合一 # JobStatus < ジョブ ID > 

MLP 「 o 930 PS か6ジョブの状況が返信されます。巧刷ジョブを送信したユーザまたはシステム管 
理者のみにより、ジョブ状況を磕認できまず。 

ジョブを中止ずる場合一 # CancelJob くジョブに> 

MLPro 930 PS からジョブの巧刷中止を通知ずる E メールが送信されまず。印刷ジョブを送信した 
ユーザまたはシステム管理者のみにより、ジョブの巧刷を中止できます。 

ヘルプ情報を要求ずる場合一 #Help 

MLPro 930 PS からさまざまな〕マンドの使用方法およびリンクが記述されている E メールが返信 
されます。リンクをクリ、ソクしてコマンドを送信できまず。 

3. 1\/11_ド「〇930ド51こ£メールを送信します。 


FTP 印刷 

MLPro 930 PS で FTP サービスが設定されている場合は、 MLP 「 o 930 PS は FTP サーバとしても 
機能するため、 FTP 印刷用のジョブを MLPro 930 PS か5印刷することができます。 

FTP サービス設定についての詳継ま、 「 Configure 」 のヘルプを参照してください。 

FTP クライアントソフトウエアはどれでも使用できます。 FTP クライアントソフトウエアには次 
の情報がを要でず（システム管 S をにお認して<ださい）。 

• MLPro 930 PS の IP アドレスまたは DNS を 

• ジョブのを信先ディレクトリまたはパス名（印刷キュー、待機キューなど、または仮想プリンタ) 

FTP 印刷では直接キューに印刷することはできません。 

• 必要であればユーザさ!とパスワード 

出荷時のデフオルトは UTF の通りです。 

ユ-ザ名： admin、 または operator、 または guest 
パスワード：なし 

次のファイル形式が FTP 巧刷でサポートされます。 

• PS 

• TIFF 

• PDF 

EPS 形式はサポートされていません。 
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FTP プロトコルを使用してファイルを印刷するには： 

1. FTP クライアントソフトウエアを使用して MLPro 930 PS じ接続しまず。 

「 Print (印刷キュー)」、 「 Hold (待機キュ ー 山または仮想プリンタのフォルダが表示されまず。 

FTP 印刷では直接キューに印刷することはできません。 

2. 使用ずるキュー I こ対応ずるフォルダをダブルクリックしまず。 

3. 使用ずるフォルダにジョブをドラッグアンドド□ップしまず。 

ジョブが印刷されると、ジョブは MLP 「 o 930 PS から削除されます。 
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印刷 


ここでは、 MLP 「 o 930 PS を使庙して印刷するち法について説明します。ネットワークじ接続さ 
れている Windows 〕ンピュータまたは 、 Windows ( WINS ) 印刷を使用している〕ンピュータか 
6の印刷が可能になりまず。ファイルとして保をし、外部で印刷することわ巧能です。詳細は、「か 
部で印刷する時のファイルの保存」 (40 ページ)。 Windows コンピュータか 6 EP 刷する方まとして、 
さらに「書類」 Webtool または Command Workstation (詳細は「3章ユーティリティ」を参照） 
を使用してファイルをダウン□-ドして印刷するちま、および H 饥 Folders (詳細は「3章ユー 
ティリティ」参照）> E - mail サービスに0ページ）を使用して印刷する方まもあります。 


アプリケーシヨンからの印刷 

MLP 「 o 930 PS の PostScript プリンタドライバをインストールし適切なポートを設定ずると，ほ 
とんどの Windows アプリケーシヨンか6「プリント（印刷）」を選択することじよん ML - 
P の 930 PS に印刷できるようになりまず。 

をアプリケーションか5最良のカラー印刷結まを得る方法に関しては、「5章カラー印刷」を 
参照して < ださい。 


Windows でのプリントオプションの設定および印刷 

Windows か 6 EP 刷ずるには、 Windows 用 Pos 怯 cript プリンタドライバを使用します。プリン 
タドライバのインス!'ール後、「詳細設定」タブでオプションを違択ずる必要がありまず。 

仮想プリンタを使用ずる場合、設定できないプリントオプションもあります。これは仮想プリン 
夕の設定によります。 

アプリケ-ションからプリントオプションを設定して MLPro 930 PS から印刷ずるには、次の手 
順に従ってください。プリンタドライバでデフォルトの印刷設定を指走することわできまず。プ 
リントオプションじついての詳細は、「7章プリントオプション」を参照してください。 

ここでは 、 Windows XP の画面を例にとって説 S 月しまず。 


プリントオプションを設定/変更するには 

1. アプリケーションから「プリント（印刷)」を選択します。 

2. 「プリント（印刷)」ダイア□グボックスで MLPro 930 PS が選択されていることを植認し、「プ □ 
パティ」をクリックします。 

3. 「 Fiery 印刷」タブをクリックします。 

① プリセット（ジョブテンプレート） 

② プリントオプションクブ 
感カスクムボクン-一般画面表示のカスタマイズ 
冻設定エリア-各オプション每ブより設定できる 

プリントオプシヨンが表示されまず。 

⑥ジョブ表示 
載プリン女の状況 


[ Fiery 印刷」タブでは通常使用ずる巧刷機能を設定しまず。 

プリントオプションじついての詳細は、「7章プリントオプション」を参照してください。 
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4. 「カラー」タブをクリックしまず。 

「印刷モード」エリアで、 EP 刷ジョブに適用する印刷モードを達択します。 RGB を分解など詳細な 
カラー設定を行う場合は、「エキスパート設を」ボタンをクリックして、手順5に進みまず。その 
他の場合は、手順7に進みます。 



5. 「エキスパートカラー設を」でのを項目を設走して、 r 更新」をクリックします。 

「更新」ボタンが表示されない場合は> 双ち向适信が有効になっていることをお認しまず。 



日.「エ丰スパートカラー設を」での各項目の設走が終了した6 roKj をクリックして、その他のオプ 
シヨンを設定してください。 
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7. 「ジョブ情報」タブをクリックします。 



8. 「ジョブを釈メモ」フィールドに情報を人力します。 

管理目的のためにユーザおよびジョブに関する情報を人力しまず。 

この情報は 、 Command Workstation の「プ□パティ」、またジョブ□グにも表示されます。シス 
テム 管理をまたはオペレータは、これ6の情報を編集したり削除することはできません。 

Command Workstation についての詳細は、「3章ユーティリティ」を参照してください。 

9. 「指示」フィールドにジョブに関する指示を入力します。 

ジョブに関ずるオペレータへの指示を人力します。この指示は 、 Command Workstation の「プロ 
パティ」に表示されます。ジョブ□グには表示されません。システム管 S 者またはオペレータはこ 
の情報を編集することができまず。 

10. 「ユーザ認証」にユーザをとパスワードを入力します。 

「ユーザ認証」内で入力するユーザをは、ネットワークドメインのユーザをまたはクライアントで 
使用しているユーザをでかまいません。詳細は、システム管理をに聞い合わせてください。 

ユーザをとパスワードを使用していない場合は、「ゲストで□グインずる」を違択します。プリン 
トサーバにはゲストか6の印刷ができるように設定が必要でず。 

ネットワーク上のユーザをとパスワードを使用していない場合は、「ユーザを」と「パスワード」 
フィールドにドメインを/ユーザをを人力します。「認証」をクリックすると、 人力したユーザ名/ 
パスつー ドが有効かどうかが MLP 「 o 930 PS に問い合わせ6れ，その結まが表示されます。 

「Windows □グインを使用する」が違択されている場合は、 LDAP ドメインの ユー ザをとパ スワー 
ドが、認証用情報として転用されます。これは、 ユー ザが Windows 〕 ンピュータにドメイン ユー 
ザとして□グインしている場合に有》力です。 

□グイン情報を保をずる場合は「ユーザ情報を保存ずる」を違択します。 

11. 「認証印刷」フィールドには，認証印刷を斤う場合に，パスワードを人力します。 

「ジョブパスワード」については「応用編」を参照してください。 
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12. その他のタブをクリックし、印刷ジョブ用にあ要な設定を巧い、 rOK 」 をクリックします。 

これらのオプションは、 MLPro 930 PS およびプリンタじ固有なちのです。ここでのオプション設 
茵ま、 MLPro 930 PS 「設走」より優先されます。また、ここで指をしたオプションを Command 
WorkStaion か6変更することもできます。オプションに関する情報は、「7章プリントオプション」 
を参照してください 。 Command Workstation に関する詳挪ん「3章ユーティリティ」を参照し 
てください。 

装着オプションをあ6かじめ設定しないと使用できないプリントオプションもあります。使用可能 
な装着オプションに関する詳継ま、プリンタ機能編の「オプションについて」を参照してください。 

「プリセット」の項目か6「初期設を」を選択ずるとぶ刷ジョブは工場出荷値、 MLPro 930 PS 「設 
封値に基づいて印用松れます。詳細は、り章プリントオプション」を参照してください。 




競合するオプションを選巧した場合、警告ダイアログボックスが表示されることがあります。競合を解消'するには、表 
示された指示に従ってください。 


13. 「プリント（印刷)」ダイア□グボックスで rOK 」 をクリックし、ジョブを送信しまず。 

現在のプリンタに MLPro 930 PS が達択されていることを植認します。 

アプリケーションの EP 刷機能か5指を可能なプリントオプションには、 MLPro 930 PS およびプリ 
ンタに固有のオプションと同様なものがあります。このような場合、 MLPro 930 PS およびプリン 
夕じ固有のオプションを指をしてください。オプションは 「 Fiery 印刷」タブに表示されます。ア 
プリケーションのプリンタドライバか6オプションを指定した場合， MLP 「 o 930 PS に正しく印刷 
されないことがあります。 

/ ~、 「双方向通信を設をするには」 （ 18 ぺージ）で説巧されている E メール通知を使田の機能を選がするとジョブが印刷さ 
^ f ノ れた場合、またはエラーが発生した場合に E メールでのあ巧を受けることができます。 


プリントオプシヨンのデフオルト値の設定方法 

1. Windows 7 /Server 2008 R 2: 「スタート：デバイスとプリンター」を選択します。 

Windows Vis ね / Server 200狂「スタート：コント日ールパネル：プリンタ」を達択しまず。 
Windows XP : 「スタート：プリンタと FAX 」 を達択します。 

Windows Server 2003:「スタート：コント□ールパネル：プリンタと FAX 」 を逞択します。 
Windows 2000:「スタート：設を：プリンタ」を達択しまず。 

2. MLP 「 o 930 PS 用アイコンを選んでちクリックし、「印刷設を」を還択します。 
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3. 「 Fiery 巧刷」タブが表示されていない場合は、クリックします。 
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4. プリントオプションを設定します。 

已. 「0 K 」 をクリックします。 

ウォーターマークの編集 

Windows 対応プリンタドライバでは、印刷時に透かし（ウォーターマーク）を入れることができ 
まず。リストか6使用したいウォ ーター マークを逞択できます。おしくウォ ーター マークを作成> 
編集 > フォントの変更（サイズとスタイル）、カラー、位置、ウォーターマークの説明、選択され 
ているウォーターマークの削除など設定ができます。 

ここでは、ウォーターマークの編集手順について説明しています。詳細は、ドライバのヘルプを 
参照して < ださい。 


WINDOWS 対応プリンタドライバで、ウォーターマークを編集するには： 

1.「 Fiery 印刷」タブで，「スタンプ」タブをクリックします。 
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2. 使用するウォーターマークを選択し「編集」または「き斤規」をクリックします。 

「ウォーターマークの 編集」または 「ウォーターマークの 追化」ダイア□グボックスが表示されます。 



3. フォント、フォントサイズ、スタイルを違択します。 

4. あ要に応じて、ウォーターマークの印刷ち度を設走します。 

ち側のプレビュー画面のウォーターマークをクリックすると、力ーソルが手のお状じなり、プレ 
ビュー画面上でウォーターマークの EP 刷ち度を自由に設をすることができます。 

5. 「カラー」より色の設定をしまず。 

日.「位置」より EP 刷位置を設定します。 

ち側のプレビュー画面のウォーターマークをクリックすると、力ーソルが手のお状じなり、プレ 
ビュー画面上でウォーターマークの EP 刷位置を自由に設定することができます。 

7. 編集内容をお認し、 rOK 」 をクリックします。 

8. 「ウォーターマークの Ep 刷」で、印刷ち法を設定します。 
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ジョブテンプレートの使用 

プリントオプション用のを設定を八ードディスクに保存ずることができます。この機能によって、 
特定ジョブ用に設を値をあらかじめ保をし、あ要なときに使用することができます。またこの設 
定は、「エクスポート」、「インポート」磯能を使用して他のユーザと共有することわできまず。 


ジョブテンプレートを作成するには 

1. Windows 7 /Server 2008 R 2: 「スタート：デバイスとプリンター」を違択します。 

Windows Vis ね / Server 200狂「スタート：コント □- ルパネル：プリンタ」を達択しまず。 
Windows XP : 「スタート：プリンタと FAX 」 を達択します。 

Windows Server 2003:「スタート：コント□—ルパネル：プリンタと FAX 」 を逞択します。 
Windows 2000:「スタート：設定：プリンタ」を達択します。 

2. MLP 「 o 930 PS のプリンタアイコンをちクリックしまず。「印刷設を」を選択します。 

3. 「 Fiery 印刷」タブをクリ、ソクします。 

4. 「プリセット」が「初期設定」に指定されていることを磕認し、オプションバーで設定を巧いまず。 
設定を変更すると「プリセット」メニューが「初期設定」か6「無題」に変更されます。 

5. 「プリセツト」のメニューか 6、 r 現在の設定をジョブテンプレートとして保存します」を違がします。 



6. ジョブテンプレートを口 2バイトまで）を入力し、 rOK 」 をクリックします。 



設定をが「ジョブテンプレート」フィールドに表示されます。 

ここで設をされたジョブテンプレートは、削除されるまで□一カルディスクに保存され、 「 Fiery 印 
刷」タブか6利用できます。 
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ジョブテンプレートをロードするには 

「 Fiery 印刷」タブに表示される「プリセット」一覧は、すべてのプリントジョブに使用できます。 

1. Windows 7 /Server 2008 R 2: 「スタート：デバイスとプリンター」を選択します。 

Windows Vis ね / Server 200狂「スタート：コント日ールパネル：プリンタ」を達択しまず。 
Windows XP : 「スタート：プリンタと FAX 」 を違択します。 

Windows Server 2003:「スタート：コント□ールパネル：プリンタと FAX 」 を逞択します。 
Windows 2000:「スタート：設を：プリンタ」を達択しまず。 

2. MLP 「 o 930 PS のプリンタアイコンをちクリックしまず。「印刷設を」を選択します。 

3. 「 Fiery 印刷」タブをクリ、ソクします。 

4. 「プリセット」か6□—ド対象の設定をを達択します。 

違択されたジョブテンプレートにもとづいて、をプリントオプションが自動的に選択されます。 

使用中のアプリケーションの印刷設をから Fiery 印刷タブにアクセスし，プリセットを還がした場合は、その時に起動 
vSf 中のアプリケ-ション hi 刷にがしてのみ有効になります。 

指をするプリセットが表示されない場合、八ードディスクにエクスポートしてバックアップしてあ 
村ず、再度インポートして利用することができまず。 


ジョブテンプレートを削除するには 

1. Windows 7 /Server 2008 R 2: 「スタート：デバイスとプリンター」を違択します。 

Windows Vis ね / Server 200狂「スタート：コント日ールパネル：プリンタ」を違択します。 
Windows XP : 「スタート：プリンタと FAX 」 を達択します。 

Windows Server 2003:「スタート：コント □— ルパネル：プリンタと FAX 」 を違択します。 
Windows 2000:「スタート：設定：プリンタ」を達択します。 

2. MLPro 930 PS のプリンタアイコンをちクリックしまず。 「 Ep 刷設を」を違択します。 

3. 「 Fiery 印刷」タブをクリ、ソクします。 

4. 「プリセット」メニューか6、 r ジョブテンプレートの一覧を保をおよび管理します」を違択しまず。 
「ジョブテンプレート」ダイア□グボックスが表示されまず。 

5. 「ジョブテンプレート」か6削除ずるテンプレートを違択し、「削除」をクリックします。 

日.削除お認の隐「はい」を違択し、 rOK 」 をクリックします。 
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ジョブテンプレートを初期設定に戻すには 

1. Windows 7 /Server 2008 R 2: 「スタート：デバイスとプリンター」を達択します。 

Windows Vista/Server 200狂「スタート：コント□—ルパネル：プリンタ」を違択します。 
Windows XP : 「スタート：プリンタと FAX 」 を達択します。 

Windows Server 2003: I ■スタート：コント □— ルパネル：プリンタと FAX 」 を違択します。 
Windows 2000:「スタート：設を：プリンタ」を達択しまず。 

2. MLP 「 o 930 PS のプリンタアイコンをちクリックしまず。「印刷設を」を選択します。 

3. 「 Fiery 印刷」タブをクリックしまず。 

4. 「プリセット」メニューか6「初期設定」を違択しまず。 


ジョブテンプレートをエクスポートするには 

1. Windows 7 /Server 2008 R 2: 「スタート：デバイスとプリンター」を違択します。 

Windows Vis ね / Server 200狂「スタート：コント日ールパネル：プリンタ」を達択しまず。 
Windows XP : 「スタート：プリンタと FAX 」 を違択します。 

Windows Server 2003:「スタート：コント□ールパネル：プリンタと FAX 」 を違択します。 
Windows 2000:「スタート：設定：プリンタ」を違択します。 

2. MLPro 930 PS のプリンタアイコンをちクリックしまず。 「 Ep 刷設を」を違択します。 

3. 「 Fiery 印刷」タブをクリックしまず。 

4. 「プリセット」メニューか6「ジョブテンプレートの一覧を保存および管理します」を違択します。 
「ジョブテンプレート」ダイア□グボックスが表示されます。 



5. エクスポート対まの設定をを選択しまず。 

日.「エクスポート」をクリックします。 

7. 「エクスポートジョブテンプレートの保存」ダイア□グボックスで、ファイルの保存場所を違択し 
まず。 
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致ファイルをを入力して「保存」をクリックします。 



ここで保おするファイル名は半角8文字凹内で、を前のあとに r . sav 」 の拡張子を付ける也、要があります。ファイル名は、 
ジョブテンプレ-卜をと-致するか要はありません。 


ジョブテンプレートをインポートするには 

1. Windows 7 /Server 2008 R 2: 「スタート：デバイスとプリンター」を選択します。 

Windows Vis ね / Server 200狂「スタート：コント日ールパネル：プリンタ」を違択します。 
Windows XP : 「スタート：プリンタと FAX 」 を達択します。 

Windows Server 2003:「スタート：コント日ールパネル：プリンタと FAX 」 を違択します。 
Windows 2000:「スタート：設を：プリンタ」を達択しまず。 

2. MLPro 930 PS のプリンタアイコンをちクリックしまず。 「 Ep 刷設を」を違択します。 

3. 「 Fiery 印刷」タブをクリックしまず。 

4. 「プリセット」メニューか6「ジョブテンプレートの一覧を保をおよび管理します」を達択します。 
「ジョブテンプレート」ダイア□グボックスが表示されまず。 

5. 

6 . 

7. 


r インホート」をクリックします。 

インポートずるファイルの保を場所を参照しまず。 
ファイルをを選択して「開く」をクリックしまず。 
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致「ジョブテンプレート」ダイア□グボックスで roK 」 をクリックします。 


ヴ3ブテンブレー 


[TEST 


"巧ポこ 


エクスポート•••(目） 


巧が ... （ I) 


刖除(の 


0K 


I キャンたル I 




インポートしたあと、ジョブテンプレートは「ジョブテンプレート」ダイアログボックス内にファイル名ではなく、言を 
ををで表示されます。 


ンョートカット 

「一般」タブをクリックすると、最も頻繁に使用するプリントオプションの現在の設走値が表示さ 
れます。「ショートカット」として、オプションを登録すると、他のタブをクリックすることなく、 
オプションの値を簡単に変更ずることが可能でず。 




’一 般」タブでをオプションの値を設をすると、イ也の該当するプリントオプションタブの値も変更されます。 

①「一般」タブ 

這)カスクムポタン-「一般画面表示のカスク 
マイズ」が表示されます。 
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「一般」オプションの表示を変更するには 

1. Windows 7 /Server 2008 R 2: 「スタート：デバイスとプリンター」を違択します。 

Windows Vis ね / Server 200狂「スタート：コント日ールパネル：プリンタ」を達択しまず。 
Windows XP : 「スタート：プリンタと FAX 」 を選択します。 

Windows Server 2003:「スタート：コント日ールパネル：プリンタと FAX 」 を違択します。 
Windows 2000:「スタート：設定：プリンタ」を達択します。 

2. MLPro 930 PS のプリンタアイコンをちクリックしまず。 「 Ep 刷設を」を選択します。 

3. 「 Fiery 印刷」タブをクリックします。 
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4. オプションバーのち上の「カスタム」ボタンをクリックします。 

「一般画面表示のカスタマイズ」ダイア□グボックスが表示されます。プリントオプションのショー 
トカッ I -一覧が入っています。「一般」タブに表示されているプリントオプションが「現在のショー 
トカット」のリストに表示されます。 



5. ショートカットを追力□ずるじは、「使用可能ショートカット」フィールドでプリントオプションを 
違択して「追力日」をクリックするか、プリントオプションをダブルクリックします。 

目.ショートカットを除去するじは、「現在のショートカット」フィールドでプリントオプションを選 
択して「除去」をクリックずるか、プリントオプションをダブルクリックします。 

7. ショートカットの表示の順番を変更するじは、「現在のショートカット」フィールドでプリントオ 
プションを選択して「上に移動」または「下に移動」をクリックします。 

8. 「0 K 」 をクリックして、「一般画面表示のカスタマイズ」ダイア□グボックスを閉じまず。 

「一般」タブのプリントオプションをすべて除去することはできません。「現をのショートカット」をすベて除去した 
場合、欄誠:の纖に戻ります。 
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カスタム用紙サイズの設定および印刷方法 


印刷ページのサイズを定義ずることにより、用紙サイズをカスタマイズします。指定したカスタ 
ム用紙は、印刷時にアプリケーションから簡単に逞択でき、印刷のたびにを義ずるあ要がありま 
せん。カスタム用紙サイズを定義する場合、アプリケーションでの印刷の向きにかかわ6ず、用 
紙の短辺が「幅」> 長のが「高さ」になリます。 


継 


横 


音さ 


ABC 


幅 


ABC 


局さ 


幅 


カスタムぺ-ジサイズは、 Impose 曲せけ）後のシ-卜のぺ-ジサイズとして指をすることはできません。 

t (下の手順に従ってカスタムページサイズをを義します。 


カスタム用紙サイズを定義するには 

1. Windows 7 /Server 2008 R 2: 「スタート：デバイスとプリンター」を選択します。 

Windows Vis ね / Server 200狂「スタート：コント □- ルパネル：プリンタ」を達択しまず。 
Windows XP : 「スタート：プリンタと FAX 」 を違択します。 

Windows Server 2003:「スタート：コント□—ルパネル：プリンタと FAX 」 を逞択します。 
Windows 2000:「スタート：設を：プリンタ」を達択しまず。 

2. MLP 「 o 930 PS 用アイコンをちクリックし、「印刷設を」をクリックしまず。 

3. 「 Fiery 印刷」タブ内の「用紙トレイ」アイコンをクリックします。 
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4. 「用紙サイズ」 乂ニューせら 「 PostScript カスタムぺーシサイズ」を違択し、「カスタム」ホタン 
をクリックします。 

「カスタムサイズ」ダイア□グボックスが表示されます。 



5. カスタム用紙サイズのオプションを設ちします。 

寸法：印刷するジョブの幅と高さを入力しまず。 

単位：印刷するジョブの寸法単位を達択します。 

日. 「0 K 」 をクリックします。 

ス「印刷設定」ダイア□グボックスで roK 」 をクリックします。 

アプリケーシヨンか6カスタムページサイブの指定ができるようになります。 


カスタム用紙サイズを変更するには 

1. Windows 7 /Server 2008 R 2: 「スタート：デバイスとプリンター」を達択します。 

Windows Vis ね / Server 200狂「スタート：コント □- ルパネル：プリンタ」を達択しまず。 
Windows XP : 「スタート：プリンタと FAX 」 を違択します。 

Windows Server 2003:「スタート：コント□—ルパネル：プリンタと FAX 」 を逞択します。 
Windows 2000:「スタート：設を：プリンタ」を達択しまず。 

2. MLP 「 o 930 PS 用アイコンをちクリックし 「 EP 刷設定」を逞択します。 

3. 「庙紙トレイ」アイコンをクリックします。 

4. 「用紙サイズ」メニューか6 「 PostScript カスタムぺージサイズ」を違択します。「カスタム」ボ 
タンをクリ 、ソク しまず。 

「カスタムサイズ」ダイア□グボックスが表示されまず。 

己ぺージサイズを設定し， roK 」 をクリックします。 
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カスタム用紙サイズで印刷するには 

1. アプリケーションか6「プリント（印刷)」を選択します。 

2. MLP 「 o 930 PS を達択し「プ□パティ」をクリックします。 

3. 「 Fiery 印刷」タブをクリックし，「用紙トレイ」アイコンをクリックしまず。 

4. 「巧紙トレイ」ポップアップメニューか6カスタムページサイズのトレイを違択します。 

ここでの設定は実行中のジョブに対してのみ有タカです。 

5. 「用紙サイズ」メニューで 「 PostScript カスタムぺージサイズ」を選択しまず。 

日.「レイアウト」アイコンをクリックします。 

7. 「印刷の向き」を設走します。 

8. 「プ□パティ」ダイア□グボックスで rOK 」 をクリック後、「印刷（プリント)」ダイア□グボック 
スで roK (印刷)」をクリックして印吊临開始します。 

プリンタの状況の表示 

「双方向通信」を有効にずると> プリンタにセットされている用紙、トナー、およびプリンタの使 
用状ミ兄を殖認することができます。詳細はドライバのヘルプを参照してください。 


プリンタの用紙とトナーの状況、およびプリンタ情報を見るには 

1. Windows 7 /Server 2008 R 2: 「スタート：デバイスとプリンター」を選択します。 

Windows Vis ね / Server 200狂「スタート：コント日ールパネル：プリンタ」を違択します。 
Windows XP : 「スタート：プリンタと FAX 」 を達択します。 

Windows Server 2003:「スタート：コント□—ルパネル：プリンタと FAX 」 を逞択します。 
Windows 2000:「スタート：設を：プリンタ」を達択しまず。 

2. MLP 「 o 930 PS 用のアイコンをちクリックし，「印刷設定」を達択します。 

3. 「 Fiery 印刷」タブを表示します。 
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4. 「プリンタ」タブをクリックし、「更新」をクリックします。 


• プリンタの状況：印刷できない場合のエラー状況を表示しまず。 

• 用紙：各トレイ内の巧紙の種類、量を表示します。 

• トナー：使用しているトナーの色と残量を表示しまず。 

同時にオプションが装着されている MLP 「 o 930 PS イメージアイコンも表示します。 

表示されてぃる残量は大まかなもので、実際のトナ-残量とはかずしも-致しません。 

画面表示を更新するには「更新」ボタンをクリックしまず。 

外部で印刷する時のファイルの保存 

印刷データ作成環境に MLPro 930 PS が設置されていない場合には、 Ep 刷サービス店（サービ 
スビュー □) や外部で EP 刷を行うためにファイルを外に持ち化す/必要があります。この場合、 
最終ファイルを 「 FILE 」 ポートに印刷しまず。 「 FILE 」 ポートへの印刷ち法は、使用している 
Windows の取あ説明書を参照してください。 
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概要 


ここでは、次の内容を扱います。 

• Mac OS 対応コンピュータで Ep 刷接続を設走 

• Mac OS 対応コンピュータか5の印刷 


ソフトウエア 


次の表は本章でキ及っているユーザソフトウェアの一覧です。 MLP 「 o 930 PS へ印刷ずるためにあ 
要なソフトウェアでず。実際に行なう業務によって、化に使用するユーザソフトウェアがある場 
合は、「3章ユーティリティ」などをご覧ください。 


PostScript プリンタ記述 
( PPD / Plugin ) ファイル 


PageMaker PPD ファイル 


PostScript フォント 


PostScript プリンタドライバと併用することで 、アプリケー 
シヨンの「プリント」および「ページ設定」ダイア□グボ、ソ 
クスに MLP 「 o 930 PS を表示し選択できるようにします。 
MLP 「 o 930 PS の PPD ファイルはプリンタの情報をアプリケー 
シヨンとプリンタドライバに供給します。 

Adobe PageMaker せら MLPro 930 PS への印刷を巧能にしま 
す。適切な PPD ファイルを PageMaker にインストールする 
か要があります。詳細は PageMaker 付属の取キ及説明書を参照 
してください。 

MLPro 930 PS にインストールされている PostScript フォン 
卜じ対応するスクリーンフォントおよびプリンタフォントで 
す。 MLPro 930 PS にインストールされている PostScript フォ 
ントを確認ずるには、フォントリストを印刷してください。詳 
細は 、 Command Workstation のヘルプを参照してください。 


Ma 〔 0S からの印刷 


42 



Mac OS X での印刷設定 


MLP 「 o 930 PS を Mac os X 対応〕ンピュータで Pos だ cript プリンタとして設走するためロホ、 
プリンタに対応する PostScript プリンタドライバをインス I ルするあ要があります。プリンタ 
ドライバファイルは、 CD 1 ソフトウエア CD じ人っています。プリンタドライバじより、印刷ジヨ 
ブに関する情報をアプリケーシヨンから MLPro 930 PS じミ度します。 MLPro 930 PS の PPD はプ 
リンタの情報をアプリケーションとプリンタドライバに供給しまず。 


Mac OS Xでの MLPro930PS 印刷設定 

Mac OS X にプリンタドライバファイルをインス I '―ルした後 、 Mac OS X 付属ユーティリティ 
を使用して MLP の 930 PS の印刷設走を行い、 MLPro 930 PS の全機能を利用できるようにします。 
Mac OSX 付属ユーティリティは、 MacOSX V 10.3.9 〜 vlO .4.11 では「プリンタ設定ユーティ 
リティ」と呼ばれます。ここでは、 MLP 「 o 930 PS のプリンタ記述ファイルを設定する方法を説 
巧します。また、 MLP 「 o 930 PS に装着されたオプションの情報を設定するちまについても説 S 月し 
ていまず。 


Mac OS X 付属ユーテイリテイでプリンタドライバの設定を行うには （Mac 
OS Xv 10.3.9) : 

1. 「プリンタ設定ユーティリティ」 （MacOSX 10.3.9) を起動しまず。 

「プリンタリスト」ダイア□グボックスが表示されます。 

» 0 0 ブリンタリスト 

B li りな 、 a 

了’ブィ .. 卜：' す-.:-- を如 尸が ユー ティン于イ ColorSv 文ん；'’，. 


义 MLP 930 PX - E 35 B 00 _Prlni OKI M に ROUNE Pro 930 


2. 「追力日」をクリックしまず。 

3. 表示される^ニューから 「 AppleTalk 」 または 「 IP プリント」を選択しまず。 
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「 AppleTalk 」 を選択した場合は、 MLP 「 o 930 PS の AppleTalk ゾーンを選択し、 MLPro 930 PS の 
名前を選択してから「追加」をクリックしまず。 

ソーンが「デフォルトゾーン」または「最近使用したソーン」の一覧に表示されない場合は、 
「 AppleTalk ネットヮーク」を選択し、ゾーンを選択してから、「選択」をクリックします。その後、 
ステップ日に進んでください。 


'AppleTalk 



f US CA 303 Tech Pubs 



1 •巧 

*1 » 巧 

1 

お Archipelago 

Barnum 

^ Coyote2d し防 re け 

PostScript Printer 
PostScript Printer 
PostScript Printer 

IB 

CoyoteZd し Hold 

PostScript Printer 

一' 

白 CoyoteZdt.Print 

U!. . 

PostScript Printer 
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タタセット：曰本 * マ 
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1 


プ U ンタのな«:呂 W 9 巧 


I (牛ヤン七ル） 追加 

riP プリント」を選択した場合は、 MLP 「 o 930 PS の IP アドレスまたは DNS さ 1 を「プリンタのア 
ドレス」フィールド I こ入力しまず。「キュー名)」フィールドに 「 print 」、「 hold 」 または 「 direct 」 を 
入力します。 

IP ブリント M 

ブリンタのタイブ： * LPD/LPR H 

ブリンタのアドレス： pi 

キュー名： m 

デフすルトキ ユー をちのままにする 

プリンタの巧活： ' -おお定 n 

( キャンセル） r 

r プリンタの機種」欄で適切なメーカーをを選択し、 MLP 「 o 930 PS のプリンタ記述ファイルを選 
択します。 

カーをまたは機種をが表示されない場合は、「その他」を選択して MLP 「 o 930 PS のプリンタ 
記述ファイルが置かれているフォルダを檢索し、 PPD ファイルを選択してください。 

r 追力日」をクリックしまず。 

MLP 「 o 930 PS がプリンタのリストに表示されます。 


A 
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7. (オプション） MLP の 930 PS を違択したまま、 r プリンター:デスクトッププリンタを作成」を選択し、 
アイコンの場所を指をし、「保存」をクリックしまず。 

作成したアイコンにファイルをドラッグ&ド□ップするだけで EP 刷が可能になります。 

これで、 MLP 「 o 930 PS のインストール可能なオプションを設走できまず。詳細は、「インス!'― 
ル可能なオプションの設定」 （52 ページ）を参照してください。 


Mac OS X 付属ユーテイリテイでプリンタドライバの設定を行うには （Mac 
OS X 10.4) : 

1. 「移動」メニューか6「ユーティリティ」を違択し、 r プリンタ設定ユーティリティ」を起動します。 
「プリンタリスト」ダイア□グボックスが表示されまず。 



2. 「追力山をクリックします。 

3. 「デフォルトブラウザ」タブまたは 「 IP プリンタ」タブをクリックします。 

4. 「デフォルトブラウザ」を選択した場合、 AppleTalk 接続の MLPro 930 PS を「プリンタを 」せら 
逞択します。 

「プリンタを」一覧に表示されていない場合は、「ほかのプリンタ」をクリックします。 

0 0© ブリンタブラウヴ 

'马 W .ホ 帝 - 

_デフォルトブラウ ヴ IP フリンタ 巧巧 

フリンタを 
Adobe PDF 7.0 
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coyoted し Direct 
coyoted し Print 
deltadt.Oirect 
deltad し Hold 


名前： « 巧されていません 
餐 巧： 巧巧されていません 

巧用するドライバ： : ' 

@ C ほかのプリンタ...）-お扣 
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»巧 

其ちフリンタ 
AppleTalk 
AppleTalk 
AppleTalk 
巧ちフリンタ 
巧ちブリンタ 
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r デフォルトソーン丄あるいは「最近使ったゾーン」に使用ずるゾーンが表示されない場合は、 
AppleTalk ネットワークを選択してゾーンを選びまず。「選択」をクリックして手順目に進みます。 


[ AppleTalk 

：1 

: AppleTalk ネットワ-ク 

コ 

を巧 * 

« 巧 

US CA 303 Hardware Development 

AppleTalk Zone i" 

US CA 303 Hardware Labi 

AppleTalk Zone 己 

US CA 303 Hardware Lab2 

AppleTalk Zone 「 

US CA 303 Hardware QA Lab J 

AppleTalk Zone ' - 

US CA 303 High-End Development 

AppleTalk Zone 

巧セ ブト： 日本篇 ▼! 


ブリンタの话 W ;自動 S 巧 


〔キャン七ル ） f 巧が ) 


riP プリンタ」を選択した場合 、 riPP (Internet Printing Protocol )」 を選択し、 MLP 「 o 930 PS の 
IP アドレスまたは DNS をを「アドレス」フィールドに人力しまず。 

r キュ ー 」フィールドには Rpp/J I こ続けてプリント接続を （ print 、 hold 、 direct のいずれか）を 
すべて小文字で入力します。手順目に進みます。 


这 适 

み 

デフイル h ブラウヴ IP フリンタ 

巧ホ 



を的：10.11.139.36 

巧巧： 

巧巧するドライバ：一粗的な PostScript プリンタ_ :、 

0 ([ほかのブリンタ... ）（ 追加) 

// 

r 使用ずるドライバ」で、プリンタの製造元とモデルを選択して MLP 「 o 930 PS の PPD ファイルを 
選びます。 

製造元とモデルが一覧に表示されない場合は、「ぞの他」を選択して PPD ファイルの場所を模索 
しまず。 


氏 
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フリンタを A mm 


Archipelago 

AppleTalk 

Bailey 

AppleTalk 

Barnum 

AppleTalk 

Asama.Print 

AppleTalk 

Asama.Direct 

AppleTalk 

Aero 

Bonjour 

Titanic 

AppleTalk 


名巧：过巧されていません 
巧巧：ぷ巧されていません 
巧巧するドライバ： 

@ f ほかのプリンタ ...J 


7. 「追力山をクリックしまず。 

プリンタの一覧に MLP 「 o 930 PS が追力□されます。 

8. (オプション） MLP 「 o 930 PS を選択したまま、 r プリンター:デスクトッププリンタを作成」を選択し、 
アイコンの場所を指定し、「保を」をクリックします。 

作成したアイコンにファイルをドラッグらド□ップするだけで巧刷が可能になります。 

これで、 MLP 「 o 930 PS のインストール可能なオプションを設定できます。詳継ま、「インストール 
可能なオプションの設定」 （52 ページ）を参照してください。 


Bonjour を利用して MLP の 930 PS への接続設定を行なうには： 


Bonjour を使って接続設をを斤なうには、 MLP の 930 PS で Bonjour が使用可能に設をされている也、要があります（デフ ォル 
卜では使用可能)。また、 MLP の 930 PS と MacOSX 10.4 クライアントが同じサブネット内にある也、要があります。別のサ 
ブネットにある場合 、 Mac OSX クライアントは Bonjour を使って MLP の 930 PS サーバを橫索することはできません。 


1 . 「移動」メニューから「ユーティリティ」を違択し、 r プリンタ設定ユーティリティ」を起動します。 
「プリンタリスト」ダイア□グボックスが表示されます。 


eee 


フリンタリスト 


白 


g 0 




、 〇 


2 . 

3. 


「追力山をクリックします。 

デフォルトブラウザをクリ、ソクしまず。 


0 ©e 

ブリンタブラウヴ 


口 

岂 

巧 ’な， 



デフオルトブラウヴ 

IP フ y ンタ 

巧ホ 
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4. 「接続」に Bonjour が表示されている MLPro 930 PS を達択します。 

5. 「使用するドライバ」で、プリンタの製造元とモデルを達択して MLP 「 o 930 PS の PPD ファイルを 
逞びます。 

製造元とモデルが一覧に表示されない場合は、「その他」を選択して PPD ファイルの場所をお索 
しまず。 

日.「追力山をクリックします。 

7. 「インストール巧能なオプション」を還択し、「続ける」をクリックします。 

MLP 「 o 930 PS がプリンタのリストじ表示されます。 

汪（オプション） MLP 「 o 930 PS を違択した状態で「プリンタ」メニューか6「デスクトッププリンタ 
を作成」を選択します。プリンタをと保を場所を指定して「保を」をクリックします。 

デスクトップ上の MLP 「 o 930 PS プリンタアイコンに印刷したいファイルをドラッグするだけで簡 
単に EP 刷できます。 


Mac OS X でプリンタドライバの設定を巧うには (Mac OS X 10.5 な降）： 

1. 4「アップル」メニューか6「システム環境設定」を違択し■プリントとファクス」を起動します。 
「プリントとファクス」ダイア□グボックスが表示されます。 


—— 。 プリン h ■とフ 7 クス 

イト1 すぺてをま示- ’A 



デフオルトのプリンタ： g 後に巧巧したプリンタ ；1 

デフォルトの用化サイズ ： f A 4 : \ 

交ちでまないよろにするにはカギをクリックします， ( X ) 


2. 「+」をクリックします。 

3. 「デフォルト」タブまたは 「 IP 」 タブをクリックします。 
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4. 「デフォルト」を選択した場合、 AppleTalk 接続の MLP 「 o 930 PS を「プリンタを」から選択します。 

Mac OS XI 0.6 政降では AppleTalk 接続は使用できません。 

脅負 


口 


T デフオルト I フアクス IP Windows Bluetooth AppleTalk ほかのフリンタ 


フソンタを—— 
Adobe POF 7.0 
Archipelago 
iailey 
Bvnufn 

£OVOt*<ft.Dtr«ct 
d し Print 
id しひ r«CT 
か tud し Hold 


coyotcdt . 

か tud し 0 


tiff 巧 
巧有7ソンタ 
AppteTilk 
AppteTalk 
Appt«T •化 
巧有ブ ij ンタ 
巧有フリンタ 
AppkTalk 
AppleTalk 


名前 
巧所 
ドライバ 


イ巧されていません 
巧巧されていません 


使用ずるゾーンが表示されない場合は、 AppleTalk を選択してソーンを選びまず。手順日に進み 
まず。 


料 _ 0 ^ 

f デフオルト_フアクス_ IP _ Windows _ Bluett^ f AppleTalkf ほかのフリンタ_ | 


口ーカルソーン ► 

1 MLPro930PX-XXXXXX Direct m 



MLProQSOPX-XXXXXX—How \ 

MLPro930PS-XXXXXX_Dir©ct 1’. 

M LPfo930PS -XXXXXX.Print 
MLPro930PS-XXXXXX_Hold 
MLPro930PE*XXXXXX_0irect ^ 

MLPro930PE-XXXXXX Print 

_ T 

文ぞセ7卜： K ホ （Mac OS Roman) こ 

1 

. . 


名前：イ巧されていません 
巧巧： I !おされていません 
ドライバ： 
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5. 「 IP プリンタ」を選択した場合 、 「LPD (LINE Printer Deamon )」 もしくは 「IPP (Internet Printing 
Protocol )」 を選択し、 MLP 「 o 930 PS の IP アドレスまたは DNS をを「アドレス」フイールドに入 
力します。 

「キユ ー 」フイールドには LPD の場合、プリント接統さ） （ print 、 hold 、 direct のいずれか）をすベ 
てル义字で人力します。 IPP の場合、 fipp / J に続けてプリント接続を （ print 、 hold 、 dire はのいず 
れか）をすベて小文字で入力します。手順6に進みます。 


LPD の場合 


IPP を使って接続設定をするには、 ML Pro930 側で IPP を使用可能に設をする也、要があります。（デフオルトでは使 
用できません） 


"デフオルトフアクス 

同 

Windows Bluetooth AppleTalk ほかのフリンタ 



ブロ トコル ：' LPD {Line Printer Daemon) 


アドレス： [l92.168.0.2 


丑 


巧をで正しいアドレスです， 


: k"n4 




名前 
巧巧 
ドライバ 


デフオルトキューの場合は，空のままにします， 


I 白動 3 巧 


T1 


も,-プリンタ请«をの«や... 


( ち沉 ) 


IPP の場合 

'«广‘〇 


田 uetooth Appletalk ほかのプリンタ ] 


ブロ h コル ：I I 昨 (Internet 阳 ntina Protocol) 


巧 


アドレス： [[192.168.0.2 


面 


巧をで正しいアドレスでず， 


ipp/print _ 

デフオルトキューの場をは I さのままにします , 


名お ： [[ 
巧巧 ： " 
ドラィバ ：'- 


自か这巧 


巧 


4 -プリンタ青«をな«や... 


目.「使用するドライバ」で、プリンタの製造元とモデルを選択して MLP 「 o 930 PS の PPD ファイルを 
逞びます。 

製造元とモデルが一覧に表示されない場合は、「その他」を選択して PPD ファイルの場所をお索 
しまず。 
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7. 「追化」をクリックします。 


Bonjour を利用して MLPro930PS への接続設定を行なうには： 


Bonjour を使って接続設をを行なうには、 MLP の 930PS で Bonjour が使用可能に設をされている也、要があります（デフ オル 
卜では使用可能)。また、 MLP の 930PS と MacOSX クライアントが同じサブネット内にある出、要があります。別のサブネッ 
卜にある場合、 MacOSX クライアントは Bonjour を使って MLPro930PS サーバを橫索することはできません。 


1 . 「移動」メニューから「ユーティリティ」を選択し、 r プリンタ設定ユーティリティ」を起動しまず。 
「プリンタリスト」ダイア□グボックスが表示されます。 


eee 

ブリンタリスト 


口 

白 

& 〇 U 、 

ち历卜； . -r : 

〇 




2. 「追力山をクリックしまず。 

3. デフオルトをクリ 、ソク します。 

> no 



1フソンタを 
Adobe めり.0 
Archipelago 
Katicy 
か mim 

covotc<ft_D(rcct 
coyoted し Print 
dchid しひ reef 
か tud し Hold 


巧有 7 ソンタ 
AppleTalk 
ApptoTalk 
Ap か T •化 
巧有フ y ンタ 
« 有フリンタ 
ApfrfcT •化 
AppleTalk 


名前 

巧巧 
ドライパ 


ながされていまだん 
•! 巧されていません 


4. 「接続」に Bonjour が表示されている MLP 「 o 930 PS を選択しまず。 


プリンタの一覧に MLP 「 o 930 PS が追力□されます。 

これで、 MLP 「 o 930 PS のインストール可能なオプションを設定できまず。詳継ま、「インストール 
可能なオプションの設定」 （52 ページ）を参照してください。 


Ma 〔 0 W 力らの印刷 


51 
















インストール可能なオプションを設定するには： 

1. 「移動」メニューか6「ユーティリティ」を違択し、 r プリンタ設定ユーティリティ」を起動します。 

2. 「プリンタリスト」か 6 MLP 「 o 930 PS に対応ずるプリンタを還択します。 

0 0 0 プリンタリスト CD 

6 g 3 苗 * 、 

テフオルトにする 追加 削片ユーティリティ む. 情巧をるる 


3. 「プリンタ」メニューか6「情報を見る」を違択します。 

4. ポップアップメニューか6「インス!ル可能なオプション」を違択します。 
已.適切な設をを達択します。 

日.「変更を適用」をクリックします。 

7. 「プリンタ情報」ダイア□グボックスを閉じます。 


5. 「使用するドライバ」で、プリンタの製造元とモデルを選択して MLP 「 o 930 PS の PPD ファイルを 
違びます。 

製造元とモデルが一覧に表示されない場合は、「その他」を違択して PPD ファイルの場所をお索 
しまず。 

日.「追力山をクリックします。 

7. 「インストール巧能なオプション」を還択し、「続ける」をクリックします。 

MLP 「 o 930 PS がプリンタのリストじ表示されます。 

デスクトップ上の MLP 「 o 930 PS プリンタアイコンに印刷したいファイルをドラッグするだけで簡 
単に EP 刷できます。 


インストール可能なオプションの設定 

印刷する際にオプションの機能を活用できるように、 MLP 「 o 930 PS に装着されたオプションの 
情報を設をずるあ要があります。これらのオプションは、手作業で設をずることも、ヌヌ方向适信 
を利用して自動設をずることも可能でず （ TCP / IP ネットワーク利用時)。 

上記オプションを使用した 0] 刷設をについての詳細は、「7»プリントオプション」を参照してください。 


4 

W W 山 
iE 邮の 

W ご 2 

M 化的知 


吕|0〇 


€ 
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プリンタドライバ関連ユーテイリテイ 


次のち法で MLPro 930 PS に印刷ずることができまず。 

• FTP 印吊 IJ 

CD 1 ソフトウエア CD か6スクリーンフォントをインストールすることができまず。詳細につい 
ては、セットアップ編を参照してください。 


FTP 印刷 

MLPro 930 PS で FTP サービスが設定されている場合は、 MLP 「 o 930 PS は FTP サーバとしても 
機能するため、 FTP 印刷用のジョブを MLPro 930 PS から印刷することができます。 

FTP サービスの設をについての詳細は、 Configure ヘルプを参照してください。 

FTP クライアントソフトウエアはどれでも使届できます。 FTP クライアントソフトウエアには次 
の情報がか要です（システム管理をじ確認して<ださい）。 

• MLPro 930 PS の IP アドレスまたは DNS を 

• ジョブのを信先ディレクトリまたはパス名（印刷キュー、待機キューなど、または仮想プリンタ) 

FTP 印刷では直接キューに印刷することはできません。 

• 必要であればユーザさ!とパスワード 

出荷時のデフオルトはお下の通りです。 

ユ-ザ名： admin、 または operator、 または guest 
パスワード：なし 

次のファイル形式が FTP 巧刷でサポートされます。 

• PS 

• TIFF 

• PDF 

EPS 形式はサポートされていません。 


FTP プロトコルを使用してファイルを印刷するには： 

1. FTP クライアントソフトウエアを使用して MLPro 930 PS 1こ接続します。 
「 P 「 int ( 巧刷キュ ー ）」、 「 Hold (待機キュ ー ）」フォルダが表示されます。 

2. 使用ずるキューに対応ずるフォルダをダブルクリックしまず。 

3. 使用ずるフォルダにジョブをドラッグアンドド□、ソプしまず。 

ジョブが印刷されると、ジョブは MLP 「 o 930 PS から削除されまず。 


フオントのインストール 

MLPro 930 PS の CD 1 ソフトウエア CD には、致文136書体と MLPro 930 PS - X /- S モデル用の 
巧文巳書体と MLPro 930 PS - E モデル用の和文2書体のスクリーンフォントを提供しています。 
アプリケーシヨンでこれらのフォントを利用するには、スクリーンフォントを Mac OS X にイン 
ス I ■'ールする'必要があります。 

^^^MLPra930PS では， CD1 ソフトウェア GD からプリン々フォントをインストルできません。 


Ma 〔 0 W からの印刷 


53 





Mac OS X 10.3.9 な降でスクリーンフオントをインストールするには： 

1. Mac OSX 対応コンピュータの DVD ドライブじ CD 1 ソフトウェア CD を挿入しまず。 

2. 「アプリケーシヨン」フォルダの 「Font Book 」 をダブルクリックしまず。 

3. 「ファイル」メニューから「フォントを追力山を選択しまず。 

4. CD 1 ソフトウェア CD 内の 「 Font : OSX 」 フォルダからフォントを逞がします。 

5. 「編集」メニューか6「すべてを逞が」を選択します。 

日.「フォントをインストール」欄か6次のいずれかを逞択します。 

• ユーザ個人用に使用ずる場合は，「自分専用」 

. 共有ずる場合は、「このコンピュータのずベてのユーザ用」 

• Mac 0 S X Classic 環境にインストールずる場合は 、 「Classic Mac 0 S 用」 




MacOSX 10.4 ではあらかじめ Font Book アプリケーシヨンの環境設定の「デフオルトのインストール場所」にて、「ユーザ」、 
「コンピュータ 」、 「Classic Mac OS 」 のいずれかを選んでおいてください（デフオルトは「ユーザ」）。 


7. 「開<」をクリックします。 

8. 「 Font 目 ook 」 アプリケーシヨンを終了します。 
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Mac OS X からの印刷 


MLP 「 o 930 PS への印刷は，一般的な Mac OS X アプリケーシヨンか6プリンタを使用するのと 
同様じ行うことができます。別のち法として 、 Hot Folders . Command Workstation や WebTool 
の「書類」を使用するち法があります（「3章ユーティリティ」を参照)。 


Mac OS X アプリケーションからの印刷 

OSX インストーラを使用して MLPro 930 PS のプリンタ記述ファイルをインス I ルすると、 
Mac OS X アプリケーションから直接印刷できまず。プリンタ記述ファイルのインストールじ関 
しては、43ぺージを参照してください。 

アプリケーションか6最良の印刷結果を得る方法に関しては、「5章カラー印刷」を参照してく 
ださい。 

Mac OSX からのプリントオプションの設定 

Mac OS X アプリケーションでは、「ページ設定」ダイア□グボックスまたは「印刷」の両方 
か6設定できまず。印刷オプションに関する詳細は>「7章プリントオプション」を参照してく 
ださい。 

部のプリントオプションのデフ オル ト値は、管理をが MLPra 930 PSr 設ま」作業中に誌走します。使用するサーバのデフ オ 
ルト 値に関する詳細は、システム管理者に確認して くださし、。 


Mac OSX でプリントオプションの設定、印刷を巧うには： 

1. アプリケーションで巧刷するファイルを開き、「ファイル：ページ設を」を選択します。 

2. 「ページ設を」ダイア□グボックスで、「ページ属性」を選択します。「対象プリンタ」に 
MLPro 930 PS を選択してください。 

設定： ' ぺ—ジ JS 巧 !■;) 

巧象プリンタ：广 MLP 930 PX - E 3 SB 00 _Print 1 :] 

OKI MICROLINE Pro 930PS-X(PS) 

用巧サイズ： ' A 4 

20.99 cm X 29.70 cm 

方向：國吃位 

化大拓ル：100 56 


③ 广キ ヤンセル， f OK 

3. 「庙紙サイズ」を印刷ジョブ用に逞択します。 

4. 「0 K 」 をクリックします。 

5. 「ファイル」メニューから「プリント」を選択します。 

6. 「プリンタ」は MLP 「 o 930 PS を違びます。 
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7. 「オーナー情報」パネルを違択し、 r ジョブを釈メモ」内のをフィールドに'必要な情報を入力します。 

8. 「ジョブを釈メモ」フィールドに情報を人力します。 

管理目的のためユーザー情報とジョブ情報、またはみ要な情報を人力して<ださい。 

「ジョブを釈メモ」フィールドに人力した情制ま 、 Command Workstation の「プ□パティ」、ジョ 
ブ□グに表示されます。また 、 Command Workstation では「ジョブを釈メモ」を変更できまずが、 
このとき入力できる文字数はここで扱う文字数と異なります。詳娜ま、「7章プリントオプション」 
を参照してください。 

プリント_ ] 

プリンタ ：I MLP 930 PX - 口 5 B 00 _Priru 1;] 

プリセット：〔標章 1：3 

- 1 才ーナー情巧 ,1] - 



@〔 PDF ，) f プレビユ ー ， キ，ンゼル) t プリント i 


9. 「指示」フィールドにジョブに関ずる指示を入力します。 

この指示は Command Workstation の「プ□パティ」に表示されまずが、「ジョブ□グ」には表示 
されません 。 Command Workstation では「指示」フィールドの情報を変更できますが、このとき 
入力できる文字数はここであう文字数と異なります。詳細は、の章プリントオプション」を参照 
してください。 

10. MLPro 930 PS でユーザ認証が設走されている場合には、 MLPro 930 PS で使用しているユーザ名 
を「ユーザ名」フィールドに入力しまず。 

11. MLPro 930 PS でユーザ認証が設をされている場合口ま、 MLP 「 o 930 PS で使用している日ーカル 
パスワードあるいはドメインパスワードを「パスワード」フィールドに人力します。 

12. 認証印刷ジョブをを信する場合は、 r ジョブを」フィールドにジョブをを、 r ジョブノなワード」フィー 
ル ドにパスワードを入力します。 

13. あ要に応じて、その他のフィールドに情報を入力します。 

詳細は、の章プリントオプション」を参照してください。 

14. カラー設をを巧う場合は、「カラー」アイコンをクリックします。 
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15. カラープリントオプションを指定しまず。 


©06 


口を] 個 

ジ a ブ情*! 巧 "レイアウト 
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口む 雷 i 匿 日_ 

イタージな上げ /のアプルデータ助 H スタンプ «e バージ a ン 11 こ 
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♦ 〇 CMYK (_ エキスバ —M#* … ） 

0グレースケール 
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、 白 111 トラッピング： 

堪 I甘 J ンタみ初由》を *] 


■P] □ e の■き•义 

郎□色州*の坦ちづ 




こキ+パル f OK 


み 


双方向通信がを効に設をされている場合は、「標準カラー」は表示されません。 


16. カラーの表現ちま等の詳細カラー設をを使用するには、「エキスパート設定」をクリックしまず。 
「エキスパートカラー設定」ダイア□グボックスが表示されまず。 


〇 


MLP の 930 PS からの ColorWise 設定内容をこのダイアログボックスに表示させるには、巧で向通信が有効に設をされ 
ている'必要があります。 


•i ： 
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51 Se ~ 
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才ーパーブリン K; 
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( r ：7» A 卜） 


「化カプ□ファイル」オプションで、「化力-1」~「出力-10」を違択する場合は「双ち向通信を使 
巧」オプションを無効にします。特をのダウン□ードした出カプ□ファイルを違択する場合は、 r 双 
方向®信を使用」オプションを有効にします。 

17. カラー設をを巧い、 roK 」 をクリックします。 
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18. 各アイコンを違択してプリンタに固有のオプションを指をします。 


これらの印刷オプションは、 MLPro 930 PS および装着オプションの機能に化をした固有の情報で 
す。全オプションを表示するには、スク□—ルがお要な場合があります。ここで指をずるオプショ 
ンは > MLP 「 o 930 PS の「プリンタ設定」より優先されますが 、 Command Workstation か6オプショ 
ンを書き換えることが可能でず。 

「プリンタの初期設を」を違択した場合は、 MLPro 930 PS 「設を」での設定内容に従って印刷され 
まず。 

詳細は「7章プリントオプション」を参照してください。 

アプリケーションまたは Mac 0 S X の印拓臘能か6指定巧能なプリントオプションには > プリン 
タドライバのオプションと同様なものがありまず。このような場合、プリンタドライバでオプショ 
ンをちをしてください。アプリケーションからオプションを指定した場合、 MLP 「 o 930 PS で正し 
く印刷されないことがあります。 

印刷中に無効な設定や設定の組合せを違択した場合、エラーは化ません。例えば，プリンタドライ 
パで OHP 用紙の両面 EP 刷を達択することはできますが、これは無効な設走なので MLPro 930 PS 
では無効となりまず。 

19. rOKJ をクリックし、「プリント」をクリックします。 
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Mac OSX でのカスタム用紙サイズの定義 

印刷ページのサイズおよび余白を定義することじより、用紙サイズをカスタマイズできまず。指 
をしたカスタムページは、 EP 刷時にアプリケーションから容易に達択でき、印刷の度に定義する 
必要はあリません。 


プリンタドライバでカスタム用紙サイズを定義するには (Mac OS X 10.3.9) : 

1. アプリケーションの「ファイル」メニューか6「ページ設定」を選択します。 

①カスタム用紙 
サイズのを前 


3. 「新規」をクリックして、カスタム用紙サイズ用に名前を入力します。 

4. 巧紙サイズおよびプリンタの余白を人力しまず。 

5. 「保有」をクリックしまず。 

目. 「 OK 」 をクリックして終了します。 

新たに指定した用紙サイズの設定が、カスタム用紙サイズの一覧に追力□されます。 


プリンタドライバでカスタムぺージサイズを定義するには (Mac OS X 10.4 
な齡： 

1. アプリケーシヨンのメニューか6「ファイル：ぺージ設定」を逞択します。 


2. 「設定：カスタム用紙サイズ」を違択しまず。 


設定： f カスタム巧化サイス 


EFI tempiMe 


① 


復お 

削除 

麻 


用巧サイブ 

ちさ： 

柏； 


ブリンタのを白 
上； 

左； in 

下； 


③ 


f キャンセル ） ！■ OK 
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2. 「巧紙サイズ：カスタムサイズを管理」を選択しまず。 

% _ カスタム.ぺージ.ヴイズ_ _ " ① カスタムぺージ名 

ぺージサイズ： 9.00 in 12.00 in 

« あさ 

プリンタのを白： 

广ユ—ザ定巧 ■：! 

_ 0.25 in _ 

0.25 in 上 0.2 S in 

& 0.56 in 6 

下 


キヤン七ル ) t OK * 

3. 「+」をクリックして、新しいカスタムぺージサイズを追力□します。 

4. 「各称未設定」をダブルクリックして、カスタムページサイズ用1こを前を人力しまず。 

5. 「ページサイズ」と「プリンタの余白」を入力しまず。 

目. 「 OK 」 をクリックして終了しまず。 

新たに指定した用紙サイズの設定が、カスタムページサイズの一覧に追力□されます。 


保存されたカスタム用紙サイズを変更するには： 

1. アプリケーシヨンのメニユーか6「ファイル：ぺージ設を」を逞択します。 

2. 「設定：カスタム用紙サイズ」を選択しまず。 

Mac OS X 10.4 :「用紙サイズ：カスタムサイズを管理」を選択しまず。 

3. 変更するカスタム用紙（ページ）サイズのを前を違がします。 

4. 巧紙サイズとプリンタの余白を変更します。 

5. 「カスタム用紙サイズ」の名前をクリックして置換します。 

Mac OS X 10.4跳を：手順7に進みます。 

日.「保存」をクリックします。 

7. 「0 K 」 をクリックして終了します。 



[ + ] — |'巧ぉ I 

③ 
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カスタム用紙サイズを削除するには： 

1. アプリケーシヨンのメニューか6「ファイル：ぺージ設を」を違択します。 

2. 「設定：カスタム用紙サイズ」を選択しまず。 

Mac OS X 10.4じ(降：「用紙サイズ；カスタムサイズを管理」を違択します。 

3. カスタム用紙（ページ）サイズのを前を選択します。 

4. 「削除」をクリックします。 

Mac OS X 10.4 W 降：「一」をクリックして削除します。 

5. 「0 K 」 をクリックして終了します。 


保存されたカスタム用紙サイズをコピーするには： 

1. アプリケーションのメニューか6「ファイル：ぺージ設定」を逞択します。 

2. 「設定：カスタム用紙サイズ」を選択しまず。 

Mac OS X 10.4じ(降：「用紙サイズ；カスタムサイブを管理」を達択します。 

3. カスタム用紙（ページ）サイズのを前を違択します。 

4. 「複製」をクリックします。 

5. 「0 K 」 をクリックして終了します。 

双方向通信の使用 

TCP / IP ネットヮークを利用している場合，ヌヌ方向通信機能を利用して、プリンタの状況や Col - 
orWise 設定を MLP 「 o 930 PS か6収集し、プリンタドライバ上に表示させることができます。 
プリンタの状況により、用紙やインクの残量を確認できます。 ColorWise 設定は ， Command 
Workstation を使用して MLPro 930 PS に設をできまず。 ColorWise 印刷オプションについての 
詳細は、「5章カラー印刷」を参照してください。 


双方向通信を有効にするには： 

1. アプリケーションの「ファイル」メニューか6「プリント」を違択します。 

2. 「プリンタ」に MLP 「 o 930 PS を選択します。 

3. 「Color Wi 洗」もしくは「プリンタ情報」をド□ップダウンリストか6達択します。 
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4. 「巧方向通信を使用」チェックボックスを有効じしまず。 

プリンタ；’ MLP 930 PX -3 B 1 900 —Print I 

プリセット：广樣夕 I 

- 1 ColorWise ^ ； j - 

班田モ■ド 

©巧巧カラー 

0エキスパートカラー ( 没を… ) 

0グレースケール 

□ コンポジットオーパープリント 
C 3 カラ—■巧 
三を分の組合だ 
Z 自 B トラッビジグ 

^巧方向巧宿を。巧- 

ブリンタのアドレス： 192.168.100 .88 ( ) 


③广 PDF , 1〔プレビユ ー) f キャンセル） (ブリント4 

MLP 「 o 930 PS の IP アドレスまたは DNS 名)を入力するには「設定」をクリックします。 



5. MLP 「 o 930 PS の IP アドレスまたは DNS をを入力します。 

Bonjour で横化された MLPro 930 PS を選択ずる際には 、 「Bonjour Printers 」 に表示されるリスト 
から選択ずることができます。 

目. 「0 K 」 をクリックしまず。 
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7. プリンタの使用状況をお認するには、「プリンタ情報」アイコンをクリックします。 


プリンタ ； f MLP 930 PX -3 B 1900 _Prini 


プリセット； ' 權ホ 


プリジタ巧餐 


0 巧巧： 巧用巧能 

巧巧トレイ宿巧 


C ち巧つ 


トナーのレペル 



巧方向适巧を巧巧 
プ U ンタのアドレス； 



トレイ1 (A4 «送0> 

マルチパーバストレイ （A4 «を 
0 ) 

トレイ2 (A3} 

トレイ3 (A3) 

トレイ4 (A3 ノビ） 

トレイ5 (A3 ノビ） 


192.168 .100.88 


¢7) ( PDF，J (プレビユ ー) 


キャンセル1 ( プリント 4 


• 用紙：トレイ内の用紙の種類、残量をパーセントで表示します。 

• トナー：使用しているトナーの色と残量を表示します。 

表示されている残量は大まかなもので、実際のトナ-残量とはかずしも-致しません。 

8. 画面表示を更新するには、「アップデート」ボタンをクリックしまず。 
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概要 


ここでは、次の円 ery ユーティリティのインス!-ール、設定、使用方法 I こついて説明しまず。 
Command Wo か Station Windows Edition は、 MLP 「 o 930 PS に送られたジョブのフ□—を管理/ 
監視するためのソフトウエアです。 

Hot Folders は、よく使用するプリントオプションを保をしておいて、 PostScript ファイルと 
PDF ファイルを MLP 「 o 930 PS に巧刷するときに再利用できるようにします。 

WebTools は、イントラネットまたはインターネットを通して MLPro 930 PS をリモートから管 
理しまず。 WebTools は MLPro 930 PS 八ードディスクじあり、 Web ブラウザを利用してクライ 
アントコンピュータからアクセスします。 


ヘルプについて 

円 ery ユーティリティの詳しい使用ち法は、ヘルプで提供されています。本章では、ヘルプへのア 
クセスちまについて記載しています。ソフトウェアの追力的青報については、ヘルプを参照してく 
ださい。 


Windows 対応コンピュータへのインストール準備 

Fiery ユーティリティを Windows 対応コンピュータにインストールずる前に、 trP の事項を植認 
してください。 


Command Workstation、WebTools を Windows 対応〕ンピュータで使用ずるには 、 Sun Java 
ファイル (Sun Java Runtime Environment ( JRE )) をインストールする必要があります。このファ 
イルは、 CD 2 ユーティリティ CD ( Windows ) の fCommon Utilities 」 フォルダ1こ格納されて 
います 。 Sun Java ファイルがインストールされていない場合、各インストーラはユーティリティ 
をインストールする前に、自動的じ Sun 」 a \/ a ファイルをインス I ルします。 




JRE ， SEv 1.6 (推奨バージョン）が CD 2 ユーティリテイ CD ( Windows ) に含まれています。 


円 ery ユー ティリティをインストールずるには 、 Windows XP ではサービスパック2 、 Windows 
Server 2003ではサービスパック1がインストールされている必要がありまず。これ6がイン 
ストールされていない場合、 ユー ティリティのインストール時にサービスパックをインストー 
ルずるよう求められまず。 

ご使用のコンピュータに異なるバージョンの Sun Java JRE がインストールされていてもかまいません。 Fiery ^- 
^ティリティは正しいバージョンを検出します。そのため、イ也のアプリケーションで也、要な別バージョンの Sun 
Java JRE をアンインストールする也、要はありません。 


を 


CD - ROM に添付の Fiery ユーティリティは 、 Windows 2000ではご使用になれません。 

Windows 2000でご利用の場合、薛社ホームぺージよりお応版ユーティリティを入手してくださし、。 
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Mac OS 対応コンピュータへのインストール準備 

円 ery ユーティリティを Mac 0 S コンピュータじインストールずる前に、スクリーンフォントを 
インス I ルすることができます。 

フォント 

Mac OS X 10.3.9 な降でフォントをインストールするには： 

1 Mac 0 SX 対応〕ンピュータの CD - ROM ドライブに CD 1 ソフトウェア CD を挿人します。 

2 「アプリケーシヨン」フォルダの 「Font Book 」 をダプルクリックします。 

3 「ファイル」メニューから「フォントを追力山を選択しまず。 

4 CD 1 ソフトウェア CD 内の 「 Font : OSX 」 フォルダか6フォントを逞がします。 

「編集」メニューか6「すべてを違択」を違んで全フォントを違択することもできます。 

5 「フォントをインストール」欄か6次のいずれかを違択します。 

• ユーザ個人用に使用する場合は、「自分専用」 

• 共有する場合は、「このコンピュータのずベてのユーザ用」 

Mac OS X 10.4 Jii 降ではあらかじめ Font Book アプリケーシヨンの環境設をの「デフォルトのインストール場前 
にて、 r ュ-ザ」、「コンピュ-夕 」、 「Classic MacOS 」 のいずれかを選んでおいてください（デフォルトは「ュ-ザ」)。 

6 「開く」をクリックしまず。 

7 「Font Book 」 アプリケーシヨンを終了します。 
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Fiery ユーテイリテイのインストール 

円 ery ユーテイリテイは、ユーテイリテイ CD を使用してインストールします。 

ご使巧のコンピュータにインストールされている Fiery ユーティリティを再度インス I -―ルする 
と、 W 前にインストールされていたちのはアンインストールされます。 


ユーテイリテイ CD から Windows 対応コンピユータにインストールするには： 

1 ご使用の〕ンピュータの CD - ROM ドライブに CD 2 ユーティリテイ CD ( Windows ) を挿入します。 



2 画面に表示される指示に従って<ださしん 


ユーティリティ CD を使用して Windows 対応コンピユータのユーティリティ 
を変更するには： 

1 ご使用の〕ンピユータの CD - ROM ドライブに CD 2 ユーティリティ CD ( Windows ) を挿入します。 

2 画面に表示される指示に従って<ださい。 

Command Workstation 4が既にインストールされている場合 、 Command Workstation 4を残すか 、 Command 
Workstation 5に入れ替えるかを選巧できます。 
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Mac OS 対応コンピュータへのユーザソフトウェアのインストール 

Mac 0 S 対応コンピュータへのインストールは，個々のアプリケーションごとに巧います。 

CD 3 ユーティリティ CD ( Macintosh ) から Mac OS 対応コンピュータにユ ー 
ザソフトウェアをインストールするには： 

1 ご使用の〕ンピュータの CD - ROM ドライブに CD 3 ユーティ リ ティ CD ( Macintosh ) を挿人します。 

2 rosxj フォルダを表示させます。 

3 インストールするアプリケーションのインス!-―ラアイコンをダブルクリックします。 

4 画面に表示される指示に従って<ださい。 
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Command Workstation Windows Edition 

Command Workstation Windows Edition は、 MLP 「 o 930 PS オペレータまたはシステム管理者 
が MLP 「 o 930 PS 上のジョブの印刷ワークフ□一の監視/管理を行うためのソフトウエアでず。 
t (下の機能が提供されています。 

• MLP の 930 PS 上のジョブの状況を表示 

• ジョブの待機/処理/巧刷を実行 

. ユーザが指定したプリントオプション設定の書き換え 

• ジョブのページ内容のプレビュー表示 

• ジョブのページの並べ替え、他ジョブとのマージ 

• バリアブルデータ印刷巧 FreeForm マスターファイルの作成/使用 

• ジョブのアーカイブ 

• ジョブ□グの表示/エクスポート 


Command Workstation Windows Edition のインストール 

Command Workstation Windows Edition は、 MLPro 930 PS にネットワーク接続ずる Microsoft 
Windows 対応コンピュータにインストールします。システムにあ要な条件じついては，「セット 
アップ編」を参照してください。 

Command Workstation のインス!ラは、 CD 2 ユーティリティ CD ( Windows ) で提供されて 
います。 

インストーラを起動すると 、 Command Works ね tion か5「設を」を実行するためにあ要な 」 ava 
ファイルもインストールされます。「設定」についての詳細は、「4章設定管理」を参照してくだ 
さい。 

ユーティリティをインストールする前に、 [ Windows があコンピュータへのインストール準備」 （66 ぺージ）をお読みくだ 
さぃ。 

Command Workstation のインス I ルは Startup . exe を使用して巧います。インストール手順 
については、 「 Windows 対応コンピュータへの Fiery ユーテイリテイのインス I ル」 （68 ぺージ） 

を参照してください。 


MLPro 930 PS への接続設定 

初めて Command Workstation を起動ずると、 MLPro 930 PS へ接続を設定:するよう促されまず。 

サーバをや IP アドレスが変更される等の、 MLPro 930 PS のネットワーク設定が変更された場合 
は、接続情報を変更する必要があります。 MLP 「 o 930 PS 「設定」情報を変更ずる場合は、その後 
V Command Workstation の接続を再設定:します。詳細は 、 「Command Workstation の接続設 
定を変更ずるじは：」 （71 ページ）を参照して<ださい。 
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Command Workstation の接続を設定するには： 

1 Windows の「スタート」 乂ニューせら、 「プ□グラム ： Fiery : Command Workstation 5 J の順に 
違択して 、 Command Wo か Station を起動します。 

「サーバーに接続」ダイア□グボックスが表示されます。 



2 MLPro 930 PS が表示されない場合、图ボタンをクリ、ソクして自動核索やサブネ、ソトあるいは IP 
ァドレス節囲を指をしてお索します。「追力山をクリ、ソクして MLPro 930 PS を「接続していないサー 
パ」一覧に追力□します。 

「キーワードでフイルタリング」で DNS を等でフイルタリングすることちできます。 



接続の設定準備： 

• MLP 「 o 930 PS の「設定情報」ぺージを印刷しまず。 

「設定情報」ページを印刷する手順じついては、「4章設を管理」を参照してください。 

このぺージには、接続の設定にか要な IP アドレスなどの情報が記載されています。 TCP / IP ネッ 
トワークの設定によっては、 IP アドレスの代わりに DNS をを使用ずる場合がありまず。ネットワー 
ク上で MLP 「 o 930 PS がドメインネームサー八‘の NS ) に登録されていることを確認してください。 
詳細については、ネットワークシステム管理者に問い合わせてください。 
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3 使用する MLP の 930 PS を違択して、「接統」をクリ、ソクします。 


「□グィン」ダイア□グボックスが表示されまず。 



4 「システム管理者」、「オペレータ丄または「ゲスト」を違択し、か要に応じてパスワードを入力し 
て「□グイン」をクリックします。 

MLPro 930 PS システム管理者のパスワードにつしての詳継ま、「4章設定管理」を参照してくだ 
さい。 

これで MLPro 930 PS との接続が確立されました。 


Command Workstation の接続設定の変更 

MLP 「 o 930 PS の設定やネットワークに変更がある場合は接続設定を変更しまず。 


Command Workstation の接続設定を変更するには： 

1 Command Wo か Station を起動します。 

「□グインサーバ」ウィンドウが表示されます。 

2接続設をを変更ずる MLPro 930 PS を逞択して、「餘去」をクリ、ソクしまず。 

3 71ぺージの 「Command Workstation の接続を設をするには：」の手順を繰り返します。 
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Command Workstation の使用方ま 


Command Workstation のインストールと接続設定が完了ずれば、 MLPro 930 PS 上のジョブの 
監視/管理を開始できます。 

Command Workstation の詳しい使用方法については 、 Command Workstation のヘルプを参照 
してください。ここでは、ヘルプへのアクセスち法と、ヘルプに記載されていない機能について 
説日月します。 


Command Workstation ヘルプにアクセスするには： 

1 Command Wo か Station を起動します。 

「□グインサーバ」ダイア□グボックスか 6 MLP 「 o 930 を還択し、サーバに□グインします。 
システム管理者のパスワードの初期設走值については、「4章設を管理」を参照してください。 



2 「ヘルプ」メニューから「ヘルプ」を違がしまず。 
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追加機能 

ここでは、ヘルプに記載していない Command Workstation 追力□機能の使用ち法について説日月し 
まず。 


トレイ調整 

「トレイ調整」機能を使用すると、ページ上のテキスト/画像の印刷位置を調整し、トレイ内の用 
紙のズレを修正できまず。両面印刷を巧ラ場合には、テキスト/画像を両面とも同じ位置に印刷 
するよう調整できまず。 

「トレイ調整」機能は、 MLP 「 o 930 PS の操作パネル上の「トレイ調整」コマンドか6も同じよう 
じ使用可能です。 

トレイ調整を行うじは、じ(下を行うあ要があります。 

• システム管理者としてサーバに□グインし、 MLPra 930 PS 「 設を」でトレイ調整を有劾にします。 

• MLPro 930 PS プリンタドライバの「用紙」オプションバーで「トレイ調整」を「オン」に設走 
します。 

• EP 用腳に正しし佣紙トレイを選択します。 

. ジョブの印刷時にトレイ調整が機能するためには、印刷前に r 用紙トレイ」タブの「用紙トレイ」オプションパーで 
調整するトレイを選がしてください。「用紙トレイ」で「自動還が」を選がすると「トレイ調整」はを効になりません。 
. アプリケーションによっては、「トレイ調整」の機能がを効にならないことがあります。 

用紙トレイ調整を巧うには: 

1「サーバ：トレイ調整」を達択します。 

「用紙トレイ調整」ダイア□グボックスが表示されまず。 



2 「トレイ」でトレイを違択します。 

3 「用紙」で、手順2で違択したトレイに入っている用紙サイズを違択しまず。 

用紙トレイ調整値は、トレイ/用紙の組させによって異なります。たとえば、 r トレイ i 」/ rA 4」 用の用紙トレイ調整値は、 
「トレイり/「レター」の組み合わせには無効です。るトレイ/巧紙の組み合わせにがし、トレイ調整を巧う必、要があ 
ります。 

4 両面印刷を行う場合は「両面印刷用調整」横のボックスにチェックマークを付け、片面 EP 刷を斤う 
場合は「両面印刷用調整」横のボックスのチェックを外して、「続行」ボタンを押します。 

調整ページが印刷されます。 
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5 肖臘された調整ページ上の手順に従います。 

まず用紙を横に半分に巧ってか6用紙を広げ、次に縦に半分に巧って用紙を広げまず。用紙上の 
各目盛りとおり目が交差している部分の数値を用紙の A / 己/ C 横のボックスに書き入れます。 

6 「トレイ調整」ダイア□グで、「サイド1」の A / B / C 欄に、用紙の各目盛り （ A > B > C ) とおり 
目の交差部分の値を人力しまず。 

A と C じ異なる値を入力すると、画像が回転するためジャギー(ギザギザが態）が目立つことがあります。その場合 
には、 A と C に刖値を人力してください。 

7 両面印拓脚に用紙トレイ調整を巧う場合は、「サイド2」の A / B / C 欄に、調整用ぺージ裏面の 
各目盛り （ A 、 B 、 C ) の数値を人力します。 

「サイド 1」 と同様、 A と C に異なる値を人力すると、画像が回転するためジャギー（ギザギザ状態) 
が目立つことがあります。その場合は、 A と C に同じ値を入力してください。 

8 「適用」ボタンを押しまず。 

9 用紙トレイ調整値を取り消ず場合は、「リセット」ボタンをクリックします。 

10「閉じる」ボタンをクリックし，「トレイ調整」ダイア□グボックスを閉じます。 


用紙種類の混合設定 

用紙種類のミ昆合設をを使用して、1つのジョブに対して章分けをを義したり、ページの範囲を指 

をして異なる用紙に印刷したり、ページ圍にブランク用紙を挿入したりすることができます。 

用紙種類のミ昆合では、次のガイドラインまたは制限が適用されまず。 

• 「用紙種類の混合」ダイア□グボックスでは、「ジョブのプ□パティ」ダイア□グボックスやプ 
リンタドライバによってジョブに設をされている用紙の種類> ページサイズ、仕上げ設をと競 
合ずる設をを指をすることはできません。 

• そ肩する設定が存在する場合、設定をがホ<表示され、競合を解消ずるように要ホされます。 

• 「用紙種類の混合」設定を行った後にプリントオプションを指定した場合、特定のページで競合 
が発生する可能性があります。この場合、別のプリントオプションを指をするか、競合する「用 
紙種類の混合」設定を削除する必要がありまず。 

• 「製本メーカー」でを種製本タイプを指をしている場合じは、「用紙種類の混合」を指定ずるこ 
とができません。「製本メーカー」でを種製本タイプを指をいる場合に表紙指定を巧うには「レ 
イアウト」タブ内にある「表紙用給紙トレイ丄「おもて表紙丄「裏表紙」の設定を行って表紙 
印刷を指定することができます。 

^ メモ)「用紙種類の混さ」の基本操作については、 Command Wo か station ヘルプを参照して< ださい。 
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用紙種類の混合を設定するには： 

1 ジョブセンターをクリックし、待機/印刷済み/アーカイブ巧みのジョブを達択し、「アクション」 
メニューか6「プ□パティ」を違択します。 

2 「ジョブのプ□パティ」ダイア□グボックスで「用紙トレイ」タブをクリックします。 

「用紙種類の混合」設定項目を表示するために下へスク□ールします。 

'1^ 巧 KSS の B さ 

きの巧把ぺ—ジ ； [ 1 (ぺージ S 号をコンマで区切って入力してくだ:乱、） 

一.'^-ホ上わ： . '_7 

を示； 囚 すべて 回 ま巧 囚ぺ- ジ拓回 回 ブランクぺ-ジ 



「就捕黃 ...1 1 巧巧 W -ジ醉囲... 1 r 巧規インサート.. .1 お集:.. 肖腳 

3 「章の開始ページ」欄に新しい章が始まるページ番号を人力します。 

ぺージ番号は コンマで 区切って入力してください（例； 4,9,17)。この設をじより、章の開始ペー 
ジが強制的にち側ページになり、あ要に応じて左ページにブランクが挿入されまず。 

ジョブの最初のぺ-ジと、オリジナル書類のぺ-ジ番号を乂力するを要はありません。 

4 おもて表紙とう6表紙の定義を行ラ場合は、「表紙を義」をクリックします。 

詳細は、「表紙定義を設定するには；」 （77 ページ）を参照してください。 

5 個々のページまたはページの範囲のプ□パティを設定する場合は、「新規ページ範囲」をクリック 
しまず。 

詳細は、「特定ページの用紙種類を設をするには：」 （77 ページ）を参照して < ださい。 

6 ブランクページを挿人する場合、「巧規インサート」をクリックします。 

詳細は、「ブランク挿入を設をずるには：」 （77 ページ）を参照してください。 

7 現在のを義を変更/削除するには、リスト内の項目を選択して、「編集」または「除去」をクリッ 
クします。 

「編集」をクリックした場合、設をを再入力して「変更」をクリックします。 

8 「ジョブのプ□パティ」ダイア□グボックスで rOK 」 をクリックします。 

用紙種類の混合設をがジョブに適苗されました。「ジョブのプ□パティ」ダイア□グボックスが開 
じます。 
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表紙定義を設定するには： 

1「届紙種類の混合」設定エリアで「表紙を義」をクリックします。 

「表紙用用紙」ダイア□グボックスが表示されます。 

2 お电て表紙と裏表紙に同じ設をを使庙ずる場合、「おもて/う6表紙両方に同じ設定を適用」を達 
択しまず。別々に設定ずる場合は、「おもて表紙」と「裏表紙」を違がしまず。 

3各種設定をそれぞれ違択します。 

4 「印刷面」では、表紙にどのように印刷するかを指走します。 r 外側丄俩側丄または「両面」か 
6違択できます。 

次の制限が適用されます。 

• 「タト側」を指定した場合、 r 両面」を r オフ」にする必要がありまず。 

• 「内側」または「両面」を還択した場合>「両面」を「長辺とじ」または「短辺とじ」のどち6 
かに設をするを要がありまず。 

5 roKj をクリックして「用紙種類の混合」ダイア□グボックスに戻ります。 

r 表紙用用航での設をは、「ぺ-ジ/ぺ-ジ範囲用用紙」での設まより優ホされます。 


特定ページの用紙種類を設定するには： 

1「庙紙種類のミ昆合」設定エリアで「新規ページ範囲」をクリックしまず。 

「ページ/ページ範囲用用紙」ダイア□グボックスが表示されまず。 

2 「ページ範囲」欄にページ番号、ページの範囲をコンマで区切って人力します。 

たとえば、「3,9-14,18」と入力できます。 

3各種設定をそれぞれ違択します。 

カスタム用紙サイズを設定する場合は、「カスタム」ボタンをクリックして、「カスタム用紙サイズ」 
ダイア□グボックスで苗紙の寸法を指をします。 

4用紙設定を行うごとに「定義追出」ボタンをクリックします。 

5 「閉じる」をクリックして「用紙種類の混合」ダイア□グボックスに戻りまず。 


フランク挿入を設定するには： 

1「庙紙種類のミ昆合」設定エリアで「新規インサート」をクリ、ソクします。 

「ブランク挿入」ダイア□グボックスが表示されます。 

2対象ページの前後にブランクページを挿入するかどうかを指をします。 

書類の最初または最後のページを指をすることもできます。 

3 各種設定をそれぞれ選択します。 

カスタム用紙サイズを設定する場合は、「カスタム」ボタンをクリックして、「カスタム用紙サイズ」 
ダイア□グボックスで用紙の寸法を指をします。 

4 ブランク挿人をを義ずるごとに、「挿入」をクリックします。 

5 「閉じる」をクリックして「用紙種類の混合」ダイア□グボックスに戻りまず。 
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トラブルシューティング 

Command WorkS ね tion の接続およびソフトウエア上の問題についてトラブルシューティングを 
行う場合、 W 下を参照してください 。 Command WorkS ね tion のヘルプにも追力□情報が記載され 
ています。 


Command Workstation から MLPro 930 PS に接続できない 

MLPro 930 PS に接続できない、またはご使用のコンピュータで MLPro 930 PS が表示されない 
場合は、ネットワーク管理者に問い合わせて<ださい。サーバ設をやネットワーク接続を解ます 
るには、システム管理者の作業があ要になることもあります。ネットワークの設定が変更された 
場合は、 MLP 「 o 930 PS の再設走があ要な場合もありまず非4章設を管理」参照)。 

たとえば、プリントサーバや Novell サーバのプリントキューのを前が変更されたり削除された場 
合、またはユーザアカウントや使用を件が変更された場合、 MLP 「 o 930 PS のシステム管理萄ま、 
riPX ( Novell ) 設定」でも設定を変更しなければな6ない場合があります。 

化のユーティリティを使用して MLP 「 o 930 PS に接続できるにもかかわ6ず 、 Command 
Workstation か6は接続できない場合は，接続設定をし直すあ要がありまず （72 ぺージ)。 

「4章設定管理」に指示に従って MLP 「 o 930 PS の設をを巧い、クライアントとネットワークサー 
バのセッ トアップを巧った場合は、テストページを印刷して<ださい。テストページが印刷でき 
るにもかかわ6ず、クライアントコンピュータか6印刷ができない場合は、システム管理者にネッ 
トワーク接続の点検を行うよう依頼してください。 

MLP 「 o 930 PS への接続も、テストぺージの印刷もできない場合は、 MLP 「 o 930 PS の操作パネル 
の表示を殖認してください。 


Command Workstation がハングアツプする 

Command Workstation が応答しない場合> 次の手順を実巧してください。 


Command Workstation のウインドウが更新されない場合 

1 Command Wo か Station か6□グオフし、終了します。 

2 Command Wo か Station を再起動するか、コンピュータを再起動します。 

Command Wo か Station の画面が更新されない、ジョブが表示されない、マウスが操作が効かない、 
(ジョブ、画面、メニューなどが違択できない、ちクリックができない）という現まが発生した場合は、 
MLP 「 o 930 PS がダウンしているか、またはネツトワークが通信できない状ミ兄になっています。 


Command Workstation を強制終了するには 

1 Ctrl + Alt + Delete キーを押し、「タスクマネージャ」をクリックして Command Workstation を選択 
しまず。 

2 「タスクの終了」をクリックします。 

3 MLPro 930 PS でネットワークケープルを取り外し、取り付け直して，テストぺージまたは設走情 
報ページを印刷しまず。 
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上記が失敗した場合は、 MLPro 930 PS を再起動してください。 





Command Workstation Macintosh Edition 

Command Workstation Macintosh Edition は、 MLPro 930 PS オペレータまたはシステム管理者 
が MLPro 930 PS 上のジョブの巧刷ワークフ□一の監視/管理を行うためのソフトウエアです。 

Command Workstation Macintosh Edition では、 J : JrF の機能が提供されています。 

• MLP 「 o 930 PS 上のジョブの状況を表示 

• ジョブの1寺機/処理/巧刷を実行 

. ユーザが指定したプリントオプション設定の書き換え 

• ジョブのページ内容のプレビュー表示 

• ジョブのページの並べ替え、他ジョブとのマージ 

• バリアブルデータ印刷用 FreeForm マスターファイルの作成/使用 

• ジョブのアーカイブ 

• ジョブ□グの表示/エクスポート 

Command Workstation Macintosh Edition のインストール 

Command Workstation Macintosh Edition は、 MLPro 930 PS I こネットワーク接続する Mac OS 
X 対応コンピュータにインストールします。 

^1^^ Command WorkS は tion 5は Mac OS X10.3 .9 切前の Mac OS ではご使用になれません。 Mac OS X10.3 .9 でご利用の場合、 
弊なホ-ムぺ-ジよりが応版ユ-ティリティを人手してくださぃ。 

Command Workstation Macintosh Edition をインストールするには： 

1 CD 3 ユーティリティ CD ( Macintosh ) を Mac OS X 対応〕ンピュータの CD - ROM ドライブに挿 
入します。 

2 CD 3 ユーティリティ CD ( Macintosh ) 内の 「0 S X 」フォルダを開きます。 

3 rCommand Workstation 5」アイコンをダブルクリックします。 

4 画面に表示される指示に従って、インストールを完了しまず。 

MLPro930PS への接続設定 

初めて Command Workstation を起動ずると> MLPro 930 PS へ接続を設定ずるようイ足されまず。 
MLPro 930 PS のサーバをや IP アドレスが変更された場合は、そのつど MLP 「 o 930 PS との接続 
を再設をしてください。 


接続の設定準備： 

• MLP 「 o 930 PS の「設定情報」ぺージを印刷しまず。 

「設定情報」ページを印刷する手順については、「4章設定管理」を参照して<ださい。 

このページには、接続の設走にあ要な IP アドレスなどの情報が記載されていまず。 
TCP / IP ネットワークの設をじよっては、 IP アドレスの代わりに DNS 名を使用ずる場 
合がありまず。ネットワーク上で MLP 「 o 930 PS がドメインネームサーバの NS ) に 
登録されていることを殖認してください。詳細については> ネットワークシステムの 
説明書を参照してください。 


ユ I ティリティ 


79 





Command Workstation の接続を設定するには： 

1 Command Wo か Staion のアイコンをダブルクリ、ソクして Command Workstation を起動します。 
「サーバーに接続」ダイア□グボックスが表示されます。 



2 MLP 「 o 930 PS が表示されない場合は「(31」ボタンをクリ、ソクして自動お索やサブネットあるし、 
は IP アドレス範囲を指をしてお索しまず。 

「追力日」をクリックして MLP 「 o 930 を「接続していないサーバ」一覧に追出します。 

「キーワードでフィルタリング」で DNS 名等でフィルタリングずることができまず。 
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3 使用する MLP 「 o 930 PS を選択して、「接統」をクリックします。 


し g —— サ バ じ接巧 

巧巧していないサーパー: 



サーパーに巧巧します： 

MLP930PE-XXXXXX/192.168.100.2 f t] I + | 1^,] 

(ヴーパーをまたは IP アドレス） 

( キャンセル ） f 巧 度） 
/a 

「□グィン」ダイア□グボックスが表示されます。 



4 「システム管理者」、けペレータ」または r ゲスト」のいずれかを選択してから、必要に応じてパスワー 
ドを入力し、「□グイン」をクリックします。 

これでサーバと接続されました。 

すべての使用可能なサーバは「使用可能サーバリスト」に表示されまず。 
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Command Workstation の接続設疋の変更 

MLP 「 o 930 PS の設定やネットワークに変更がある場合は接続設定を変更します。 

接続設定を変更するには： 

1 Command WorkStaion を起動しまず。 

「□グインサーバ」ウィンドウが表示されまず。 

2接続の設定を変更する MLP 「 o 930 PS を選択し、「削除」をクリックしまず。 

「使用可能サーバ」ダイア□グボックスが表示されまず。 

3 変更された MLPro 930 PS を追化ずるには 、 fCommand Workstation の接続を設定:する I こは：」 
のステップ2から3を行いまず。 

別の MLPro 930 PS に接続ずるよう変更するには、「サーパー覧」から MLPro 930 PS を削除して 
から別の MLP 「 o 930 PS との接続を設定:しまず。 


Command Workstation の使用方ま 

Command Workstation のインストールと接続設定が完了すれば、 MLPro 930 PS 上のジョブの 
監視および管理を行うことができまず。 

t メモ ） Command Workstation の使用方■法の詳細は 、 Command Workstation のヘルプて提供されています。 

Command Workstation ヘルプにアクセスするには： 

1 Command WorkS 胤 ion を起動しまず。 

サーバー覧で MLPro 930 PS を選択し、□グインしまず。 

システム管理者のパスワードについては、「4章設定管理」を参照してください。 


666 

Command Workstation 
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: 70 GB as 可能 81: 63.8 


2 「ヘルプ」メニューから「ヘルプ」を選択しまず。 
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追加機能 

Command Workstation Macintosh E 加 ion では、「用紙種類の混合」設定を実行できまず。詳し 
くは、「用紙種類の混合設定」の日ページ）を参照してください。 


トラブルシューティング 

Command W 併 kS ね tion の接続およびソフトウエア上の問題についてトラブルシューティングを 
行う場合、 W 下を参照してください 。 Command WorkS ね tion ヘルプ1こも追力□情報が記載されて 
います。 


Command Workstation から MLPro930PS に接続できない 

MLPro 930 PS じ接続できない、またはご使用の〕ンピュータで MLPro 930 PS が表示されない 
場合は、ネットワーク管理者に問い合わせて<ださい。サーバ設をやネットワーク接続を解ます 
るには、システム管理者の作業があ要になることもあります。ネットワークの設定が変更された 
場合は、 MLP 「 o 930 PS の再設走がか要な場合もあります片4章設を管理」参照)。 

たとえば、プリントサーバや Novell サーバのプリントキューのを前が変更されたり削除された場 
合、またはユーザアカウントや使用を件が変更された場合、 MLP 「 o 930 PS のシステム管理萄ま, 
riPX ( Novell ) 設定」でも設定を変更しなければな6ない場合があります。 

化のユーティリティを使用して MLP 「 o 930 PS に接続できる1こもかかわ6ず 、 Command Work ¬ 
station からは接続できない場合は 、 Command Workstation の接続設ををやり直すあ要があり 
まず旧2ページ参照)。 

「4章設定管理」に指示に従って MLP の 930 PS の設定を巧い、クライアントとネットワークサー 
バのセッ トアップを巧った場合は、テストページを印刷してください。テストページが印刷でき 
るにもかかわ6ず、クライアントコンピュータか6印刷ができない場合は、システム管理者にネッ 
トワーク接続の点検を行うよう依頼してください。 

MLP 「 o 930 PS への接続も，テストぺージの印刷もできない場合は，プリンタのタッチパネル表 
示を殖認してください。 

Command Workstation がハングアップする 

Command Workstation が応答しない場合、次の手順を実巧してください。 


Command Workstation のウインドウが更新されない場合 

1 Command Wo か Station か6□グオフし> 終了します。 

2 Command Wo か Station を再起動するか、コンピュータを再起動します。 

Command Workstation の画面が更新されない、ジョブが表示されない、マウスが操作が効 
かない、（ジョブ、画面、メニューなどが違択できない、 Control + クリックができない）と 
いう現象が発生した場合は、 MLPro 930 PS がダウンしているか、またはネットワークが通 
信できない状況になっています。 


Command Workstation を強制終了するには 

1 Command - Option - Escape キーを押して Command Workstation を選択しアプリケーシヨンを 
強制終了します。 

2 MLPro 930 PS でネットワークケープルを取りかし、取り付け直して、テストぺージまたは設走情 
報ページを印刷します。 

3 上記が失敗した場合は、 MLPro 930 PS を再起動してください。 
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Hot Folders 


Hot Folders を使用ずると、よく使用ずるプリントオプション設定を保存して、 PostScript およ 
び PDF ファイルに適用して ML Pro 930 PS - X に印刷することができます。以下の機能を提供し 
ます。 

• Hot Folders 用の特別なフォルダを作成し、プリントオプション設をとプリントキューを指定で 
きます。 

• ジョブをそのフォルダにドラッグ&ド□ップずるだけで、 MLP 「 o 930 PSl こ印刷できます。 

• Hot Folders に送信したジョブの状況を監視できます。 

Hot Folders は MLP の 930 PS - X モデルでのみ利巧できます。 

Hot Folders は Windows 2000 、 Mac OS X 10.3 .9 L ソ前の Mac OS ではご使用になれません。これらの OS でご利用の場合、 
薛社ホームぺージよりお応版ユーティリティを入手してください。 

サポートされるフアイル形式 

Hot Folders では、次の標準ファイル形式がサポートされています。 

• PostScript 

• PDF 

• TIFF 

• EPS 

Hot Folders のインストール 

Hot Folders をインストールして使用するには、ネットワーク接続された Windows または Mac 
OS 対応コンピュータが必要です。 

* Mac OS 対■応コンビュータで Hot Folders を使用するには、 Windows から Hot Folders を共をできるようネットワーク管理 
^^9 者に i 就してもらう'お要があります。 

• Hot Folders のインストーラは、 CD 2 ユーティリティ CD ( Windows ) もしくは CD 3 ユーティリティ CD ( Macintosh ) にあり 
ます。 

•ユーティリティをインストールする前に、 「 Windows お応コンピュータへのインストール準備」 （6 目ぺージ）をお読みくだ 
さし、。 

•インストール手順については、 「 Fiery ユーティリティのインストール」 （68 ぺージ）を参照してください。 


Hot Folders の使用方ま 

Hot Folders の使巧方法の詳細は 、 Hot Folders ヘルプに記載してありまず。 


Hot Folders のヘルプにアクセスするには： 

1 Hot Folders を起動します。 

2 「ヘルプ ： EFI Hot Folders ヘルプ」を逞がします。 
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Hot Folders の入力形式 

「入力おま」インターフェイスからファイルフィルタにアクセスできます。プリンタじファイルを 
送信する前に、フィルタを使用して特をのファイルを PostScript ( PS ) または PDF おまに変換 
できます。また、「入力形ま」インターフェイスか6アプリケーション特有のオプションにちアク 
セスでき、ファイルを作成したアプリケーションを起動することなく、印刷の向きなどプリント 
設定オプションを変更できまず。 

フィルタを一度設定すると 、 Hot Folders は自動的にファイルお式をお化し、ファイルをプリン 
夕にを信する前に PS または PDF おまに変換しまず。 

を人力形式の設をの詳細は Hot Folders ヘルプをご K ください。 


Hot Folders での入力形式 

クライアントコンピュータで稼動している Hot Folders で入力おまを設をし、オプションを指を 
することによって、サポートする形まのファイルを H 饥 Folders にドラッグ&ド□ップして、ファ 
イル変換を開始できます。 

フィルタ設定を行うには 、 Hot Folders の「入力おま」ダイア□グボックスを開きます。 
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入力形式の設定を行うには： 

「入力お式」は、「ホットフォルダー設を」ウィンドウからアクセスできます。 

1 Hot Folder コンソールで Hot Folder をダブルクリックし、「ホ、ソトフォルダー設定」を開きまず。 
もしくは Hot Folder コンソールで Hot Folder を選択し> ツールバー上の「編集」ボタンをクリッ 
クします。 

2 「編集」をクリックして r 人力おま」ウィンドウを開きまず。 

「入力お式」ダイア□グボックスが表示されまず。ここで設をを変更する入力おまを達択しまず。 





入力乃イルの巧巧： 


,doc, ,docx, ,化，，化ん ，ppt, .P 口れ， ，pps, .日 psXi .pu 巳 


乃ン汹I; に KI M に ROLINE Pro 的 OPS-X(PS) v| 

PowerPoint 設定 


I スライド 


I カラ¬ 


げ則： 

カラー/クレースケール： 

宜が- 

ぺージをのフぅイ K 巧： : C 

叫的： •行 

お 

POS にかがの詳細設定- 

□isfflsra 

□フト•ラィド 

囚コイシトわよ刑ンウマ-ウアップが n 刷 

化カファイルのほ頭 
®PS 




1よージはを口ません 


囚巧しスライドが n 刷 
!ちるま 


化 tdler のブ□フ7イル： 


3 

4 


1 キ，ン它 jjJI 

MacOSX では 「 Microsoft 」 形式は巧あしていません。 

あ要に応じて各入力形式の設定を変更しまず。 

「0 K 」 をクリックします。 
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WebTools 


WebTools を使用すると，リモートクライアントからインターネットまたは社巧イントラネット 
経由で MLP 「 o 930 PS を管理できます。 MLP 「 o 930 PS のホームぺージか6、 trF の WebTools 
機能を利用できます。 

• ホームー MLP 「 o 930 PS の WebTools のホームぺージを表示します。 

• 書類一 MLPro 930 PS 上のジョブにリモートか6アクセスできます。ジョブの印刷やインポート、 
およびジョプの管理を行えます。 

•設定一 MLP 「 o 930 PS の現在の設定が一覧表示されます。システム管理をは、サーバ設定内容 
を変更できます。管理者パスワードが設定されている場合は、パスワードの人力があ要です。 

• 製品アップデート情報殖認一 MLP 「 o 930 PS の最新アップデートモジュールが利用かどうかを 
調べます。利用できる場合は，ダウン□ードすることができまず。 


WebTools のセットアップ 

WebTools は MLP 「 o 930 PS の八ードディスクにあり、クライアント〕ンピュータじインストー 
ルする免、要はありません。 ただし、 MLP 「 o 930 PS のシステム管理者が WebTools を使用できる 
ようじ設走ずるか要がありまず。 

ネットワークユーザが WebTools にアクセスできるようにするには、システム管理者が「ネット 
ワーク設走」および「プリンタ設定」を調整するを要があります。 MLPro 930 PS 「設を」の詳細 
については、「4章設走管巧」を参照してください。 

システム管理者は、インターネットまたはイントラネット経由で MLP 「 o 930 PS と届信するクラ 
イアントコンピュータのセツトアップち行ラあ要があります。 


WebTools を使用するためにクライアントコンピュータをセットアップする 
には： 

1 TCP / IP を有効にしまず。 

2 ワークステーションに固有の IP アドレスが割り振6れていることを確認します。 

3 ワーク ステーショ ンにサポートされているインターネットブラウザをインストールします。 

4 ブラウザで Java が有》力になっていることを確認します。 

また、 「 Windows 対応コンピュータ への インス!ル準備」 （66 ぺージ）および 「Mac 0 S 対応コ 
ンピュータ への インストール準備」 （67 ページ）で説巧する準備手順も完了しておいてください。 
WebTools を実巧する〕ンピュータが Windows XP Service Pack 2を実巧している場合は、ポッ 
プア、ソプブ□ック機能がデフォルトで有効に設定されていまず。この設定では、 WebTools にア 
クセスしたときに警告メッセージが表示され、 WebTools の機能を実行できません 。 WebTools 
が機能ずるようにするには、と J てを行ってください。 

• 表示された警告メッセージをクリックして、表示される違択肢の1つを違んで、「ポップアップ 
ブ□、ソク」機能を変更します。 

• インターネットエクスプ□-ラの r ツール」メニューかポップアップブ□、ソク」を違がするか、 
「インターネットオプション:プライバシー」を違がして、ポップアップブ□ックを無効にします。 

詳細は、インターネットエクスプ□ーラのヘルプまたは Windows の説明書を参照してください。 
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WebTools ホームぺージへのアクセス 

インターネットブラウザを使用して WebTools へアクセスします。 

1インターネットブラウザを起動します。 

2 MLP の 930 PS の IP アドレスまたは DNS をを入力しまず。 

MLP 「 o 930 PS ホームぺージが表示されまず。 

3 使用する WebTools 機能へのリンクをクリックします。 

WebTools の使用方法 

WebTools の詳細な使用ちまについては、各 WebTools ヘルプを参照してください。 

WebTools ヘルプを表示するには 

1 ブラウザを起動して、 MLP 「 o 930 PS の IP アドレスを人力し、 WebTools にアクセスします。 

2 WebTools ウィンドウち上の「ヘルプ」アイコンをクリックします。 

と J 下に WebTools のを機能について説明します。 

ホーム 

「ホーム」では、現在 MLPro 930 PS で処理中/印刷中のジョブが表示されます。処理/印刷状況 
のリフレッシュ頻をを設定することができます。 

「ホーム」は WebTools 起動時に表示されますが、別のタブを違択ずると自動的に閉じ6れまず。 
フ□—トオプションを使用して、常に「ホーム」を開いておくことわ巧能です。この場合，30秒 
ごとに最新の情報に更ま斤されます。 

書類 

「書類」 WebTools を使用すると、インターネット/イントラネット経由で MLPro 930 PS 上のジョ 
ブにアクセスできまず。 trF の操作が巧能です。 

• 自分のメールボックス内のジョブの管 S と函巧 

メールボックスは WebTools rCon 怕 ure 」 を使用してセットアップできます。 

• ジョブの制御と変更 
• MLP 「 o 930 PS への ジョブを信 

設定 

「設定」 WebTools は， MLP 「 o 930 PS システム管理者向けの、ソールです。システム管理者はこの 
ツールを使用して、 MLP 「 o 930 PS のリモート管理を実行できます。「設定」 WebTools については, 
「4章設定管理」を参照して<ださい。 

「設定」 WebTools を使用ずる前に、 「 Windows 対応〕ンピュータへのインストール準備」 （66 ベー 
ジ）の指示に従って、ご使用のコンピュータをセットアップしておく'必要があります。 

製品アップデート情報確認 

この機能を使用ずると、 MLPro 930 PS システムソフトウエアの更き斤プ□グラムが利用可能かど 
うか植認することができます。可能な場合、更新プ□グラムのダウン□ー ドを実行できます。 
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使用開始前に 


印刷準備には、ご使用のネットワーク環境や印刷方法に合わせた MLP 「 o 930 PS の初期設をがを 
要です。設定実行前に、 MLP 「 o 930 PS でサポートされるアクセスち法やコント□ール方法を理 
解し、ご使用の環境に最も適した設定をまをして<ださい。これにはパスワード設定やセキュリ 
ティレベルのまをが含まれまず。セキュリティ関連オプションは相互に関連があるため，本章の 
記載を参照の上、タカま的なセキュリティシステムを計画し、設定を実巧してください。 

コントロールおよびアクセスレベル 

MLP 「 o 930 PS システムを構築する隐には、システム管理者はユーザがアクセスできるネットワー 
クやソフ トウエアの使用レベルやコント□ールレべルをまめておくあ要があります。これ6は W 
下のちまで操作できます： 

• ユーザ およびグループ設定 

• プリント接続の開放 

• WebTools へのアクセス 


ユーザ およびグループ 

WebTools の Configure を使用すると、ユーザを作成しパスワードを割り当てることができます。 
また特定の権利を持ったグループを作成してユーザをそのグループに人れることわできます。デ 
フォルトでいくつかのグループがありますが、新たなグループを作成できます。あるグループ内 
のユーザはずべて同じ権利を持ちます。 

MLPro 930 PS で LDAP サービスが使用可能な場合、ユーザをグ□-バルアドレスリストか6追 
力□することもできまず。詳細は 、 WebTools Configure のヘルプファイルを参照してください。 

パスワード 

新しいユーザを作成した場合、ユーザにパスワードを割り当てます。さらに、次のパスワードを 
設定できまず。 

• システム管理をグループ内のデフォルトの admin ユーザ 
• オペレータグループ内のデフォルトの operator ユーザ 

デフオルトでは、 MLPro 930 PS のデフオルト"スワードがこれらのユーザに設をされます。"スワードはを 
其月的に変更することをわ勧めします。一般ユーザがこのハ‘スワードを入手した場合、故意にあるいは誤って 
MLPro 930 PS の設ををを更してしまうことがあります。"スワードの設を方法については、「"スワードの設を」 
(136 ぺージ）を参照してください。 

システム管理をグループおよびオペレータグループのユーザには、作成時に設をした権利だけで 
なく、それぞれのグループじデフォルトでちえ6れている権利があります。 W 下にその例をあげ 
まず。 
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システム管理者 

システム管理者グループ内のユーザには、印刷やジョブ管理環境をコント□ールできる最も高い 
権利がちえられます。 

システム管理をにはじ(下の権限があります。 

• MLPro 930 PS 「設定」 

• グループの追力日/削除 
• ユーザの追出/削除 
• ユーザパスワードの設を/変更 
• ジョブ□グの削除、印刷、エクスポートおよび参照 
• ジョブの削除、表示、およびプリントオプションの変更 

• MLP 「 o 930 PS 内のずべてのジョブデータを削除 
• カラー EP 刷/白黒 EP 刷の切り替え 

• プリント接続開放 
• フォントの削除 

• ジョブ管理ツールを使用するジョブコント□ール 
• ジョブ設をの上書き 
• プリントオプションのデフォルト設定 

• MLPro 930 PS のキャリブレート 

オペレータ 

オペレータグループ内のユーザには、ジョブ管理ツールを使用した EP 刷ジョブ管理（ジョブ設走 
の書きをえを含む）を行う権利があります。 

• ジョブ□グ参照 

• ジョブの削除、表示、およびプリントオプションの変更 
• カラー印刷/白黒 EP 刷の切り替え 

ゲスト（パスワード不要） 

ジョブ管理ツールにゲストとして□グインする場合、パスワードはあ要ありません。ゲストは現 
行ジョブの状況を確認できまずが、ジョブや MLPro 930 PS の状況に変更を力□えることはできま 
せん。 
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プリント接続 

MLP 「 o 930 PS は3種類のプリント接続（待機キュー、印刷キュー、直接接続）をサポートしてい 
まず。これらのプリント接続は、「プリント接続」設定で使用の可否を違択します。印刷キューや 
直接接続を使用可能にすると、待機キューのみが使用可能な場合よりもリモートユーザが自由に 
印刷できるようになりまず。システムの使庙を厳し<制限したい場合は、これらの接続を使用し 
ないよう設をします。 

MLPro 930 PS では、印刷ミ斉みキューわ使用できます。 Ep 刷済みキューには印刷が完了したジョ 
ブが保存されておりそれらを再印刷できます。 MLPro 930 PS 設走で、印刷済みキューに保存す 
るジョブの数を指をできまず （99 ページ)。 EP 刷ミきみキュー内のジョブを再印刷するには、ジョ 
ブ管理 ツール （Command Workstation ) を使用します。 

- Fiery ユーティリティや WebTools を使巧するには、プリント接続のうちひとつを開巧するか要があります。 

•ぃ〈つかのユーテリィティは「直接接続」を開放しておかなぃと使用できな〈なります。詳細は巧用編をご覧下さぃ。 

待機キュー （ Hold ) 

待機キューに送られたジョブは MLPro 930 PS の八ードディスクにスプールされます。待機キュー 
はジョブを保存する領域です。これ6のジョブの印刷処理じは、ジョブ管理ツールを使用します。 

印刷キュー （ Print ) 

印刷キューは、 MLP 「 o 930 PS で使用される標準のキューです。印刷キューに送6れたジョブは、 
受信した順に処理、印刷されます。ただしオペレータによって優先されたジョブや、直接接続を 
経由して送信されたジョブは印刷キュー内のジョブより先行して化 S されます。 

直接接続 ( Direct ) 

直接接続では、印刷ジョブは MLP 「 o 930 PS が「使用可能」状態のときにジョブが MLPro 930 PS 
の直接接続へ送6れます。 MLPro 930 PS が設を実巧中、 RIP 中、印刷中など使用中の場合には、「使 
用可能」になるまでジョブは送信元のクライアント PC 側に留まります。前のジョブの処理が終わ 
り次第、印刷キュー内に他の印刷ジョブがある場合でも、優先的に MLPro 930 PS で処理されます。 

直接接続にを6れたジョブは> MLP 「 o 930 PS の八ードディスクには保をされません。ジョブ管 
理ツール (Command Workstation ) じは現行ジョブとして表示されまずが、ジョブを違択して 
再印刷、移動、削除などの操作を巧うことはできません。このため機密性の高いファイルを保護 
するのに適していまず。 

MLProgSOPS にフォントをインスト-ルする場合は、直接接続を使用可能じしてくださし、。 

WebTools 

MLP 「 o 930 PS では、インターネットやイントラネットを経由して Windows および Mac OS 対 
応〕ンピュータか6 Fiery WebTools が使用できまず 。 Fiery WebTools を使用するち法について 
詳細は、 WebTools 設定を参照して<ださい。 


ホーム 

r ホーム」には、現在の MLP 「 o 930 PS で処理中または EP 刷中のジョブの情報が表示されまず。 r ホー 
ム」でジョブ情報を表示するには、パスワードは不要でず。詳細については「3章ユーティリティ」 
を参照してください。 
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書類 

「書類」ページからは，インターネットまたは社内イントラネット経由で MLP 「 o 930 PS 上のジョ 
ブじアクセスできまず。ジョブの管理と配布，ジョブの制御と変更， MLP 「 o 930 PS へのジョブ' 
送信などを巧うことができまず。詳細は、「3章ユーティリティ」を参照してください。 

設定 

「設定」ぺージには、現在の MLP 「 o 930 PS の設定値が表示されます。また、 「 Configure 起動」 
をクリックし「設定 （ Configure )」 を使用ずるとリモートコンピュータから MLP 「 o 930 PS の設 
をを変更できます。この機能を使用するには、システム管理者パスワードの入力が'必要でず。詳 
細については、リモートクライアントか6の MLP 「 o 930 PS 設定を参照してください。 パスつ一 
ドについて詳細は、「パスワードの設を」 （136 ページ）を参照してください。 


追加セキュリティ機能 

従来のパスワードじよるセキュリティ保畫に力□えぶ下の機能を使用して MLPro 930 PS のセキュ 
リティを保護することができます。 

• E メール アクセス 

• IP アドレス、ポートのフィルタリング 
• 認証巧刷 

• LDAP 言忍証 

E メールウイルス 

MLPro 930 PS では 、 E メールに添付されているファイルを印刷する E メール印刷をサポートし 
ています。 MLP 「 o 930 PS では、 PS ファイルや PDF ファイルなどの印刷可能な添付ファイルの 
みを受け付けまず。通常 、 E メールの添付ファイルとして送信されるウィルスは、受信側でそのファ 
イルを実行ずることで感染げ広がりまずが、 MLP 「 o 930 PS では、ウィルスの感染を防ぐため 、 E 
メールを受け取った場合でも次の化張すのついたファイルは玻棄します： 

. Bat > . VBS、.EXE 

また、 MLP 「 o 930 PS は、 RTF お式および HTML おまのメールや Java スクリプトを含むメール 
わ破棄しまず。 

また 、 E メール印刷を実行できるアドレスを指定して管理できます。この場合、 MLPro 930 PS 
で指定された E メールアドレスじ(外のユーザか6メールを受信しても、 MLPro 930 PS はそのメー 
ルを処理しません。 


IP アドレス、ポートのフイルタリング 

MLP 「 o 930 PS への アクセス制限をするためじ、 IP アドレス、 Mac アドレスおよびポート節囲を 
制限して、アクセスできるユーザを限定します。認可されていない IP アドレスや IP 節囲、 IP ポー 
卜か6を6れた〕マンドやジョブは、 MLPro 930 PS によって制限されまず。 

認話印刷 

認証印刷は、機密書類などを EP 刷する際に有効な機能でず。ユーザはプリンタドライバでパスワー 
ドを設定し> ジョブをを信します。プリンタでそのパスワードを入力して印刷を実行します。詳 
細は、「7章プリントオプション」を参照してください。 
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LDAP 認証 

ネットワークで LDAP が稼動しており、ネットワーク利用者のを前や情報が LDAP 通信で取得で 
きる場合には、 LDAP 認証ちまを設定できます。詳細は、 MLP 「 o 930 PS のヘルプを参照してく 
ださい。 


設定について 

MLPro 930 PS 「設定」では、他のデバイスとの通信制御やプリントジョブの管理ちまを設定でき 
ます。 MLPro 930 PS 「設定」は、最初に MLP 「 o 930 PS を導人するときとシステムソフトウェア 
を更ま斤したときにか要でず。また、使用しているネットワーク環境が変更になった場合やユーザ 
の印刷環境が変更1こなった場合じは、あ要に応じて MLP 「 o 930 PS 「設走」を変更してください。 

操作パネルからの設定 

最初に MLPro 930 PS の設をを実行するときには、操作パネルから行なってください。少なくと 
も 「サーバ設定」、「ネットワーク設定」、「プリンタ設定」の3つの設定項目を、この順番で実 
行ずる'必要があります。この初回の設定の後は、設定は操作パネルの5ページ） せら 、または 
Windows コンピュータか5 WebTools の「設定 ( Configure )」 や Command Workstation (70 ペー 
ジ）を使用して変更できます。ほとんどの設定項目は上記のいずれからでも設を/変更できます。 

「サーバ設を」、「ネットワーク設定」、「プリンタ設走」 W かの設走項目については、設定しない場 
合にはデフォルト設走が適用されます。この場合でもほとんどの EP 刷環境で MLPro 930 PS を支 
障なく使えますが、御使用の環境に合わせて設定を変更ずると、さ61こ MLP 「 o 930 PS ユーザは 
タカ率よ < Ep 刷ジョブを取リ扱えます。 

リモートクライアントコンピュータからの設定 

リモート設定 

リモートコンピュータか6 、 Command Workstation や WebTools の「設定 （ Configure )」 を使 
用してネットワークを経由して MLPro 930 PS を設をすることを、リモート設をと呼びます。 
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操作パネルからの設定 

MLP 「 o 930 PS は、 MLPro 930 PS を導入して最初にシステムを起動したときや、システムソフ 
トウェアの再インス!ルを巧った後に設定を巧うあ要がありまず。 

操作パネルでの設定作業 

MLPrO 930 PS が化のデバイスと交信したり、受取った印刷ジョブを管理したりするじは、プリ 
ンタ操作部の画面から設定を巧う必要がありまず。 

MLP 「 o 930 PS には下記の設定オプションが用意されています。 

• 「サーバ設定」一 MLPro 930 PS システムオプション指を 

• 「ネットワーク設を」一 MLP の 930 PS に印刷ジョブを転をするすべて 

• ru 涨設定」一 U 雄印刷の初期値を指定 

• 「プリンタ設定」一 MLPro 930 PS 上の印刷ジョブやキューの管理ち法を指を 
•「 PS 設を」 一 Pos 讫 cript オプションを設を 
• 「カラー設を」一カラー化カオプションを設定 
• 「ジョブ□グ設定」一印吊晩みジョブの記録を取り扱う方法を指を 
この他、 MLP 「 o 930 PS のシステム管理者機能がありまず （91 ぺージ参照)。 

操作パネル 

操作パネルでは、設定オプションを変更したり、処理中のジョブの情報を表示できます。 

「機能」メニュ ー 

「機能」メニューでは MLPro 930 PS の管理機能を使用できます。ここで利用できる機能のをくは、 
Command Workstation か6も利用できます。 

W 下のオプションが違択できます。 

ページの印刷一特殊ページを印刷しまず。サブメニューで trF のページの印刷を指をします。 

• PS テストページーカラーやグレースケールの出力状態をこのページで検討できまず。プリンタ 
を、カラー設定、 EP 刷日時などが印字されます。 

• 設定情報一このぺージは、 MLP 「 o 930 PS の八ードウェアとソフトウェアについての一般情報, 
現在の「設定」内容、およびイーサネットアドレスが EP 字されます。 

• ジョブ□グー EP 刷されたジョブのうち、最新の55件のジョブ□グを EP 刷します。 

• カラー表一 MLP 「 o 930 PS で使用可能な RGB 、 CMY 、 PANTONE カラー見本を印刷しまず。 

• PS フォントリストー MLPro 930 PS 八ードディスク内蔵の PS プリンタフォントをの一覧が印 
字されます。 

• PCL フォントリストー MLPro 930 PS ハードディスク内蔵の PCL プリンタフォントをの一覧が 
印字されます。 

• デモぺージ 

• エラー □グ 
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• メール □グー E メールサービス （巧刷）使用状況、アドレス帳の登録通®、 サービスの 通信状況 
を印刷しまず。最新の55件の□グが印刷されます。ネットワーク管理者向けの情報として有用 
でず。 

メールログを印刷するには、 MLPro 930 PS 「設ま:」の「ネットワーク設ま:：サービス設ま:: E メール設赴 

で、「メールサービス使用」を「はぃ」に設ま:する化要があります （113 ぺージ参照)。 

印刷の一時停止 一 MLP 「 o 930 PS をオンラインにしまず。このためジョブの巧刷が中断されます。 
現在のジョブに割り込みさせる場合は、必ずこのオプションを使用して<ださい。 

このオプションが違択されても MLP 「 o 930 PS はジョブの処理を続巧します。「印刷の再開」が 
違択されるとジョブの印刷が再開します。 

印刷の再開一 MLPro 930 PS をオフラインにし、「印刷の一時停止」を使用して中断していた印刷 
を再開します。 

認証印刷一認証印刷機能を使用してち信されたジョブの印刷方法を指をできます。認証印刷ジョ 
ブとは、ユーザがプリンタドライバでパスワードを設定して MLPro 930 PS に送信したジョブ 
で、「認証印刷」メニューからジョブにアクセスするにはそのパスワードがあ要になります。認 
証印刷オプションは 、 Windows XP/Serrver 2003/2000および Mac OS X のプリンタでのみ 
指をできます。詳細は、「7章プリントオプション」を参照してください。 

パ スワー ドの入力後、次のサブメニューが使用できます。 

• Ep 用臘削除一認証印刷ジョブを EP 刷し、印刷後すぐにジョブを削除します。 

• EP 刷後待磯一認証 EP 刷ジョブを印刷し、ジョブを保存します。保存された認証印刷ジョブを印 
刷/削除するじはパスワードがあ要でず。 

• 削除一認証印刷ジョブを削除します。 

• 認詰印刷ジョブはプリンタ操作部からのみアクセス可能です Command Workstation などのジョブ管 
理ツ-ルからは操作できません。 

. 認証印刷オプションは、 Windows XP/Serrver 2003/2000および Mac OS X からの印刷でのみ指をで 
きます。 

終了 一このオプションを違択した場合、 t (下のいずれかが還択できまず。 

. サーバの再起動一 MLP 「 o 930 PS サーバソフトウエアをリセットしますが、システム全体は再 
起動しません。リセ、ソト中は MLP の 930 PS へアクセスできません。処理中のジョブは中断され、 
消去される可能性があります。 

• システム終了一 MLP 「 o 930 PS のすベてのシステムを終了しまず。電源を切る場合にはかな6 
ずこのオプションを使用してください。 

• システムのリブー I '― MLPro 930 PS のシステム全体を終了し、再起動します。 

管理者用メニューーネットワークおよび印刷環境を設走ずることができまず。一般に、ネットワー 
クとユーザ環境の設をを実行するのは、 ネットワーク管理者でず。 MLP 「 o 930 PS を最初に起 
動したときと、システムソフトウエアをインストールしたときに設定作業があ要となりまず。 

トレイ 調整ーページ上でテキストと画像の位置を調自日します。たとえば両面 EP 刷した際のページ 
の印刷位置のずれを調整できます。詳細は、「3章ユーティリティ」を参照してください。 

キャ リブ レーション ー Visua に al を使用したキャリブレーションを実行します。操作方法じつい 
ては、「5章カラー印刷」を参照してください。 
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設定の実行 

設定を実行ずるときには、プリンタ操作部の画面に「印刷できまず」と表示されていることを殖 
認してください。 MLPro 930 PS が Ep 刷中または RIP 中の場合は、処理が終了し表示ウィンドウ 
に「印刷できます」と表示されるまで待ってください。 


MLPro 930 PS 使用可能時に操作パネルの面面で設定作業を開始するには： 

1「印刷できます」（印刷/処理されているジョブが無いことを示す）と表示されていることを植認し 
まず。 

MLPro 930 PS が Ep 刷中または RIP 中の場合は、処理が終了し表示ウィンドウに 「 Ep 刷できます」 
と表示されるまで待ってください。 

2 操作パネルの 「 Enter 」 ボタンを押します。 

機能メニューが表示されます。 

3 矢印ボタンを巧用して画面をスク□-ルし、 r 管理者用メニュー」を違択して 「 Enter 」 を押します。 

管理者ハ•スワードが設まされていると、「パスワード入力」画面が表示され、ハ•スワードの入力が求められます。バ 
スワ-ドを人力してください。 

デフオルトでは、 MLPro 930 PS の管巧を"スワードは、設をされていません。一脏ユーザが、故意にまたは誤って 
MLPro 930 PS の設をを変更してしまわないよう、かずパスワードを設をしてください。詳細は、「"スワードの設ま」 
(136 ぺージ）を参照してください。 

4 「設をを実行しまずか？」画面で[はい]が逞がされていることを確認して 「 Enter 」 を押します。 
「設を」画面が表示されるまで、しばらくお待ちください 

5 「設を」画面が表示された6、矢印ボタンで画面をスク□—ルしてください。 

6 「サーバ設を」、「ネットワーク設を」、「プリンタ設定」を順番に選択し、各設走作業を斤います。 

巧回設を時には、まずこれらの3ち目を'丘、ずこの順番で設をしてください。他の設まち目は、随時設定:•変更巧能です。 
巧 2回目 W 降は、を更したい設叔頁目に直接進んで〈ださい。 

7 「パスワードの変更」でシステム管理者用パスワードを変更します。 


設定面面の入力方法 

設定画面の人力方法には2種類ありまず。 

選択ちま 操作パネルに選択可能なオプションが表示されます。オプションが 

画面上に表示しきれない場合は、矢印ボタンを使用して項目を違びます。 
情報入力式 プリンタをや IP アドレスなど使用環境に即した情報を人力します。 

「 Back 」 ボタンを押すとカーソルが左に移動し文字が消去されます。 
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サーバ設定 

「サーバ設を」メニューでは MLP 「 o 930 PS や全ユーザに関するシステム情報を設定します。操作 
パネルで設をを開始ずるち法については、97ページを参照してください。 

「サーバ設を」を選がするとと J 下の順でオプションが表示されまず。 [] 内はデフォルト値です。 

サーバ名 

[デフオルトサーパ名] 

ネットワーク上で MLP 「 o 930 PS にさ前を付けるときにこのオプションを使用します撮長15 
バイト）。この名前が AppleTalk ネットワークの「セレクタ」画面に現れます。 

サーバをにデバイスを (3640 A 3) を使用しないでくださし、。 

システムの日付 

MLPro 930 PS のシステムの日付と時闇を変更するときにこのオプションを使用しまず。日付は 
年/月/日の順に08/12/14のおまで入力します。 

システムの時間 

システムの時闇を変更するときじこのオプションを使用しまず。24時聞表示に従って、時：分 
の順に09.10のお式で入力します。 

スター トぺージの 印刷 
いいえ/はし、[いいえ] 

MLP 「 o 930 PS 立ち上げおよび再起動のつどスタートページを印刷ずるかどうかを指をしまず。 
スタート ぺージ には サーバ 名、現在の日付と時刻、 カラー モー ド， メモリ量、キャリブ レーショ 
ン実施日、使用可能なネットワークプ□トコル、プリント接続などの MLP 「 o 930 PS 情報が表示 
されます。 

キャラクタセット 

Macintosh / DOS / Windows [ Macintosh 」 

プリンタ操作部および Command Workstation で、ファイルをの表示に使用するキャラクタセッ 
卜を 「 Macintosh 」 、 「 DOS 」 あるいは 「 Windows 」 の中から指をします。この指をはファイル名 
にアクセント記号 （6,0) が付いていたり、合成女字巧）が含まれている場合に重要でず。 

複数プラットフォームが混在するネットワークでは、多数を占めるクライアント対応のキャラク 
タセットを指まずるか、特種文字の表示に最適なセットを指定してください。 

印刷許可 

全ユーザ/認可るみユーザ[全ユーザ] 

ユーザがジョブを MLPro 930 PS に送信する前に認証を要ホされるかどうか？を指をします。 
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印刷るみキュー 

はい/いいえ[はし、] 

印刷済みキューを巧用ずる場合は、「はい」を選択します。「はい」を選択すると、印刷キューか 
6印刷されたジョブを、一を数保をずるための領域が八ードディスク上に殖保されまず。システ 
ム管理者またはオペレータ特権を持っている場合は 、 Command Workstation を使用することに 
より、 MLP の 930 PS にジョブを再を信せずに印刷済みキューか6再印刷することができます。「い 
いえ」を違択すると、印刷済みジョブは印刷後、八ードディスクか5削除されます。 

イ呆存ジョブ数 
1-99 [ 10 ] 

このオプションは「印刷済みキュー」が「はい」に設をされている場合に限り表示されまず。印 
刷済みキューに保存ずるジョブ数を指定します。保をするジョブ数ををく指をずると，それだけ 
八ードディスクの空き容量がかなくなります。空き容量がかない場合は、保をジョブ数に低い値 
を設走してください。 

RIP 中にプレビュー 

はし、/いいえ[いいえ] 

ジョブ処理中に 、 Command WorkS ね tion の「アクティビティ」モニタの処理犬況欄にプレビュー 
を表示するかどうかを指定します。 

変更のイ呆存 

はい/いいえ[はし、] 

r サーバ設定」での変更を有効にする場合は「はい」を還択しまず。「いいえ」を選択すると、無 
変更のままメイン「設定」メニューじ戻ります。 
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ネットワーク設定 

「ネットワーク設定」で、ネットワークを経由して MLP 「 o 930 PS じ印刷ジョブを転をできるよう 
に MLP 「 o 930 PS を構築します。 

「設定」メニューで「ネットワーク設定」を還がしまず。「ネットワーク設を」メニューで、ポー 
トタイプ、プ□トコル、ネットワークサービス設定用のサブメニューが違択できまず。 

ある項目を選択または使用可能じずると、その項目に関連した設定を人力するようにおされまず。 
「ネットワーク設定」では，クライアント P じサーバ，および MLP 「 o 930 PS が通信中に使用す 
るネットワークのアドレスやを前などを指をします。 

現在使巧中のネットワークシステム用のオプションのみを表示し違択してください。ネットワー 
ク環境の変更が生じた場合、 随時「ネットワーク設定」を変更できます。 

2種類と J 上のプロトコルが使用できるよう MLP 「 o 930 PS が設定されている場合は、 
MLP 「 o 930 PS は印刷ジョブ受取り時点で該当するプ日トコルを自動的に識別します。ネットワー 
クポー 卜が使用可能になっている場合、どのポートわ他のポートじ影響されることなく印刷ジョ 
ブを受信できます。 

ネットワーク設定オプションにアクセスするには： 

1「印刷できまず」（印刷/処理されているジョブが無いことを示す）と表示されていることをお認 
しまず。 

MLPro 930 PS が印刷中または RIP 中の場合は、処理が終了し表示ウィンドウに「印刷できます」 
と表示されるまで待ってください。 

2 プリンタ操作部横の 「 Enter 」 ボタンを押しまず。 

機能メニューが表示されます。 

3 矢印ボタンを使用してスク□—ルし、「管理ち用メニュー」を逞択して 「 Enter 」 を押します。 

「ハ•スワ-ド人力」画面が表示され、バスワ-ドの入力がポめられます。 

4 「設をを実行しまずか？」画面で「はい」を選択し、 「 Enter 」 を押します。 

5 メイン「設定」メニューから「ネットワーク設定」を違び、 「 Enter 」 を押します。 

6 「ネットワーク設を」メニューか6「ポート設を」を違び、 「 Enter 」 を押します。 

7 「ポート設定」メニューか6 「 Ethernet 設を」または「802 . lx 設定」を違択し，適切な設を情報 
を人力します。 

8 ポート設走入力後、「プ□トコル設定」を選び、 「 Enter 」 を押します。 

9 プ□トコル用に適切な設定情報を人力します。 

10プ□トコル設定入力後、「サービス設定」を違び、 「 Enter 」 を押します。 

11「サービス設を」で、あ要な設定作業を行います。 
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ネットワーク設定を終了するには： 

1「サービス設定」を終了すると「ネットワーク設走」画面が表示されます。この画面で「ネット設 
定終了」を違びます。 

2 「変更の保を」が表示されまずので、「はい」を還びまず。 

3 メイン「設走」メニューで化の設定項目を選ぶか、「設定終了」を達びます。 

初回設定時、あるいは接続を追力 □> 変更した場合は、「ネットワーク設定」後、「プリンタ設定」 

を達んで < ださい。 

ti 下は、ネットワーク設をメニューの説明です。オプション逞択項目巧の 
[] 内はデフォルト値です。 

ポート設定 

MLPro 930 PS をネットワークで使巧するには、「ポート設定」でイーサネ、ソトを使用可能にする 
を要があります。 

「ネットワーク設定」では複数レベルでメニュー画面がを在しますので、下位レベルのメニューを 
表示するときは、上位レベルのメニューをも►印と共に表示しまず。 


イーサネット設定 

ネットワーク設を ► 

ポート設定 ► 

イーサネ、ソ ト 設定 ► 

イーサネット速度 

自動検知 （10/1 00/1000 )/ 100 Mbps 全二重/100 Mbps 半二重 /10 Mbps 全二重/10 
Mbps 半二重[自動検知] 

ネットワーク上のコンピュータと MLP 「 o 930 PS 聞のイーサネット通信ま度を指をします。ネッ 
トワークに IGbps , 100 Mbps と10 Mbps が混在している場合またはネットワークま度がわ 
からない場合は「自動横巧」を指定します。 

USB ポート設定 

U 犯ポート印刷を行うには， 「 US 己ポートを使用ずる」で「はしりを達がてください。 

ネットワーク設を ► 

ポート設定 ► 

USB ポート設定 ► 

USB ポートを使用 

いいえ/はし、[いいえ] 

USB ポートを介して EP 刷する場合は、「はい」を選択します。コンピュータを MLPro 930 PS の 
USB ポートに接続し，直接ジョブを印刷できます。 
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ポートのタイムアウト（秒） 

5-300 [5] 

このオプションは 「USB ポートを使用する」が「はい」じ設定されている場合1このみ表示されま 
す。 USB ポートを使用する場合、ジョブのデータが一を時圍じ(内に MLP「o930PS じを6れてこ 
なければ、そのジョブの MLPro930PS へのを付が終了したとみなすことがありまず。ジョブの 
送付終了を判断ずるこの時圍圍隔（タイムアウト）をこのオプションで指をしまず。タイムアウ 
卜までは、 MLP の 930PS は USB ポートからの巧規のジョブは受け付け6れませんが、ネットワー 
ク経由の印刷ジョブは引き続き受け付けます。 

EOF キャラクタの無視 

はし、/ぃぃえ[ぃぃえ] 

このオプションは 「USB ポートを使用する」が「はい」の設をになっている場合にのみ表示さ 
れます。このオプションで、ファイルの end-of-file (EOF) を無》力にするかどうか指をします。 
PostScript ファイルがバイナリ （ASCII ではない）のときはおず「はい」を違択する必要があり 
まずが、通常の使用では、「いいえ」を逞択してください。このオプションが「はい」になってい 
ると、 MLPro930PS は EOF を半！]断するのにポートのタイムアウト値を使用します。 

MAC アドレスフイルタ 

ネットワーク設を ► 

ポー ト設定 ► 

イーサネ、ソト設定 ► 

MAC アドレスフィルタ ► 

デフォルトでは、 MLP「o930PS はすべてのパケットの受信を許巧しています。アクセスをコン 
卜□ールするには、最大1日日までの MAC アドレスを指定し、それらのアドレスからのパケット 
を制御するように設定できます。 

フィルタ使用 

はし、/ぃぃえ[ぃぃえ] 

「はい」を選択すると、続くメニューで承認する、または承認しない MAC アドレスの指走を行う 
ことができます。 

AppleTalk の印刷を斤う場合、クライアント PC と AppleTalk ゾーンを管理してぃる Seed 
巧 Router の MAC アドレスを「許可」に設をするか要があります。 

フィルタポリシー 
許可/拒否[許可] 

「許巧」を選択ずると、フィルタに登録された MAC アドレスか6のパケットが許可されます。フィ 
ルタに登録されていない MAC アドレスか6のパケットは拒否されます。 

「許巧」を選択ずると、フィルタに登録された MAC アドレスか6のパケットが拒否されます。フィ 
ルタに登録されていない MAC アドレスか6のパケットは許可されます。 

MAC アドレスフイルタ 

フィルタの追加/フィルタの削除/フィルタの編集 

オペ レーショ ンを違択します。 
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フィルタ追加 

[00000000001- FFFFFFFFFFFE] 

通信を承認するフィルタを設定したい MAC アドレスを入力します。最大で1日0までの MAC ア 
ドレスが指定できます。 

無効な MAC アドレスを入力した場合は、入力は拒否されます。同じ MAC アドレスを複数回入力した場合も同様に、2回目 
の入力は無効になります。 

フィルタ削除 
フイルタリスト 

フィルタリストから MAC アドレスを選択し、ひとつひとつ削除できまず。 

フィルタ編集 
フイルタリスト 

フィルタリストから MAC アドレスを選択し、 MAC アドレスを変更/編集できます。 


802 .1 X 設定 


ネットワーク設定 
ポート設定 
802 .lx 設定 


► 

► 

► 


MLP 「 o 930 PS は、802 . lx を使用して RADIUS サーバなどから認証を取得できます。この認証は、 
MLP 「 o 930 PS の起動時や、ネットワークケーブルが切断されたあと再接続されたときじ実巧さ 
れます。認証取得後、 MLP 「 o 930 PS はネットワークにアクセスできるようじなりまず。 

IEEE 802 . IX 認話を使用 

はし、/いいえ [ いいえ] 

ネットワーク接続時に MLPro 930 PS が802 . lx 認証サーバか6の認証を受けるかどうかを指を 
します。 

EAP タイプ 

MD5-Challenge イ呆護された EAP(PEAP) [MD5-Challenge] 

EAP (PPP Extensible Authentication Protocol ： PPP 化お認証プ日トコル）タイプを逞択しまず。 

ユーザ名およびパスワード 

MLPro 930 PS が802 . lx 認証サーバに認証を要求する際に使用ずるユーザ名およびパスワードを 
入力します。 

プロトコル設を 

MLPro 930 PS 「設を」では、プ□トコルを違択し、をプ□トコルごとの設定を行うか要がありま 
す。 AppleTalk , TCP / IP 适信は同時に使用可能でず。 
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AppleTalk 設定 

ネットワーク設定 ► 

プ□トコル設定 k 

八 ppleTalk 設定 ► 

AppleTalk 使用 

はい/いいえ[はし、] 

MLP 「 o 930 PS を AppleTalk ネットワーク1こ接続する場合に、「はい」を選択します。この設定に 
より AppleTalk ネットワーク上で MLPro 930 PS が使用可能になります。 

AppleTalk ゾーン 
[ゾーンの一覧] 

MLP 「 o 930 PS はネットワークをサーチして AppleTalk ソーン情報を得まず。ゾーンの一覧をス 
ク日ールして MLP 「 o 930 PS が所属ずる AppleTalk ゾーンを選択してください。ゾーンが1つし 
かない場含は、 MLPro 930 PS はそのゾーンに割り当てられまず。 

「 AppleTalk ゾーンが見つかりません」という警告は、ネットワーク I こゾーンがないか、ネットワー 
クケーブルが接続されていない場合に表示されまず。 この警告が表示されたら 「0 K 」 を選択して 
ください。 

IPv 4 設定 

MLP 「 o 930 PS を TCP / IP で設定する場合、 IPv 4 設定を選択しまず。 IPv 目を使用するかどうかも 
設定できます。 

IPv 目を使用する際には、まず、最初に也、ず IPv 4 設をを実行してくださし、。 

IP アドレス、サブネットマスク、およびゲートウェイアドレスは、 MLP 「 o 930 PS が自動 
的に DHCP まはた目00 TP サーバから取得するよう設定:ずることもできます。この場含、 
MLP 「 o 930 PS のスイ、ソチを入れるか再起動し、「巧刷できます」状態になるのを待ってください。 
ご使用のネ、ソトワークで DHCP または目00 TP サーバが動作しているのを確認し、「ネットワー 
ク設定」を実行します。 

イーサネット設定 


ネットワーク設定 ► 

プ□トコル設定 k 

IPv 4 設定 ► 

イーサネ、ソト設定 ► 


IP アドレス 自動割当 
はぃ/ぃぃえ[はし、] 

このオプションは、「イーサネット用に TCP / IP を使用する」で「はい」を選択した場合に表示 
されます。イーサネ、ソト用 IP アドレスを、 MLPro 930 PS に自動的に割り当てる場合は、「はい」 
を選択しまず。 MLP 「 o 930 PS に固を IP アドレスを割り当てたい場合は、「いいえ」を選択して 
ください。 

MLP 「 o 930 PS の IP アドレスを植認ずる1こは、「設定:情報」ページを印!刷してください。 

自動取得した IP アドレスは、後で自動的に変更される場合がありまず。 IP アドレスを一定に保 
持したい場合は、このオプションで「いいえ」を選択し、「 IP アドレス」でアドレスを入力して 
ください。 
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フロトコル選択 
DHCP/BOOTP[DHCP] 

このオプションは rip アドレス自動割当」オプションで「はい」を達んだ場合にだけ表示されまず。 
MLP 「 o 930 PS が IP アドレスを取得ずる際に使用するプ日トコルを指をします。 MLPro 930 PS 
は IP アドレスと同時にサブネットマスク、およびゲートウェイアドレスも取得できます。 

ネットワーク設定じよっては、 MLP 「 o 930 PS が再起動するごとに異なる IP アドレスがアサイン 
されることがありまず。また、 DHCP を使巧している場合、サーバを再起動しなくても IP アド 
レスが変更される場合があります。お使いのネットワーク環境にあわせて、 MLP の 930 PS とネッ 
"クを設定してくた’さい。 


トワー- 


MLPro930PS では、 DHCP オプション81がサポートされています。 


自動ゲートウェイアドレス 
はい/いいえ[はし、] 

このオプションは、 rip アドレス自動割当」で「はい」が達がされている場合に表示されまず。「は 
い」を逞択ずると、ゲートウェイに IP アドレスが自動的に割り当て6れまず。「いいえ」を逞択 
すると、「ゲートウェイアドレス」人力画面が表示されます。 

IP アドレス 

[192.168.100.100] 

MLP 「 o 930 PS のイーサネット用 IP アドレスを入力します。 TCP / IP で印刷を巧う場合は、 
MLP 「 o 930 PS 独自の認可済み IP アドレスを付ちするあ要があります。 


サブネットマスク 
I ； 255.255 .255.0] 

イーサネ，ソトを経由して TCP / IP で印刷するためのサブネットマスクを変更ずるときにこのオプ 
シヨンを使用します。 IP アドレスを設走変更した場合は、適切なサブネットマスク値を設定して 
ください。 




サブネットマスクの設をに関しては、ネットワーク管モ里者に前もって確認してください。 


ダートウエイアドレス 

[192.1 68.1 00.254] 

TCP / IP で印刷ずるためにゲートウェイアドレスを設定ずる必要があるときにこのオプションを 
使用しまず。 

-使用しているネットワークにゲートウェイがををしている場合には、適切なゲートウェイアドレスを入力してください。 
^^0 •使用しているネットワークにゲートウェイがををしない場合には、「127.0.0.1」を入力してください。 

-ゲートウェイアドレスの設をに関しては、ネットワーク管理者に前もって確詔してください。 
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DNS 設定 

MLP 「 o 930 PS を適切な DNS サーバにアクセスするよう設定できまず。 DNS サーバを使用ずる 
ことで、ユーティリティや WebTools を使用してリモートから MLP 「 o 930 PS に接続する際に IP 
アドレスでなく MLP 「 o 930 PS のサーバをを使用して接続できるよう I こなります。 

DNS 設定 

ネットワーク設定 
プ〇トコル設定 
IPv 4 設定 
DNS 設定 

DNS 使用 

はい/いいえ[はし、] 

このオプションで「はい」を選択すると、 MLPro 930 PS の DNS 機能が使用可能になり 、 DNS 
名を IP アドレスに変換できるようになりまず。 

DNS アドレス自動取得 

はい/いいえ[はし、] 

このオプションは、 MLPro 930 PS の IP アドレス自動割当に「はい」が選択されている場合に表 
示されます。 DNS サーバ情報を自動的に取得する場合は r はい」を選択し、「ホストを」 I こ進みます。 
「いいえ」を選択すると、「プライマリ DNS サーバアドレス」に進みます。 

プライマリ DNS サーバアドレス 
[127.0.0.1] 

このオプションは、 「 DNS アドレスを自動取得」で「いいえ」を選択した場合にのみ表示されまず。 
プライマリ DNS サーバのアドレスを入力しまず。 

セカンダリ DNS サーバアドレス 
[127.0.0.1] 

このオプションは、 「 DNS アドレスを自動取得」で「いいえ」を選択した場合にのみ表示されまず。 

セカンダリ DNS サーバのアドレスを入力しまず。 

ドメイン名 

DNS ドインをを人力します。 

ホスト名 

MLP 「 o 930 PS の DNS ホストをを入力しまず。 

プリンタ操作部から DNS ホスト名を変更した場合、けーバ設赴で設をしたサーバ名および 「Windows 設赴で設をしたサー 
バをも変更されます。 



► 

► 

► 

► 
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セキュリティ設定 

IP フィルタリングオプションを使用ずると、特走の IP アドレスか6の通信を承認または拒否し、 
これによリセキュリティを高めることができまず。 

また IP ポート設走では、ジョブの印刷やコント□ールに不要なポートを使用不可に設定すること 
で、 MLP の 930 PS の負荷を;咸6したり、セキュリティを高めることができます。 

セキュリティ設定 


ネットワーク設定 ► 

プ□トコル設定 ► 

TCP/IP 設定 ► 

セキュリティ設定 ► 


IP フイルタリング 

MLP 「 o 930 PS と IP アドレス園の通信を制御することにより、 MLP 「 o 930 PS のセキュリティを 
高める磯能です。各オプションを設定して、特をの IP アドレスか5の适信を承認または拒否しま 
す。 IP アドレスは、個々の IP アドレスを指をずることもできまずし，範囲を指をすることもで 
きます。初期設をでは、すべての IP アドレスからの通信を承認します。 


を 


IP アドレスとして、0.0 .0.0 または255.255 .255.255 は指をできません。 


W 下は、 IP フィルタリングのオプションです。 

IP フィルタ使用 

はし、/いいえ[いいえ] 

「はい」を違択すると、続くメニューで承認または拒否ずる IP アドレスの指定を行うことができ 
まず。 

デフオルトポリシー 
許可/拒否[許可] 

「許可」を逞択すると > この設定で指をしたじ(外の IP アドレスか6の届信を承認しまず。指を]: J 
タトの IP アドレスか6の通信を拒否する場合には「拒否」を逞択します。 

フィルタ追加 

IP アドレスまたは IP 範囲は、合計で1日までちをできます。 

を 0.0 .0.0 または255.255 .255.255 は指をできません。 


フィルタ削除 

通信を承認または拒否ずる IP アドレス、または IP 範囲を削除します。 

フィルタ編集 

通信を承認または拒否する IP アドレス、または IP 範囲を変更します。 


設定管理 


107 



IP フイルタタイプ 

IP アドレス /IP 節囲 [IP アドレス] 

rip アドレス」を逞択すると、届信を承認または拒否ずる IP アドレスを指をできます。 「 IP 範囲」 

を指定した場合には、 IP アドレスを範囲で指をできまず。 

rip アドレス」を選択した場合： 

IP アドレス 

0.0 .0.0-255.255.25 己2已5[0.0.0.0] 

承認または拒否する相手ホを、 IP アドレスで指をしまず。 

rip 範囲」を違択した場合： 

開始 IP アドレス 

0.0.0.0-255.255.255.255[0.0.0.0] 

終了 IP アドレス 

0.0 .0.0-255.255. 25己2已5[0.0.0.0] 

承認または拒否する相手先を、 IP アドレスの範囲で指をします。 

IP ポート設定 

MLPro 930 PS のポートを使用可能にしたり、使用不可に設走します。ジョブの Ep 刷または制御 
に不要なポートを使用不可に設走することで、 MLPro 930 PS の負荷を減らしたり、セキュリティ 
を高めることができます。 

W 下は、 IP ポート設をのオプションです。ポート番号のち横に括弧付きで示されているのは、そ 
のポートのサポートしているプロトコルです 。 Y :使用する / N :使巧しない 

IP ポート設定 
Y/N [N] 

「はい」を違択ずると，続く メニューで MLPro 930 PS のポートを使用可能にしたり、使用不可に設 
定することができまず。をポートの設をのちにある矢印ボタンを押して、それぞれ使用する、使用 
しないを設をします。画面に表示される設定内容をお認して<ださい。 

20-21 (FTP) 

Y/N [Y] 

MLP 「 o 930 PS の FTP ポートを使用する、使用しないを設定します。 FTP 印刷を使用する場合に 
は、「使用する」を指をしてください。 

80 (HTTP) 

Y/N [Y] 

MLPro 930 PS の HTTP ポートを使用する、使用しないを設定しまず 。 Fiery WebTools および 
IPPEP 刷を使用する場合、このポートは、使届巧能に設定してください。 

137-139 (NetBIOS) 

Y/N [Y] 

MLP 「 o 930 PS の NetBIOS ポートを使用する、使用しないを設定します。 SMB 印刷を使用する 
場合、このポートを、使用可能じ設定して<ださい。 
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161-162 ( SNMP ) 

Y/N [ Y ] 

MLPro 930 PS の SNMP ポートを使用する > 使用しないを設定しまず 。 Command Workstation 
を使用する場合、このポートを、使用可能に設定してください。 

443 ( SSL ) 

Y/N [ Y ] 

MLP 「 o 930 PS の SSL ポートを使用する、使用しないを設走しまず。 

このポ-卜を使用不可に設をすると、 TCP / IP での SNMP 通信は使用できなくなります。 

445 ( SMB / IP ) 

Y/N [ Y ] 

MLP 「 o 930 PS の SMB / IP ポートを使用する、使用しないを設定します 。 Windows 2000/ XP / 
Server 2003で SMB 印刷を使用ずる場合は、このポートを使用可能にしてください。 

515 (LPD ) 

Y/N [ Y ] 

MLP 「 o 930 PS の LPD ポートを使用ずる、使用しないを設定します。 UNIX か6の印刷、 
Windows か6 LPD 印刷を使用する場合、および MLP 「 o 930 PS ューティリティ、 WebTools を 
使用する場合は、このポートは使用可能じ設定してください。 

631 ( IPP ) 

Y/N [ N ] 

MLPro 930 PS の IPP ポートを使用する、使用しないを設定します。 IPP 印刷を使用する場合、 
このポートは、使用可能に設定してください。 

9100-03 (ポート910 0) 

Y/N [ Y ] 

MLP 「 o 930 PS の9100ポートを使用する、使用しないを設をします 。 Windows 2000 / XP およ 
び Windows Server 2003か6ポート9100を使用して印刷ずる場合、このポートは、使用可能 
に設定してください。 

EFI ポート 
Y/N [ Y ] 

MLP 「 o 930 PS の EFI ポート旧02 1-8022,9906 18021,18081,18090, 21030および2200 0) 
Command Wor に tation を使用ずる場合、および Windows 対応プリンタドライバか6双方向适 
信を使用する場合、このポートは、使用可能に設走して<ださい。 

口 一カルポート 
Y/N [ Y ] 

MLP 「 o 930 PS の□一カルポート （19541) を使用する、使用しないを設定しまず。 
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IPSec 設定 

ネットワーク設定 ► 

プ□トコル設を ► 

IPSec 設定 ► 

IPSec 使用 

はし、/いいえ[いいえ] 

ユーザのコンピュータが IPSec をサポートしている場合、 MLPro 930 PS で IPSec を有劾に設定: 
し、歴号化通信を実行できまず。 

事前其有鍵 

事前共有鍵を設をしてある場合、このオプションで入力できます。 MLPro 930 PS へ送信される 
IPSec ジョスま、ここで入力された事前共有鍵があ要となります。 

IPv 6 設定 

ネットワーク設定 ► 

プ□トコル設を ► 

IPv 6 設を ► 

曰 hermet に IPv 6 を使用 

はい/いいえ[はし、] 

イーサネットケーブルを経由して MLP 「 o 930 PS を TCP/IP ( IPv 6) ネットワークじ接続ずる場 
合は、「はい」を選がします。「はい」を逞択すると、 MLP 「 o 930 PS はネットワークか 6 IPv 6 ア 
ドレスを取得します。 

IPv 6 を使用するには、 IPv 4 を先に使用可能に設まする化要があります。 

サービス設定 

「サービス設定」では TCP / IP ネットワーク用にオプションが用意されています。 

LPD 設定： 

ネットワーク設定 ► 

サーピス設定 ^ 

LPD 設定 ► 

LPD 使用 

はい/いいえ[はし、] 

Ipd 経由で EP 刷を行う場合は、「はい」を逞択します。 

デフオルト LPD キュー 

印刷キュ ー/ 待機キュー[印刷キュ ー] 

Ipd 印刷でのデフォルトキューを指走します。ユーザがプリンタドライバ設定でキューを指走し 
なかった場合、ここで設定したキューが使用されます。 
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Windows 設定 

Windows 巧刷設定では、 ti 下に示ず種類の文字が人力できまず。 

英大女字、数字、スぺースおよび次の文字列 
-_r@#$96/^&( ){}¥' 

ネットワーク設定 ► 

サーピス設定 ► 

LPD 設定 ► 

Windows 印刷使用 

はい/いいえ[はし、] 

このオプションで「はい」を違択すると、 SMB が使用可能になります。 SMB は、 Windows 対 
応コンピュータ上でファイルやプリンタを共有可能にする Windows 内蔵プロトコルです 。 SMB 
を使用すると、 Windows 対応〕ンピュータ上で MLPro 930 PS をジョブのを信先として表示す 
ることが可能となり、他のソフトウエアを使用することなしに Windows 対応コンピュータか6 
MLP 「 o 930 PS のプリント接続（印刷キュ ー 、待機キュ ー 、直接接続）に印刷ジョブを送信できます。 

SMB 印刷用に Windows 対応コンピュータを設をする方まに関しては、 ri 章 Windows か6の 
印刷」を参照してください。 SM 己印刷は TCP / IP を経由して巧われますので， SMB 印刷に使庙 
するすべてのクライアント PC と MLP 「 o 930 PS 上で TCP / IP を構築してください。 

自動設を使用 

はし、/ぃぃえ[ぃぃえ] 

このオプションは、 MLPro 930 PS の IP アドレス自動割当にて「はい」が還択されている場合に 
表示されまず。ネームサーバの IP アドレスを自動取得する場合は「はい」を達択し、「サーバ名」 

に進みます。「いいえ」を達択すると 「 WINS ネームサーバ使用」に進みまず。 「 WINS ネームサー 
バ使用」 で 「はい」を選択後、 IP アドレスを入力しまず。 

WINS ネームサーパ使用 

はい/いいえ[はし、] 

SMB ネットワーク上で ルーターを 越えてブ□—ドキャス トを 行うには， WINS ネームサーバがあ 
要でず。本書じは， WINS ネームサーバ設をに関する説 S 月は含まれていません。ネットワーク上 
でのネームサーバ構築状況に関しては、ネットワーク管理者に連絡してください。 

WINS サーバ IP アドレス 

[127.0.0.1] 

このオプションは、 「 WINS ネームサーバ使用」で「はい」を違択した場合にのみ表示されます。 
WINS ネームサーバの正しい IP アドレスを入力してください。 IP アドレスはネットワーク管理 
者か6取得してください。 

サーバ名 

[デフオルトサーパ名] 

[デフォルトサーバを]には、「サーバ設を」で指をしたを前が表示されまず。 SM 己ネットワー 
ク上で MLP 「 o 930 PS をアクセスするには、 このサーバをを指をしますの8ぺージ参照）。 

プリンタ操作部から WINS サーバ名をず更すると、けーパ設を」で設ましたサーパをおよび DNS ホスト名もを更されます。 
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サーバ コメント 

サーバコメントには、プリンタに関する情報などを最大15文字まで入力できます。 

ドメイン名設定 

—覧から選択/ドメイン名を入力 [ —覧から選択] 

ドメインまたはワークグループの指をち法を逞択しまず。「一覧か6違択」を達択すると、 
MLP 「 o 930 PS は使用可能なドメインまたはワークグループをを検索しまず。「ドメインをを人力」 
を選択した場合は、使用するドメインまたはワークグループをを入力しまず。 

ドメイン名選択 

このオプションは、「ドメイン名設定」で「一覧か6違択」を違択した場合に表示されます。検索 
結まの中から、ドメインまたはワークグループをを指をします。 

ワークグループ/ドメイン 

このオプションは、「ドメイン設を」で「ドメインをを入力」を選択した場合に表示されます。 
MLP 「 o 930 PS のワークグループまたはドメインをを入力します。 

Web サービス設定； 

ネットワーク設定 ► 

サーピス設定 ► 

Web サービス 設定： ► 

Web サービス使用 

はい/いいえ[はし、] 

TCP / IP が MLPro 930 PS およびクライアント PC で使用可能で、ユーザに WebTools を開放し 
たい場合は、「はい」を選びます。 WebTools を使用ずるには、クライアント PC 側では Java 対 
応 Web ブラウザと IP アドレスがを要でず。 

IPP 設定 

ネットワーク設定 
サービス設定 
IPP 設定 

IPP 使用 

はし、/いいえ [ いいえ] 

IPP (Internet Printing Protocol ) 印刷を使巧する場合は、「はい」を違択します。このオプショ 
ンを設定するには、 「 Web サービス設走」の 「 Web サービスを使用する」で「はい」を違択する 
あ要があります。 IPP 印刷苗にクライアントコンピユータを設定する手順については 、 「Windows 
からの印刷」を参照してください。 


► 

► 

► 


設定管理 


112 



ホート9100設定 

ネットワーク設定 ► 

サーピス設定 ► 

ポート9100設定 ► 

ポート9100使用 

はい/いいえ[はし、] 

Windows 200 ( VXP か6標準 TCP / IP を使用して MLP 「 o 930 PS に EP 刷ずる場合、このオプショ 
ンで「はい」を逞択します。 

ポート9100キュー 

直接接続/印刷キュ ー/ 待機キュー[印刷キュ ー] 

ポート9100を使用する場合の MLP 「 o 930 PS 接続を指をします。プリンタ設をで有効にした 
キューのみが使用できます。 

E メール設ま 

ネットワーク設を ► 

サービス設定 ► 

E メール 設定 ► 

メールサー ビス使用 

はし、/いいえ[いいえ] 

「はい」を違択ずると、 MLP 「 o 930 PS が提化する E メールサービスが使用可能になります。 PS 、 
PDFJIFF ファイルを E メールで送信できます。同時に、 r ぺージの印刷」機能メニューか 6 rE メー 
ル □グ」 を印刷して、サービスの使用状況が殖認できるよラになります。「設定の復帰」を指定す 
ると、じ(前の設走に復帰します。 

W 下のメニューは、「メールサービス使用」で>「はい」を逞択した場合にだけ表示されまず。「い 
いえ」を違択した場合、「サービス設定」画面に戾りまず。 

メール印刷使用 

はし、/いいえ[いいえ] 

メール印刷を使用する場合、「はい」を達択します。 

デフオルト E メールキュー 

印刷キュ ー/ 待機キュー[印刷キュ ー] 

E メール印刷をする際のデフオルト丰ューを設定します。ユーザが E メール印刷時にキューを指 
をしなかった場合、ここで指定したキューに印刷されまず。 

送信サーバ 


ネットワーク内のインターネットメール送信サーパの IP アドレスまたは DNS をを人力します。 
送信サーバの DNS 名として使用可能な最大文字数は78文字でず。 
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受信サーバ 


ネットワーク内のインターネットメール受信サーバの IP アドレスまたは DNS をを入力します。 
受信サーバの DNS をとして使用可能な最大文字数は78文字でず。 

サー バタイプ 
POP3/IMAP[POP3] 

受信 メールサーバのサーバ タイプを入力します。 

Use POP before SMTP 

はし、/いいえ[いいえ] 

SMTP で情報ををる前に POP サーバに□グを残す場合「はい」を違択します。 

Fiery E メ ール 

[ ] 

MLP 「 o 930 PS の E メールアドレスを入力しまず。 

アカウント名 

メールサーバで指をされているメールボックス名を入力しまず。この名前により，クライアント 
メー■ルサービスは、メール中どれが MLPro 930 PS の E メールサービス巧ての E メールであるか 
を判断しまず。これは、ネットワークで使用される内部をであり > ユーザ名と同じである'必要は 
ありません。 

アカウントをとして使用可能な最大文字数は78文字、使用可能な文字は、0-9、 A - Z 、 し#、$、 
96、&、'、*>+、-、/、=、？、へ、'、し I 、 } でず。アカウントをとして、79文字じ(上の文字列, 
または記載じ(外の文字を使用ずることは遇けてください。 

パスワード 

E メールアカウントのパスワードを入力しまず。最大で16文字までの長さのパスワードを人力 
できます。 

管巧者 E メールアドレス 

[ ] 

管理をの E メールアドレスを入力しまず。 

タイムアウト（秒） 

30-300[30] 

MLP 「 o 930 PS が E メールサーバと接続する際のタイムアウトまでの時聞を秒単位で入力します。 

ポーリング間隔（秒） 

5-3600[300] 

MLPro 930 PS が自動的に E メールサーバに新規 E メールサービスメッセージを取得に斤く閨隔 
を秒単位で指走できます。 
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FTP 設定 

FTP 設定メニューには、 FTP 巧刷の設定項目があります。 


ftp 印刷は 、 FTP プロトコルをサポートする os 、 たとえば Windows 、 MacOS 、 UNIX、Linux などでサポートされます。 
^^0 MLP の 930 PS は RFC 959 に既定されている集件をすべて満たしているわけではありませんが、 FTP 印刷実行時には RFC 959 
準拠の FTP サーバと同等に機能します。 

FTP 受信 


ネットワーク設定 ► 

サーピス設定 ► 

FTP 設定 ► 

FTP 受信 ► 


FTP 受信可能 

はし、/いいえ [ いいえ] 

MLP 「 o 930 PS で FTP 印刷を巧う場合には「はい」を選択します。 

タイムアウト 

30-300[30] 

MLP 「 o 930 PS がプ□キシサーバに接続するとき，一を時聞 W 内にサーバに接続できない場合に 
は処理を中止しまず。接続を中止ずるまでの時圍圍隔（タイムアウト）をこのオプションで指を 
します。 

デフオルト FTP キュー 

印刷キュ ー /待機キュー [ 印刷キュ ー] 

FTP 印刷をする隐のデフォルトキューを設定します。ユーザが FTP 印刷時にキューを指をしな 
かった場合、ここで指走したキューに印刷されます。 

SNMP 設定： 

ネットワーク設定 ► 

サービス設定 > 

SNMP 設を ► 

SNMP 設定ではネットワークに接続されているデバイスの管理を巧うかどうかを設定します。 
MLPro 930 PS ではユーティリティを使用するユーザの種類とセキュリティレベルを設定するこ 
とで、をユーザの権限を限をし、デバイス管理においてか要なセキュリティを向上させることが 
できまず。 

ユーザには W 下の種類があります。 

• SNMP バージョン1でアクセスするユーザ 

• SNMP バージョン3でアクセスずる非セキュアユーザ 

• SNMP バージョン3でアクセスするセキュアユーザ 

をユーザは使用ずるユーティリティに合うセキュリティレベルを設走しまず。 
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SNMP 使用 

はい/いいえ[はし、] 

「はい」を違択ずると， IP 接続で SNMP サービスが使用可能になリます。 

SNMP をデフオルトに復帰 

はし、/いいえ[いいえ] 

SNMP 設定を化荷時の初期設走に復帰させるときに、「はい」を達択します。 

SNMP 設定:変更 

はし、/いいえ[いいえ] 

SNMP 情報を変更ずるときに、「はい」を違択します。 

セキュリティレベル 

最小/中/最高[中] 

MLP 「 o 930 PS で提供されるセキュリティレベルを逞択します。 

次の表は、ここで設定するアクセスレベルによるアクセス可能ユーザを表していまず。使用する 
ユーティリティによっては、ここで指をするセキュリティレベルを「最ル」 （ SNMP バージョン 
1相当）にするあ要があります。 


各■セキュリティレベルでのアクセス権は表の适りです。 


ユー ザのセキュリ テイ レベル 

アクセス 

最小 

中 

最局 

SNMP バージョン1ユーザ 

読み化み 

可能 

巧能 

不可 

書き込み 

可能 

不可 

不可 

SNMP バージョンん3非セキュア 
ューザ 

読み化み 

可能 

巧能 

不可 

書き込み 

不可 

不可 

不可 

SNMP バージョン V .3 セキュア 
ューザ 

読み化み 

可能 

巧能 

可能 

書き込み 

可能 

巧能 

可能 


SNMP パージョン1で書き込みを行うユーティリティを使用する場合は、セキュリティレベルを「最小」にする屯、要があり 
ます。 

読み込みコミュニティ名 
[public] 

このオプションは，セキュリティレベルが「中」または「最小」の場合に限り表示されまず。こ 
のオプションでは、 SNMP 読み取りコミュニティを 「 public 」 を変更ずることで， MLP 「 o 930 PS 
のセキュリティを高めることができまず。32バイトまでの英数字とスぺースをコミュニティ名と 
して人力します。 
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書き込みコミュニティ名 
[public] 

このオプションは、 rSNMP 使用」で「はい」を選択した場合に限り表示されまず。このオプショ 
ンでは、 SNMP の書き化み （ write ) コミュニティをを変更ずることで、 MLPro 930 PS のセキュ 
リティを高めることができます。32バイトまでの英数字とスぺースをコミュニティをとして入力 
します。 


を 


上記のオプションでは、 コミュニティ 名として名前の最初と最後にスぺースを入力すると、そのスぺースは自動的に削除さ 
れます。 SNMP コミュニティ 名として使用できない文字が入力された場合、または何も入力されなかった場合、 デフォルト 
値である 「 public 」 が SNMP コミュニティを として使用されます。スぺースのみで構成される コミュニティ 名は無効となり 
ます。 


非セキ ュアユーザ 名 
[initial] 

SNMP バージョン 3 ユーザのうち、認証および暗号化を使用しないユーザをを指をします。ただ 
し、セキュリティレベルに関わ6ず書き込み権限はありません。 

セキ ュアユーザ 名 
[admin] 

認証および暗号化を用いるユーザのユーザをを指走しまず。 

詔話タイプ 
MD5 / SHA [MD5] 

認証ちまを指をしまず。 

認副パスワード 

セキュアユーザ名を使用して MIB 値を読み込むときの認証用パスワードを入力しまず。 

プライバシータイプ 
なし /DES [DE 司 

暗号化アルゴリズムのタイプを指をします。 

プライバシーパスワード 

パスワードを入力します。 

LDAP 設定 

ネットワーク設を ► 

サービス設定 > 

LDAP 設定 ► 


MLP 「 o 930 PS は、次の LDAP サーバをサポートします： 

• Lotus Domino 已 .0.6 a じ(降 

• NetWare 已 .X W 降 

• Microsoft Active Directory が□ー ドされた Windows 2000 /Server 2003 
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LDAP 使用 

はし、/いいえ [ いいえ] 

MLP 「 o 930 PS において、 LDAP サーバを使用する場合じは、「はい」を達がします。 

サーバ 名 /IP アドレス 

LDAP サーバのサーバをまたは IP アドレスを設定しまず。 

セキュア通信 
なし/ SSL/T し S [なし] 

認証ち式を違択します。認定済み認証方まを使用したい場合には、 TLS か SSL を選択してくだ 
さい。 

ポート 

1 -65535 [389(なしを選択した場合)]、 [636(851-/ を選択した場合)] 

LDAP で使用するポート番号を設定しまず。デフォルト値は，「セキュア通信」オプションで「な 
し」を逞択した場合は巧朗」，に SL / TLS 」 を違択した場合は「636」になリます。 

認副が必要ですか？ 

はし、/いいえ [ いいえ] 

LDAP サーバにアクセスするごとに、ユーザ認証を行ラかどうかを選択します。「はい」を違択し 
た場合、ユーザ名、パスワード、ドメインの入力をホめ6れます。 

MLP 「 o 930 PS は次の認証おまをサポートしていまず： 

• Simple ( Simple:Lotus Domino および NetWare ) 

• GSSAPI (Windows 2000/2003) 

GSSAPI を使用ずる場合には、次にミ主意してください： 

• Reverse DNS Lookup をサポートした DNS サーバがネットワーク内じか要でず。 

• DNS サーバに LDAP サーバの IP アドレスが登録されているあ要がありまず。 

• LDAP サーバと MLP 「 o 930 PS のシステムタイムのず村ま、己分 W 内でなけ村ずなりません。 

• LDAP サーバの IP アドレスとホスト名は、 DNS サーパじき緑されている企、要があります。 

次の情報については、ネットワーク管理者に尋ねてください。 

認証選択 

自動/ Simple / GSSA 円 [ 自動] 

認証おまを選択しまず。 
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ユーザ名 

このオプションは、認証お式が幻 mple か GSSAPI の場合に企、要となります。 LDAP サーバ認証 
時に使用されるユーザをを設定します。 

パスワード 

このオプションは、認証形式が幻 mple か GSSAPI の場合にあ要となります。 LDAP サーバ認証 
時に使苗されるパスワードを設をします。 GSSAPI 認証の場合、パスワードは暗号化されてネッ 
トワークに送信されます。 

ドメイン 

このオプションは、認証お式が GSSAPI の場合にあ要となります。 LDAP サーバ認証時に使用さ 
れるドメイン名を設をします。 

サーチべース 

LDAP サーバを検索ずるためのスクリプトプ□ンプトを設定します。 MLPro 930 PS は、ディレ 
クトリ巧でここで指をされた範囲をお索します。 

最大許容エントリ数 
1 - 100000 ( 1 0000 ] 

MLP 「 o 930 PS が LDAP サーバか6受け入れるグループおよびユーザの最大数を入力します。 

タイムアウト 

1-9999[60] 

MLPro 930 PS が LDAP サーバに接続するとき、一を時聞内に接続できない場合には処理を中止 
します。サービスへの接続を中止するまでの時圍园隔（タイムアウト）をこのオプションで指を 
します。 

SNTP 設定 

ネットワーク設を ► 

サービス設定 ► 

SNTP 設定 ► 

使用ずる SNTP サーパを特定するために、 STNTP サーバの IP アドレスまたは DNS をを入力ず 
るか、または一覧から選択できまず。 

SNTP 使用 

はし、/いいえ [ いいえ] 

NTP または SNTP サーバとの時刻同期を行う SNTP 設定機能を使届する場合は、「はい」を還択 
します。「いいえ」を違択した場合、手動で MLP の 930 PS システムの日時を設定しまず （98 ぺ一 
ジ参照)。 


設定管理 


119 



タイムサーバ 

IP アドレス入力/ —覧から選択 / DNS 名入力 [ —覧から選択] 

SNTP サーバを選択します。 

タイムサーバー覧 

全世界/アジア/ヨーロッパ/オセアニア/化米[全世界] 

MLP 「 o 930 PS が時刻同期を巧う NTP または SNTP サーバを指定:します。 

タイムサーバ IP アドレス 

[127.0.0.1] 

NTP または SNTP サーパの IP アドレスを入力しまず。 

タイムサーバ DNSS 
[サーバ名] 

NTP または SNTP サーバの IP アドレスまたはホストをを設定しまず。ホストをは最長255文 
字まで入力できます。 

ポーリング間隔 

8時間ごと/毎日/毎週 [8 時間ごと] 

MLP 「 o 930 PS が自動的に NTP または SNTP サーバに時刻同期を行う闇隔を指定します。 

プロキシ設定 

ネ、ントワーク設定 ► 

サービス設定 ► 

プ□キシ設定 ► 

プロキシ使用 
はし、/いいえ [ はし、] 

プ□キシサーバを使用する場合、「はい」を違択しまず。 

プロキシ IP アドレス 
[127.0.0.1] 

プ□キシサーバの IP アドレスを人力します。 

プロキシポート番号 
1-65535 に"!] 

プ□キシサーバと MLPro 930 PS の圍で使用ずるポート番号を入力しまず。 

プロキシタイムアウト 
1-999 [30] 

プ□キシサーバとの届信タイムアウト値を設定しまず。 
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プロキシ サーバユーザ 名 

[ ] 

プ□キシサーバにアクセスする場合のユーザをを入力します。 

プロキシパスワード 

[ ] 

プ□キシサーバにアクセスする場合のパスワードを入力します。 

Bonjour 設定 

ネットワーク設定 ► 

サービス設定 ► 

Bonjour 設定 ► 

Bonjour とは、ネットワーク上でのプリントサーバの設を、インストール、追化、または削除を 
行った場合、自動的にプリントサー八‘が認識されるようにする Apple 社の技術でず。これにより, 
Bonjour 機能をサポートしたクライアント PC は Bonjour を有効じしたプリントサーバを自動的 
にお化し、印刷用に接続できるようになります。 

Bonjour 使用 

はい/いいえ[はし、] 

Bonjour を巧用するかどうかを選択しまず。 

Bonjour サービス名 
[デフオルトサービス名] 

Bonjour サービスで使用するサービス名を指をします。 Bonjour プロトコル経由で検索する際に> 
このサービス名が表示されまず。 

使用する印刷プロトコル 
LPD / ポート9100/ IPP [ LPD ] 

Bonjour サービスで使用するデフォルトの印刷用プ日トコルを違択しまず。 MLP 「 o 930 PS で使 
用可能に設定したプロトコルだけが表示されまず。 

Bonjour を使用して印刷されたジョブは、プロトコルで指走されているデフォルト接続にを信さ 
れます。例对ず、 LPD を違択した場合、 LPD ジョブのデフォルト接続として指定したキュ ー(56 
頁参照）じジョブがを信されます。デフォルトのキューを設定できない場合 ( IPP の場合など）は、 
「 E 口刷キュー」が使用されます。 

変更のイ呆存 

はい/いいえ[はし、] 

「ネットワーク設定」画面で「設定終了」を逞択ずると表示されまず。変更を保をする場合は「は 
しりを逞択します。保をしない場合は、「いいえ」を選がするとメイン「設を」メニューに戻りまず。 
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フリント接続 

MLPro 930 PS 「プリンタ設を」では、ネットワーク上のユーザに開放ずるプリント接続ちまを指 
をしまず。プリント接続ちまをち定することにより、 MLPro 930 PS が印刷ジョブを管理するち法 
をまめることができます。 MLP 「 o 930 PS は、開放されているプリント接続すべてを常にチェック 
し，印刷ジョブの有がをお認します。ユーザに使用させたくない接続方まは開放しないでください。 

MLPro 930 PS は直接接続とキュー接続（印刷キューと待機キュ ー) の2種類の接続ち式を提イ共 
しています。ユーザは開放されているプリント接続のみで印刷巧能です。 

直接接続 

印刷ジョブは、 MLP 「 o 930 PS が r 使用可能」状態の時のみ MLPro 930 PS の直接接続へを6れます。 
MLP 「 o 930 PS が「使用可能」でない場合は、「使用可能」になるまでジョブは送信元のクライア 
ント PC に留まり、先行ジョブの処理が終わり次第、キュー巧のジョブより先に処理されます。 

直接接続のジョブは MLP 「 o 930 PS の八ードディスクには保存されません 。 Command WorkSta - 
tion には現行ジョブとして表示されまずが、再印刷、移動、削除などの操作を行うために違択す 
ることはできません。このため重要なファイルを保畫するのに適しています。 MLPro 930 PS に 
フォントをダウン□ー ドする場合は、直接接続がを要です。 

キュー 

キュー は、 MLP 「 o 930 PS の八ードディスク上で印刷ジョブを保存しておく場所です。 
MLP 「 o 930 PS にを数のジョブが送信された時などの使用に適しています。キューにさられたジョ 
ブは、 MLP 「 o 930 PS の八ードディスクじ保をされるので、クライアント PC の八ードディスク 
領域はすぐに解放されます。 

システム管理者やオペレータは 、 Command Workstation を使用して、キューにを信されたジョ 
ブの印刷順変更、削除、キュー聞でのジョブの移動、コピーを行い、印刷ジョブを操作、管理します。 

MLP 「 o 930 PS の八ードディスクは3種類のキュー（印刷，待機、印刷るみ）をサポートしまず。 
ユーザはこのうち2種類（印刷，待機）をちをして印刷が巧能でず。 

• Ep 刷キュ——標準の MLPro 930 PS キューでず。 MLPro 930 PS は印刷キュー巧のジョブを到 
着順に印刷しまず。 Fiery ユーティリティを使用する場合は、印刷キューを開放しておくあ要が 
あります。 

• 待機キューー待機キューは、後で印刷ずるジョブや繰り返し印刷ずるジョブを保をしておくた 
めのキューでず。 

待機キュー内のジョブを管理、 EP 刷するには、システム管理をやオペレータの介入があ要でず。 
待機キューに送信されたジョブを印刷ずるためには 、 Command Workstation を使用してジョ 
ブを待機キューか6印刷キューに移動，コピーずるあ要がありまず。 

Fiery ユーティリティを使用ずるには，待機キューを開放ずるあ要があります。 

• EP 刷ミきみキュ——印刷巧みキューは MLP 「 o 930 PS ディスク上に作成されます 。このキューに 
は印刷キューか6印刷されたジョプが乂ります。このキューがあると，印刷したジョブを再印 
刷する場合に便利でず。「サーバ設走」オプションでこのキューを使用可能にしたり，このキュー 
に保を可能なジョブの最大数を指をしますの9ページ参照)。このキュー内のジョブを再印刷 
するためには Command Workstation がお要です。 
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フリンタ設定 

「プリンタ設定」ではプリント接続方まや使用ずるプリントデバイスの特性を設定しまず。 

メイン「設を」メニュー画面で「プリンタ設走」を違択します。 

「プリンタ設定」では次の設定を巧います。設定後、変更を保存しまず。 

•直接接続、印刷キュー（あ要な場合）、および待機キューの開放 
W 下の説明で、 [] 巧はデフォルト値です。 

直接接続 

はい/いいえ[はし、] 

直接接続を開放すると > ユーザは MLPro 930 PS のキューを迂回して直接、ジョブを印刷（また 
はダウン□ー ド）できるようじなります。直接接続で印刷されたジョブは印刷済みキューには保 
存されません。 

MLPro 930 PS システムにフォントをダウン□-ドする場合は、「直接接続」で「はい」を達択し 
ておくあ要があります。直接接続による EP 刷を ユーザに 行わせたくない場合は「いいえ」を違択 
してください。 

印刷キュー 

はい/いいえ[はし、] 

印刷キューを開放すると、ユーザは MLP 「 o 930 PS の印刷キューじジョブをを信（またはダウン 
□-ド）できるようになりまず。印刷キューにを6れたジョブは MLP 「 o 930 PS の八ードディス 
ク上に到着順にスプールされます。このオプションで「はい」を還がした場合にのみ、ユーザは 
印刷キューを使用することができます。 

待機キュー 

はい/いいえ[はし、] 

待機キューを開放ずると、ユーザは MLPro 930 PS の待機キューにジョブを送信（または 
ダウン□—ド）できるようになります。待機キュー巧のジョブを Ep 刷するには 、 Command 
Workstation で、ジョブを待機キューか 6 Ep 刷キューに移動、コピーするあ要があります。 

パーソナリテイ 

自動/ PCL/Post Script [自動] 

PDL を切り替える方針じついて設定する。 

PDF XObjects 使用 
オン/オフ[オン] 

PDF 1.6 でサポートされる XObiect を使用した最適化を巧うかどうかを逞択します。「オン」を還 
択すると、 PDF ファイル内の画像データがキャッシュされ、キャッシュされた画像は毎回 RIP 処 
理する必要がな < なります。 

部数 

1-999 [1] 

印刷部数を入力しまず。 
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両面印刷 

オン/オフ[オン] 

両面印刷機能を有》力にする場合、「オン」を設定します。 

出カビン 

フェイスアップ/フェイスダウン[フェイスダウン] 

ジョブオフセット 
オン/オフ[オン] 

解像度 

600 dpi /1 200x600 dpi /1200x1200dpi [1200x600dpi ] 

印刷解像度を違択します。 

用紙チIック 

はい/いいえ[はし、] 

用紙チ; L 、 ソク機能を有タカにずる場合、「はい」を設をします。 

OHP 検出 

自動/いいえ [ 自動] 

OHP の自動お化機能を有効にする場合、「自動」を設走しまず。 

トナーセーブモード 
オン/オフ[オフ] 

トナーセーブ機能を有タカにずる場合、「オン」を設をします。 

モノクロ印刷を度 

自動/カラー印刷速度/普通印刷を度[自動] 

モノクロ EP 刷時に印刷速度の切り替えを設定します。 

ピーク電力制御 
普通/口一[普通] 

ピーク電力時の制御ち法を指をします。 

パワーセーブ 
はい/いいえ[はし、] 

パワーセーブ機能を有巧にする場合、「はい」を設をします。 
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ニアライフ時の LED 
はい/いいえ[はし、] 

消耗品のニアライブ時に LED を点灯させる機能を有効にする場合，「はい」を設定します。 

結露制御 

オン/オフ[オフ] 

結露制御機能を有劾にする場合、「オン」を設定します。 

変更のイ呆存 

はい/いいえ[はし、] 

「プリンタ設定」での変更を有効にするときは r はい」を違択します。変更を反巧させずにメイン r 設 
を」メニューじ戻るときは「いいえ」を逞択してください。 

USB 設定 

USB ポート使用 

はい/いいえ[はし、] 

USB ポートの有効にずる場合、「はい」を設をします。 

ポートのタイムアウト 
5-300 [5] 

USB ポートのタイムアウト値を人力しまず。 

EOF キャラクタの無限 
はい/いいえ[はし、] 

EOF キャラクターを印刷データとして処理する場合，「はい」を設走しまず。 

USB 接続 

直接キュ ー/ 印刷キュ ー/ 待機キュー[印刷キュ ー] 

USB ポート使用時のキューを設定しまず。 

シリアル番号 

はし、/いいえ[いいえ] 

プリンタのシリアル番号を返す機能の有》力/無効を設走しまず。 
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PS 設定 

「 PS 設定」では， MLP 「 o 930 PS の Pos 怯 cript プリントオプションのデフォルト値を設定しまず。 
アプリケーションでプリンタのオプションを指を、変更できないシステムを使用している場合は, 
ここでデフォルト値を指をできます（たとえば， UNIX 、 DOS コマンド斤， PostScript レベル1 
プリンタドライバを使用するシステム、など)。詳細は、「7章プリントオプション」を参照して 
ください。 

PS 設定を実巧するには、「設走」メニューをスク□ールして 「 PS 設走」を違びます。 

下記のオプションを設走し、最後に変更を保存しまず。 

マスター印刷 

ぃぃえ/はし、[ぃぃえ] 

FreeForm での マスター 作成時， マスターを 自動印刷するかを指をします。 

「はい」を選択すると、 FreeForm でのマスター作成時にマスターは自動的に印用拠理され、待 
機キューに保持された後、参照用に印刷されまず。マスターファイルは削除されない限り印刷後 
も MLP 「 o 930 PS の八ードディスク上に保存されます。「いいえ」を違択すると、マスターは待機 
キューにな持されまずが、 EP 刷はされません。 

中ゴシック BBB に置換 ( MLPro930PS-E モデルでは「平成をゴシックに置換」） 

はぃ/ぃぃえ[はし、] 

指定フォントが利用可能でない場合に、 EP 刷可能なフォントで代替するかを指をします。アプリ 
ケーションによっては「いいえ」が違択されると、 MLP 「 o 930 PS 八ードディスクまたはジョブを 
さったクライアント PC 上で使用可能ではないフォントを使用しているジョブは PostScript エ 
ラーとなり、印刷されません。 

ファイルを印刷する場合、フォントの置換は自動的に柿れます。 

PS エラー発生まで印刷 

ぃぃえ/はし、[ぃぃえ] 

印刷ジョブ RIP 中に PostScript エラーが発生した際、 RIP 中のぺージとエラーの内容を印刷す 
るかどうかを指をしまず。「はい」を選択すると > エラー発生じ(前に RIP 処理された分とエラー 
の内容が印刷されまず。 EP 刷時に聞題が発生したときには、このオプションを「はい」に設定し 
て印刷して<ださい。「いいえ」を選がすると、 RIP 中のページとエラーの内容は印刷されません 
が、 RIP るみのページは EP 刷されます。 

用紙サイズにあわせる 
オン/オフ[オフ] 

印刷したいジョブのサイブが用紙サイズと異なる場合、このオプションを達択することで用紙サ 
イズじ合わせてジョブのサイズを自動的に変更して印刷できるようになります。 

用紙変更 

いいえ 8.5x11/11x17 ク A4/A3 A4/A3 ク 8.5x11/11x17 [いいえ] 

用紙サイズをデフォルト設定の用紙サイズに自動的に変更するかどうかを指をします。たとえば, 
「 A 4/ A 3 -> Letter / 11 x 17」を達がした場合， A 4 の書類はレターサイズの用紙に自動的に印用!! 
されます。「いいえ」を逞択ずると，指をしたサイズの用紙がセットされている場合にのみ印刷が 
行われます。 
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デフォルト用紙サイズ 
アメリカま/日本ま[日本ま] 

デフォルト設をの用紙サイズを日本ま（例： A 4 ぶ4、 A 3) にするか、アメリカま（例：レタ ー JJ 一 
ガル、タブ□イド）にするかを指をします。 PostScript ファイルで用紙サイズが指をされていな 
いと>「日本式」が選択されている場合には A 4 サイズが、「アメリカ式」の場合にはレターサイ 
ズが適用されます。また、インターネットファクスで受信した E メールと画像が印刷される場合 
にも、このォプションで「日本ま」が逞択されていれば A 4 サイズが T アメリカま」であればレター 
サイズが適用されまず。 

カバーぺージを 印刷 

いし、え/はし、[いいえ] 

ジョブの EP 刷終了ごとにカバーページ（ジョブ情報）を印刷するかどうかを指定します。 

「はい」を選択すると、 EP 刷ジョブに続いて1枚の追力□ページが EP 刷されます。ジョブの送信者、 
書類を、プリンタを、ジョブの印刷日時、ページ数、印刷結ま、用紙サイズが印字されます。 

Pos に cript エラーが発生した場合は、 「 PS エラー発生まで印刷」ォプションが「はい」じ設走さ 
れていれば「結ま」欄にエラーメッセージが表示されまず。 

変更の保存 

はい/いいえ[はし、] 

「 PS 設を」での変更を有効にするときは r はい」を違択しまず。変更を反巧させずにメイン r 設を」 
メニューに戻るときは「いいえ」を違択してください。 

PCL 設定 

CR を LF に 付加 
オン/オフ[オフ] 

ラインフィード記号にキャリッジリターン記号を付力□する場合、「ォン」を設をします。 

LF を CR にが加 
オン/オフ[オフ] 

キャリッジリターン記号にラインフィード記号を付力日ずる場合、「ォン」を設をします。 

デフォルト方向 

ポートレイト/ライドスケープ[ポートレイト] 

デフォルトの用紙ち向を設走しまず。 

フォント ソース 

内蔵/ソフトフォント[内蔵] 

内蔵フォントとソフトフォントのどちらを優先して使用ずるかを設走しまず。 

用紙の長さ 
5-128 [64] 

1ページ毎に印刷ずる行数を入力します。 
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フォント番マ 

0-999 [0] 

PCL フォント番号を人力しまず。 

フォントピッチ 
0.44-99.99 [10] 

フォントピッチを入力します。 

フォントサイズ 
4-999.75 [12] 

フォントサイズを入力します。 

記号セット 

ASCII 〜 PC 8〜※ [ PC_8] 

使用する記号セットを設をします。記号セットの種類はユーザーズマニュアル（プリンタ機能編) 
付録操作ノ ' f ネルのメニューー覧を参照ください。 

ぺージサイズ 

11X17/リーガル/エグゼクティブ /A4/A3/B4/A5 [A4] 

デフォルトの用紙サイブを設定します。 

システムページサイズ 
アメリカま/日本ま[日本ま] 

システムページサイズを設をします。 

A4 印字幅 
78/79/80 I；78] 

A 4 用紙サイズに印刷巧能な巧数を設定します。 

PCL エラーの印刷 

はし、/いいえ[いいえ] 

PCL のエラーエラーレオポートを Ep 刷する場合、「はし'！」を設定しまず。 

変更の保存 

はい/いいえ[はい] 

rpcL 設定」で変更を有効にするときは、 r はい」を選択します。変更を反巧させずにメイン「設を」 
メニューに戻るときは「いいえ」を違択してください。 
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カラー設定 

「カラー設を」ではカラー管理用オプションのデフォルト値を設定します 。 Mac OS や Windows 
か 6 CD 1 ソフトウエア CD 提供のプリンタドライバを使用して印刷する場合にはジョブごとに 
オプションを変更することができます。アプリケーションでプリンタのオプションを指を，変更 
できないシステムを使用している場合は、ここでデフォルト値を指をします（たとえば、 UNIX , 
DOS コマンド巧， PostScript レベル1プリンタドライバを使庙するシステム，など）。 

「設定」メニューをスク□ールして「カラー設定」を選びます。 

W 下のオプションを設走し、最後に変更を保存しまず。 


RGB ソースプロファイル 

EFIRGB / sRGB ( PC ) / Apple 標準 / ソース1 -1 0 / ECI-RGB / Adobe RGB (1998) / Fiery 
RGB v 5/ なし [Fiery RGB v 司 

RGB ソースは、 RGB データをプリントエンジンで化力可能な色の乾囲に納まるよう変換ずる際 
じ使用されるを空闇です。 「 EFIRG 己」は MLPro 930 PS ので印刷に最適な RGB ソース空聞でず。 
fsRGB ( PC )」 は一般の Windows 対応コンピュータモニタ用でず。 「 Apple 標準」は、 Apple の 
ColorSync 用の標準色空聞です。デフォルトソース空園を指をしない場合は，「なし」を選択し 
ます。その他の RGB ソースプ□ファイルじついて詳細は、「5章カラー印刷」を参照してください。 
カラーの表現 

連続調/ビジネスグラフィック/絶対カラーメトリック/相対カラーメトリック [ ビジネ 
スグラフィック] 

デフォルト CRD (カラーの表現）を設定します。 CRD は、 RGB データをプリントエンジンで化 
力可能な色の範囲に納まるよう変換する際に使用します。「連続調」は、カラー画像の全体的な 
調巧感を維持するように相対的にカラー値を走めます。「ビジネスグラフィック」は、ビジネスプ 
レゼンテーションなどで使用される明度およびを度の高いカラー化力用で、カラー画像を「連続 
調」と同様のち法で処 S しまず。「絶対カラーメトリック」では、 RGB データを最もおい CMYK 
カラーで化力しまず。その際、モニターと紙の色の差異を考慮しまず。お度のほい画像を正殖に 
表現したいときに有効です。「相対カラーメトリック」は同様に RGB カラーを最もおい CMYK 
カラーで化力しますが、モニターとおのをの差異は考慮しません。 

CMYK シミュレーションプロファイル 

DIC (E 円）/ SWOP-Coated ( EFI ) / Euroscale ( EFI ) /ISO Coated / ISO Uncoated / 
JMPAver .2 ( EFI ) / Japan Color 2001 type 1( EFI)/TOYO Offset Coated 2.0/ なし [D に 
( EFI )] 

MLPro 930 PS でオフセット印刷の巧正を行う際のデフォルトシミュレーションターゲットを指 
定しまず。たとえば、 「 D に疋円)」を違択すると CMYK カラーが D に用に調整されまず。デフォ 
ルトシミュレーションターゲットを指定しない場合は「なし」を違択します。 「 Eu の Scale 作 FI )」 
はヨー□，ソパで、 「 SWOP - Coated 疋 FI )」 は米国で印刷標準として使用されています。その他の 
プ□ファイルについて詳細は、「5章カラー印刷」を参照してください。 

Command Workstation を使用して、 MLP 「 o 930 PS に読み込まれたカスタムシミュレーション 
がある場合は、この画面にオプションとして表示されまず。カスタムシミュレーションは、デフォ 
ルトとして還択可能です。 
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CMYK シミュレーション方法 

クイック/フル （ ソース GCR )/ フル （ 出力 GCR )[ フル （ 出力 GCR )] 

CMYK シミュレーションの処理ち法を指をします。 

「クイック」シミュレーションでは1種類のトランスファー巧線を使用して、 CMYK を色の出力 
濃度のみを調整します。「フル（ソース） GCR 」 シミュレーションでは、色ち調整用のカラーメトリッ 
ク変換も行われるため、より正おなシミュレーションが適用されます。フル（ソース GCR ) では、 
CMYK のうちにのみ完全に独立した色処理を巧うため、 K のみの文字やグラフィック等は K 単 
色で再現されまず（墨版保持機能）。「フル（化力） GCR 」 シミュレーションでは 、各セラーの化 
力濃度に力□え、色ち調整用のカラーメトリック変換が行われ、更に K 版情報がいったん CMY 版 
に組み込まれた後、化カプ□ファイルじより CMYK に分版されるので、一般的に「フル（ソー 
ス GCR )」 よりを再現精度が向上します。 

RGB を分解 

出力/シミュ レーショ ン[出力] 

MLPro 930 PS での RGB データ取り扱いを指をします。プリンタ用 CMYK 色空園で色分解する 
場合は r 化力」を、オフセット印刷用 CMYK 色空圍で色分解する場合は「シミュレーシヨン」を 
違択します。 


用紙定義プロファイル 
オン/オフ[オン] 


デフォルトの化カプ□ファイル、または Command Workstation を使用して、 MLPro 930 PS に 
読み込まれた化カプ□ファイルか6逞択できます。化カプ□ファイルについての詳細は、「5章 
カラー印刷」を参照してください。 


出カプロファイル 

デフォルトの化カプ□ファイル、または Command Workstation を使用して、 MLP 「 o 930 PS に 
読み込まれた化カプ□ファイルか6違択できます。化カプ□ファイルについての詳細は、「5章 
カラー印刷」を参照してください。 


ブラックテキスト/グラフィック 
純ブラック/リッチブラック/普通 [ 純ブラック] 

このオプションで「純ブラック」を選択ずると、ブラックのテキストとグラフィックはブラック 
のトナーのみを使用して化力されます。「リッチブラック」を選択すると、ブラックトナーに力□え 
てシアントナーを混ぜることで、よりつややかで深みのある黒色を表現します。 


ブラックオーパープリント 

オフ/テキスト/テキスト/グラフィ 7 ク[テキスト/グラフィック] 

このオプションを「テキスト」じ設定すると，カラーの背景と黒のテキストの圍に隙闇や版ずれ 
が生じないよう、テキストをオーバープリントしまず。「テキスト/グラフィック」に設定ずると， 
カラーの背景と黒のテキストとグラフィ 、ソク の闇に隙圈や版ずれが生じないよう、テキストとグ 
ラ フイ、ソ クを才ーバープリントします。 


スポットカラーマッチング 
オン/オフ[オン] 

r オン」を還択すると、印刷ジョブに指をしたスポットカラーの色再現レベルが向上します。「オフ」 
に設定すると、 MLPro 930 PS は、ファイル作成元のアプリケーションで設をされた CMYK 値を 
使用して印刷を巧います。 



グレーをブラックのみで印刷する （ RGB ) 

オフ/ 

テキスト/グラフィック/ 

テキスト/グラフィック/画像[オフ] 

このオプションでは、 RGB ジョブ内のグレーを黒一色で印刷します。黒一をで EP 刷したい場合は 
オプションか6選択します。 

グレーをブラックのみで印刷する （ CMYK ) 

オフ/ 

テキスト/グラフィック/ 

テキスト/グラフィック/面像[テキスト/グラフィック/面像] 

このオプションでは、 CMYK ジョブ巧のグレーを黒一色で印刷します。黒一色で印刷したい場合 
はオプションか6違択します。 

CMY 100% 濃度 
オン/オフ[オフ] 

CMY 色の印字濃度を100%に設をする場合、「オン」を設定します。 

変更のイ呆存 

はい/いいえ[はし、] 

「カラー設を」での変更を有効にするときは「はい」を逞択しまず。変更を反映させずにメイン「設 
を」メニューじ戻るときは「いいえ」を逞択してください。 

設定終了 

設定変更を終了したときにメイン「設定」メニューか6「設定終了」を違びます。 MLPro 930 PS 
は再起動し、設定中に保をしたすベての変更が有巧となります。 

「設定」メニュー内の管理機能 

下記の管理機能は、印刷ジョブやカラー化力を管理するためのもので、印刷に不可欠というわけ 
ではありません。 

• ジョブ□グ設を一印刷巧みジョブの□グを、自動的に印刷または消去ずるかどうかを指定しま 
ず。詳細は、「ジョブ□グ設を」 （137 ページ）を参照して<ださい。 

• パスワード変更一 MLP 「 o 930 PS のシステム管理者用パスワードを設走できます。このパス 
ワードにより一般ユーザじよる MLPro 930 PS 「設定」へのアクセスを制限できまず。また、 
Command Workstation ( D 一般ユーザ使巧を制限できまず。パスワードの設走方法じついては、 
「パスワードの設定」 （136 ページ）を参照してください。 

• サーバの初期化一 MLP 「 o 930 PS の印刷キュー，待機キューぶよび印刷ミ斉みキュー内の印刷ジョ 
ブをすべて消去します。また、ジョブ□グ、 MLPro 930 PS の八ードディスクにアーカイブされ 
たすベてのジョブ、アーカイプジョブのインデックス、 FreeForm マスター、 FreeForm マスター 
のインデックスも同時に消去されます。詳細は、「サーバの初期化」 （139 ページ）を参照して 
ください。 

•化荷時のデフォル!■'一 MLPro 930 PS のキュー巧の印刷ジョブをずべて消去します。また 
MLP 「 o 930 PS の「設を」も化荷時の初期値に復帰します。詳細は、 r 出荷時のデフォルト」 （139 
ぺージ）を参照してください。 
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リモートクライアントからの MLP の 930 PS 設定 

プリンタの操作パネルで初期設定（サーバ設を、ネットワーク設を> プリンタ設走）を斤った後 
は、リモートの Windows コンピユータか6設定を参照/変更できます。設定を変更した徽ホ，サー 
ノ の再起動を参照してください。 


設定へのアクセス 

Command Workstation Windows E 加 ion または WebTools の「設走 （ Configure )」 を使用し 
てリモートクライアントか6実行しまず。 

設定を実行ずるには、 MLP の 930 PS のシステム管理者パスワードの入力が'必要でず。 

リモート設をについては、 r 設定 （ Configure )」 のヘルプも参照してください。「設走 （ Configure )」 

のヘルプは、 WebTools の「設走」タブから表示できます。 

Command Workstation か6起動する「設定」と WebTools か6起動する「設定に onfigure )」 は、 
同じちのでず。 

設をオプションについて詳継ま、「操作パネルか6の MLPro 930 PS 設定」の5ぺージ）を参照 
してください。 

WebTools 「設定に onfigure )」 へのアクセス 

WebTools の「設ま： Configure )」 での MLP の 930 PS 「設ま:」内容を有効にするには、設ま:終了後 MLP の 930 PS を再起動 
^^9 するか要がをります。 


WebTools 「設定 （ Configure )」 にアクセスするには： 

1 インターネットブラウザを起動し， MLP 「 o 930 PS の IP アドレスまたは DNS 名を入力します。 

WebPage 画面が表示されます 。 Web Page 画面で Web Tool ボタンを押下します 。 Web Tool 画 
面が表示されます。 

2 「設定」タブをクリックします。 

現在の設を値が表示されます。 

3 「 Configure 起動」をクリックして、 WebTools 「設走」を起動します。 

「警告-セキュリティ画面」が表示された6、「はい」をクリックしまず。 

ログイン画面が表示されたら「システム管理者」として□グインし、バスワード入力後 「0 K 」 をクリックします。 

4 変更があ要な設を項目を逞択して，設をを実行します。 
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Command Workstation での設化作業 

Command Works ね tion で「設を」内容を有効にするには、設ま終了を MLPm 930 PS を再起動するか要があります。 

Command Workstation で MLPro930PS 「設定」作業を巧うには： 

1 Command Wo か Station を起動します。 

2 「システム管巧者」として□グインします。 

3 「サーバ」メニューでに onfigure 」 を選択してください。 

ログイン ii 面が表示されたら r システム管理者」として□グインし、パスワ-ド入力後 roK 」 をクリックします。 
メモ ） デバイスセンターから「一般」を、もし〈は「ユーザー」から 「 Configure 」 を選択しても起動できます。 

4 変更が'必要な設を項目を違択して、設定を実行します。 

さ■設定オプションに圉しては、次項 W 降を参照してください。 

名■設定終了時には、「保を」をクリックしてください。 

Configure での設定 

Configure か6の設をでは、 MLP 「 o 930 PS オプションのうち設走できないものがあります。こ 
の場合、 Configure でオプションが見つか6ない場合、プリンタ操作部か5の設をを実行してく 
ださい。 

サーバの再起動 

Command WorkS ね tion または WebTools 「設定 （ Configure )」 で設走を変更した後は、変更を 
有効にするため MLP 「 o 930 PS を再起動するか要があります 。 Command Wo か Station のサーバ ー 
メニューで r サーバのリブート」をクリ 、ソク すると、再起動殖認のメ 、ソ セージが表示されますので、 
「はい」を違択してください。 WebTools 「設定 Configure )」 を使用している場合は、「リブート」 
をクリ 、ソク してください。 
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WebTools 設定 

WebTools を使用ずると、インターネットまたは社内イントラネットを経由して、 MLPro 930 PS 
を管理できます。 

WebTools の使用ち法について詳細は、「3章ユーティリティ」を参照してください。 

WebTools 設定 

WebTools を使用ずると、インターネットまたはせ巧イントラネットを経由して、 MLPro 930 PS 
の各種機能へのアクセスやリモート管理ができます。 WebTools を使用可能に設走ずると、 
Windows および Mac OS コンピュータから WebTools にアクセスできるようになりまず。 

WebTools 設定を巧うには 

1 MLP 「 o 930 PS の「ネットワーク設定:」で TCP / IP を使用できるようにします。 

2 MLP 「 o 930 PS で使用できる IP アドレスを入力し、サブネットマスクを入力します。必要に応じて、 
ゲートウェイアドレスを入力しまず。 

3 Web サービスを 使用できるようにしまず。 

4 「ポート設定」で r 515( LPD 515( LPD )」 を使用可能にします。 

5 「プリンタ設定」で 「 EP 刷キュー」が開放されていることを磕認しまず。 

上記手順のうち、手順4、5は WebTools の「印刷」タブ内の機能を使用する場合にのみ电、要となります。 

クライアント PC で WebTools を使用するには 

1 TCP / IP ネットワークを使用できるようじしまず。 

2 クライアント PC で使用できる IP アドレス、サブネットマスク、ゲートウェイアドレス（か要に 
応じて）があることをお認してください。 

3 」 ava 対応のインターネットブラウザがインストールされ， 」 ava が有効になっていることを植認し 
てください。 

クライアント PC から WebTools にアクセスするには 

1 インターネットブラウザを起動し， MLP 「 o 930 PS の IP アドレスまたは DNS をを入力します。 

WebPage 画面が表示されます 。 Web Page 画面で Web Tool ボタンを押下します 。 Web Tool 画 
面が表示されます。 

3 使用する WebTools のタブをクリックします。 
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MLPro930PS の管理 


MLP 「 o 930 PS 印刷の管理とトラブルシューティングに関して説明します。 


管理機能 

MLPro 930 PS の管理機能にはユーザソフトウエアパ、ソケージに含まれているものと、 
MLPro 930 PS に組み込まれているものとがありまず。これ6の機能に関ずる記述箇所をと J 下に 
記載します。 


作業内容 

参照先 

パスワード設定（システム管理者、オペレータパスワードの設を） 

13目パージ 

MLP 「 o 930 PS の初期化 

139ぺージ 

E 六ールな]刷で使用ずるアドレス帳の管理 

141ページ 

出荷時のデフォルト 

139ページ 

設走情報ページの印刷 

143ぺージ 

MLPro 930 PS の性能雑持 

144ページ 

フォントのバックアップと復帰ちま 

M 7 ぺージ 

MLPro 930 PS の起動と終了 

14己ページ 

ネットワークサーバ上の印刷管理と印刷共有の設定 

ご使巧のネットワークサーバ 
の取扱説明書をご覧< ださい 

MLP 「 o 930 PS をネットワークで使巧するための設定： 

100ページ 

MLP 「 o 930 PS をネットワークじ接続 

「セットアップ編」 

MLP 「 o 930 PS 設定： 

19ぺージ、132ページ 

WebTools 設定 

134ページ 

PS プリンタドライバおよび PPD ファイルのインストール，巧刷 
設を.およびユーザソフトウェアのインス!'ール 

n 章 Windows か6の印刷」 
「2章 Mac 0 S からの耳]刷」 

巧刷時のデフォルト設を 

n 章 Windows からの印刷」 
に章 Mac OS からの印刷」 

直接あ続> EP 刷キュー，待機キューの晶放 

123ぺージ 

MLPro 930 PS への印刷およびプリントオプシヨンの設を 

「1章 Windows か6の印刷」 
「2章 Mac OS からの印刷」 
「7章プリントオプション」 

丰ャリブレーシヨンとカラー管理 

巧章カラー印刷」 

カラー表の巧刷，およびカラープ□ファイルのインストール 

154ぺージ 

トラブルシューティング 

M 9 ページ 
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パスワードの設定 

MLP 「 o 930 PS のシステム管理者用パスワードを設定できまず。システム管理者グループ内のユー 
ザであれば詰でも MLPro 930 PS 「設定」を変更したり、ジョブ処理を制御したり、ジョブ管理ツー 
ルを使用できます。 

ユーザの作成、パスワードの割当、グループへのユーザの追力□については、 WebTools 「設定」 
のヘルプファイルを参照してください。 

システム管理者のパスワードは、 WebTools の「設を」 せらち、 プリンタ操作部か6の「設定」 
からち変更できます。 

設ました"スワードはをれないようにしてください。 

プリンタ操作部からのパスワード変更 

プリンタ操作部か6は、システム管理者パスワードのみ変更できます。オペレータパスワードを 
変更するじは 、 Command Workstation または WebTools 「設を （ Configure )」 を使用してくだ 
さい。 


システム管理者パスワードを変更するには： 

1設定メニューをスク□ールして、「パスワード変更」を逞択しまず。 

2新規パ スワー ドを人力し■新規パ スワー ドのお認」画面で同じパ スワー ドを殖認入力してください。 


新規パスワード 

プリンタ操作部か6入力しまず。パスワードは、半角英数文字の組み合わせ19文字まで入力で 
きます。 

新規パスワードの確認 

新規パスワードを再度入力します。「新規パスワード」で入力したものと同じパスワードを入力し 
てください。異なっていた場合、「不正パスワードです。再入力しまずか？」画面が表示されます 
ので、「はい」を違択して再度人力してください。 

リモートクライアントコンピュータからのパスワード変更 

WebTools 「設定 Configure )」 および Command Workstation か6パスワードを変更できます。 
手順について詳細は、 Configure のヘルプを参照してください。 
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システムアップデート 

MLP 「 o 930 PS のシステムソフトウェアは、クライアントか6のジョブを受信/処理し、プリン 
夕に処理済みのジョブをを信します。システムソフトウェアは MLP 「 o 930 PS 上でジョブのスプー 
ル、 ラスタライズ、印刷を巧い、またジョブのアカウント処理、保有およびリトリーブを実行で 
きます。 

システムソフトウェアは、インターネット経由でアップデートができます。 

システムソフトウェアのアップデートについて詳細は，「設を （ Configure )」 のヘルプを参照し 
てください。 


ジョブログ設定 

MLPro 930 PS のジョブ□グは、すべての処 S 済み、または印刷;'斉みジョブの記録です。この記 
録には MLPro 930 PS で処理または印刷されたすベてのジョブが含まれます。ジョブ□グはあ要 
な時にいつでもプリンタ操作部または Command Workstation か6印刷できます。デフォルトで 
は、ジョブ□グは自動的に印拓 L 消去はされません。「ジョブ□グ設を」でデフォルト値を変更し 
てください。ジョブ□グの消去は Command Workstation , または WebTools 「 Confiigure 」 か 
6巧うことができまず。 

ジョブ□グには各ジョブの利用をを、書類を，印刷日時、および印刷枚数などの課金情報が一覧 
表示されまず。 Windows および Mac 0 S 対応の Adobe Pos 松 cript プリンタドライバを使用し 
て印刷すると、ジョブを釈をジョブ□グじ追力□することちできまず。 

MI _ Pro 930 PS のジョブログイ呆を件致は最大2,500件です。 

[] 巧はデフォルト値です。 


プリンタ操作部からジョブログを設定するには： 

1設定メニューから、「ジョブ□グ設を」を違がしまず。 

2 次に説明されているオプションを適宜設をします。 

3終了後、「変更の保存」で「はしリを逞択し、 「 Enter 」 を押します。 


ジョブログ自動印刷 

はし、/いいえ[いいえ] 

55ジョブごとに MLP 「 o 930 PS でジョブ□グの自動印刷をするかどうかをちをします。印刷費 
用の経理処理を巧ったり、印刷量の管理があ要な場合は「はい」を選択します。 

ジョブログ自動消去 

はし、/いいえ[いいえ] 

巳5ジョブごとに MLP 「 o 930 PS でジョブ□グの自動消去をするかどうかを指をします。この才 
プションを「いいえ」に設をし > Command Workstation か6もジョブ□グを消去しないでいると> 
ジョブ□グの保を数は増え続けます。「ジョブ□グ自動 EP 刷」オプションで「はい」を逞択してい 
る場合にのみこのオプションは有効でず。 

ジョブ□グを消去ずるには，操作パネルの「設定」メニューで「サーバの初期化」を達択する 
こともできまず（この場合は、 MLP 「 o 930 PS キュー内のジョブもずべて消去されます）。また， 
MLPro 930 PS システムソフトウエアをアップグレードしたりインストールし直したりする場合 
も、ジョブ□グは消去されまず。 

「ジョブ□グ自動印刷 J で「いいえ」を還执した場を、「55ジョブごとにジョブログ自動消’ち」で「はい」を選巧してもジョ 
^* 30 ブ日グは自動-;肖ちされません。 
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ジョブログぺージサイズ 
A3/11 X17 A4/81/2X11 [A3/11 X17] 

ジョブ□グ印刷時の用紙サイズを指をします。ページサイズに巧らず55ジョブが1ページに一 
覧表示されます。用紙サイズは 「 PS 設定」の「デフォルト用紙サイズ」での設定が適用されまず。 
この設定で「日本式」が違択されている場合は、ジョブ□グは A 3 または A 4 サイズに印刷され 
まず。デフォルトは A 3 でず。 

セキュアジョブログ 
はし、/いいえ [ いいえ] 

システム管理者巧パスワードを入力後にジョブ□グを削除ずる場合には「はい」を選択しまず。 
この場合、システム管理者用パスワードをあらかじめ設定しておくあ要があります。システム管 
理を用パスワードなしでジョブ□グを削除ずる場合には「いいえ」を違択します。 

変更の保存 

はい/いいえ[はし、] 

「ジョブ□グ設を」での変更を有効にする場合は「はい」を選択しまず。変更せずにメイン「設を」 
メニューに戻る場合は「いいえ」を選択します。 

Command WorkStation / WebTools 「設定 （ Configure )」 からジョブログを 
設定するには： 

1 Command Wor にね tion の「サーバ」メニューか 6、 rConfigu 「 e 」 を違択して設迫画面を開きまず。 
または， WebTools 「設定 Configure )」 を起動しまず。 

2 設定画面左の「サーバ」メニューボタンをクリックし、「ジョブ□グ」を違択します。 

3 次に説明されているオプションを適宜設ちしまず。 


4 終了後、「適用」をクリックします。 


已日ジョブごとに 
ジョブ□グ 
自動£口刷 

55ジョブごとに MLPro930PS でジョブ□グを自動巧刷ずるかどうか指定:します。 
ジョブ□グじは、 MLP の 930PS から巧刷されたジョブ已日件の情報が一覧表示され 
ます。これじは、各ジョブの利用者を、書類名、巧刷日時、頁数などの課金情報が 
含まれまず。 

55ジョブごとに 
ジョブ□グ 
自動消去 

55ジョブごとに MLPro930PS でジョブ□グを自動消去ずるかどうか指定します。 
このオプションを選択しないと、印刷ジョブの保存数が増え続けます。ジョブ□グ 
を保存したファイルは MLP「o930PS 八ードディスク[こ保をされるので、ジョブ日 
グを削除するとディスク容量に空きができまず。 


^1^ [55 ジョブごとにジョブ□グ自動印刷」で「いいえ」を選巧した場合に、「55ジョブごと 
じジョブログ自動;肖去」で「はい」を選択しても効力はありません。 


ジョブ□グの消去は> Command Workstation では、「サーバ」メニューで「ジョ 
ブ□グ：エクスポートと消ち」を還巧するか，「サーバ」メニューから「あ)期化： 
ジョブ□グ」を逞巧しても巧能でず。 Command Workstation Macintosh Edition 
では「サーバ」メニューか6「ジョブ□グの消ま」を選巧してください。ま 
た，システムソフトウエアを再インスI'ールすることじよっても削除されまず。 

ジョブログが口刷または；肖去するには、システム管理者権限 ("スヮ-ド) がか要です。 
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ページサイズ ジョブ□グ巧刷時の用紙サイズを選択します。 

ジョブ□グ印刷巧ジョブ□グ巧刷時にパスワードを要求するかどうかを指をします。 
パスワードを要求 
ずる 


サーバの 初期化 

「サーノ\の初期化」を実行ずると、 MLPro 930 PS の印刷キュー、待機キュー，および印刷済みキュー 
内のすべての印刷ジョブが消去されまず。ジョブは 、 Command Workstation を使用して、個々 
にまたはまとめて消去することもできます。また、 MLP 「 o 930 PS の八ードディスク内にアーカ 
イブされたジョブ、インデックス、杆 eeFrom マスターおよびそのインデックスも消去されます。 

MLPro 930 PS を初期化するには： 

1 Command Works 胤 ion の「サーバ」メニューから「サーバの初期化」を選択しまず。 

詳細は 、 Command Workstation のヘルプファイルを参照してください。 

出荷時のデフオルト 

「設定」メニュー内の「化荷時のデフォルト」を実行すると、 MLPro 930 PS 「設を」はずべて化 
荷時のデフォルト値に復帰します。また， MLP 「 o 930 PS の印刷キュー、待機キュ ー> および Ep 
刷ミ斉みキュー内のすべての印刷ジョブが消去されます。さ6に、ジョブ□グも消去されます。 


MLPro 930 PS を出荷時のデフオルトに復帰するには： 

1「印刷できます」（印刷/処理されているジョブが無いことを示ず）と表示されていることを植認し 
まず。 

MLP 「 o 930 PS が EP 刷中または RIP 中の場合は、処理が終了し表示ウィンドウに 「 Ep 刷できます」 
と表示されるまで待ってください。 

2 プリンタ操作部横の 「 Enter 」 ボタンを押しまず。 

機能メニューが表示されます。 

3 矢印ボタンを使用して，画面をスク□ールし、「管理を用メニュー」を達択し 「 Enter 」 を押します。 

「パスワ-ド入力」 li 面が表示され、パスワ-ドの入力がポめられます。 

4 「設定を実行しますか？」画面で「はい」を違択し、 「 Enter 」 ボタンを押します。 

5 「出!荷時のデフォルト」を違択し、 「 Enter 」 を押します。 
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保存すべき データ 

化荷時のデフォルトを実行ずる前に、と J 下についてはバツクアツプを取り、後で復帰することが 
できます。 

• サーバを W クトの設定内容 
• アドレス帳 
• 仮想プリンタ設定 
. ユーザ、 および グループ 情報 
• カスタムスポツトカラー 

ti 上の情報の保をには、 WebTools/Command Workstation か6の「設を （ Configure )」 を使用 
します。サーバ設走内にある、「バックアップ/復帰」を使用します。詳細については、ヘルプを 
参照して < ださい。 


ハードディスク内のデータ 

•重要なジョブ (データ）は、 MLPro 930 PS の八ードディスク内だけでなく、他のメディアじ 
バックアップを取っておいてください（クライアント PC 巧の八ードディスク、 M 0、 DVD な 
ど)。 MLPro 930 PS で初期化を実行した場合や、オペレータがジョブを削除した場合などじ 
重要なデータが失われることがあります。また、 MLPro 930 PS 巧の八ードディスクの取り扱 
いにはを意をしてください。ジョブが MLP 「 o 930 PS へを信されている途中，あるいはジョブ 
管理ツールで MLPro 930 PS にアクセスしジョブを処理している場合など、 MLPro 930 PS 巧 
の八ードディスクが動作しているときじ電源を切ると、八ードディスクがダメージを受ける場 
合があります。 MLP 「 o 930 PS の電源の切り方については、プリンタ機能編をご覧ください。 

MLP 「 o 930 PS の八ードディスクまたはシステムソフトウエアに障害が発生した場合には 、デー 
夕が失われ、復元できないことがあります。これは、次のデータを含みまず： 

• サードパーティか6購入し、 MLP の 930 PS 巧にインス!ルされたフォント 

• MLPro 930 PS 内の八ードディスクに保をされていたジョブ 

• カラープ□ファイル(スポットカラーを使用してダウン□ード/編集されたプ□ファイルを含む) 
• 「ジョブを釈メモ」および「指示」 

• バリアブル データ 
• E メール アドレス帳 

• MLPro 930 PS の設走:内容 
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E メールサーピスアドレス帳の管理 

E ルサービスでは、管理者が E ルアドレスリストを MLP 「 o 930 PS のアドレス帳にイン 
ポートずることができます。インポート作業は、 MLPro 930 PS に E ;<- ルメッセージを送信し 
ます。 

E メールで 送信されたリストは、アドレス帳に追力□されまず。管理者は、アドレス帳を使用して 
E メール サービスを管理し ます。 

E メ ールメッセー ジは、管巧者だけが送信します。 

MLP 「 o 930 PS には、次のアドレス帳機能がありまず： 

• User (ユーザ）リストーこのリスト中のアドレスへ、 MLP 「 o 930 PS から E メールを送信できま 
す。このリスト中のアドレスから MLP 「 o 930 PS へメールを送信することはできません。 

• Admin (システム管理者）リストー管理者権限をもったユーザを含むリストです。管理者権限 
がある場合、アドレス帳を変更することができます。また、 MLPro 930 PS から最新のアドレス 
帳を取り化んだり、 E メールを使用してのプリントジョブのキャンセルやジョブの状況磕認も 
できまず。 

• Print (印刷用ユーザ）リストー巧刷ずる権限のあるユーザを含むリストです。このアドレス帳 
I こ E メールアドレスが登録されたユーザは 、 E メールでジョブを MLP 「 o 930 PS に送信し印!刷 
できまず。登録されていないユーザがジョブを E 六ールで送信した場合、 MLPro 930 PS はそ 
のユーザにエラーメッセージを E メールで返信します。 

• Corporate (せ内用）リストー LDAP アドレス帳でず。 

このアドレス帳を設をする前に、 LDAP 設をを実行してくださぃ。詳細は、117ぺージを参照してくださぃ。 

管理者権限がある場合、アドレス帳の上書き/新規作成/削除、新規アドレスの追力□などを行う 
ことができまず。 

ジョブが E ルで送信された場合、 MLP 「 o 930 PS は巧刷用ユーザリストアドレス帳で受信し 
たメールのアドレスを模索しまず 。 E -ルアドレスが巧刷用ユーザリストアドレス帳にない場 
含、ジョブは印刷されません。ユーザには、 E メールでジョブが受けがけられなかったことを示 
す^、 ソ セージが送信されまず。 

デフォルトでは、巧刷用ユーザリストアドレス帳には、「@」が入力されており、すべてのユーザ 
からの E メールジョブを受けがけ印!刷しまず。 
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管理をが E メールを使用してアドレス帳を管理する場合、メッセージタイトルとメッセージ 
の本文には次の表に示す内容を記載するお要があります。これ6のコマンドを受信した場合、 
MLP 「 o 930 PS は E メールで管 S をに応答しまず。 



送信メールのクイトル 
に入力ずるコマンド 

メール本文に入 
力するコマンド 

MLPro 930 PS からの応答メッ 
セージのタイトル 

MLP の 930 PS から 
の応答メッセージ 
の本文 

MLP 「 o 930 PS 

内のアドレス 
帳を取得する 
には？ 

#GetAddressBook 
くアドレス帳を> 

例 ： #GetAddressBook 
Admin 


アドレス帳 < アドレス帳名> 
例：アドレス帳 Admin 

指をされたアドレ 
ス帳内のアドレス 
リスト 

アドレス帳に 
E メールアド 
レスを追力□す 
る(こは？ 

#AddAddressTo 
くアドレス帳名> 

例 ： #AddAddressTo 
Print 

追力□したいアド 

レスを 

例： 

Pat @ test.com 

アドレス帳に追力□しました 
くアドレス帳を> 

例：アドレス帳(こ追力□しました 
Print 

複数のアドレス名を追力□ずる 
こともできます。この場合、各 
アドレス間に改行を入力しま 
す。 

例：1\/1舶@165な0171规巧） 
Boy @ test.com 规巧） 
sg 卜幡 test.com (改行） 

アドレス帳(こ追ぶ 
されたアドレス名 
が記載されまず。 
また、なんらかの 
理由で追力□できな 
かったアドレスが 
ある場合、その理 
由も記載されます。 

アドレス帳内 
のアドレスを 
すべて消去ず 
るには？ 

#ClearAddressBook 
くアドレス帳を> 

例犯 learAddressBook 
User 


アドレス帳くアドレス帳>が 

初期化されました 

または 

アドレス帳くアドレス帳名> 
の初期化に失敗しました 
例：アドレス帳 User が初期化 
されました 

アドレス帳の消去 
に失敗した場合、 
その理由も記載さ 
れます。 

アドレス帳内 
の特定のアド 
レスを削除す 
るには？ 

#DeleteAddressFrom 
くアドレス帳を> 

例 ： 

#DeleteAadressFrom 

User 

削除したいアド 
レス名 
例： 

Pat @testcom 

アドレス帳くアドレス帳を> 
から消去されました 
例： 

アドレス帳 User から消去され 
ました 

アドレス帳から削 
隙されたアドレス 
名が記載ぎれます。 
また、なんらかの 
理由で削除できな 
かったアドレスが 
あった場含、その 
理由も記載されま 
す。 

E メールサー 

ビスの使巧方 
法を妊]るに 
は？ 

#Help 


RE ; Help 

E — ルサービス 
のコマンドが記載 
いされまず。 













MLPro 930 PS 内のアドレス帳を取得するには： 

1 お使いの E メールアプリケーションを起動します。 

2 メッセージを新そ見作成します。 

3 「巧先」にプリントサーバのメールアドレスを人力しまず。 

4 「件を」に 、 E メールアドレス帳のコマンドを人力します。 

例えばユーザリストを乂手ずるには、 " GetAddress 己 00 k User " と入力します。 

5 E メールを を信します。 

MLP 「 o 930 PS か6 E メールが返信されます。そのメール本文にアドレス帳が含まれます。 

6 メール本文内のアドレスをコピーし、テキストファイルとして保をしてください。 

MLPro 930 PS 内のアドレス帳を更新するには： 

1 お使いの E メールアプリケーションを起動しまず。 

2 メッセージを新規作成します。 

3 「宛先」にプリントサーバのメールアドレスを入力します。 

4 「件名」に 、 E メールアドレス帳のコマンドを人力しまず。 

例えばユーザリストにお規のメールアドレスを追力□ずる入手するには 、 "AddAddress To User " と 
入力します。 

5 E メール本文に追力□するアドレスを入力します。 

6 E メールを を信します。 

7 MLP 「 o 930 PS か6返信された E メールを開き、新規アドレスが追力□されているのを確認します。 

設定情報ページの印刷 

現状の設定内容がすべて印刷されます。 MLP の 930 PS の設定作業を巧ったあとは、設定情報ペー 
ジを印刷して> 設定内容を殖認して<ださい。設定情報ページには> プリンタのデフォルト設を 
などユーザの参考となる情報が印刷されますので、ユーザの目につきやずい場所に目よるなどして 
お < と便利です。 

設定情報ページを印刷するには： 

1「印刷できます」（印刷/処理されているジョブが無いことを示ず）と表示されていることを植認し 
まず。 

MLPro 930 PS が印刷中または RIP 中の場合は、処理が終了し表示ウィンドウに「印刷できます」 
と表示されるまで待ってください。 

2操作パネルの I 1設定ボタンを押しまず。 

機能メニューが表示されます。 

31マ：^ボタンを押して、「ぺージの印刷」を逞択し、< J 設走ボタンを押します。 

目口刷可能なページをが表示されます。 

4 「設定情報」を達択し、設走ボタンを押しまず。 

設定情報ぺージは 、 Command Workstation からも Ep 刷ができまず。 
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MLPro 930 PS の性能の維持 

プリントシステムでは、通常はプリンタ用のを期点検や保ずあるいは消耗品の再を文などを巧う 
か要があります。これ t (外に、システムの性能を維持するためじ次の事項を実行することをおす 
すめします。 

• ネットワーク接続を最大限に活用していることを植認 

か要なプリント接続のみをユーザに開放してください。 MLPro 930 PS は開放されている接続を 
定期的にチェ、ソクしますので、接続が非アクティブな場合お默が生じます。 

設定情報ページを EP 刷して開放されているプリント接続を点検し、実際に使われていない接続を 
解除してください。プリント接続の再開放は簡単に巧えます。 

• 急ぎでない印刷ジョブを、ネットワークやプリンタ使用量が少ない時に処理 

反復印刷ジョブや急ぎでないジョブには待機キューの使用をおすずめしまず。プリンタの使用量 
がかないときに、システム管理者やオペレータが 、 Command Workstation を使用して待機キュー 
内の全印刷ジョブを印刷キューに移して印刷するようにずると、プリンタの利便性が上がります。 

• 不'必要な双ち向通信の削;咸 

多数のリモートユーザが Fiery ユーティリティを使用している場合、特に頻繁に更巧を巧うと、 
MLP 「 o 930 PS の処理を度がほ下しまず。 

• MLP 「 o 930 PS 八ードディスクの空き容量管理 

待機キューや印刷;'斉みキュー内のジョブ数を走期的に点おしてください。 

印刷済みキューや待機キュー内のジョブの印刷や削除が可能なので、不あ要なジョブを印刷して 
しまうか、外すことを考慮してください。 MLP 「 o 930 PS の空きディスク容量が頻繁にかなくな 
る場合は、印刷ミ斉みキューを使用しないよう「サーバ設走」で、または待機キューを開放しない 
ようじ「プリンタ設定」で設定できまず。 

キュー内のジョブを移動または削除ずるじは Command Workstation を使います。不要なジョブ' 
を削除してディスクの空き容量を増やずと、ジョブのスプールや印刷のま度が上がります。 


省電カモードについて 

MLP 「 o 930 PS は、ある一走期聞動作しない状態が続くと、消費電力をかえるために省電カモー 
ドに入ります。ただし、次の場合には MLP 「 o 930 PS は省電カモードに切り替わりません： 

• Fiery Downloader を使用してクライアントか6 MLPro 930 PS に接続しているとき 

• E メールサービスが 使用可能に設定されているとき 

上記設定がしてあっても、ユーザか6の MLPro 930 PS への接続や印刷には問題はありませんが、 
省電カモードじよる節電はできません。 

MLP 「 o 930 PS が省電カモードに人っているとき、ある種のネットワーク接続を経由して Fiery 
ユーティリティ せら MLPro 930 PS に接続しようとしても MLPro 930 PS がすぐには使用可能に 
ならないことがあります。この場合、何回かの自動再接続が試行された後に MLPro 930 PS が起 
動しますので、ユーザか6見ると MLP の 930 PS への接続が若干遅くなったように見えることが 
あります。 

ネットワーク上で DHCP サーバが使用されているとき、 DHCP サーバによる IP アドレスの再割 
り当てが MLPro 930 PS が省電カモードのときに実巧された場合は IP アドレスの割り当てが失 
敗することがありまず。 MLPro 930 PS が省電カモードのときに IP アドレスの巧割り当てが行な 
われると、 MLPro 930 PS が使用可能な IP アドレスを取得できないことがあります。この場合、 
MLP 「 o 930 PS にを信されたジョブは、印刷されない可能性があります。 
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MLPro 930 PS の起動と終了 

通常、 MLP 「 o 930 PS は常時電源を入れたままにしておくことができます。ここではあ要な時の 
ためじ MLP の 930 PS の終了と再起動について説おしまず。 

MLPro 930 PS の終了 

サービスなどのために MLPro 930 PS を終了する場合は次の手順で行ってください。 
MLP 「 o 930 PS を終了しても八ードディスクに格納されているフォントは削除されません。待機 
キューや印刷済みキュー内の印刷ジョブ、および RIP ミ斉みで印刷待ちのジョブは削除されません。 
印刷待ちのジョブは MLPro 930 PS 再起動後に Ep 刷されます。 


MLP 「 o 930 PS を終了する場合じは、操作パネルに「印刷できまず。」と表示されていることをモを 
認してください。 MLP 「 o 930 PS が EP 刷中または RIP 中の場合は、処理が終了し操作パネルに「印 
刷できます。」と表示されるまで待ってください。 


MLP の 930 PS を終了するには： 


1「印吊にきます」(印用 U / 処理されているジョブが無いことを示す)と表示されていることをお認します。 

MLP 「 o 930 PS が EP 刷中または RIP 中の場合は、処理が終了し表示ウィンドウに 「 Ep 刷できます」 
と表示されるまで待ってください。 


2 

3 

4 

5 


操作パネルのまたは17^ボタンを押します。 

機能メニューが表示されます。 

ボタンを数回押し、「終了」を達択し> ( )設をボタンを押しまず。 

r システム終了」を違択し 、 f ^設をボタンを押します。 

[シャツ トダウン完了]と表示された6電源スイッチを切ります。 



手順2で「シャットダウン/リスタート」ボタンを4砂《上巧すと、手順5へすすみます。 


MLPro 930 PS サーバの再起動 


MLP 「 o 930 PS は、システムソフトウェアとその上で動作している MLPro 930 PS 「サーバ」ソフ 
トウエアから構成されていまず。ここでは、システムソフトウエアは終了せず、サーバソフトウェ 
アのみを一旦終了し再起動する手順を説 S 月しまず。 


MLPro 930 PS を再起動するには： 

1「印吊にきます」(印用 U / 処理されているジョブが無いことを示す)と表示されていることをお認します。 
MLP 「 o 930 PS が EP 刷中または RIP 中の場合は、処理が終了し表示ウィンドウに 「 Ep 刷できます」 
と表示されるまで待ってください。 

2操作パネルの f >設定ボタンを押します。 

機能メニューが表示されます。 

3 メニューボタンを押します。 

4上矢印ボタンでメニューをスク□ールし、「終了」を違択しまず。 

5 「サーバの再起動」を達択しまず。 

MLP 「 o 930 PS はすべての作動を適切に終了した後，再起動します。 





MLPro 930 PS システムのリフート 

MLP 「 o 930 PS システムは、システムソフトウェアとその上で動作している MLPro 930 PS 「サー 
バ」 ソフトウェアから構成されています。ここでは、 MLP 「 o 930 PS サーバだけでなく、システ 
ムソフトウエアも終了させ再起動する手順を説おします。 


MLPro 930 PS を再起動するには： 

1「印刷できます」（印刷/処理されているジョブが無いことを示ず）と表示されていることを植認し 
まず。 

MLP 「 o 930 PS が印刷中または RIP 中の場合は、処理が終了し表示ウィンドウに「印刷できます」 
と表示されるまで待ってください。 


2操作パネルの P ) または I ボタンを押します。 


機能メニューが表示されます。 

ボタンを数回押し、「終了」を達択し 、 f ) 設定ボタンを押します。 

[マボタンで「システムのリブート」を達択します。 

MLP 「 o 930 PS はずべての作動を適切に終了した後、再起動します。 

户み 手順2で「シャットダウン/リスタート」ボタンを4秒た Lh 押し、[シャットダウン完了]が表示されたら、「シャッ 
^- ^ トダウン/リスタート I ボタンを押して、再起動することもできます。 
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フォントのバックアッフと復帰方法 


MLPro 930 PS では Command Workstation を使用してお使いのコンピュータにフォントをバ、ソ 
クアップずることができまず。この機能は、同一 MLPro 930 PS システムバージョンにおいての 
み有効でず。システムのバージョンアップ後に MLP 「 o 930 PS 内蔵八ードディスクにフォントを 
復帰させることはできません。 


〇 


Command Workstation を使用したフォントのバックアップおよび復帰は 、 Mac OS X では利巧できません 。 Command 
Workstation の使用方法については 、 Command Workstation のヘルプも参照してくださし、。 


この機能の誤使用を避けるためじ、'必ずシステム管理を用パスワードを設定しておいてください。 
システム管理者用パスワードを設定しておくと，この機能を逞択したときに、パスワードの入力 
を促されまず。 


重要事項 


フォン トバックアップと復帰機能は、お客様が正規に入手した フォント を特をの1台の 
MLPro 930 PS 上で ガー ドする為、1台の コン ピユ ータのハー ド ディスクにフォン トをバックアッ 
プすることを目的としています。幹社はこの目的の遵ずを要件として フォン トバックアップ、復 
帰機能を提イ共します。 

万が一上記目的を逸脱した用途ならびに複数の/、ードディスクへのバックアップは、お客様のま 
的な責任巧び費用負担によって処理されるものとします。 

また、幹社はお客様が本機能を使用することによって生じる商業的利益の逸失、商業の支障、そ 
の化のいかなる損害についても、また損害が生じる可能性がある旨通知を受けていた場合であっ 
ても、一切の責任を負わないものとします。 

フォントのバックアップと復帰 

MLP 「 o 930 PS のフォントをバックアップおよび復帰するじは次の手順で行つてください。 
システム管理を用パスワードが設をされているものとして説明しまず。 


Command Workstation を使用してフォントのバックアップを行うには： 

1 MLP 「 o 930 PS が使用可能状態で、データの送受信もないことをお認します。 

2 Command Wo か Station を起動しまず。 

3 「デバイスセンター」 せら 「リソース」を逞択し、「フォント」をクリックしまず。 

4 「バックアップ」をクリックし、「フォント」が違がされていることをお認し、「次へ」をクリック 
しまず。 

5 保をホのフォルダを指定し、 rOK 」 をクリックします。企、要に応じて「ファイルをに日付を追化」 
にチェックします。 

フォントのバックアップ処理が始まり、「進行状ミ兄ダイア□グ」が表示されまず。バックアップ処 
理が終了ずると、メッセージが表示されます。 

6 「0 K 」 をクリックします。 
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Command Workstation を使用してフォントの復帰をィ于うには： 

1 MLP 「 o 930 PS が「使用可能」状態で、データのを受信もないことを殖認します。 

2 Command Wo か Station を起動しまず。 

3 「デバイスセンター」 せら 「リソース」を違択し、「フォント」をクリックします。 

4 「復帰」をクリックしまず。 

5 フォントのバックアップ先のフォルダを指をし、 rOK 」 をクリックします。 

フォントの復帰処理が始まり 、 r 進行状ミ兄ダイア□グ」が表示されます。復帰処理が終了ずると>メッ 
セージが表示されまず。 

6 「0 K 」 をクリックします。 

7 MLP 「 o 930 PS を再起動しまず（再起動方法については，145ぺージを参照してください)。 
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トラブルシューティング 

ここでは、トラブルシューティング時の参考情報を紹介していまず。 

トラブルシューティング 

MLPro 930 PS のスタートアップ時に問題がある場合、担当サービスに間い合わせてください。 
スタートアップ メニューに エラーが表示される場合には、そのエラー内容を担当サービスにお巧 
6せください。 

実行時のェラーメッセージ 

ジョブ実行時およびキャンセル時のエラーメッセージじ圉しては 、 Command Workstation のへ 
ルプファイルを参照してください 

PostScript エラーじ関しては 、 Mac OS アプリケーションのプリントオプションで、エラー内容 
を印刷ずるかどうか違択できます 

円 ery ユーティリティから MLP の 930 PS に接続できない 

MLP 「 o 930 PS に接続できない場合は次の点を確認してください。 

• MLP 「 o 930 PS 設定：適切なネットワークプ □ トコルを使用可能にし， IP アドレスなどの正しい 
パラメータを人力するあ要がありまず。また印刷キューか待機キューのどち6かひとつを開放 
しておく必、要があります。 

設を情報ページを印刷するとこれ6の情報が簡単に確認できます。 

• クライアント PC :適切なネットワークプ □ トコルが使用可能な状態であることを確謡してくだ 
さい。 

Command Workstation から MLPro 930 PS に接続できない 

MLP 「 o 930 PS に接続できない S 由としては次が考え6れます。 

• MLPro 930 PS が設をされていない 

• MLPro 930 PS が再起動中 

• サーバの IP アドレスなどが変更された 
この場合、次を実行してみて<ださい。 

• 化のクライアント PC か6円 ery ユーティリティまたは WebTools で MLP 「 o 930 PS に接続し 
ている場合、クライアント PC か6の接続を切断ずる 

• Command Workstation を再起動ずる 

• Command Workstation の接続構成を確認し、あ要であれば設をを変更する 

• MLPro 930 PS を再起動する 
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ColorWise ( カラー管理システム ) 


ここでは Windows および Mac OS I こて Command Workstation を利用して ColorWise の各機 
能を設定して使用ずる方法を説明します。 


プクツトフ オーム 

作業 

参照 

Windows / Mac OS 

に C プ□ファイルのインストール 

154パージ 


プ□ファイルの編集方ま 

15目パージ 


プ□ファイルの管 S 方ま 

157ページ 


カラー設をの使用 

162ページ 
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ColorWise の主機能 


ColorWise は， MLPro 930 PS に巧蔵されているカラー管理システムでず。孤！:、者か6プ□志向 
まであ6ゆるニーズに対応し、そのを方面のジョブにおいて優れたカラー化力を得6れる> 柔軟 
なシステムです。デフオルト設走のままでも、 Windows や Mac OS X 上のほとんどのアプリケー 
シ3ンせら、 適切にカラー出力を斤いまず。 MLP 「 o 930 PS の操作に慣れていない方でも、良質 
のカラーを化力することができます。 

MLPro 930 PS か6常に一買した化力を得6れるようにずるには、定期的にキヤリブレーション 
を巧うあ要がありまず 。 Command Workstation のキヤリブレートと分光測色計、濃度計などの 
さまざまなカラー測を計器を使用して、簡単にキヤリブレーションを巧うことができまず。 

ColorWise はより良い化力結果を得るためのさまざまな機能を提供していまず。 

オフセット印刷標準カラーのに、 TOYO 、」 apancolor 、 JMPA 、 Euroscale 、 SWOP 、 に0 
Coated など）を CMYK カラーでシミュレートずることができまず。 

スポットカラー ( PANTON 曰を実際のオフセット印刷においカラーで化力ずることができまず。 

r カラーの表現」の設定で、ビジネスグラフィックに適した鮮やかなカラー化力、写真など連続 
調画像に適したグラデーションの滑6かな化力、絶対または柜対カラーメトリ、ソクでの化力など、 
用途に応じて、 RGB カラーの化力を変えることができます。 

RGB カラーデータのソース情報を定義することじよって、モニタでより正おにカラーを表示でき 
ます。またソース情報が定義されていない RGB データに対して CMYK へのスムーブな変換を実 
現します。 

RGB データの色の節囲を、プリンタやオフセット印刷標準など化のプリントデバイスに合わせ 
変換します。実際に他のプリントデバイスに化力しなくても、さまざまなプリントデバイスか6 
の化力結まをシミュレートすることができます。またさまざまな化力を件で， RGB データがど' 
のように出力されるかを比較ずることもできまず。 

ColorWise カラー管理は、ユーザがニーズに合わせて柔软じ使用できるように設計されていま 
す。また、カラー印刷業巧標準のに C プ□ファイルに対応しています。に C プ□ファイルを 
MLP 「 o 930 PSl こダウン日ードずることにより、オフセット印刷や他のプリントデバイス、また 
特定モニタやスキヤナをシミュレートし、そのカラーに合わせて化力することができます。また> 
プリンタ用にプ□ファイルをカスタマイズすること电できます。 
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各種カラー関連ファイルの使い方 

このセクションでは、に C プ□ファイルのインス I ル方法やカラーファイルの使用ち法を説明 
します。 

にじプロファイルのインストール 

か要に応じて、 MLP 「 o 930 PS 用に提供されているに C プ□ファイルを、 CD 2 ユーティリティ CD 
tows ) もしくは CD 3 ユーテイリテイ CD ( Macintosh ) か6〕ピーして使用してください。 


( Wind ( 

〇 


これらのファイルを使用する場合、ほとんどのに C 巧応アプリケーシヨンではシステムフォルダ内の [color J フォルダにイ 
ンストールしておく '必要があります。 


Windows 2000ににじプロファイルをインストールするには： 

• CD 2 ユーティリティ CD ( Windows ) の 「 M に C ¥ に C 」 フォルダを開き、フォルダ内のファイ 
ルを r ¥ WINNT ¥ system 32¥ spool ¥ drivers¥colorJ フォルダへコピーしまず。 




rSYSTEM32」 フォルダに 「 COLOR 」 フォルダがををしない場合は、新規作成してくださし、。 


Windows 7 /Server 2008 R 2 /Server 2008/ Vista / XP/Server 2003 ににじプロ フア 
イルをインストールするには： 

1 CD 2 ユーティリティ CD ( Windows ) の 「 MISC ¥ に C 」 フォルダを開きます。 

2 「 Color 」 フォルダ巧のプ□ファイルをちクリックし、メニューか6「プ□ファイルのインス!ル」 
を逞択します。 

プ□ファイルは r ¥ WINDOWS ¥ system 32¥ spool ¥ drivers ¥ colorJ フォルダへインストールされ 
まず。 


Mac OSX ににじプロファイルをインストールするには： 

• CD 1 ソフトウェア CD の rColorSyncJ フォルダ巧のプ□ファイルをじ(下のフォルタこコピー 
します。 

ユーザ： < ユーザ> :ライブラリ： ColorSync : Profiles 
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カラーファイル 

カラーファイルはそれ6を参照ことによって、 MLPro 930 PS で出力可能なカラーを確認できる 
ため、書類内でカラーを定義するときにこれ6のカラー参照情報を使用すると、予想どおりの化 
力結果を得ることができます。 

ユーティリティ CD には W 下のカラーファイルが含まれています。あ要に応じてコンピュータじ 
コピーして使用してください。カラーファイルのほとんどは PostScript ファイルなので、 Com ¬ 
mand Workstation からインポートして印刷することができます。 


フォルダ名 

ファイル名 

詳細 

MISC/Color Ales 

CMYK REF.ps(Japanese) 

A4 サイズの PostScript ファイルでず。アプリ 


CMYK Color Reference.ps 

ケーションで CMYK をを義するときに使用しま 


(English) 

ず。 


RG 己 _01.doc (Japanese) 

Microsoft Word J (RGB_01.doc/RGB page 


RGB page 01.doc (English) 

01.doc) と PowerPoint 」 （RG 己 _02.ppt/RG 巨 


RGB_02.ppt (」apanese) 

page 02 书 pt) から巧刷できる RG 巨カラー参照 


RGB page 02.ppt (English) 

ファイルでず。これ6のファイルを使用して才 
フィスアプリケーションの標準パレットで使用 
できるカラーが， MLPro930PS でどう化力され 
るかを巧認することができまず。 


PANTONE.ps (Japanese) 

A 4 サイズの PostScript ファイルでず。 


PANTONE Book.ps ( English ) 

MLPro 930 PS とプリンクが巧刷できる、 
PANTONE カラーじ相当する CMYK カラーが参 
照することができます。このファイルの巧刷結果 
は「スポ、ソトカラーマッチング」での設定によつ 
て異なりまず。「スポットカラーマッチング」設 
走の詳細については、209ページを参照してく 
た’さい。 

M に C/Color Ales/ 

Custom21.ps 

キャリブレーション測を用 PostScript ファイル 

Cal ね/ 

Custom34.ps 

でず。ファイルをの番号はページ内のパッチの 

(Japanese) 

Hyojyun21.ps (標準 21.ps) 

数を表しまず。 rCustom21.ps」、「Custom34. 


Hyojyun34.ps (標準 34.ps) 

psJ は現在のキャリブレーションを反映した 


(」apanese) 

測をパッチを、 rHyojyun21.ps (標準 21.ps) 
/Standa「d21.ps」、rHyojyun34.ps (標準 34.ps) 

MISC/Color Ales/ 

Custom21.ps 

/Standard34.psJ は現巧のキャリブレーション 

Calibration Files/ 

Custom34.ps 

を反映しない測をパッチをダウン□ードしまず。 

PS Files 

Standard21.ps 


(English) 

Standard34.ps 

これらのファ イル 使用はキャリブ レー 
^9^ ションの專門知識がある ユ- ザをが象と 
しています。通常のキャリブ レーショ ン 
には使用しないでください。 


(English) 
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Command Workstation を利用した ColorWise ( カラー管理機能 ) 

Command Workstation の使用 

Command Workstation を使用して、 MLPro 930 PS のキヤリブレーション、に C プ□ファイル 
の変更と管理、スポットカラーの定義、 ColorWise オプションの設をなどを行います。 

このセクションでは 、 Command Workstation でこれらを使用ずる方法を説明しまず。キヤリ 
ブレートの詳細についてはキヤリブレーションを、スポ 、ソ トカラーの詳細についてはスポットカ 
ラーを参照してください。 


プロファイルの編集方ま 

シミュレーシヨンプ□ファイルおよび化カプ□ファイルをカスタマイズすることができます。 

ソースプロファイルの編集はできません。 


プロファイルを編集するには： 

1 Command Workstation を起動し MLPro 930 PS に接続しまず。 

2 「デパイスセンター:リソース：プ□ファイル」をクリックしまず。 



「シミュレーシヨン」は MLPro 930 PS で提供される CMYK シミュレーシヨンプ□ファイルのリス 
卜、 r 出!力」は MLP 「 o 930 PS で提供される化カプ□ファイルのリストをそれぞれ表示しまず。 

3 プ□ファイルを選択してち上の「編集」をクリックします。 

こ メモ ) プロファイルのその化の一般的な機能の詳細じついては 、 Command Works ね tion Help を参照してください。 
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Profile Manager の使用 

Profile Manager でに C プ□ファイルの管理と編集を巧います 。 Profile Manager を使用する 
と、シミュレーシヨンプ□ファイルまたは化カプ□ファイルをあ要に応じて変更して保存し、 
追力□プ□ファイルとして使用することができまず。また> ネットワーク上のコンピュータか6 
MLP 「 o 930 PS にプ□ファイルをダウン□-ドずることもできまず。 


〇 


MLPro 930 PS のデフォルトプロファイルを変更すると、全ユーザの印刷ジョブに影響します。このため、システム管理者用 
パスワードを設をして、許可された担当者だけがプロファイルの変更を行うようにすることをお勧めします。 


Profile Manager を使用するには： 

1 Command WorkS 胤 ion を起動し MLPro 930 PS に接続しまず。 

2 「デバイスセンター：リソース：プ□ファイル」をクリックします。 


-バ -( 資_巧モ(の_ヘルブ(げ 

をりソ-ス > 


MP 930 PX-3C 巧扣システム管巧をで□ヴインし a 々すI； 


トクフ D- ♦ュ-ヴ-♦□ゥ 



①出カプ□ファイル 
0 Device Link 

プ □ファイル 


バリ巧ルテ-巧 IWJ ソ-ス 


お Mn Color 2001 Coated 
体 Des か：] et CP serle$,He,., 


占 RGB ソースブロコ7イル I 

i が月 

ドライバ- <D ラのレ 


♦ 仙 le 话车 

占曲类 


A ホな (PC) 

ホな 


> Adoba RGB (1998) 

Adobe 的 B 


♦ ECI-RGB 

ECIRG 白 


♦ 円の RGBvS 

FERVRGB 


• EFIRGB 

EFIRGB 


* 出カブロファイル し U 1 

1がち 

ドライバ-のラのレ 

，みリブレ-シ必厢6則お目, 

♦ Fiery 3641A3 に d D が v2F 

1&6ドゥトス州-ン 

1た6ドットスウ J- ン 12x6 ドリトスな.. 

A 円の 3M1A3 6x6 Dot V ホ 

6x6 ドットス化-ン 

6x6 ド，トス。リ-シ6がド，トス。り... 

> 円の 3W1A3 12x6 Une vEF 

松巧イシ；;化!... 

12x6 ラインスウリ…ンスウ… 

4 円 ery3M け 31 む 12 日な v2F 

1おじドットスウり... 

1むにドウトス州... 12x12 ド5■トスな.. 

w Device Un けロフ7イル （ソ） 1 

巧巧 

リ-スフの H ル 

，化カフの7ィル , 

OeviceCInlOapanCMor 

japan Color 200,,, 

Fiery 3641A3 12x6 Dot v2F 



フ 7 イ化る； EFIDIC.icc 
I が明 

ド M"— のラベル 
柱さ自 
巧 W スクラス； 

キVリブレ—シヨン； 

パ-ジョン； 2.0.0 


D に (EFI) 


%ユレ-ン3ン 
出力 


化皮日時； 2002/09/11 15:5い10 
巧日時； 2002/09/11 1S;S1;10 
C 叩か gM: Copyright (c) 2002 Electronic 


g 集する C は巧のいずれかをりリッウしてください： わう一富 S ぞ ま たは スポットわラー 




プロファイルを選巧すると、そのプロファイルのファイルを、作成日、バージョンなどの情都が画面の下側に表示さ 
れます 。 Profile Manager は JCC プロファイル規をのバージョン2と同様、パージョン 4( v 4.2) もサポートしています。 


Profile Manager の「用紙定義プ□ファイル」機能と 「Device Link プ□ファイル」磯能について 
は次のセクションを、その他の一般的な機能の詳細については 、 Command Workstation Help を 
参照してください。 
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用紙を義プロファイルの使用 

r 用紙を義プ□ファイルを使用」機能を使用ずると、 EP 刷ジョブ用の用おごとに 「profile Man ¬ 
ager 」 で化カプ □ファイルを指走するあ要がなくなります。このオプションを違択しておく ことで、 
印刷ジョブの用紙の種類、八ーフトーンスクリーンに応じた出カプ□ファイルを適用する事がで 
きます。「用紙種類の混合」オプションで， EP 刷ジョブのをセクションに異なる用紙を定義してい 
る場合は、それぞれの用紙の種類に応じた化カプ□ファイルが適用されます。 

r 用紙を義プ□ファイルを使巧」オプションは、デフォルトで「オン」に設定されています。プリ 
ンタドライバか6上書きしない限り、この設定がすべての印刷ジョブに適用されまず。 


用紙定義プロファイルを使用するには： 

1 Command Wo か Station を起動し>「デバイスセンター：カラー設定：カラー管理」で「エキスパー 
卜設を」 ボタンをクリックします。 

2 「化力」タブをクリックし、「用紙を義プ□ファイルを使用（可能な場合)」を達択しまず。 

Profile Manager の「用紙定義プ□ファイルを使用」での設定は、カラー設をにも自動的に反巧さ 
れまず。カラー設をの詳細じついては、1日2ぺージを参照してください。 


Device Link プロファイル 

Device Link プロファイルは、巧奨品 「EFI ColorProfilerSuite V 2 j もしくは市販の Device Link プロファイル作巧 
IsSr ソフトで賊します。 

MLP 「 o 930 PS では Device Link プ□ファイルを巧用することができまず 。 Device Link プ□ファ 
イルは、特定のデバイスに依をしない色の空間と特定のデバイスのをの空聞との聞の色変あを既 
定していまず。 MLPro 930 PS は、2種類の Device Link プ□ファイル （ RGB ソースプ□ファイ 
ルか6出!カプ□ファイルと、 CMYK シミュレーションプ□ファイルか6出!カプ□ファイルへの色 
変換を既走したプ□ファイル）をサポートしています。 

Device Link プ□ファイルを使用する場合は> MLPro 930 PS のカラー管理システムのいくつかの 
オプションをバイパスして色変換を行います。これは 、 Device Link プ□ファイルじ、ソースプ 
□ファイルから直接ターゲットプ□ファイル（化カプ□ファイル）へ変換ずるための情報がすで 
に含まれているか6です。 


カラ—目掃 


158 




Device Link プロフアイルのタウンロード 

Device Link プ□ファイルをダウン□ー ドずるには、システム管理者の特権が必要です。システ 
ム管理者は 、 Profile Manager を使用してダウン□—ドし 、 Device Link プ□ファイルの「ソース」 
と「止!力」を指定します。 


Device Link プロファイルをダウンロードするには： 

1ツールバーで「インポート」をクリックし，ダウン日ードする Device Link プ□ファイルを逞がし 
まず。 




Profile Manager 画面の左側に Device Link プロファイルが表示されていない場合は、「場巧」でカスタム場巧の管理 
を選巧し 、 Device Link プロファイルが入っているフォルダを指をし、プロファイルを一覧に追加してください。 


2 「インポート」をクリックしまず。 

「Device Link プ□ファイル設定」ダイア□グボックスが表示されます。 


Device Lin けロフ 7 ィル設定 


プ□ファイル 


の DeviceLinkJapanColor 


① Device Link 

プ□ファイル 


CMYK ソース プ □ ファイル : 
化カプ □ ファイル： 


Japan Color 2001 Co. 


Fiery 3641A3 12x6... v 


0 


OK 


キサンセル 


Device Link プ□ファイルのリンクを指走ずるには、次の項の手順に従ってください。 
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Device Link フロフアイルのリンク指定 

「Device Link プ□ファイル設定」ダイア□グボックスでは、 RGB ソースプ□ファイルと化カプ 
□ファイルのリンク、 CMYK ソースプ□ファイルと化カプ□ファイルのリンクを指をすることが 
できます。次の手順では RGB ソースプ□ファイルと化カプ□ファイルのリンクを例に取ってい 
まず。 


Device Link プロファイルのリンクを指定するには： 

1 上記の手順にしたがって 、 Device Link プ□ファイルをダウン□—ドしまず。 

「Device Link プ□ファイル設を」ダイア□グボックスが表示され 、 Device Link プ□ファイルのち 
をやインストール状況によって、異なる画面が表示されまず。 

• Device Link プ□ファイル内でリンクプ□ファイルが既に指をされている場合は ， 「RGB ソース 
プ□ファイル」欄と「化カプ□ファイル」欄にプ□ファイルをが表示されます。 

• Device Link プ□ファイル内で指をされているプ□ファイルが MLPro 930 PS に存在しない場合 
は、 「 RGB ソースプ□ファイル」欄と「化カプ□ファイル」欄に「指定なし」が表示されます。 


Device Link ブロファイル記を 


プ□ファイル 


① Device Link 

プ □ファイル 


① DeviceLinkJapanColor 


CM 丫 K ソース プ □ ファイル : 
化カプ □ ファイル： 


魚 


指ちねし 

V 





指走なし 

V 






[ OK 1 

キャンセル 


Device Link プ□ファイル内でリンク指をされている RGB ソースプ□ファイルまたは化カプロ 
ファイルを MLPro 930 PS にインス!ルずると、各欄の「指をなし」表示は自動的に更ま斤さ 
れます。 


Device Link ブロフ 7 ィル設定 


プ□ファイル 


① Device Link 

プ □ファイル 


① DeviceLinkJapanColor 


CM 丫 K ソース プ □ ファイル : 
化カプ □ ファイル： 


Japan Color 2001 Co... 


Fiery 3641 A3 12x6... v 


あ 


OK 


キャン t ル 
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2 「 RG 目ソースプ□ファイル」欄と「化カプ□ファイル」欄で、六ニューからリンクするプ□ファイ 
ルを選択します。 

3 「0 K 」 をクリックしまず。 

Device Link プロファイルの変更 

Device Link プ□ファイルのリンクプ□ファイルは 、 「Device Link プ□ファイル設定」ダイア日 
グボックスで簡単に変更することができます。 

Device Link プロファイルのリンク指定を変更するには： 

1 プ□ファイルのメイン画面の下側の 「Device Link 」 欄で、「 立!」 アイコンをクリックし Device 
Link プ□ファイルをダブルクリックしまず。 

「Device Link プ□ファイル設定」ダイア□グボックスが表示されます。 

2 新しくリンクずるプ□ファイルを 「 RGB ソースプ□ファイル」欄と出カプ□ファイル」欄のメニュ ー 
か6選択します。 

3 「0 K 」 をクリックします。 

MLPro 930 PS 内の Device Link プロファイルを編集することはできません。プロファイルを編集するには 、 Device 
Link プロファイルを作成したアプリケーションを使用する'丘、要があります。 

Device Link プロファイルの使用 

Profile Manager でダウン□ー ドしリンクプ□ファイルを指定したプ□ファイルは、次の3種類 
の方法でジョブの印刷1こ使用することができます。 

• Command Workstation の「デパイスセンター：リソ ース： カラー設定」で全ジョブのデフォ 
ルトとして指定ずる 

• MLP の 930 PS のプリンタドライバからジョブごと I こ指定:ずる 

• Command Workstation の「ジョブのプ□パティ」でジョブごとに指定する 

カラー設定で Device Link プ□ファイルのデフォルトを設定:する方法については1目3ぺージを、 
MLP 「 o 930 PS のプリンタドライバから Device Link プ□ファイルを指定:する方法じついては、 
215ぺージを参照してください〇0〇1711713加 Workstation の「ジョブのプ□パティ」ダイア□グボ、ソ 
クスから指定ずるち法は、プリンタドライバからのち法と同様です。 

印刷ジョブのワ-クフロ-によっては 、 Device Link プロファイルは化要ありません。 
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カラー設をの使用 

カラー設定を使用すると、 ColorWise プリントオプションのデフォルト値を設定/変更すること 
や、八ーフ I ンスクリーンを指をすることができます。 

カラー設定を使用するには： 

1 Command Workstation を起動し MLPro 930 PS に接続しまず。 

2 「デバイスセンター:リソース：カラー設定」をクリックしまず。 



カラー設をの r カラー処理フ□-」タブを使届すると 、 C 010 rWise プリントオプションのデフォ 
ルト値を設定/変更することができます。 r カラー化巧フ□-」タブでは、 MLPro 930 PS でジョ 
ブのカラー変換が分かりやす<國解されているので、簡単にデフォルト値を変更できまず。 

カラー設定の「八ーフトーンシミュレーション」タブを使用すると、八ーフトーンスクリー 
ンを指定することができます。 「八ーフトーンシミュレーション」タブでは、「ユーザを義ス 
クリーン1」、「ユーザ定義スクリーン2」、「ユーザ定義スクリーン3」に対して、 r 角度」、「線 
数 （ L 円)」、「網点お状」を設をできます。 

A 「ハーフトーンシミュレーシヨン」は、 MLPro 930 PS - X モデルのみで利用可能です。 


カラ—目掃 


162 






































Device Link フロファイルの使用設定 

カラー設走を使用して Device Link プ□ファイル用のデフォルトプ□ファイルを指走することに 
より、 Device Link プ□ファイルの使用を設走することができます。 

Device Link プ□ファイルのダウン□ー ドとリンクプ□ファイルの指定の方法については、 159 
ページを参照してください。 


Device Link プロファイルの使用を設定するには： 

1 Command Workstation を起動し MLPro 930 PS に接続しまず。 

2 「デバイスセンター:リソース：カラー設を」をクリックしまず。 

3 「 RGB ソースプ□ファイル」欄または 「 CMYK / グレースケール」欄で 、 Device Link プ□ファイ 
ルをクリ、ソクし 、 Device Link プ□ファイルを逞択します。 

4 「出カプ□ファイル」欄でリンクプ□ファイルとして指をされている化カプ□ファイル（リンクア 
イコンのついた化カプ□ファイル）を逞がします。 

「カラー処理フ□一」の図では、いくつかのプリントオプションをバイパスしたを変換のワークフ 
□-が表示されまず。 「 RGB ソースプ□ファイル」または 「 CMYK シミュレーションプ□ファイル」 
オプションの下には、現在使用中の Device Link プ□ファイルをが表示されまず。 

5 「0 K 」 をクリックします。 
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キヤソブレーシヨン 


キヤリブレーシヨンを行つことによって、 MLPro 930 PS か b — 貝した 局 品質のカラー化力を得 
ることができます。免、要に応じてキヤリブレーシヨンを巧います。 

ここでは次の用語を使用しています。 




各測を器の詳細については、計器付属の取扱説明書を参照してください。 


ここでは 、 Command WorkS ね tion の丰ャリブレートと各カラー測定:器を使用して、または Vi - 
sua に al を使用してキャリブレーションを行う方法を説明しています。各キャリブレーションち 
法の記述箇所は W 下のとおりでず。 


キヤリブレーシヨン方法 

参照 

キヤリブレートと ES -1000 

168ぺージ 

キヤリブレートと DTP 32 または DTP 32 -II 

172ぺージ 

キヤリブレートと DTP 41 

174ページ 

VisualCal (プリンタ操作部から） 

17目ぺージ 




Windows と Mac OS X コンピュータでのキヤリブレーシヨン方法は基本的には同じです。 


ここではまた，基本概念やスケジュールの方法など、キャリブレーションを理解するために重要 
なトピックについても説明しています。をトピックの記述箇所はじ(下のとおりです。 


用語 

説明 

ES -1000 

EFI Spectrometer ES -1000 手動分光測を計 

DTP 32 

X-Rite DTP 32 自動走査遭を計 

DTP 32 -II 

X-Rite DTP 32 Series II 自動走査遺ち計 

DTP 41 

X-Rite DTP 41 自動走査分光測色計 


項目 

参照 

丰ヤリブレーシヨンの適用 

178ぺージ 

キヤリブレーシヨンの動作原 a 

179ぺージ 

キヤリブレーシヨンのスケジュール 

180ぺージ 

キヤリブレーシヨン状況の磕認 

180ぺージ 
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Command Workstation を使用したキャリフレーション 

Command Workstation のキャリブレートを使用ずると、さまざまなカラー測定器を使用して 
測定值 I こ基づくキャリブレーションを簡単に行うことができます。キャリブレーションの変更は 
RIP 済みジョブにも適用されます 。 Command WorkS ね tion で印!刷ジョブを再 RIP ずる必要は 
ありません。 


か 


複数のユーザが同時に Command Workstation を使用して MLPro 930 PS に接続することはできますが 、一人のユーザだけ 
がキヤリブレートメニューからキヤリブレーションを行うことができます。 

キヤリブレーションを変更すると、全ユーザの印刷ジョブに影響します。このため、許可された担当者だけがキヤリブレー 
ションを行うようにすることをお勧めします。システム管理者用パスワードの設をの詳細については、「4章設ま:管理」 

を参照してください。 


キヤリブレートの起動 

次の手順に従ってキヤリブレーシヨンを行って< ださい。 


キヤリブレートを使用するには： 

1 Command Wo か Station を起動し、 MLP 「 o 930 PS に接続します。 

2 「サーバー」メニューか6「キヤリブレート」ボタンをクリックします。 


Gal 化 rator:MLP930PX—3G 4300 3640. 


I 


情お WJ 


■■■因 I 

エキスバート 


.削ち方;'主を遇巧 


EFI Spectrometer ES- 1加0 


.ブリント記をぞ植5 


-ネサリブレーシヨンセット 

スクリーン設定 12x6 ドットスクリーン 


測定日時： 

巧当を 
が去： 

08/05/02 6:31:19 

デフォルト 

デフォルト 



3.測定ページを生ぶ 


巧則... 


.削ち値を巧巧 


削ち... 


J [ ファイルから.. 


□をキ ホリブたットIこ迪用 I カスタム. 


デバイスほ婿 


通用 


完了 


「1.測を方法を選択」欄に測定に使用ずるち法が表示されます。各測を方法を使ったキヤリブレー 
ションの方法については、次のセクションで説明しまず。 

にプリント設をを磕認：キヤリブレーションセット」欄ではスクリーン設定を選択しまず。キヤ 
リブレーションセットの詳細については、「キヤリブレーションとは」 （178 ぺージ）を参照してく 
ださい。 
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シアン D-Max D-Max 

r せ f_I 1154 111.45 I 




夕—ザ’)口 □乃イル Fiery 3641 fl312x6 Dot vIF 


r 巳.ページを印刷（オプション）」では、新測を値と既をのキャリブレーションセットを使庙した 
キャリブレーション結まを検証するためじ比較ページを印刷することができます。 

ユーザ 専用のカスタム比較ページを別途作成することわできます。まずアプリケーショ 
ンで PostScript または EPS ファイルを作成し、 「 CAL 旧. PS 」 とを付けます。それから、 
MLPro 930 PS に EP 刷しまず。すでに待機キューに人っている任意のジョブのを称も、 Command 
Works ね tion で 「 CAUB . PS 」 に変更して使用することわできまず。 

「6.測定値を表示（オプション)」で「測を対ターゲット」を選がして「表示」をクリックすると, 
現在の測定値のグラフと測定値対ターゲット値のグラフを表示することができます。 

①出力 

プ □ファイル 



[ テス呀耐 ... I インボート' 1 ブロス" f ルの巧旧..' li (* 巧.' [ *7 I 


エキスパートモード 

キャリブレートでは「標準」と「エキスパート」の二つのモードを使用することができます。キャ 
リブレーションの基本的な機能はすべて「標準」モードに含まれています。「エキスパート」モー 
ドには、「ページを EP 刷（オプション)」と「測定値を表示（オプション)」が追出されています。 



測定対ターゲット 


己回囚 
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複数の化カプ□ファイルがインス!ルされている場合は、画面のち上に「プ□ット対象」が表 
示されます。化カプ□ファイルを選択すると、出カプ□ファイルごとに設定されているターゲッ 
卜値®線が表示されます。 



































































測定値の適用 

「キヤリブレート」を使用すると、現在の測を値をユーザの指をするキャリブレーションセットに 
適用することができます。 


〇 


カラーの出力品質が重要な場合など、通常は、実際のジョブの印刷に使用するキヤリブレーションセツトを還択してキヤリ 
ブレーシヨンを斤ってから、ジョブを印刷してください。 


次の手順にしたがって、適用するキャリブレーションセツトを違択して<ださい。 


測定値を適用するキャリブレーションセツトを選択するには： 

1すべてのキャリブレーションセットへの測を値の適用を外す場合は、「全キヤリブセットに適用」 
横の チェックマークを 外します。 




この場合、現をの測を値は 「 Calibrator 」 画面の「2.プリント設をを確認」で選択したキヤリブレーシヨンセツトのみ 
に適用されます。 


ずべ ての キャリブレーションセットに測定値を適用す る 場合は，「をキャリブセットに適用」横に 
チェックマークを付けます。 

キャリブレーションセットを指をずる場合は，「カスタム」ボタンをクリックします。 

「適用」ダイア□グボックスが表示されまず。 




「全キヤリブセットに適用」を選巧してから r カスタム」ボタンをクリックすると、「適用」画面内のすべてのキヤリブレー 
シヨンセットが遇がされて表示されます。 「全キヤリブセットに適用」のチェックマークを外してから「カスタム」ボ 
タンをクリックすると、すべてのキヤリブレーシヨンセットが非選抓で表示されます。 


4 「適巧」画面で、キャリブレーションセット用のチェックボックスをクリックして、適用するキャ 
リブレーションセットを指をします。 

5 「0 K 」 をクリックしまず。 




出カプロファイルに関連づけられていないキヤリブレーシヨンセットを選がして 「0 K 」 をクリックすると、警告メッ 
セージが表示されますが、それらのキヤリブレーシヨンセットにも、現をの測定値を適用することができます。 


現在の測定値は、すべてのキャリブレーション手順を終えて、 「 Calibrator 」 画面下の「適用」ボタ 
ンをクリックした時に、指定したキャリブレーションセット I こ適庙されます。 


を 


12 x 6 ドットスクリーン /12 X 目ラインスクリーン（多階調）と 12 x 12 ドットスクリーン/か目ドットスクリーン (2 階調) 
は、キヤリブレーシヨンの夕ーゲッ トカーブが違うため、 どちらかの測色結果を「全キヤリブセットに適用」にチェ’ソ 
クを入れて適用すると、色が変わる場合があります。 


カラ—目掃 


167 




デフオルトキヤリブレーシヨン測定値への復帰 

キヤリブレーシヨン測定値を工場化荷値に戻すときは、次の手順で行いまず。 


出荷時のキヤリブレーシヨン測定値に復帰するには： 


1 Command Workstation を起動し、「サーバ ー 」メニューから「キヤリブレート」を選択するか、 
もしくは「ジョブセンター」で「キヤリブレート」ボタンをクリックしまず。 

2 「デバイス復帰」をクリックしまず。 

デフオルトキヤリブレーシヨンを化荷時のキヤリブレーシヨンに復帰ずる、というメッセージが表 
示されまず。 



3 rOKJ をクリックし、化荷時の丰ヤリブレーシヨン測を値に戻します。 


「キヤリブレート」面面で「全キヤリブセットに適用」が選がされている場合は、すべてのキヤリブレーシヨンセット 
が出荷時のキヤリブレーシヨン測を値に戻ります。「適用」ダイアログボックスでキヤリブレーシヨンセットを選択し 
た場合は、選択されたキヤリブレーシヨンセットのみが出荷時のキヤリブレーシヨン測を値に房ります。 


ES -1000 使用のキヤリブレーシヨン 


W 下の手順に従って、 ES -1000 を使用するキヤリブレーシヨンを行いまず。 


ES -10 抓を MLPro 930 PS のキヤリブレーシヨンに使用する前に、コンピユータに接続し調整してわく必、要があります。 
ES -10 抓の詳細については、計器付属の取扱説明書を参照してください。 


Command Workstation と ES -1000 を使用してキヤリブレートするには： 

1 Command Wo か Station を起動し、 MLP 「 o 930 PS に接続します。 

2 「サーバー」メニューから「キヤリブレート」を選択ずるか、もしくは「ジョブセンター」で「キヤ 
リブレート」ボタンをクリックします。 















3 「1.測定方法を違択」欄で 「 E 円 Spectrometer ES -1000 J を還択します。 



4 「2.プリント設をを磕認」欄でスクリーン設走を違択しまず。 

このキヤリブレーシヨンを適用するためには、キヤリブレーシヨンセットを1つに Lb の出カプロファイルに関連づけ 
る也、要があります。ただし、デフォルトのキヤリブレーシヨンセットは、自動的にデフォルトの出カプロファイルに 
関連づけられているため、新たに関連づける化要はありません。 

5 「3.測をページを生成」欄で、「巧刷」をクリックしまず。 


カラ—目掃 


169 








































r プリントオプション」ダイア□グボックスで項目を選択します。 



• 「ぺージの種類」では、「34ソート済みパッチ丄に1ソート済みパッチ丄巧4ランダムパッチ丄 
または「21ランダムパ、ソチ」を逞択します。 

• 「用紙サイズ」には測走ページのサイズが表示されます。 

「用紙サイズ」は「ページの種類」と連動していまず。たとえば、「ページの種類」で「34ソー 
卜済みパッチ」を選択すると 「 A 3 /タブロイド」が、「21ソート済みパッチ」を違がすると 「 A 4 
/レター」が、自動的に表示されます。 

• 「入カトレイ」では、測定ぺージを印刷する用紙をセットしているトレイを選択します。 

還がトレイに、適切なサイズと種類の用紙がセットされていることを確認してください。 

7 「印吊!]」をクリックしまず。 

8 「4.測を値を取得」欄で「測定」をクリックします。 

「用紙サイズ」欄には，手順日で還択したサイズが表示されます。 

9 「測をオプション」ダイア□グボックスでページの種類と用紙サイズをお認し、「測を」をクリック 
しまず。 

「情報」画面が表示されまず。 
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10 ES -1000 をキャリブレーシヨンドックに置いて、 rOKJ をクリックします。 

「 E 円 Spectrometer ES -1000 測を」ダイア□グボックスが表示され、「状況」欄に測走の指示が表 
示されます。 



正確な測を結まを得るために、測走ページの下に白紙を数枚敷いて測をページ t (かの色が混入し 
ないようにしてください。 

11 ES -1000 のアパーチャ（計器露光部分）を、指をされたカラーストリップの晶始部分の横の白い 
場所に配置します。 

12測をボタンを押したままで、合國音が鳴る力\画面の背景色が緑色か6白色に変わるのを待ちます。 

Windows が)®コンピュータで爸図音を聞くには、サウンドカードとスピーカがインストールされている必、要があります。 

13合図音が鳴るか画面の背景色が変わったら、 ES -1000 をゆっくりと同一まをでスライドさせて, 
ストリップを測定します。 

14 ス トリ、ソプ内の全パッチを測定し、 ES -1000 のアパーチャがカ ラース トリ、ソプ最後の横の白い部 
分に来たら、指を測走ボタンから離しまず。 

パ、ソチの測をが正しく行われると、カラー名の横にチェックマークが表示され、次に測をずるカラー 
の上に十字マークが表示されます。パッチの測定が正しく巧われなかった場合は、画面の背景色 
が赤色に変わり、再測をを促すメ、ソセージが表示されます。 

1已上記の手順を繰り返し、すべてのカラーストリップを測をします。 

測をは、画面に表示された順唐で斤う也、要があります。 

16全ストリップの測をが完了したら、 rOK 」 をクリックしまず。 

17 「 Calibrator 」 ダイア□グボックスで「適用」をクリックし、新キャリブレーション測定値を適用し 
まず。 

18「情報」ダイア□グボックスで rOK 」 をクリックしまず。 

これでキャリブレーション作業が完了しました。 
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DTP 32 または DTP 32 Series II 使用のキヤリブレーシヨン 

W 下の手順に従って、 DTP 32 または DTP 32 Series II 使用のキヤリブレーションを行いまず。 

4!^^ DTP 32 または DTP 32 Series II を MLPra 930 PS のキヤリブレーシヨンに使用する前に、コンピュータに接続し調整してお〈 
MSF 电、要があります。 DTP 32 または DTP 32 Series II の詳細については、計器付属の取扱説明書を参照してください。 

Command WorkS ね tion と DTP 32 または DTP 32 Series II を使用してキヤリ 
ブレー トするには： 

1 Command Wo か Station を起動し> MLP 「 o 930 PS に接続します。 

2 「サーバー」メニューか6「キヤリブレート」を選択ずるか、もしくは「ジョブセンター」で「キヤ 
リブレート」ボタンをクリックします。 

3 「1.測を方法を選択」欄で， rX-Rite DTP 32 J または fX-Rite DTP 32 Series II J を逞択します。 

4 「2.プリント設をを殖認」欄で、スクリーン設をを逞がします。 

このキヤリブレーシヨンを適用するためには，キヤリブレーシヨンセットを1つ«上の出カプロファイルに関連づけ 
る必、要があります。ただし、デフオルトのキヤリブレーシヨンセットは、自動的にデフオルトの出カプロファイルに 
関連づけられているため、新たに関連づける屯、要はありません。 

5 「3.測をページを生成」欄で、「印刷」をクリックしまず。 

6 「プリントオプション」ダイア□グボックスで項目を還択します。 

• 「ぺージの種類」では、巧4ソート済みパッチ」またはに1ソート巧みパッチ」を逞がします。 

• 「用紙サイズ」には測走ページのサイズが表示されます。 

「用紙サイズ」は「ページの種類」と連動していまず。たとえば、「ページの種類」で「34ソー 
卜済みパッチ」を選択すると 「 A 3 /タブロイド」が、に1ソート済みパッチ」を違がすると 「 A 4 
/レター」が> 自動的に表示されます。 

• 「入カトレイ」では> 測定ぺージを印刷する用紙をセットしているトレイを違択します。 

還がトレイに、翻なサイズと翻の用紙がセットされていることを確認して〈ださい。 

• 「部数」では、印刷ずる測をページの部数を指をします。 

7 「印吊 LI をクリックしまず。 

測定ページが印刷されます。 

8 「4.測を値を取得」欄で、「測を」をクリックします。 

9 「測をオプション」ダイア□グボックスでページの種類と用紙サイズを選択してか6、「測を」をク 
リ、ソク します。 
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10 表示されるダイア□グボックスじ従って、須幢:ぺージを DTP 32 または DTP 32 Series II で読み取 
U ます。 



ポートを違択して「開始」をクリックずると、「状態」欄に，をカラーごとに，カラーストリップ 
を挿入ずるようにとの指示が表示されます。 

DTP 32 Series II にはストリップガイドが付いていません。ストリップボイドを指まの位置にセットするようにとの 
メッセ-ジが表示された場さは、メッセ-ジを無視してそのままおこ進んでください。 

11測走ページが適切に読み取6れたとのメッセージが「状態」欄に表示された6>「承認」をクリッ 
クします。 

12「測を」ダイア□グボックスで rOK 」 をクリックしまず。 

13 「 Calibrator 」 ダイア□グボックスで「適用」をクリックし、巧キャリブレーション測定値を適用し 
まず。 

14「情報」ダイア□グボックスで， 「0 K 」 をクリックしまず。 

これでキャリブレーション作業が完了しました。 
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DTP 41 使用のキヤリフ レーシヨ ン 

W 下の手順に従って DTP 41 使用のキヤリブレーションを巧います。 

DTP 41 を MLPro 930 PS のキヤリブレーシヨンに巧用する前に、コンビュータに接続し調整してお〈也、要があります。 
DTP 41 の詳細 じつし、 ては、計器付属の取扱説明書を参照してくださし、。 

Command Workstation と DTP 41 を使用してキヤリブレートするには： 

1 Command Wo か Station を起動し、 MLP 「 o 930 PS に接続します。 

2 「サーバー」メニューか6「キヤリブレート」を違択するか、もしくは「ジョブセンター」で「キヤ 
リブレート」ボタンをクリックします。 

3 「1.測定ち法を選択」欄で、 rX - RiteDTP 41」 を違択しまず。 

4 「2.プリント設定を磕認」欄で、スクリーン設をを違択します。 

このキヤリブレーシヨンを適用するためには、キヤリブレーシヨンセットを1つ«上の出カプロファイルに関連づけ 
るか要があります。ただし、デフォルトのキヤリブレーシヨンセットは、自動的にデフォルトの出カプロファイルに 
関連づけられているため、新たに関連づける屯、要はありません。 

5 「3.測をページを生成」欄で、「印刷」をクリックします。 

6 「プリントオプション」ダイア□グボックスで項目を選択します。 

• 「ぺージの種類」では、巧4ソート済みパッチ」または「21ソート済みパッチ」を達択します。 

• 「巧紙サイズ」には測走ページのサイズが表示されます。 

「用紙サイズ」は「ページの種類」と連動していまず。たとえば、「ページの種類」で「34ソー 
卜済みパッチ」を違択すると 「 A 3 /タブ□イド」が、に1ソート済みパッチ」を選択すると 「 A 4 
/レター」が、自動的に表示されます。 

• 「人カトレイ」では、測定ぺージを EP 刷する用紙をセットしているトレイを選択します。 

選がトレイに、適切なサイズと種類の用紙がセットされていることを確認してくださし、。 

• 「部数」では、印刷する測をページの部数を指をします。 

7 「印刷」をクリックしまず。 

測をページが印刷されます。 

8 「4.測を値を取得」欄で、「測を」をクリックします。 

9 「測をオプション」ダイア□グボックスでページの種類と用紙サイブを確認し、「測を」をクリック 
しまず。 
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10 「使用可能ポート」で DTP 41 が接続されているポートを選択し、「測を開始」をクリックします。 



11測をぺージを DTP 41 に挿入します。 

測定するカラーの中央がセンターマークに合うように、測走ページを測をページス□、ソトに挿入し 
まず。フ□ント□-ラーを通り抜けて、リヤードライブ□—ラーにあたるまで、約 75 mm 挿人して 
ください。 



12「ストリップ読み込み」をクリックしまず。 

DTP 41 が自動的に測走ぺージを引き込み、カラーデータを読み込みます。 

13読み込み状況をお認し、残りのストリップを読み込みまず。 

読み込みが終了したカラーは、「状ミ兄」欄の下にある〇がチェックされます。ストリップの読み込 
み順風ホ、「使用方法」欄に表示される指示に従ってください。 

14測をぺージの4色すベての読み取りが終ったら、「測定痛認」をクリックします。 

1已「測定」ダイア□グボックスで roK 」 をクリックしまず。 

16「キヤリブレート」ダイア□グボックスで「適用」をクリックし、き斤キヤリブレーシヨン測定値を 
適用します。 

17「情報」ダイア□グボックスで、 rOK 」 をクリックします。 

これでキヤリブレーシヨン作業が完了しました。 
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プリンタ操作部からの キャ リブ レーショ ン 

Colo に al を使用すると 、 Command Workstation の丰ャリブレートを使用しないで、操作パネル 
から MLP 「 o 930 PS の丰ャリブレーションを行うことができます。 

VisualCal 使用の キャ リブ レーシヨ ン 

VisualCal ™ はスキャナを使用しないで操作パネルから、キャリブレートするための機能です。 

プリンタ操作部に人力された一連の値に基づいて、 MLP 「 o 930 のコント□—ラがキャリブレー 
シ ョ ン計算を行います。ユーザは2枚のキャリブレーションページに出力されたトナー濃度と力 
ラーの組合せを評価して、この計算で使巧する値をまめます。このキャリブレーションページは 
特別に設計されたちので、プリンタ操作部か6印刷しまず。 

1枚目の Visua に al ページ t 濃度範囲と30%マッチ」ページ）は許容可能なトナー濃度の巧る 
さを計算するために使用します。 CMYK ごとに枠が用意され、その中に濃淡のトナー濃度を表 
す円が表示されます。 

を枠内ごとに> 背景色と区別可能な円の中で最电左側の円を見つけ、その番号を順次プリンタ操 
作部から入力します。この人力値によりカラートナーの濃度が再計算されます。トナーの明るさ 
の再計算に必要な値はこれとは多少、異なりまず。「30%マッチ」枠で背景のグレーに最も色調の 
近い円を見つけ> その番号をプリンタ操作部か6入力します。すべての値の入力後、プリンタの 
トナー濃をと S 月るさ設走を再計算しまず。 

2枚目の Visua に al ぺージ t グレーバランス」ぺージ）は、中圍グレーバランス計算用でず。中 
聞グレーバランスとは、プリンタのエンジンが化力する純ブラックのグレーに最もをい CMY グ 
レーを意巧します。このぺージでは、純ブラックか6なるグレーの背景上に CMY グレーパ、ソチ 
が表示されます。グレーの背景に最电おい CMY グレーパッチを見つけ，その行番号と列番号を 
入力します。この値を使用して、プリンタが化力可能な中聞グレーバランスが再計算されまず。 

^9^ グレーバランスぺージの曹景のグレーには、ミ農度範囲と30%マッチぺージによる最新の入力値が反映されます。 


プリンタ操作部から VisualCal を使用してキャリブレートするには： 

1 「 Ep 刷できます」画面で 「 Enter 」 ボタンを押しまず。 

2 「機能」画面で「キャリブレーション」を押します。 

パスワードの入力を促された場合は、パスワードを入力してから、 roKj を還択しまず。 

3 「キャリブレーション」画面で「キャリブレーション設定」を押します。 

• 「キャリブレーション方法」画面で，キャリブレーションの方法（標準、エキスパート）を違択 
します。 

「エキスパート」を逞がすると比較ページを印刷することができます。 

• 「トレイ」画面で給紙トレイ（自動違択、手差し）を達択しまず。 

4 「キャリブレーション」画面で r キャリブレート」を押しまず。 

5 「測をページの印刷」画面で「はい」を逞がします。 

「濃度範囲と30%マッチ」ページが印刷されます。 
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6 「ブラック開始」画面で適切な数値を指定して、 rOK 」 を押しまず。 


巧刷された「濃度範囲と30%マッチ」ページの「ブラックスタート」で、背景と区別巧能な円で、 
最も左に位置するものを違択してください。 

通を「りから「8」までの数値を指まします。横列内に円が1つも見えない場合は「9」を指まします。すべての円 
が見える場合は「0」をおをします。「0」または「9」を指をした場合、測をぺージ印刷を、「ブラック開始」画面に 
戻ります。 

7 「ブラック終了」画面で適切な数値を指をして， rOK 」 を押します。 

印刷された「濃度範囲と30%マッチ」ページの「ブラックエンド」で、背景と区別可能な円で最 
わ左に位置するわのを達択してください。 

通を「りから「8」までの数値を指まします。横列内に円が1つも見えない場合は「9」を指まします。すべての円 
が見える場合は ro 」 を指をします。 

8 シアン，マゼンタ、イエ□—に対して> 上記の <# Hype 「 link >6 〜 <# Hype 「 link >7 を繰り返します。 

9 「30%マッチ」画面で適切な数値を指をして、 rOK 」 を押しまず。 

印刷された「濃度範囲と30%マッチ」ぺージの「30%マッチ」で、背景のグレーに最も灌淡が近 
い円を逞択してください。 

10「グレーバランスぺージの EP 刷」画面で「はい」を押しまず。 

11「グレーバランス」ページが印刷されます。 

に「最良パッチ（横列)」画面で適切な数値を指をして、 rOK 」 を押しまず。 

印刷された「グレーバランス」ページで、背景のグレーに最も色が近いカラーパ、ソチの行を逞がし 
てください。デフォルト値は「0」でず。 

13「最良パッチ（縦列)」画面で適切な値を指をして， rOKJ を押しまず。 

印刷された「グレーバランス」ページで、背景のグレーに最も色が近いカラーパ、ソチの列を逞がし 
てください。 

調整後の数値を反巧した「グレーバランス」ページが印刷されまず。 

14「0」行のグレー(現行グレーバランスのグレー)が、背景グレー（ブラックトナーのみで印刷さ 
れたグレー)と同色になるまで，上記の <# Hype 「 link >12 〜 <# Hype 「 link >13 を繰り返しまず。 

15比較ページ（カラーテストぺージ）の印刷を確認ずる画面で，「はい」を押します。 

この画面は,エキスパートモードを違択している場合に表示されまず。 r はしりを逞択すると>デフォ 
ルトキャリブレーションと新しいキャリブレーションを適用した、比較ぺージが印刷されまず。 

ィ^^ エキスハ’ートモードを選巧していて、指をキャリブ レーシヨ ンセットに複なの出カプロファイルが関連付けられてい 
る場さは、出カプロファイルの還巧画面が表示されます。この場合は、出カプロファイルを遅択します。 

16「変更を適用」画面で、「はしりを押します。 

「いいえ」を選がすると、新しいキャリブレーシヨンは適用されません。「デフォルトに戻す」を選がすると、巧其月設 
をのキサリブレ-シ3ンが細されます。 

17キャリブレーションの適苗を確認する画面で、「はい」を押します。 

新しいキヤリブレーシヨン測定値が適用されまず。 
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キャリブレーションの削除 

操作パネルか6キャリブレーション巧綜を削除ずることができまず。ただし、がたにキャリブレー 
シヨンを巧うと，おしいキャリブレーション巧綜が既をのものと置き換わるので，通常は削除す 
る必要はありません。 


操作パネルからキャリブレーション巧線を削除するには： 

1操作パネルで「キャリブレーション」画面を表示します。 

2 「キャリブレート削除」を違択します。 

3お認をイ足す画面で、「はい」を逞択します。 

既有のキャリブレーション曲線が削除され，前のキャリプレーション設定に戻ります。 

キャリブレーションとは 

このセクションでは、キャリブレーションの基本概念やスケジユールのちまなど、キャリブレー 
シ ョンを理解するためじ重要な トピックじついて説明しています。 

キャリブレーションの適用 

キャリブレーション巧綜は、実際に化力された各トナーの灌度の測走値とターゲット値に基づい 
て生成されます。 

•測定値は、プリンタの実際のカラーの出力状況を表します。この値はカラー測定器から 
MLPro 930 PS に乂力されます。 

• キャリブレーションセットは、測をページのを巧が異なるを件の組み合わせに対して、それぞ 
れ別のキャリブレーションセットを割り当てて利用するために用います。たとえば、グラデー 
ション補正による測をページの変動に対応することができます。 

• 化カプ□ファイルには、プリンタの標準状態の濃度カーブを表すターゲット値が含まれていま 
ず 

キャリブレーションを適用すると、実際の測走値とターゲット値の差異が補正されます。 

Command Workstation を使用して， MLPro 930 PS をキャリブレートすると、キャリブレーショ 
ンセットが MLP 「 o 930 PS に保をされます。このキャリブレーションセットは、化カプ□ファイ 
ルに関連づけ6れることによって機能します。化カプ□ファイルじキャリブレーションセットが 
カスタム指をされていない場合は、デフォルトキャリブレーションセットが適用されまず。 
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キャリブレーションの動作原理 

ほとんどのジョブは、デフォルトのキャリブレーションセットで適切に化力ずることができます 
が、 MLP 「 o 930 PS では、印刷ジョブの種類に応じてキャリブレーションセットを選択し、ジョ 
ブごとにキャリブレーションをカスタマイズすることわできます。 

キャリブレーションを行うとじ(下のことが可能になります。 

• MLPro 930 PS の包ホが最適化されます。 

• カラー品質が常時一定になるようにします。 

• どの MLP の 930 PS を使用してち、一賃した品質のカラー化力を得ることができます。 

• PANTONE カラーや他のを称付きカラーシステムなどのスポットカラーを使用するときに，よ 
り正確なカラーで化力します。 

• ColorWise の「カラーの表現」および 「 CMYK シミュレーションプ□ファイル」を使用し 
たり、に C 対応プ□ファイルを使用するときに、それらの効まが最大限に得6れるように 
MLPro 930 PS を最適化します。 

MLPro 930 PS などのカラーページプリンタか6カラー化力を行う場合、その化力品質はさまざ 
まな要因に左ちされまず。とくに最適なトナー濃度を設定し、それを維持ずることは品質維持に 
重要です。濃度は表層が吸収する光の量の尺度でず。トナー濃度を調整ずることで、一貢した品 
質のカラー化力を得ることげできます。 

プリンタを調整していても、トナー濃度は温度や湿度の影響を受けます。また、時聞経過ととも 
に変わることがありまず。定期的にキャリブレーションを行い、周囲の環境の変化に対応してく 
ださい。 

キャリブレーション曲線は一種のトランスファ圉数です。トランスファ関数とは数学用語で、デー 
夕の遷移を表現するものです。トランスファ関数は通常、化力/入力®線としてグラフ化されて 
います。 

MLP 「 o 930 PS は、4色のをトナーカラーの測を値と夕ーゲ、ソト値を比較しキャリブレーション 
巧綜を生成しまず。ターゲット値は指を化カプ□ファイルとプ□ファイルに関連づけ6れたキャ 
リブレーションセットに基づいてままります。 

測定 

測をファイルじはプリンタのトナー濃度が数値化されて人っています。この数値は単色のシアン、 

マゼンタ、イエ□一、ブラックの濃淡をプリンタで化力したものを測をして作成された値でず。 

測定ファイルを作成ずるには、まず Command Workstation から、測を用のパッチぺージをプリ 
ンタに印刷しまず。次にカラー測定器を使用して、このパッチページを測をします。新測定値は 
自動的に MLPro 930 PS じ保存されます。 

出カプロファイルとキャリブレーシヨンセット 

MLPro 930 PS では、プリンタに最適化した出カプ□ファイルとキャリブレーションセットが 
提供されています。キャリブレーションセットは、測をページの色巧が異なる条件の組み合わ 
せに対して、それぞれ別のキャリブレーションセットを割り当てて利用するために用います。 
MLPro 930 PS のキャリブレーションを行うとき、このキャリブレーションセットの中か6目的 
に応じて違択します。一つのキャリブレーションセットを複数の化カプ□ファイルに関連づける 
ことわできます。出カプ□ファイルの詳細については、208ページを参照してください。 
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キャリブレーションのスケジュール 

印刷ジョブの量により異なりますが、通常、少なくとも1日に1回 MLP の 930 PS をキャリブレー 
卜することをお勧めしまず。一貢したカラー品質を維持することがきわめて重要な場合、または 
プリンタが温度や湿度にを大な影響を受ける場合は、数時圍ごとにキャリブレーションを行って 
ください。また、出力品質の変化に気づいたとき、期待した結まが得6れない場合わ、キャリブレー 
ションを巧ってください。 

印刷ジョブを複数回に分けて印刷ずる場合は、各印刷を巧う前にキャリブレーションを行ってく 
ださい。プリンタの点検修理後もキャリブレーションを行うあ要があります。ただし、点検修理 
の直後はより適切な効まを得るために，数十枚印刷してからキャリブレートずることをお勧めし 
ます。 

きわめてわずかな温度や湿度のを化が、プリンタの出力に霞響します。影響をできるだけ避けるために、窓際や直射日光の 
あたる場所やを暖房装置のおくなどを避けてプリンタを設置してください。 EP 刷巧紙も同様に温度や湿度に彰響されます。 
印刷巧紙は涼しく温度や湿度のを化のかない場丽こな管してください。 

カラー表やカラー参照ファイルなどの標準カラーページを印刷してみてください。カラー表は、 
Command Workstation またはプリンタ操作部 （95 ぺージ参照）か 6 EP 刷することができます。 
カラー参照ファイルは、 MLPro 930 PS のユー ティリティ CD で提供されていまず （155 ぺージ 
参照)。 

これ6のぺージには、シアン、マゼンタ、イエ □— 、ブラックのあを1000/6のパ、ソチと淡をパ、ソ 
チとが載っています。肌色色調の画像は比較には最適でず。また、個々のキャリブレーション時 
に印刷したページを保ちしておいて比較することができます。これ6の色調に目に見える変化が 
ある場合は、キャリブレーションを行ってください。 

カラー表およびカラー参照ファイルが、適切に化力されたことを痛認してください。カラーパ、ソ 
チは、2〜5%の淡色パッチでも、肉眼で見えるはずです。 100- 096 にかけて、パ、ソチのカラー 
は徐々に淡くな りまず。 

もし最高濃度のパッチ（を色100%)が時聞経過とともに薄れていくようであれば、そのページ 
を担当サービスに見せて、プリンタの化力が改善されるような調整ができるかどラか検討してく 
ださい。 

キャリブ レーショ ン状況の確認 

ジョブを EP 刷する前に MLP 「 o 930 PS が前回キャリブレートされた日時や使届キャリブレーショ 
ンセット名を確認することができまず。次のちまで最新のキャリブレーション情報を痛認してく 
ださい。 

• Command Workstation またはプリンタ操作部から、設走情報ぺージまたはテストぺージを印 
刷しまず。 

• Command Workstation の「サーバ ー 」メニューか6「キャリブレート」を達択するか、もし 
くは「ジョブセンター」で r キャリブレート」ボタンをクリックします。「キャリブレーションセッ 
卜」欄にキャリブレーション実施日、担当者をなどが表示されます。 
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スホットカラー 


r スポットカラーマッチング」オプションで「オン」を違択ずると> MLPro 930 PS は、スポット 
カラーをそのカラーに一番近い CMYK 値に変をして、プリンタの CMYK トナーを使用して印刷 
します。ところが、特定の EP 刷状況によっては、最良の結まを得るために、デフォルトの CMYK 
値を調整するあ要が化てくる場合があります 。 Command Workstation のスポットカラーでは、 
状況に応じてスポットカラーとその CMYK 値を調整し管理ずることができます。 

スポットカラーでは、スポットカラーを管理ずるほかに、代营カラーを作成することもできます。 
代替カラーについての詳細は、「代替カラーの使用」 (191 ページ）を参照してください。 

MLP の 930PS-X/-S モデルでのみ利用できます。 


スポットカラーの使用 

スポットカラーを使用すると，スポットカラー用のデフォルトの CMYK 値の細かい調整を行 
うことができまず。また、スポットカラーのリストを管理することもできまず。それぞれのス 
ポットカラー用の CMYK 値を含むスポットカラーのリストを、スポットカラー辞書と呼びまず。 
MLP 「 o 930 PS では、化カプ□ファイルごとに複数のスポットカラー辞書を管理して関連づける 
ことができます。 

. スポットカラーで設をされている CMYK 値を使用するには、「スポットカラーマッチング」オプションを「オン」に設を 
しても〈かまがあります （2 日日ぺ-ジ参照)。 

-ジョブの印刷時には、スポットカラーでの編集に指をした出カプ□ファイルを選巧するか要があります。編集した出カプ 
□ファイルを選がしない場合は、スポットカラーでの編集は適田されません。 

スポットカラーで提供される機能の中には、モニタでジョブのカラーを正おに表示するを要のあ 
るものがあります。モニタでカラーを正おに表示するためには、製造元が推奨ずる設定でモニタ 
を設走し、モニタに適切なモニタプ□ファイルを指をするか要があります。 

t (下の設走を指定します。 

. モニタ；日月るさ、コントラスト、を温度 

• 0 S のコント日ールパネル：解像度，更新聞隔、カラー数 
モニタとモニタプ□ファイル設走の詳細は、モニタ付属の取あ説明書を参照してください。 


スポットカラーの起動 

スポットカラーの画面ではまず化カプ□ファイルを指をしてから、それに関連づけるスポットカ 
ラー辞書を編集しまず。ただし、スポットカラー編集のどの時点でわ別の化カプ□ファイルじ変 
更することができまず。 

たとえば化カプ□ファイル X を逞択し、スポットカラーを使用して PANT 0 NE 123を 30 %M 
から 50% M に変更してからジョブを印刷すると、 50% M で化力されます。出カプ□ファイル 
Y を選択して印刷した場合は、 30% M で化力されます。出カプ□ファイル X を違択して 「My 
Purple 」 というカスタムカラーを作成し， 80 C 40 M に走義すると、 ColorWise は出カプ□ファ 
イル X を使用して CMYK 値を自動的に算化します。化カプ□ファイル Y には新しい CMYK 値を 
作成します。 
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スポットカラーを起動するには： 

Command Workstation を起動し MLPro 930 PS に接続しまず。 
「デバイスセンター：リソース：スポットカラー」をクリックします0 


1 

2 


-パー【をまモ(ぶヘルフ诚 


MLP930PX-3C4300 オペレー $— で□ヴインしています 



3 化カプ□ファイルを違がしまず。 

画面に表示される CMYK 値は、指をした出カプ□ファイル用に換算されています。 


スポットカラーメイン面面 

スポットカラーのメイン画面には MLP 「 o 930 PS 上のスポ、ソトカラ- 
プが一覧表示されます。 画面上部には、各種ツールが表示されます。 


-ライプラリの カラーグルー 
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な)計器 
⑥検索 


MLPro 93 日 PS ではデフォルトで、システムと複数のカラーライブラリ （ PANT 0 NE 、 DIC 、 
HKS 、 T 0 Y 0 ( MLP 「 o 930 PS - S では、 PANT 0 NE のみ)）が提供されていまず。これらのカラー 
ライブラリにはデフォルトを示ずアイコン 「 li 」 が表示されまず。 

スポットカラーではカスタムのカラーまたはグループを追力□することができます。追力□グループ 
にはカスタムグループアイコン「 巧」 が表示されます。グループ内のカラーは，デフォルトグルー 
プ、カスタムグループともに、カラーグループを開くことで表示ずることができまず。 
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既存 カラーの 編集 

スポットカラーを使用すると、 MLP 「 o 930 PS 上の既をカラーグループを表示し、管理すること 
ができます。また、スポットカラー巧の特定カラーを検索して走義することができます。 

スポットカラー巧のカラーグループはその優先順位に従って表示されます。優先順位の高い力 
ラーグループが一覧の上部に表示されます。たとえば、異なるグループ内の異なるカラーに同じ 
名前が付け 6 れている場合、 MLPro 930 PS は一覧内で上に表示されているグループ巧のカラー 
を使用しまず。 カラーの優先順位を管理することで、同一のスポットカラーに対し複数の CMYK 
値を割り当てることができまず。 


カラーの優先順位を替えるには： 

1カラーグループ全体の優先順位を替えるにはそのグループを、個々のカラーの優先順位を替える 
にはそのカラーをドラッグ&ド□ップして場所を上下に移動させまず。 

個々のスポツトカラーには丸いカラーアイコンが表示されまず。 




編集メニユーの「研り取り」/「コピー」アイコンをクリックしてから、一覧巧の移動先をクリックし編集メニユーの 
「貼り付け」アイコンをクリックすることで、選択したカラーグループ、または選巧したカラーを一覧内の別の場所に 
移動することもできます。 

「切り取り」機能はカスタムカラーにだけ使用ずることができます。 


特定のカラーを検索するには： 

1「ツールバーの検索」ボタンをクリックします。 

2 カラーをを入力し、「次へ」をクリックします。 

入力されたカラーをを一覧の上部か6検索します。検索が終了すると、見つかったカラー名が八イ 
ライトされ表示されます。 

3 同じ案件で別のカラーをお索するには、お索画面で再度「次へ」をクリックします。 


カスタム カラーの 作成 

デフオルトで提供されている PANTONE や D にじ力□え、ユーザ走義のカスタムスポットカラー 
またはグループを追力□することができます。 


新しいグループを追加するには： 

1グループをの一覧の追力□したい場所を選択します。 

2 ツールバーで「新規」をクリックし、表示されたメニューで「グループ」を達択しまず。 


新しいグループが表示されます。 


カラ—目掃 


183 






新しいカラーを追加するには： 

1新しいカラーを追力□ずるグループをグループを一覧より選択し ます。 

2 カラーをの一覧の追力□したい場所を選択します0 

3 ツールバーで「新規」をクリックし、表示されたメニューで「スポットカラー」を選択します。 
新しいカラーが表示されまず。 


カスタムカラーまたはグループの名称を変更するには： 

1 カラーまたはグループ 名を逞択 します。 

2 カラーまたはグループ をを クリックします。 

3 アルファベットの大文字小文字やスペースなども含め、印刷ジョブ巧でを義されているとおりじ、 
がしいを称を入力しまず。 

新しいを称は 、 Adobe Illustrator , QuarkXPress などのアプリケーションにより提供されています。 

PANTONE などのデフォルトカラ-またはグル-プは、をあを変更することはできません。 

カスタムカラーグループのインポート 

スポットカラーではカスタムカラーグループを MLPro 930 PS にインポートすることができます。 
インポートされたカフーグループは、スポットカフーの一覧にカスタムカフーグループとして表 
示され、 MLP 「 o 930 PS 上で使用ずることができまず。 

カスタムカラーグループをインポートするには： 

1一覧内でカラーグループを追出したい場所のわを選択します。 

2 ツールバーで 「インポート」を違択します。 

ファイル違択用のダイア□グボ、ソクスが現れます。 

インポ-卜できるファイルはに C (をあせきカラ-)プロファイルおまのファイルです。 

3 インポート する カラーグループを 違択し、「開く」 を クリックします 

インポートされたカラーグループがスポットカラーの指を場所に追力□されます。一覧巧の場所を指 
定しなかった場合は、カラーグループは一覧の最上部に追力□されます。 

インポートした カラー グループのを称が既存グループと同一の場合は、インポートした カラー グ 
ループのを称を変更するように促されます。 
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カスタムカフークルーフのエクスポート 

カスタムカラーグループをに C ファイルとして、 MLP 「 o 930 PS か6コンピュータにエクス 
ポートすることができまず。この機能によって、コンピュータ経由でカラーグループを化の 
MLP 「 o 930 PS にインポートし共有することができます。 

カラーグループをエクスポートするには、まずそのグループを MLPro 930 PS に保をするあ要が 
あります。デフォルトカラーグループの場合は、まずそのグループをコピーしカスタムグループ 
として目より付けてからェクスポートする'必要があります。 


カスタムカラークループをエクスポートするには： 

1 エクスポート対まのカラーグループを違択します。 

2 ツー ルバーで「エクスポート」を達択します。 

「別名保存」のダイア□グボックスが現れます。 

3ファイルの保を場所を指をし、ファイルをを入力し「保存」をクリックします。 


カラー 値の編集 

スポットカラーのカラーサーチ機能によって、特をスポットカラーをプリンタで再現するための 
正おな CMYK 値をを義ずることができまず。既をスポットカラーが予想どおりに化力できない場 
合は、そのカラー値を編集し期待するカラーにおづけることができます。お化カラーをベースに 
し最良カラーじなるまでその色相、采ミ度、明をを変更することができます。 


スポットカラーメイン面面でカラーを編集するには： 

1編集するカラーを選択します。 

2 「 C 丄 「 M 丄 「 Y 丄 「 K 」 欄の値をダブルクリックして八イライト表示し、各欄に新しい値を入力します。 
編集済みのカラーがカラーー覧に表示されまず。 

編集；さみのカラ-は， r ファイル：巧を」を選がするまでは巧をされません。 

スポットカラーのカラーサーチ機能を使ってターゲットカラーを見つけるには、次の方法に従っ 
てください。近化のカラーからサーチを開始し、その色相、を度， S 月度を調整してホ望するカラー 
を見つけることができます。 
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カラーサーチ機能を使用して夕ーゲットカラーを定義するには： 


1 

2 


編集ずるカラーを選択しまず。 

カラーアイコンをダプルクリックしまず。 

「スポットカラー編集」ダイア□グボックスが現れ、運択したカラーが中央パッチとして画面に表 
示されまず。 


スボットカラーお集 


カラーを :\ 


①中央パッチ 
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3 う一け V トカラーじよりあしホラーのパッチをクリックして中央パ、ソチに指定しまず。 

隣接パッチは中央パッチの明度またはを度を調整したバリエーシヨンでず。ある踏接パッチがター 
ゲットカラーじよりぶい場合は、その隣接パッチを運択し中央パッチとして指定ずることができま 
ず。隣接パ、ソチをクリックずるとそのカラーが中央パッチとして表示され > 隣接パ、ソチもそれに従つ 
て更新されまず。 


〇 


選がカラーによって、画面右上に感模符アイコン「!」が表示されるものがあります。このアイコンは、中央/ッチカ 
ラーがプリンタの色の範囲境巧上またはその境界かにあり、正しく再現されないことがあることを示しています。そ 
の場合は色の範囲かカラーではな〈、色の範囲内の最近化カラーを使用することをお勧めします。 


4 「微調整モード」欄で> 明度またはを度を運択しまず。 

「日月度」を運択ずると、オリジナルカラーの明度をよりおいカラーか6より明るいカラーじ調整し 
た隣接パ、ソチが生成されまず。このバリエーションではより暗しけラーが左> オリジナルカラーが 
中央、より明るいカラーが右に表示されまず。 

「采ミ度」を運択ずると、オリジナルカラーのを度をより低いカラーか6より高いカラーに調整した 
隣接パ、ソチが生成されまず。このバリエーションではよりほしけラーが左> オリジナルカラーが中 
央、より高いカラーが右に表示されまず。 
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5 「微調整モード」ちのレバーでは、隣接パッチ圍のカラー値闇隔を指をしまず。 

「粗」側に設定すると、中央パッチカラーと大きく異なる隣接パッチが生成されます。ターゲット 
カラーにおづけるためには、「細」側に設定し、カラー値圍隔を小さくすることをお勧めします。 

6 カラーパ、ソチの 印刷 カラーを スク リーン 上で シ ミュレ ート します。 

このシミュレーションは、表示届に設定されたモニタプ□ファイルじよって変わります。モニタプ 
□ファイルを指をずるには、編集メニュー画面で「編集：環境設を」を違択してください。 

モニタが適切に調整されていて、正しいモニタプロファイルが選択されていることを確認して〈ださい。 

7 ターゲットカラーが中央パッチとして表示されるまで、カラーパ、ソチの明度または采ミ度を調整し隣 
接パ、ソチをクリックしまず。 

8 「印刷」をクリックしまず。 

モニタ上でスボットカラーを正確に再現するのは巧南に困難です。必、ず印刷してカラーを確認してください。 

9 「印刷」ダイア□グボックスで、適切な項目を指をします。 



r スウォッチレイアウト」では「カラーサーチパターン」または「隣接カラーパターン」のどちら 
かを違択します。「カラーサーチパターン」を違択すると、「カラーサーチ」画面に表示されたもの 
と同じパターンのパ、ソチを印刷します。「隣接カラーパターン」を逞がすると、3列 x 8 行おまでパ、ソ 
チを印刷します。 

r 用紙サイズ」ではパッチ印用に使用する用紙のサイズを指定します。 
r 給紙トレイ」ではパッチ EP 用に使用する用紙の入ったトレイを指走しまず。 
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10 「印刷」をクリックします。 

「パターン EP 刷」で印刷したページには次の情報が含まれています。 

• 中央パッチの CMYK 値 
• カラー 値圍隔 
• カラーを 

• 隣接パッチ用の明度またはお度 
• 化カプ□ファイル名 
• 日あ 

カラー サーチ 機能の目的は、印刷カラーが ター ゲットカラーに マ、 ソチずるカラーを見つけだずこと 
であり，スクリーン上で夕ーゲットカラーをシミュレートずることではありません。「パターン印 
吊 LI から隣接パッチを含むパッチページを EP 刷することで、印刷パッチの中か6ターゲットカラー 
にマッチするパッチを違択でき、そのパッチに対応したスクリーン上のパッチを夕ーゲ、ソトカラー 
として指をすることができまず。 

11「スポ、ソトカラー編集」ダイア□グボックスで夕ーゲットカラーを違択し、 roK 」 をクリックします。 
編集済みカスタムカラーがカラーグループ内に表示されます。 
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ターゲットカラー測定器の使用 

EFI Spectrometer ES - 1000を使用ずると、夕ーゲットカラーを測をして、その測定値を直接ス 
ポットカラーにインポートずることができます。この機能によって、 EP 刷された□ゴのホやパ、ソ 
ケージの黄などの実際の印刷カラーを測走し、スポットカラーとして使用ずることができまず。 

測定器がスポットカラーに接続されると、それまでの計器上の保存データは自動的に消去されま 
す。最良の測定結まを得るじは、オフライン状態での測走データを保存しておくことをおすすめ 
します。 

測ま器の設をと使用の詳細につぃては、を計器の取扱説巧書を参照してくださぃ。 

測定値をスポットカラーにインポートするには： 

1測を器用ソフトウエアがインストールされ、測走器が接続され設を済みであることを確認します。 

2 ツールバーの「計器」をクリックし、表示されたメニューで測を器をを選択しまず。 

3 「計器を違択」ダイア□グボックスで適切な項目を逞択し、 rOK 」 をクリックします。 

測定器がスポットカラーに接続されると、計器のインジケータランプがしばらく点滅します。点滅 
が終了すると、測定器の測走準備が完了したことを表します。 

4 測定器の計測部を測走対象の上に置き、測定ボタンを押します。 

測定カラーの CMYK 値がじ(下のルールでスポットカラーにインポートされまず。 

• スポットカラーメイン画面であるカラーが選択されている場合は、新測定カラーに更新されま 
す。 

• スポットカラーメイン画面でグループが選択されている場合は，巧測をカラーがそのグループ 
内に追力□されまず。 

• 「スポットカラー編集」画面が表示されている場合は、中央パッチが測をカラーに更新され、そ 
れに伴って機接パッチも更巧されます。 

5 測をが終了したら、「計器：終了」を選択しまず。 

スポットカラーは測定器との接続を解除します。 
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デフォルトカラークループ または カラーを 工場出荷時の設定に戻す 

デフォルトカラーグループまたはカラーを工場化荷時の設をに戻すことができます。デフォルト 
カラーグループを体、またはデフォルトカラーグループ巧の特定のカラーを逞択します。 


デフォルトカラーグループを工場出荷時の設定に戻すには： 

1 グループをのアイコンをちクリックします。 

2 「工場出荷時の値に復帰」を違択します。 

3警告メッセージ画面で「はい」を違択します。 


デフォルトカラーグループ内の特定のカラーを工場出荷時の設定に戻すには: 

1 グループをのアイコンを達択しまず。 

2 工場化荷時の設をに戻ずカラーを還択します。 

3 カラー名のアイコンをちクリックし、「工場化荷時のカラーじ復帰」を逞がします。 

4警告メッセージ画面で「はい」を選択します。 
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代替 カラーの 使用 


代替カラーは、書類巧で指をされているカラーの RG 己値または CMYK 値を、スポットカラー巧 
書で定義されている CMYK 値で置換ずるためのカラーです。代营カラーを作成ずることにより， 
書類内のカラーをより状況に応じたカラーに変換して印刷することができます。 




カラー代替はテキスト、ベクトル、ラインアートにのみ効まがあり、ラスター面像には効果がありません。 

‘カラーを代替カラーとしてま:義すると、 RGB カラー用の設ま： （「RGB ソースプロ ファイル J、 「カラーの表現」、 「RGB 色 
み解」など）と CMYK カラー用の設ま： （「CMYK シミュレーシヨンプロファイル」、 「CMYK シミュレーシヨンでま」、「用 
紙シミュレーシヨン」など）の効果はなくなります。代替カラーはスポットカラーと同様のプロセスで変換されます。 


代替カラーのワークフロー 

代替カラーのワークフ□一では、スポットカラーを使用してカラー代替値を定義してから、プリ 
ンタドライバで「カラー置換」オプションをオン1こ設定して巧刷しまず。「カラー置換」オプショ 
ンは 、 Command Workstation で書き換えることもできまず。 


代替カラーの作成 

代替カラーグループに代替カラーを追出し、代替カラーの値とを前を指定するには> 次の手順を 
参照して < ださい。 




代替カラーは、代替カラーグループ内のみに追加することができます。 


代替カラーを追加しカラー値と名前を指定するには： 


Command Workstation を起動し MLPro 930 PS に接続します。 
「デバイスセンター：リソース：スポットカラー」をクリックします。 


-バ-(をまモ(ぶヘルフ(曲 


をり'パ_ 

"リアブルデ-卿刷が-スブ□九イルフ; 



出 J ブロフて化； I 円の 36<tlA3 12)C6DotvSF げフォルトト ^ 


スポットカラーのメイン画面が表示されます。 
3 化カプ□ファイルを逞択しまず。 




スポットカラー画面に表示される CMYK 値は、指定した出カプロファイル用に換算されています。 


カラ—日掃 


191 












1% System - ' 

I 苗 HK5 E (Continuous Forms) (2007) 


をお 

a 




4 グループー覧の中から追力□ずる場所を選択します。 

5 ツールバーで「新規」をクリックし、表示されたメニューで「代替グループ」を選択しまず。 

の 出カプ□ファイル 


ジョブたンター デバイスたンター 

ML ( 

。-股 ー ヵラ - i 綻 

がヮ- クフ□ー ジュ-ザ- 

パリアプル データ 巧刷リソース ブ□ファイル1 

フォント 


I 円 e け 36"A3 12 が Dot v2F げフオルけ 


(まをわよ U 編集じほ風 

rai 

ヴループ_ 

ヴループる，スポットカラー 


け替ヴルーフ 


一がラー 


インポ-卜… >1 クスボ-卜 ... 〇巧剧 


DIC Color Guide【2007).ICM 
最巧！ : 巧日時 :2007 巧 9 に 610; 胞 341 カラ-数 
Copyright (c) 2007 Electronics for Imagina, Inc 


お規代替カラーグループが「無題 n 」 として作成されまず。 

グループをを入力し、 roK 」 をクリックします。 

名前を付けたカラーグループを還択し、 ツールバーで r 新規」をクリックし> 表示された メニュー 
で 「代替カラー」を選択します。 

r お規代替カラー」ダイア□グボックスが表示されまず。 


巧規巧替カラー l'x| 

巧をカラー： 

オリヴナルカラー： ,_, 

恐突： 

C： 0 % 

0ICMYK (0-100%)! 1-1 

。び/。 

CRGB げバィス〕ード 0-25 日） M. 1 0ド。 

M： 0% 

〇 RGB ぶ-10日。ル） Y: 0 。/。 

Y: 0% 

K： 1 0 1% 

K: ぴ/。 


1 温蛋 1 

許容巧： ® 小 〇 六 

み [ 

OK II キャンれレ 1 


オリジナル カラーのカラーモードを 還択しまず。 

代替カラーの許容値を達択します。 
r 許容値」の詳細は，19日ページを参照して<ださい。 
C、IVK Y 、 K 各欄に代替するカラー値を入力します。 
roK 」 をクリックします。 


6 7 


カラー日商 


8 9 


〇 
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代替カラー値の定義 

オリジナルカラーを代替カラーに指定した後は、編集ボタンをクリックし、変換カラーを編集ダ 
イア□グを使用して、正確な CMYK 値を入力し，代替カラー値を定義します。 

正おな CMYK 値を人力して代替カラー値をを義する方まについ口ま、次の手順を参照してください。 


代替カラーを定義するには： 

1代替する カラー グループを達がします。 

2 代替するカラーアイコンをダブルクリックしまず。 

「代替カラーを編集」ダイア□グボックスが表示されます。 

3 「編集」ボタンをクリックします。「変換カラーを編集」ダイア□グボックスが表示されます。 



4 使用する代替カラーになるまで隣接パッチをクリ、ソクします。 

5 「印刷」をクリックして、代替カラーの印刷色を磕認します。 

6 「0 K 」 をクリックします。 

編集したカラーがスポットカラーのメインウィンドウの一覧1こ表示されます。 
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代替カラーを使用したジョフの印刷 


スポットカラーで代替カラーを定義したのち、その代替カラーを使用してプリンタドライバから 
ジョブを印刷することができます 。 Command Workstation からプリントオプションを上書きし 
て、代替カラーを使用したジョブを印刷することわできまず。 


を 


Windows と Mac OS での代替カラーを使用したジョブの印刷手順はを本的には同じです。 


代替カラーを使用してジョブを印刷するには： 


1 

2 

3 

4 

5 


アプリケーションからジョブを開きます。 

「プリント（印刷)」を選択しまず。 

MLP 「 o 930 PS を選択し、口 □パティ」をクリックします。 

「プロパティ」ダイア□グボックスに 「 Fiery 巧刷」タブが表示されます。 
「カラー」タブをクリックします。 

「カラー置換」を選択します。 


巧刷モード- 


[^广 悟準で ラー 

戒 f ? エキスバートカラー エキスバート設定化 )...I 
[^广ヴレースケール 


巨- 

體 


- ] ンボジッ讨ーバープリシト 
-をみおのを且させ 


/ r が-虽巧 

厂 自れトラクピンク 


roKj をクリックし、 「プロパティ」ダイア□グボックスを閉じます。 
roKj をクリックし、印!刷を巧います。 

これで代替カラーを使用したジョブが巧刷されます。 
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r 代替カラー追加」タイアロクボックス 

r 代替カラー追力山ダイア□グボックスで代替カラーのカラーモードと許容値をを義ずることができ 
ます。 



•代替カラー：代替カラーのカラーモードを選択しまず。 

CMYK (0-100%) 

RGB (デバイスコード日-25目） 

RGB (0-10096) 

• 許容値：代替カラーの許容範囲を選択します。 

か（か文字で表示） 

大（大女字で表示） 

入カエラーを防ぐために既定のフォーマツトで値を表示します。大女字またはル文字も表示します。 

• CMYK (0-100%)モード 

小文字：く 0 96 C ' 0 96 m 、 日％ y 、 0 % k > 

大立字；く日 96 C 、 0 96 M 、 0 96 Y 、 0 % K > 

• RGB (デバイスコード日-2目 5) モード 
か文字：く 0「、日9、0 b > 

大女字；く OR 、 日 G 、 0目> 

• RGB (0-100%)モード 
小文字：く 096「、0%9、 0% b > 

大姑：く 0 96 R 、 日 96 G 、 日 % B > 
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代替カラーの許容範囲 

代替カラーは、アプリケーション、 0 S 、 プリンタドライバなどによって影響を受けまず。ル数点 
第2桥切り捨ての規則によって起こる入力値の差（ユーザによるカラー値と MLPro 930 PS が受 
信するカラー値の差）を調整ずるため、「大」「ル」の2つの許容乾囲が提供されていまず。 

次表は、カラーモード別に2つのオプションの許容節囲を示していまず。 


カラーモード 

小 

大 

CMYK (0-100%) 

+/- 0.25% 

+/- 0.5% 

RGB (デバイス コード 0- 巧 5) 

+/- 0.25 

+/- 1 

RGB (0-100%) 

+/- 0.25% 

+/- 0.5% 


表に示す値はおおよその値です。 


• CMYK の-1009 6) 

ル：入力したカラー値の +/- 0.25%巧にあてはまるカラーを代替します。 

大：人力したカラー値の +/- 0.5%巧じあてはまるカラーを代替します。 

• RGB (デバイスコード 0-255) 

か：入力したカラー値の +/- 0.25内にあてはまるカラーを代替します。 

太'' 入力したカラー値の+/-1巧にあてはまるカラーを代替します。 

• RGB の-100揪 

か：入力したカラー値の +/- 0.25%内にあてはまるカラーを代替します。 

太'' 入力したカラー値の +/- 0.5%内にあてはまるカラーを代替します。 

カラーの代替方法 

カラーの代替は、同一のオリジナルカラーに2つの異なる CMYK 値がを義される場合に起こり 
まず。 

次の例では、カラーの代替ち法を示しています。 

•オリジナルカラー: <100, 0,0,0> CMYK 値（シアン） 

•代替1: <0,100,100, 0> 啸） 

•代替2: <100,0,100, 0> (緑） 
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次表は、同一のオリジナルカラーに2つの異なる CM 丫 K 値が設定されたカラー代替を示してい 
ます。 



代替値/カラーを 

CMYK 値 

代替前 

代替後 

オリジナル カラー 

- 

<100, 0, 0, 0> 

- 

- 

代替 T 

< 100.0 c , 0.0 m , 0.0 y , 0.010 

<0,100,100, 0> 

シアン 

赤（以下参照） 

代替2 

く 100.0 c ，0.0 m , 0.0 y , 0.010 

<100, 0,100, 0> 

シアン 

緑下参照） 


代替1 目目目目即邮目 目日目目 3即目目目目目 

代替2 111111 liSI 


優先順序の仕組み 

2つの代替カラーの代替値/カラー値が同じで、 CMYK 値と許容範囲が異なる場合は、スポット 
カラーによってグループのカラー順をに従って代替カラーの優先順をがまめ6れまず。 

スポットカラーによるカラー代营の処理順序は、グループのカラー順をによりままります。一覧 
の上部にあるカラーは、下部じあるカラーよりも優先順唐が高くなります。スポットカラーはそ 
の一覧をすべて読み取り、優先順唐をまめます。優先順序をまめた後に代替カラーが追力□されて 
も、一度ままった順序が書きあえられることはありません。 

次の例では、優先順库の仕組みを示しています。 

•オリジナルカラー: <100, 0,0,0> CMYK 値（シアン） 

•代替3 : <0,100,100, 0> ルさい許容範囲啸） 

•代替4 : <100, 0,100, 0> 大きい許容範囲（緑） 
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カラーの順序 

•例1:代替3 (赤）が代替4 (緑）よりも優先順位が高い 
•例2:代替4 (緑）が代替3 (ホ）よりち優先順位が高い 


次表は、代替値/カラーをが同じで、 CMYK 値と許容節囲が異なる場合の優先順唐を示していまず。 



カラーの順序 

代替値/カラーを 

CMYK 値 

代替前 

代替後 



オリジナル カラー 

く 100, 0, 0, 0> 



例1 

代替3 
巧誓4 

< 100.0 c , 0.0 m , 0.0 y , 0.010 
く 1日0.0 C ， 0.0 M ， 0.0 Y ， 0.0 K > 

く0,100,100, 0> 
<100, 0, 100, 0> 

シアン 

ホ下参照） 

例2 

代替4 
代替3 

く 100.0 C ， 0.0 M ， 0.0 Y ， 0.0 K > 

く 100.0 c , 0.0 m , 日. Oy , 0.010 

<100, 0, 100, 0> 

く0,100,100, 0> 

シアン 

緑下参照） 


例 1 匪 關目目 目目 目目日目目 目目目 目目3目目 


lii 目 III 目目目目目目 I 目目 II 三目目 


代替3および代替4の代替値/カラーをは同じでずが、グループー覧の順序じよって優先順唐が 
異なります。 

•例1では、代替3は一覧の上部にあるため優先順位が高 < なっています。代替4の許容節囲が 
大きいため、代替4のカラー代替が行われます。 

• 例2では、代替4は一覧の上部にあるため優先順位が高くなっていまず。代替3の許容範囲が 
かさいため、代替3のカラー代替は行われません。 


代替カラークループのェクスポートとインポート 

スポットカラーグループのように> 代替カラーグループもに C プ□ファイルとしてエクスポート 
またはインポートすることげできます。代替カラーの定義は、に C プ□ファイルの一部として夕 
グ付きで保をされるので、複数のプリントサーバへエキスポートずることができまず。 
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ColorWise フソントオフシヨン 


ここでは、 ColorWise カラー管理システムにおける設を方まと、ジョブに合わせた設定の変更方 
法について説日月します。また、 PostScript 対応プリンタドライバの役割、 Windows と Mac 0 S 
用プリンタドライバを使用したカラー管理についても説巧します。 


MLP 「 o 930 PS のカラー管理システムの概観と、 ColorWise プリントオプションの詳細を説 B 月し 
まず。をオプションの記述箇所は、次の表を参照してください。 


ColorWise プリントオプション 

参照 

CMYK シミュレーションプ□ファイル 

201ページ 

CMYK シミュレーション方法 

202ページ 

RGB 色分解 

202ページ 

RGB ソースプ□ファイル 

203ページ 

色分解の組合せ 

204ページ 

カラー置換 

204ページ 

カラーの表現 

205ぺージ 

グレーをブラックのみで EP 刷ずる 

206ぺージ 

コンポジットオーパープリント 

207ページ 

自動トラッピング 

208ページ 

出カプ□ファイル 

208ページ 

スポットカラーマッチング 

209ページ 

ブラックオーバープリント 

S 10 ぺージ 

ブラックテキスト/グラフィック 

211ぺージ 
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MLPro 930 PS のカラー管理 

MLP 「 o 930 PS か6出!力するカラーを次のち法で管理することができます。 

• プリンタドライバのメニューか6、ジョブごとに ColorWise オプションの設走を達択ずること 
ができまず。 

• Command Workstation のカラー管理で、 ColorWise オプションのデフォルト値を指をずるこ 
とができます （162 ページ参照)。カラー管理で設定されたデフォルト値は、プリンタドライバ 
か6書き換えない限りすベての印刷ジョブに適用されまず。 

• MLP 「 o 930 PS のキヤリブレーション、プ□ファイルの変更、プ□ファイルの管理、スポットカ 
ラーの設定と管理などを> Command Workstation のキヤリブレート、プ□ファイル編集、プ 
□ファイル管理、スポットカラーで設走しまず。 

アプリケーションは、さまざまなを空闇のデータを MLP 「 o 930 PS じちりまず。オフィスアプリ 
ケーションは、届常 RGB データを作成します。デザイン関係のアプリケーションでは 、 CMYK デー 
夕を使用するのが一般的で、 PANTONE などのスポットカラーを含むデータもよく使われまず。 
ところが色空聞はアプリケーションによってままるのではなく、同ーファイルの同一ぺージ上に， 
RGB , CMYK . スポットカラーが混在する場合もありまず。 MLWO 930 PSM では、さまざまな 
色空聞の混在したファイルを出力ずる際に、ユーザがそれぞれのを空園の化力を制御することを 
可能じしまず。 

MLP 「 o 930 PS は、 CMYK カラーデータを生成します。 

下図は、 MLPro 930 PS カラー管理システムのカラーデータ変換プ□セスを表していまず 。セラー 
管理は、印刷ジョブを MLP 「 o 930 PS に送信するときにプリントオプションを設走することで制 
御します。プリントオプションとその設走内容については、じ(下で説明します。 


RGB デー々！=> RG 日ソースプ□ファイル 

グレーをブラックのみで巧刷する （RGB) 
カラーの表現 
RGB 色かお 


CYMK デーク [> 


スポツトカラーデー々 


ブラックデー女！=> 


CMYK シ5ュレーシヨンプ□ファイル 
グレーをブラックのみで巧刷する 
(CMYK) 

CMYK シミュレーシヨンちま 
色分がのおろせ 

スポットカラーマッチング 
出カプ□ファイル 

ブラックテキスト/グラフィック 
出カプ□ファイル 



CMYK 
カラーデーク 


RGB データだけに作用するプリントオプシヨンは 、 「RGB ソースプ□ファイル丄 r グレーをブラ、ソ 
クのみで印刷する （ RGB )」 となります。「カラーの表現」、 「 RGB 色分解」は、 Lab 、 XYZ など 
デバイスに依存しないを空間のカラーデータにも影響します。 
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PostScripts では、 ソース 色空間が RGB である場合、 「RGB ソース プロ ファイル」 の設定が、すべての CIEABC 空間のカラー 
^ に適用されます。また 、 Adobe Photoshop のポストスクリプトカラー管理を使用して、 CIE DEFG 形式の CMYK データを 
MLP の 930PS に送った場合、通常 RGB データだけに適用される MLPro930PS の「カラーの表現」の設をが、 CMYK のデー 
夕にも適用されます。 

ColorWise オプションのほとんどは、 Command Workstation のカラー管理でデフォルト値を設 
定ずることができます。また、それらは MLP「o930PS にジョブを送るときに、プリントオプショ 
ンで上書きずることができまず。製品化荷時のデフォルト値の詳細については、「4章設定管理」 

と「7章プリントオプション」を参照してください。 


ColorWise オプシヨンの詳細 

次に ColorWise オプションの詳細を記述します。 


CMYK シミュレーシヨンプロファイル 

「CMYK シミュレーションプ□ファイル」オプションは、 MLP「o930PS でオフセット印刷の巧正 
化力、または他のプリントデバイスのシミュレーションを行う場合に指走します。 CMYK データ 
がどの印刷標準または化のプリントデバイス用に色分解されたかによって， 「CMYK シミュレー 
ションプ □ファイル」 オプションで達択ずべきプ□ファイルが異なります。このオプションは 
CMYK データだけに適用されます。 

• D に正円）一大日本インキ化学工業ホま会社の印刷標準においを空聞を定義します。 D に用に 
色分解された画像を出力する場合に違択しまず。 

• Euroscale 作 FI)- ヨー□、ソパの印刷標準に近い色空闇を定義します。 Euroscale 用に色分解 
された画像を化力する場合に選択します。 

• に0 Coated - 国際標準化機構の印吊順準（コート紙におい色空聞をを義します。に 0-Coat- 
ed 用にを分解された画像を化力ずる場合に違択します。 

•に0 Uncoated - 国際標準化機構の Ep 刷標準（アンコート紙）におい色空閨を定義しまず。 
に 0-Uncoated 用にを分解された画像を化力する場合に違択します。 

•」apan Color 2001 type1 正 FI)- 日本印用腔会標準化委員会の印刷標準においを空閨をを義 
します。 」apan Color 用じ色分解された画像を化力する場合に選択します。 

•」MPA ver.2 正 FI) — 日本雑誌協会の印刷標準に近い色空圍をを義します。 JMPA Color 用 
に色分解された画像を出力ずる場合に違択します。 

• SWOP-Coated 作 FI) - 米国の印刷標準におい色空聞を定義します。 SWOP-Coated 用に色 
分解された画像を化力する場合に選択しまず。 

• T0Y0 Offset Coated 2.0- 東洋インキ製造株式会社の印用嶋準におい色空聞をを義します。 
T0Y0 OffsetCoated 用に色分解された画像を化力ずる場合に逞択します。 

• シミュレーション -1 ~10 - カスタムシミュレーションに使用します。たとえば JCC プ□ファ 
イルなどのカスタム色分解で変換した画像には、 MLPro930PS 上の対応するプ□ファイルを選 
択します。 

に C プ□ファイルを使用してを々解された画像を適切にシミュレートするには、 MLPro930PS に同一のプ□ファ 
イルをダウン□-ドするかまがあります。 

ドライバで「双方向适信」をオンに設をしてある場合は、 「CMYK シミュレーションプ□ファイ 
ル」のメニュー欄に、 MLP「o930PS にダウン□—ドされているち■カスタムシミュレーションプ 
□ファイルをが表示されます。 
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• なしーシミュレーションは適用されません。キャリブレーションは適用（反巧）されます。 
• ColcfWise オフー他のプリントデバイスのシミュレーシヨンは適届されません。 


CMYK シミュレーション方法 

「 CMYK シミュレーションプ□ファイル」で「なし」または rColorWise オフ」じ(外を選択した 
場合のシミュレーションちまを指定します。 

• クイック ー CMYK それぞれに1種類のトランスファ巧綜が適用され、化力濃度のみ調整され 
ます。 

• フル（ソース GCR ) — 各カラーの化力濃度に力□え色ち調整用のカラーメトリック変換も行わ 
れるため、より正確なシミュレーションが適用されまず。また、 「 CMYK シミュレーションプ □ 
ファイル」ちをのブラックインクの情報が使用されます。ここで指をしたプリントデバイス用 
のカラー巧正を印刷ずる場合に、この項目を選択します。 

「フル（ソース GCR )」 では CMYK のうち K のみ完全に独立した色処理を斤うため、 K のみ 
の文字やグラフィックなどは K 単色で再現されます（墨版保持機能)。スキャンまたは Adobe 
Photoshop などのアプリケーションでブラック生成 （ UCR / GCR ) を使用し色分解されたデー 
夕用に選択して < ださい。 

• フル她力 GCR ) - 「フル（ソース GCR )」 と同様のシミュレーションち法が適用されまず。 
この変換では、「化カプ□ファイル」で指をされているプ□ファイル内のブラックインクの情報 
が使用されます。 MLP の 930 PS で最終化力する場合にこの項目を違択しまず。 

「フル她力 GCR )」 では、 K 版情報がいったん CMY 版に組み込まれたあと、化カプ□ファイ 
ルによって CMYK に分版されるため、 CMY と K の比率は保持されませんが、一般的に「フル 
(ソース GCR )」 よりを巧現精度が向上しまず。この方法では、 ColorSync などに C プ□ファイ 
ルを用いた一般的なカラーマッチングとの互換性が高くなります。 

RGB 色分解 

このオプションは RGB データを、シミュレーション用の CMYK またはプリンタ用の CMYK の 
どち6の CMYK 色空閨に分解するかを指をします。 

「化力」または「シミュレーション」を指をします。「出力」は、 RGB データをプリンタのを空聞 
じ変換しまず。「シミュレーション」は、オフセット印刷機など別のプリントデバイスの色空間の 
シミュレーションを巧います。たとえば、高質なに C プ□ファイルで化力できるプリントデバイ 
スがある場合、そのプリントデバイスをシミュレートした化力を MLPrO 930 PS か6得ることが 
できます。 

RGB 色分解機能は、特にオフセット EP 刷するジョブの巧正化力で重ましまず。 RGB データを実 
際に CMYK に変換ずる前に、複数のプ□ファイルで化力して結まを比べることで，最良のち法で 
CMYK へ変換することができます。 

「 RGB 色々招」オプションは、「出カプロファイル」または 「 CMYK シミュレーションプ□ファイル」オプションと併用し 
てください。 

• 化カー「出カプ□ファイル」オプションで r プリンタの巧期設を」が違択されている場合は、 
RGB データはプリンタの CMYK を空闇に変換されます。 r 化力-1」〜 r 化力-10」が違択され 
ている場合は、プリンタ用出カプ□ファイルを編集し作成された CMYK 色空聞に変換されます。 

• シミュレーション ー RGB データは、 「 CMYK シミュレーションプ□ファイル」オプションで選 
択されている CMYK シミュレーションプ□ファイルによる処理と、化カプ□ファイルによる姐 
理によって CMYK を空闇に変換されます。 
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RGB ソースプロファイル 

「 RGB ソースプ□ファイル」オプションは、書類内の RGB データのソース色空圍をを義ずると 
きじ使用しまず。ここで指走する設定は，他のカラー管理システムで指をしたソースを空閨のプ 
□ファイルを書きあえます。一般的に使用されるモニタ色空閨のファイルは、ドライバや Com ¬ 
mand Works ね tion のプ□ファイルに人っていまず。スキャナのプ□ファイルなど特定色空閨を 
使用する場合は 、 Command Workstation のプ□ファイルを使用してダウン□—ドします。 

「 RGB ソースプ□ファイル」オプションで「なし」じ(かを違択ずると、 MLP 「 o 930 PS で RGB デー 
夕の処理をコント日ールすることができます。この場合 MLP 「 o 930 PS は、データに設をされた 
ソース 色空圍の定義や、アプリケーションやドライバのカラー管理システムのプ□ファイルを書 
きあえます。たとえば 、 Mac 0 S の ColorSync システム特性での設定は、 「 RGB ソースプ□ファ 
イル」設をで書き換え6れます。他の場所で指定した ソース 色空聞を書き換えた<ない場合は、 
ここで「なし」を選択してください。 

1ソ下じ、 MLP「o930PS の RGB ソース色空聞について説明します。 

• Apple 標準一 Mac OS 対応モニタ用のソース色空園を定義します。 

• sRGB ( PC ) — Windows 対応モニタ巧のソース色空聞を定義します。 

• Adobe RGB (1998) - Adobe 指定のソース色空園を定義します。プリプレス業界で Adobe 
Ph 饥 oshop での RGB 作業用スぺースとして使用されています。 

• ECI - RGB - ECI 白一□、ソパ' カラー-イニシアティブ）指定のソース色空間を定義します。 
広告代理店、化版社、 EP 刷所などで、 RGB 作業届スペースとして使用されています。 

• E 円 RGB - E 円指をのソースを空閨を定義しまず。ファイルに RG 己データの詳細な情報がない 
場合し最適です。 

• 円 eryRGBvS - E 円指をのソース色空圍をを義します。ファイルに RGB データの詳細な情報が 
ない場合に最適です。 「 EFIRGB 」 に比べ、色空圍がより広節囲に設をされており、特に青の鮮 
やかさを増すように定義されていまず。 

• ソース - 1〜ソース - 10 - MLP の 930 PS にダウン□ー ドされている RG 己プ□ファイルのソー 
ス色空商を定義します。 

ドライバで「双ち向通信」をオンに設定している場合は、をプ□ファイルをのメニュー欄に、 
MLPro 930 PS にダウン□-ドされている各カスタムプ□ファイル名が表示されまず。 

•なしーアプリケーションなどで指定したソース色空園を書き換えたくない場合に逞択します。 

この場合ファイルの種類によって化カカラーが微妙に異なります。たとえば 、 RGB EPS と 
RGB TIFF に対して、 MLPro 930 PS は異なる変換方法を適用します。 

- ソース色空闇情報を含む Pos 怯 cript RGB データ旧 G 巳 EPS) じは,「カラーの表現」オプショ 
ンでの指を （205 ぺージ参照）に基づくカラー変換が適用されます。 

-非 PostScript RG 己データ （RG 己 TF 円およびソース色空闇情報のない PostScript RGB 
データ （RGB EPS) には，通常の UCR/BG ( Under Color Removal/Black G 凯 eration) 
変換が適用されまず。 
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色分解の組合せ 

一部のアプリケーションで作成した色分紹データを、組み合わせるかどうかを指をしまず。この 
機能を使用ずると、色分解フィルムを使ったプレス印刷の試し刷りを化力ずることができまず。 

• オフ-を色分解ファイルを別々に印刷しまず。 

• オン-を分解ファイルを合わせて、一つのファイルとして EP 刷します。 

このオプションで「オン」を違択することによって、オーバープリントやトラッピング、その他 
のを刷り EP 刷の効まを、を分解フィルムの作成前に確認して巧正することができます。また、ほ 
解像度のマスターファイルを印刷ずるかわりにデスクトップカラーセパレーションの CS ) おま 
のファイルを組み合わせた、フル絕像度の印刷を行うことができます。 

このオプションは、スポットカラーにはタホ応していません。 

このオプションでの設定を有効にするには、ジョブ印刷時にアプリケーションで、コンポジット 
ではなく、色分解または DCS 形式の巧刷を指定する必要があります。このオプションがサポー 
卜されているアプリケーションは、 W 下の通りでず。 

• Adobe Illustrator 

• Adobe InDesign 

• Adobe PageMaker 

• Adobe FreeHand 

• QuarkXPress 

Adobe Photoshop で分版化力したジョブは、色分解の組合せを「オン」 I こ設定して印刷しても 
コンポジ、 ソ トで化力できません。 

カラー置換 

代替カラーは、書類内で指走されているカラーの RGB 値または CMYK 値を、スポットカラー巧 
書で定義されている CMYK 値で置換するためのカラーです。代替カラーを作成することにより、 
書類内のカラーをより状況に応じたカラーに変換して印刷することができます。 

r 色の置き換え」オプションを選択ずると、書類内の RG 目または CMYK カラーは、 Command 
Workstation のスポットカラーの「代替カラー」でを義した CMYK 値で印刷されまず。「代替力 
ラー」についての詳細は、「代替カラーの使用」 （191 ページ）を参照してください。 
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カラーの表現 

r カラーの表現」オプションでは>カラー変換に使用するレンダリングち法 （ CRD ) を指定しまず。 
MLPro 930 PS は、印刷業巧標準のに C プ□ファイルに対応した4つのカラーの表現を提供して 
います。を々のカラーの表現は用途別に設計されていて、それぞれ色の節囲のマッピング方法が 
異なります。次にをレンダリング方法とその適切な使用ちまを説明します。 


カラーの表現 （ CRD ) 

内容 

用途 

が応するに C レ 
ンダリング方法 

速続調 

画像の正しい色よりち色調 
関係の保持を優先させます。 
プリン女の範囲外のカラー 
の出力は通常「ビジネスグ 
ラフィック」に比べて彩度 
のほいものになります。 

速続階調の写真画像（ス 
キャン画像やフォト CD 画 
像を含む)。 

「イメージ」、 

「コントラスト」 

ビジネスグラフィック 

鮮皆かな彩度の高いカラー 
を作成します。このカラー 
の表現は化カカラーとモニ 
夕表示カラーを正しくマッ 
チさせるちのではあ U ませ 
ん。 ただし 、鮮やかな濃度 
の高いカラーを提供します。 
同時に、連続階調の写真画 
像に対しては、「連続調」 

と同じ方法でマッピングし 
ます。 

プレゼンテーション資料用 
のアートワークやグラフ。 
同じページに写真画像が混 
在していてもかまいませ 

ん 0 

「鮮やかさ」、 

「グラフィ、ソク」 

相対カラーメトリック 

RGB ソースプ□ファイルで 
走:義された白色点値とは異 
なる柜対的な白色点を使用 
します。たとえば、モニタ 
上の青みがかった陕色は、 
映色で化力されまず。裁ち 
切りしないジョブを出力す 
るとき、緑が八、ンキリする 
のを防げまず。 

モニタ表示カラーを正しく 
化力したい場合、書類内の 
白色に用紙の白色を使用し 
たい場合、 PostScript 力 
ラー管理で、ソース色空 
間の定義を伴う CMYK の 
データに適用してシミュ 
レーションを巧いたい場含 
にも使用しまず。 

相対カラー 
メトリック 

絶対カラーメトリ、ソク 

RGB ソースプ□ファイルで 
走:義された白色点値を使用 
します。たとえば、モニタ 
上の青みがかった陕色は、 
青みがかった陕をそのまま 
の色巧で出力されます。 

モニタ表示カラーを正しく 
化力したい場合、ファイル 
の禱が八、ソキリしてもかま 
わない場合、 PostScr 帕力 
ラー管理でソース色空間の 
を義を伴う CMYK のデー 
夕に適用してシミュレー 
ションを巧いたい場含にも 
使用しまず。 

絶対カラー 
メトリック 
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クレーをブラ ッ クのみで印刷する 

r グレーをブラックのみで印刷する （ RGB )」 または「グレーをブラックのみで印刷ずるに MYK )」 
オプションでは、 R = G=B ( RGB 色空園）、 C = M = Y =0 かつ K=n CCMYK を空聞 h または K=n (グ 
レー色空商）で定義されたグレーをブラックトナーのみで印刷ずるかどうか、またその場合のブ 
ラックトナーのみで印刷ずるオブジェクト（テキスト、グラフィック，画像）を指をずることが 
できます。 

次の項目の中から違択します。 

• オフ 

• テキスト/グラフィック 
• テキスト/グラフィック/画像 

「グレーをブラックのみで印吊げる （ RGB )」 または r グレーをブラックのみで印刷する CMYK )」 
オプションには、次の制約がありまず。 

• アプリケーションか6色分解を指をして化力したジョブには、これ6のオプションは適用され 
ません。 

• スポットカラーでを義されているグレーには、これらのオプションは適用されません。 

•「 CMYK シミュレーションち法」オプションで「フル（ソー■ス GCR )」 または「クイック」を指 
をして印刷ずるジョブには、「グレーをブラックのみで印刷するに MYK )」 オプションは適用 
されません。 

•「 RGB 色分解」オプションで「シミュレーション」を指定して EP 吊 U するジョブじは、「グレーを 
ブラックのみで印刷する （ RGB )」 は適用されません。また、「グレーをブラックのみで印刷す 
る （ R 雄)」オプションで r オフ」外を指定したジョブには、 「 RG 己を分解」オプションで「シ 
ミュレーション」を指をずることはできません。 
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コンポジット オーバー プリント 

Quark XPress や Adobe InDesign など、ぺージレイアウトまたはイラストレーション用のアプ 
リケーションでは、異なる色のオブジェクトを重ねた場合に、重なった部分を才ーバープリント 
(重ね化力）するか、ノックアウト（くリ抜き）するかを指をできるものがありまず。 

r コンポジットオーバープリント」オプションを使用すると、アプリケーションでオーパープリン 
卜を指定して PostScript または PDF ファイルに化力したオブジェクトに対して、才ーパープリ 
ント（重ね化力）で印刷することができます。デフォルトでは「オフ」に設定されており、オブジェ 
クトはノックアウト（くり抜き）で巧刷されまず。オーバープリントで印刷するには、オプショ 
ンにチェックマークを付けます。 

次のアプリケーションか6化力された PostScript または PDF ファイルの印!刷で、「コンポジ、ソ 
トオーバープリント」オプションを使用ずることができまず。 

• Adobe Acrobat 

• Adobe Illustrator 

• Adobe InDesign 

• Corel Draw 

• Macromedia FreeHand 

• Quark XPress 

じ Lb のスポットカラーを使用しているジョブの印刷では、このオプションを「オン」に指をしても予想どおりの結果が 
得られな L 、場合がをります。 

•スポットカラーを含むジョブを「コンポジットオーバープリント」をオンに設をして印刷する場合は、スポットカラー機 
能が化要です。 MLP の 930 PS-E モデルでは、スポットカラーを含むジョブをコンポジットオーバープリント：オンで印刷 
できません。 
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自動トラッピンク 

このオプションで「オン」を逞択ずると，印刷ジョブに自動的にトラッピングを適用し、テキス 
卜やグラフィ、ソクなどの版ズレを防ぐことができます。 

このオプションを使用するには、プリンタで「自動トラッピング」オプションがインストールされているか要があります。 

次のイラストはこのオプションのオフ/オン設定での例を示しています。 


オフ オン 



出カプロファイル 

印刷ジョブのすべてのデータにここでの設走が適用されるので、ジョブの印刷時には、選択され 
ている化カプ□ファイルが適切であることを植認してください。デフォルト化カプ□ファイルは> 
プリンタのカラー特性を記述したデータ、およびキャリブレーションターゲットで構成されてい 
まず。 

特別のカラータカまを得るために 、 Command Workstation のプ□ファイル編集を使用して、デフォ 
ルト化カプ□ファイルを編集（カスタマイズ）することができます。この場合、印刷ジョブのす 
ベての データに 新しいカスタム化カプ□ファイルが適用されまず。キャリブ レーショ ンタ ーゲッ 
卜は、プリンタの機種に基づいて作成されているため、プ□ファイルだけを変更してもキャリブ 
レー ショ ン ターゲット には影響あリません。ただし必要であれば、キャリブ レーショ ン ターゲッ 
卜の最高濃度値 （ D - Max ) を独立して編集することができます。 

Command Workstation のプ□ファイル管理を使用して、独自の化カプ□ファイルも ML - 
P 「 o 930 PS にダウン□-ドすることができます。ダウン□-ドされた化カプ□ファイルは、最初 
はデフォルトキャリブレーションターゲットと関連して使巧されますが、上述のように、キャリ 
ブレーションターゲットの最大濃度值 （ D - Max ) は編集することができます。 

ドライバで「双方向通信」をオンに設定している場合は、「化カプ□ファイル」のメニュー欄に， 
MLP 「 o 930 PS にダウン□ー ドされている各プ□ファイル名が表示されまず。 
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スポットカラーマッチンク 

このオプションでは、スポットカラーを出カプ□ファイルを使用して変換ずるか、アプリケーショ 
ンの定義に従って変換するかを指をします。 

• オン ー MLP 「 o 930 PS 内蔵の色分解表をもとに、プリンタの色の節囲内でできるだけ正しくス 
ポットカラーを CMYK データに変あします饱分解表は、化カプ□ファイルごとに作成されます)。 

スポットカラー機能がインストールされている場合は、スポットカラーで定義された CMYK 値 
が使用されます。 

内蔵のち々解表でを養されていないスポットカラーは CMYK カラーとして処理されます。 

• オフーアプリケーションでのを義に従って、スポットカラーは CMYK データとして処理され 
ます。このとき CMYK シミュレーションの設をが反巧されます。 

スポットカラーを含んだジョブの場合、印刷標準用シミュレーションを適用しない限り、「スポ、ソ 
トカラーマッチング」で「オン」を違択しまず。印刷標準用シミュレーションを化力ずる場合は， 
r スポットカラーマッチング」で「オフ」を違択してから、 「 CMYK シミュレーションプ□ファイル」 

で適切なプ□ファイルを逞択します。 

.「スポットカラーマッチング」での設まは、々版の出力には適用されません。 

. PDF ファイルの場合には、内蔵の色々お表でを義されていないスポットカラーが指をされていても、「スポット 
カラーマッチング」で「オン」を選がすることによって、 MLPro 930 PS 内蔵の色々解表をもとに、プリンタの色 
の範囲内でできるだけ正しくスポットカラーを CMYK データじをあすることができます。 

スポットカラーマッチングと PANTONE Coated カラー参照 

r スポットカラーマッチング」での設定に応じて ， PANTONE Coated カラー参照ファイル （ Pan - 
tone . ps ) を異なるカラーで化力することができます。 

• オンー PANTONE Coated カラー参照を化力するとき、 MLP 「 o 930 PS は内蔵の色分解表、ま 
たはスポットカラーでを義された CMYK 値をもとに、プリンタの化力範囲内でできるだけ正し 
く PANTONE カラーを CMYK データじ変換します。各 PANTONE カラーパ、ソチの下に PAN - 
TONE カラー番号が表示されます。 

• オフー PANTONE Coated カラー参照を化力ずるとき, MLP 「 o 930 PS は Pantone Inc . 推奨（か 
つ PANTONE カラーを提供するアプリケーションでのを載の CMYK カラー値で出力します。 
各 ■ PANTONE カラーパ、ソチの下には、カラー変換に使用される CMYK カラー値と PANTONE 
カラー番号が表示されまず。 

PANTONE Coated カラー参照ファイル （ Pantone . ps ) は、ユーティリティ CD に格納されています。 
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ブラックオーバープリント 

r ブラックオーバープリント」オプションでは RGB ( R :0 ぶ: 0、 B :0) または CMYK ( C : 096、 M : 

0%, Y :0%、 K : 1009 6) で定義されたブラックのテキストまたはテキストとグラフィ、ソクを、カラー 

背景上にオーバープリント（重ね化力）するかどうかを指をしまず。 

• テキストーブラックのテキストはカラー背景上に重ねて化力されます。この場合、テキストと 
背景の聞の隙聞や版ずれの問題を回避することができまず。 

• テキスト/グラフィックーブラックのテキストとグラフィックはカラー背景上に重ねて化力さ 
れます。この場合、テキストとグラフィックの背景の闇の隙闇や版ずれの聞題を回遇ずること 
ができまず。 

• オフーブラックのテキストまたはテキストとグラフィックのカラー背景部分をノックアウト 
(くり抜き）します。 

•このオプションで「テキスト」または「テキスト/グラフィック」を選がすると、 r ブラックテキスト/グラフィッ 
ク」オプションも自動的に r 抑ブラック-オン」に設をされます。 

- PostScript のアプリケーションのなかじは、データを MLPra 930 PS に送る前に、アプリケーション側でブラッ 
クオーバープリントを行うものもあります。 

このオプションがどのように作用するかを、淡い青を背景にブラックのテキストを化力する場合 

を例にとって説明します。背景の青は C ; 40 %、 M : 3096 、 Y : 096 、 K ; 0%、テキストは C : 

096 、 M : 096 、 Y : 0 %、 K :1000/〇とします。 

• テキスト、テキスト/グラフィックーブラックのテキストが背景の淡い青色の上に重ねて化力 
されます。テキストの部分は 、 C : 40 %、 M : 30% > Y : 0 %、 K :100%のカラーになります。 
シアンとマゼンタのトナーがテキストの縁で止ま6ないので、版ずれが起こらずテキストを鮮 
やかに化力します。テキストのブラックを R : 0、6:0、己： 0で定義しても同じ結果を得るこ 
とができます。 

•オフ ー 背景に使われるシアンとマゼンタのトナーがテキストの縁で止まり、テキストはブラ、ソ 
クのトナーだけに： 096 、 M : 0 %、 Y : 0 %、 K :1009 6) で化力されます。プリンタの精密さ 
の限界によってはほとんどの場合 > 版ずれが起きてしまいまず。 

実際に出力される0%の値なかの CMYK のる色成々は、 CMYK シミュレーションやキャリブレーションのが巧に 

より異なります。 


カラ—目掃 


210 



ブラックテキスト/クラフィック 

このオプションはブラックのテキストとべクトルグラフィックだけに適用されます。ほとんどの 
ジョブでは、「純ブラック-オン」の設定で優れた結果を得ることができまず。「純ブラック-才 
ン」を達択すると、アプリケーションで rR =0、 G=CK B =0」 または rc =0 o ん M =0%. Y =0%、 
K =100%」 で定義されたブラックが，ブラックトナーだけで化力されます。使用するトナーがブ 
ラックだけなので，版ずれ、トナーのはみ化し、八ーフ I ン印刷でのモアレなどの聞題を避け 
ることができ、鮮やかな化力を得ることができます。 

ただし、ジョブによって、ブラックを使用したグラデーションを含む場合などは、このオプショ 
ンで「普通」を選択するとより良い結果が得られることがありまず。また、「リッチブラック-才 
ン」はブラックトナーに力□えてシアントナーを混ぜることで> より諮やかで深みのある黒色を表 
現します。 

「ブラックオーバープリント」オプションが「テキスト」または「テキスト/グラフィック」の場合、このオプションは自 
動的に r 純ブラック-オン」に設をされます。 

•このオプションでの設をは、コンポジット出力だけに適用され、々版の出力には適用されません。 


次の表は、このオプシヨンでの設定が定義の異なるブラックにどのように作用するかを表しまず。 


ブラック 

ブラックテキスト/グラフィッ 
ク：「純ブラック-オン」または 
「リッチブラック-オン」 

ブラックテキスト/グラフィック:「普通」 

RGB 二0,0，〇 

(RG 巨二0,0,0たパトの 

ブラックには、「ブ 

ラックテキスト/グ 

ラフィック」での設を 

による影響はありませ 

ん） 

RG 巳二0,0，〇で定:義されたブラックは、 
「純ブラック-オン」の場合はブラ、ソ 
クトナー （K 二1009 6) だけで、「リッ 
チブラック-オン」の場合はブラック 
とシアントナー (K 二1000/〇、050%) 
で化力されまず。 

RG 巨二日，0,0で定義されたブラックは、化力 
プ□ファイル巧の 「RG 巨二0,0 ，〇」 の定義じした 
がって化力されまず。使用ずるトナーは、化力 
プ□ファイルでの定義じよるため、ブラックト 
ナーだけ、または全トナーなどさまざまでず。 
トナー濃度は、プリンタのキャリブレーション 
状況じより異なりまず。 

CMYK=0o/o, 096, 〇〇ん 
100% 

(CMYK=0o/o, 0%，日〇/〇, 
10外のブラック 
【こは、「ブラックテキ 
スト/グラフィック」 
での設をによる影響は 
ありません） 

CMYK=0%, 096,0%,10096で:定義きれ 
たブラックは、 「CMYK シミュレー 
ションプ □ファイル」 と 「CMYK シ 
ミュレーション方法」オプションの 
設をに拘わらず、「純ブラック-オン」 
の場合はブラックトナー (K=100%) 
だけで、「リ 、ソチ ブラック-オン」 
の場合はブラックとシアントナー 
(K 二10〇グ〇、 C 二509 6) で化力されます。 

「 CMYK シミュレーシヨンプロファ 
^^9 イル」で rColorWise オフ」が選 
巧されている場合は、出力処理に 
シミュレーシヨンプロファイルと 
キャリブレーション曲線を使巧し 
ないため、トナーの濃度は、プリ 
ンタのキャリブレーシヨン状況の 
影響を受けません。 

CMYK 二0〇/〇,0%，0〇/〇,10096でを義きれたブラッ 
クは、 「CMYK シミュレーションプ□ファイル」 
と 「CMYK シミュレーション方法」での設定 
によって、ブラックトナーだけ、または全卜 
ナー使用で化力されます。 

トナー濃度は、使用する CMYK シミュレーショ 
ンプ□ファイルとプリンタの丰ャリブレー 
ション状況により異な y まず。 

「CMYK シミュレーションプ□ファイル」で 
rColorWise オフ」が選択されている場合は、 
出力処理にシミュレーションプ□ファイルと 
キャリブレーション曲織を使用しないため、 
トナーの濃度は、プリンタのキャリブレーショ 
ン状況の影響を受けません。 

スポットカラー 

通常のスポットカラー処理 
(r ブラックテキスト/グラフィック」 
での設定による影響はありません） 

通常のスポットカラー処理 

(r ブラックテキスト/グラフィック」での設 

をによる影響はありません） 


PostScr がアプリケーションのなかには、印刷ジョブを MLPro 930 PS に送る前に、 RGB =0,0,0 でを義されたブラックを 
4色の CMYK ブラックに変換するものがあります （ Qua ル XPress など）。この場合のブラックには、「ブラックテキスト 
/グラフィック」オプションでの設定:は適用されません。 
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フリンタドライバとプリントオプション 

ワークフ□-におけるプリンタドライバの役割と、 Windows または Mac OS 用プリンタドライ 
バを使用して MLPro 930 PS に化力する方まを説日月しまず。 

ホ書での Pos 技 cript に関する記述は、すべて PostScript レベル2 Jii 降をか象としてし、ます。 

プリンタドライバの役割 

MLP 「 o 930 PS の機能を十分に活用するには、印刷ジョブを PostScript レベル2 W 降のファイ 
ルお式で送る'必要があります。ほとんどのアプリケーションは、この PostScript データを直接 
作成できません。この場合は、プリンタドライバがアプリケーションからの指示情報を解釈し、 
PostScript データに変換します。 

Pos に cript 3プリンタドライバを使用すると、プリントデバイス固有のプリントオプションが選 
択することができまず。 MLP 「 o 930 PS 用の PPD ファイルは、固有の機能に関する情報を含ん 
でいまず。ジョブを出力ずる際にこの PPD ファイルを使用ずると、プリントオプション設をの 
ダイア □ グボ、ソクスで、固有の機能を設走することができます。 

MLP 「 o 930 PS のソフトウェア CD は、 Windows および Mac OS 用 PostScript 3プリンタドラ 
イバを提供しています。 MLP 「 o 930 PS に化力する場合は、これ6のプリンタドライバを使用し 
てください。プリンタドライバと PPD ファイルのインストールの手順は、「1章 Windows から 
の印刷」または「2章 Mac 0 S か6の印刷」を参照してください。 

-部の Pos 技 cript アプリケーションは、 PostScript データを直接プリントデバイスに送ることができ、ューザはアプリケー 
シ g ンのインターフェイスでプリントオプシ a ンを選巧することができます。ただし、これらのアプリケーシヨンから出 
力する場合も、 PostScripts 対応プリンタドライバを使用するか要があります。 
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Windows 用 PostScript フリンタドライバ 

ここでは、 Windows 用 PostScript プリンタドライバを使用して、カラー管理のためのプリン 
トオプションを指をずるち法を説明します。 

設定を始める前に、次の作業が終っていることを植認してください。 

• MLP 「 o 930 PS 用のプリンタドライバと PPD ファイルがインストールされていること 

• MLP 「 o 930 PS の化力用の設走が巧われていること 

- Windows でのプリンタドライバのインストールと設をのホミちの詳細につぃては、い章 Windows からの印刷」お 
よび「セットアップ編」を参照してくださし、。 

- Device Link プロファイルの使用でミちにつぃては、161ぺージを参照してくださし、。 

ColorWise オプションを設定するには： 

1アプリケーションで「ファイル：プリント（印刷)」を達択します。 

2 MLP の 930 PS を違択し、口 □パティ」をクリックします。 

3 「 Fiery 印刷」タブで「カラー」タブをクリックします。 

4 「カラー」欄でオプションを設をします。 

5 「エキスパート設を」ボタンをクリックします。 

「エキスパートカラー設赶が表示されまず。 

6 プリントオプションを設走します。 

各オプションの内容は、 「 ColorWise オプションの詳細」に01ぺージ）を参照してください。 

•ほとんどの場合、「プリンタの巧巧設を」のままで品質のよぃ出力を得ることができます。 

-「ヌリ方向通信」をオンに設をしてぃる場合は、 MLPro 930 PS の現設を内容が表示されます。ヌリ方向通信の詳細につ 
ぃては、「1章 Windows からの印刷」を参照して〈ださぃ。 
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Mac OS 用 Adobe PostScript フリンタドライバ 

ここでは Mac OS 用 Adobe Pos に cript プリンタドライバを使用して、カラー管理用プリント 
オプションを設定するち法を説 S 月しまず。 

設定を始める前に、次の作業が終っていることを植認してください。 

• FMLPro 930 PS 用のプリンタドライバと PPD ファイルがインストールされていること 
• 「プリンタ設定ユーティリテイ」で MLPro 930 PS が選択されていること 


〇 


Mac OS でのプリンタドライバのインストールと設まの方法の詳細については、「2章 MacOS からの印刷」およ 
び「セットアップ編」を参照してください。 

I Device Link プロファイルの使巧方まについては、161ぺージを参照してください。 


ColorWise オプションを設定するには： 

1アプリケーションで「ファイル：プリント（印刷)」を達択します。 

「印刷部数と印刷ぺージ」を含むメニューで rColorSync 」 を選択します。 
rColorSync 」 欄の「カラー変あ」で「プリンタのカラー」を違択します。 
「印刷部数と印刷ページ」を含むメニューで 「 Fiery の機能」を違択しまず。 
「全プ□パティ」をクリックします。 

「カラー」タブをクリックしまず。 

「カラー」欄でオプションを設走します。 

「エキスパート設を」をクリックしまず。 


2 

3 

4 

5 
己 

7 

8 


「エキスパートカラー設定」が表示されまず。 


9 プリントオプションを設定します。 

ほとんどの場合、「プリンタの初期設定」のままで品質のよい化力を得ることができます。をオプ 
シヨンの内容は、 「 ColorWise オプションの詳細」に01ぺージ）を参照してください。 




「双方向通信」をオンに設定している場合は、 MLPro 930 PS の現設を内容が表示されます。ヌリ方向通信の詳細については、 
「2章 MacOS からの印刷」を参照してください。 
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Device Link プ□ファイルの使用 

「巧方向通信」をオンに設定している場合、ジョブの印刷時に、 MLP 「 o 930 PS のプリンタドライ 
バの「エ丰スパートカラー設を」で 、 Device Link プ□ファイルの使用を設定することができます。 

「双で向通信」をオンに設をしていないと、 「 RGB ソースプロファイル」または 「 CMYK シミュレーシヨンプロファイル」 
と「出カプロファイル」で 、 Device Link プロファイル内で指をされているリンクプロファイルと同じソースプロファイル 
と出カプロファイルの組み合わせを選巧した場合でも、「エキスパートカラー設を」での表示は更新されません。ただし、 
Device Link プロファイルの使用はオンに設定されています。 

Device Link プ□ファイルのダウン□ー ドとリンクプ□ファイルの指をの方法については、1己9 
ページを参照してください。 

Windows または Mac OS での、プリンタドライバのインストールと設定のちまやオプションを 
表示するち法については、「1章 Windows か6の印刷」、に章 Mac 0 S からの印用 IJ 」 および「セッ 
トアップ編」を参照してください。 

Device Link プロファイルの使用じついての、 Windows と Mac OS 用プリンタドライバでの手順は同様です。ここでは、 
Windows 用プリンタドライバでの説明をします。 

プリンタドライバから Device Link プロファイルを使用するには： 

1 Windows 用プリンタドライバで「双ち向届信」をオンに設定します。 

「双方向通信」をオンに設定する方法については、「1章 Windows か6の印刷」を参照してください。 

2 アプリケーションで「ファイル：プリント（印刷)」を達択しまず。 

3 MLP 「 o 930 PS を還択し、口 □パティ」をクリックします。 

4 「 Fiery 印刷」タブで「カラー」をクリックします。 

5 「エキスパート設を」ボタンをクリックしまず。 

6 「 RGB ソースプ□ファイル」または 「 CMYK シミュレーションプ□ファイル」か6ソースプ□ファ 
イルを、「化カプ□ファイル」で化カプ□ファイルを違がします。 

Device Link プ□ファイル内でリンクプ□ファイルとして指をされているソースプ□ファイルと止! 
カプ□ファイルの組み合わせを還択すると，自動的に Device Link プ□ファイルの使苗が設定され 
まず。 

「エキスパートカラー設定」の図では、いくつかのプリントオプションをバイパスしたを変換のワー 
クフ□-が表示されます。 「 RGB ソースプ□ファイル」または 「 CMYK シミュレーションプ□ファ 
イル」オプションの下には、現在使用中の Device Link プ□ファイルをが表示されます。オプショ 
ンの下には、現在使用中の Device Link プ□ファイル名が表示されます。 

7 rOKJ をクリックして、にキスパートカラー設封を閉じます。 

8 rOKJ をクリックして、ジョブを印刷します 
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測定値の取り込み 


ここでは、測定値を取り化むときに使用できる SAIFF (Simple ASCII Import File Format ) ファ 
イル I こついて説明しまず。測定値は W 下の形式でテキストファイルとして保をします。 


シンプル ASCII インポートフアイルフォーマット （ SAIFF ) 

Status T の測走データを Command W 併 kStation のキヤリブレートで読み込むために 、 SAIFF 
おまのファイルを用意します。下の3つのファイルおまがあります。 

• E 円34パッチぺージ用1 D Status T 濃度 

• E 円21パッチぺージ用1 D Status T 濃度 

• その他のぺージ（をトナーで最高256パ、ソチまで）用1 DSteitusT 濃度 

ファイルはタブなしの ASCII おまでず。データの区切りは、1女字分のスペースでも複数スペー 
スでわかまい ません。 を行にあずデータが人るようにして、余分な巧巧は入れないでください。 
各行は、特走のトナーの値を4つのパッチ （ CMYK ) で表します。ファイル内の任意の行にコメ 
ントを入れることができます。コメントのある行は「#」で始め、そのすぐあとにスペースを入 
れます。「#」で始まる行でそのずぐあとにスペースがない巧には、コメントは入れられません。 
コメントの巧にはコメント W 外のデータは入れられません。 

データの行にはを々5つの値が入っていまず。最初の値は 、 EFI 34または E 円21のページでは 
パッチ番号です。そのほかのページでは、トナーの％を表します。残りの4つの値は、そのパ、ソ 
チにおける CMYK の濃度の値です。行は、パッチ番号またはトナーの％が、小さい番号か6始まっ 
て順に大きくなるように並びます。 

Windows ではファイルをにが;張す r . cmOJ または 「. cml 」 を付けます 。 Mac OS X ではファイ 
ルをテキストおまで保存しまず。 

E 円34、 E 円21の測定データは用紙の種類によって異なります。そのほかのぺージでは、最初の 
行でトナーの値が0であれば、 Calibrator は，測定値が絶対値であるものとみなし、2行目 iU 降 
のデータから最初の行の濃度を差し引いて用紙に合わせて調整します。 

EFI 34パッチぺージの1 D Status T 濃度の例 

このファイルおまは、 E 円％パッチぺージの S ね山 S T 濃度須隨値を指をするときに使用します。 
行の最初の番号はパ、ソチの番号でず。パ、ソチは1から始まり34で終わります。 

#!EFI 3 

# EFI ColorWise 2.0 Data 
type : 1 DST 34 

# Cyan Magent Yellow Black 

1 0.0300 0.0400 0.0200 0.0400 

2 0.0600 0.0700 0.0800 0.0700 

3 0.1000 0.1000 0.1000 0.1000 
(途中省略） 

33 1.67001.3400 0.89001.6700 
34 1.72001.4300 0.93001.7500 
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EFI 21 パッチページの 1 DS ね tusT 濃度の例 

このファイル形式は、 E 円21パッチぺージの S ね tusT ミ農度測定値を指をするときに使用しまず。 
行の最巧の番号はパ、ソチの番号です。パ、ソチは1から始まり21で終わりまず。 

#!EFI 3 

# EFI ColorWise 2.0 Data 
type : 1 DST 21 

# Cyan Magent Yellow Black 

1 0.0300 0.0400 0.0200 0.0400 

2 0.0600 0.0700 0.0800 0.0700 

3 0.1000 0.1000 0.1000 0.1000 
(途中省略） 

20 1.67001.3400 0.89001.6700 
21 1.72001.4300 0.93001.7500 

そのほかのぺージの 1 D Status T 濃度の例 

このファイルおまは、ユーザの還んだパ、ソチページの Status T 濃度測を値を指をずるときに使 
用します。行の最初の番号はパ、ソチのトナーの％です。％はをず0から始まり100で終わります。 
途中の％はルさい値か6大きい値へ順に並びまず。 

抽 EFI 3 

# EFI ColorWise 2.0 Data 
type : 1 DST 

壮 Cyan Magent Yellow Black 
0.0000 0.0300 0.0400 0.0200 0.0400 
0.3922 0.0600 0.0700 0.0800 0.0700 
1.1765 0.1 000 0.1 000 0.1 000 0.1 000 
(途中省略） 

98.00001.67001.3400 0.89001.6700 
100.00001.72001.4300 0.93001.7500 
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概要 


ここでは、バリアプルデータ印刷の概要について説 B 月し、バリアプルデータ印刷ジョブを作成す 
るためにか要な環境について解説しまず。 

バリアブルデータ印用 U の実例については、「8章印刷事例」を参照してください。 


バリアブルデータ印刷について 

バリアブルデータ EP 刷は、通常、ダイレクトメールなどの個人向け郵便で使用されまず。バリア 
ブルデータ EP 刷ジョブは、すべての EP 刷化力に共通のマスターデータ部分と、化力ごとに異なる 
バリアブルデータ部分を組み合わせて印刷されます。バリアブルデータ EP 刷を使用すれば、ダイ 
レクトメールをを付ずる顧客ごとのニーブに合った情報を組み込んだ印刷物を作成できます。 

たとえば、マーケティングデータベースか6得た個人情報を元にして、おお文に顧客個人の名前 
を入れたり，個人情報を折り込んだパンフレットを印刷できます。この場合、パンフレットの背 
景やイラスト，および全顧客に共适な文書がマスターデータで、名前など顧客ごとに異なる情報 
がバリアブルデータとして扱われます。 

もっとも簡単なバリアブルデータ EP 刷は、顧客のを前と住所をバリアブルデータとしてあうもの 
です。その他にも4色 EP 刷、グラフ、データなどの他の要素を組み込むことでより顧客にとって 
魅力的で、その顧客に特化した印刷物を作成できます。 

パリアブルデータ印刷は、複写機/プリンタ/複合機などの印刷デパイスと顧客情報および印刷 
物のデータを含むデータベースとのリンクによって、顧客とのコミュニケーションをカスタマイ 
ズする最新のデジタル印刷技術です。 

バリアブルデータ印刷で巧使用可能なデータが取りあわれているちまは t (下の通りです。 

ページ単位でのマスターデータ使用では、再使用可能データ（マスターデータ）はページ単位の 
まとまりとして取りあわれまず。それぞれのページは、マスターページと呼ばれます。ページ単 
位のマスターデータは、シンプルなレイアウトでの使用に向いています 。 Free Form はぺージベー 
スのバリアブルデータ印刷に対応したアプリ ケーシ ョンです。 FreeForm についての詳細は、「バ 
リアブルデータ書類の印刷」に24ページ）を参照してください。 

オブジェクト単位でのマスターデータ使用では、再利用可能データ（マスターデータ）は個々の 
オブジェクトとして取りあわれます。この場合、ひとつのページの中で、つねに印刷されるオブ 
ジェクト（マスターデータ）と、状況や顧客に応じて変更されるデータ（バリアブルデータ）を個々 
に分けて使用します。 

オブジェクト単位でマスター利用をしている場合、頻繁にアクセスされるグラフィ、ソクファイル 
などバリアブルデータの一部もマスターデータ同様に再利用されることがあります。これ6はパ 
リアブルデータであっても MLPro 930 PS 巧部になをされ、グループとしてキャ、ソシュされます。 
ひとつのジョブには、複数のマスターデータが含まれることがあります。実際の運用例について 
詳細は、「8章 EP 刷事例」を参照して<ださい。 
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バリアブルデータジョブの構成 

通常、バリアブルデータジョブは、次の要素で構成されます。： 

• コンテンツ 

コンテンツには、文書、画像、写真などが含まれます。コンテンツの作成には 、 Adobe Photo - 
shop や Microsoft Word など任意のアプリケーションを使用しまず。 

• データベース 

データベースとは、 EP 刷物巧で使用されるバリアブルデータの一覧です。バリアブルデータに 
は文書、画像、写真が含まれます。データべース作成には 、 Microsoft Excel や RIe Maker Pro 
などのアプリケーションを使用しまず。 

データは，レコードとフィールド頒目）か6なりまず。例えば、人物に関するデータペース 
ではその人のを前がレコードで、住所や電話番号などの個人情報がフィールドとしてあわれま 
す。 

• ビジネス ルール 

ビジネスルールは、バリアブルデータ印刷アプリケーションで作成され，どのバリアブルデー 
夕が文書中のどこに置かれるかを規定するものでず。ビジネスルールは 、 IF (〜のを件下では) 
と THEN (〜が実行される）で構成されておリ、バリアブルデータ EP 刷アプリケーションはこ 
のルールに基づいてデータベースか6対象をに最適な文書や画像を違択して文書を作成します。 
例えば、対象をの年令層ごとに異なるバリアブルデータを違択/挿入して文書を作成する、と 
し'!つたルールが作成できます。 

• レイアウト 

レイアウトとは、 DTP ソフトやワープ□ソフトで行なう文書のデザインやレイアウトの総称で 
す。レイアウトには、バリアブルデータ（文書やグラフィック）が置かれる場所が指をされて 
いる必要があります。 

• バリアブルデータ印刷アプリケーション 

バリアブルデータ印刷アプリケーションは、マスターデータとバリアブルデータを組み合わせ 
て印刷化力用データを作成します 。 Free Form をな用して印刷する場合は、特定のバリアブル 
データ印刷アプリケーションを用意するあ要はありません。 

• EP 刷デバイス 

印刷デバイスでは、デジタルファイルを EP 刷物にして化力できまず。プリントデバイスじは、 
プリンタ，複写機，複合機 （ MFP ) などがありまず。 

次の國は、バリアブルデータ印刷の仕組みを國ま化したものです。 
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MLPro 930 PS でのバリアブルデータ印刷 

MLP 「 o 930 PS のバリアブルデータ印刷機能は、バリアブルデータ言語、バリアブルデータ印刷 
アプリケーションおよび MLPro 930 PS のジョブ処理/ Ep 刷機能などを既存の印刷環境に統合し 
まず。 MLPro 930 PS を使用したバリアブルデータ印刷の事例については、「8章印刷事例」を参 
照してください。 

互換性のあるバリアブルデータ印刷言語 

MLP 「 o 930 PS は、 FreeForm と互換性があります。 

• FreeForm 

FreeForm はバリアブルデータ印刷ソリューションとしてイま用されます。 FreeF 併 m では、再利 
用巧能データ（マスターデータ）は一度だけ RIP (処理）され、処理/印刷時間を短縮します。 

FreeForm を使用する場合、マスターデータおよびバリアブルデータはどのコン ピュ ータプ ラ、 ソ 
トフォームおよびデスクト、ソプアプリケーションか6でも作成できます。アプリケーションか 
5は、マスターデータには1か6100までの数値が割り当て6れます。プリンタドライバ、ジョ 
ブ管理ツール、および Hot Folders では、 Free Form オプションが設をできます。 Free Form 
じついて詳娜ん 「FreeForm を使用したバリアブルデータ印刷」 （224 ぺージ）を参照してくだ 
さし、。 

バリアブルデータ印刷で使用される MLP の 930 PS の諸機能 

用紙種類の混合などの MLP 「 o 930 PS の機能をバリアブルデータ印刷で使用することにより、パ 
リアブルデータジョブにカスタムレイアウトを適用したり、ページじよって異なった用紙に出力 
することができます。 

バリアブルデータジョブの面がけについて詳細は、 「 FreeForm ジョブの面付け」 (233 ぺージ） 

を参照してください。 

(メモ）面せけレイアウトにつぃて詳細は 、 Command Works ね tion のヘルプを参照してくださぃ。 

バリアブルデータ印刷での用紙種類の'混合 

バリアブルデータ印刷には、用紙種類の混合を適用できます。バリアブルデータジョブが面付 
けされていた場合でわ用紙種類の混合は適用巧能です。用紙種類の混合設定が使用された場合、 
MLPro 930 PS はそれぞれのバリアブルデータレコードを別のジョブとして認識しまず。面付け 
されていないジョブの場合、用紙種類の混合はすべてのバリアブルデータジョブのレコードに適 
用されます。面付けされたジョブの場合、用紙種類の混合はバリアブルデータジョブの化カセッ 
卜に適用されます。 

バリアブルデータ EP 刷で用紙種類の混合を適用した場合の印刷事例については、「8章印刷事例」 

を参照してください。用紙種類の混合について詳細は、「3章ユーティリティ」を参照してくだ 
さい。 
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バリアブデータ書類の印刷 


FreeForm を使用すると、プリントオプションをマスタージョブに指定し，バリアブルデータジョ 
ブを MLPro 930 PS へ送信するときに適用させることができます。 

この章では、次の項目じついて説明しています。： 

• FreeForm を使用した文書の印刷 

• マスターおよびバリアブル文書の作成 

• バリアブルデータジョブの面付け 


FreeForm を使用したバリアブルデータ印刷 

バリアブルデータ印刷で FreeForm を使用できまず。ここでは 、 Free Form の概要とマスターお 
よびバリアブルデータを組み合わせて EP 刷ずる手順を説 S 月します。各セクションの終わりには、 
作業時のガイドラインが提示されます。 

FreeForm の概要 

FreeForm バリアブルデータ印刷では、ジョブのマスターをバリアブルデータとは別に 
MLP 「 o 930 PS に送信しまず。このマスターデータの RIP ;'斉みデータを MLPro 930 PS に Free ¬ 
Form マスターとして保存しておき、 あ要に応じてバリアブルデータと組み合せて EP 刷します。 
FreeForm マスターデータは RIP 済みの状態で MLPro 930 PS に保をされているので、差し込み 
印刷の RIP じ必要な時聞は、バリアブルデータを RIP する時圍だけです。 

マスターデータ部分を固をデータとして、異なるバリアブルデータと組み合せて、バリ アプルデー 
夕印刷に使用します。たとえば、レターへ、ソドのテンプレートを FreeForm マスターとして保存し、 
異なる内容（バリアブルデータ）のレター用として繰り返し使用します。 

FreeForm を使用ずると，アプリケーションに制約されることなく、差し込み用書類を作成/印 
刷できまず。マスター書類とバリアブルデータ書類は、別々のプラットフォームの、別々のアプ 
リケーションで作成できまず。例えば，マスターデータを作成ずる場合には、ページレイアウト 
アプリケーションやグラフィックアプリケーションを使用し，バリアブルデータを作成する場合 
には、メールマージ機能を持つワードプ□セ、ソサや、スクリプト機能付きページレイアウトアプ 
リケーション、データべースアプリケーションを使用する、といった使い分けが巧能です。 

FreeForm 機能は、 MLP 「 o 930 PS への Ep 刷樹こ、「マスター作成」と「マスター使用」プリント 
オプションで設定します。また 、 Command Workstation や Hot Folders でも設定が巧能です。 
マスターデータが処理された後は 、 Command Workstation にはジョブは Free Form タブ付きで 
表示されます 。 Command Workstation では、 MLP 「 o 930 PS に保をされている FreeForm マスター 
の監視およ び管理ができます。 

(メモ^詳細につぃては 、 Command Workstation のヘルプを参照してくださぃ。 
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マスター 書類の作成 

FreeForm を使用ずる前に、マスター書類とバリアブルデータ書類を作成するあ要があります。 
この作業には，個々のデータ作成だけでな<実際の印刷物のレイアウト作成わ含まれまず。レイ 
アウト作成にあたっては、ぺージレイアウトまたはグラフィックアプリケーシヨンで、ぺージ（複 
数巧）上にマスターデータ部分（変更されないテ丰ストやグラフィック）を图置し、バリアブルデー 
夕用のスペースを殖保します。 



マスクー書お 

1バリアブルデー々用スペース 
2マスターデー女部 


マスター書類のデザイン終了後、プリントオプションで FreeForm マスター作成を指をして、 
MLP 「 o 930 PS に印刷しますに52ぺージ参照)。 


を 


MLPro 930 PS は100種類までの FreeForm マスターを保なできます。ただし、プリンタドライバのプリントオプション 
では、1番から15番のみ指をできます。16番た Lh の FreeForm マスターを作成する場合は 、 Command Workstation 上で「マ 
スター作成」と「マスター使用」オプションを設定し、ジョブの RIP を斤う也、要があります。 


バリアブルデータ書類の作成 

差し込み印刷機能付きワードプ□セ、ソサ、スクリプト機能付きページレイアウトまたはデータ 
ベースアプリケーションを使用して、バリアブルデータ書類を作成します。いずれの場合わ、デー 
タベースまたはリストか6の情報を書類の指を場所に差し込みまず。差し込みち法はアプリケー 
ションによつて異なります。詳細はをアプリケーションの取あ説 B 月書を参照してください。 

バリアブルデータ書類は、マスター書類と組み合わされる前に、マスター書類のレイアウトじ合 
うように体裁を整える必要があります。書類を適切に整えてか6、バリアブルデータを指を位置 
に挿入してください。 
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バリアブルデータをもつ書類は、マスターデータを持つ書類と同じぺージ教であるか要があります。たとえば、マスター 
^^^ データ書類が4ぺージであれば、バリアブルデータ書類も4ぺージで作成してください。データが4ぺージに満たない場 
合には、空白ぺージを追加してくださし、。 



バリアブルデータ書類の作成後、 MLP 「 o 930 PS に印刷する際に，対応ずる FreeForm マスター 
と組み合わせるように指をします (252 ページ参照)。 

FreeForm マスターとバリアブルデータ書類の組合せ 

バリアブルデータ書類を MLP 「 o 930 PS に EP 刷ずる時は、 r マスター巧用」プリントオプションで、 
使用する FreeForm マスターの番号を指走しまず。 MLP 「 o 930 PS はバリアブルデータ書類のラ 
スターファイルと RIP 済みマスターファイルとを組み合わせて、新しいラスターファイルを作成 
しまず。印刷前に 、 Command Workstation のプレビューに、ラスターファイルを表示して巧刷 
内容を確認できまず。 
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メモ）ジョブのプレビューについて詳細は 、 Command Workstation のヘルプを参照して〈ださい。 



複数ぺージのマスター書類も作成できます。複数ぺージで構成される FreeForm マスターを使つ 
てバリアブルデータ書類を印刷ずる場合、バリアブルデータ書類とのおみ合わせはマスター書類 
の1ぺージ目か6始まり、マスター書類の最終ぺージに到達すると1ぺージ目に戻るという、お 
み合わせを継統しまず。次の例は、2ページのマスター書類にどのようにバリアブルデータがお 
み合わされるかを示したものです。 

バリアブルデータ書類の1ページ目と2ページ目がそれぞれマスター書類の1ページ目と2ペー 
ジ目に組み合わされまず。次に3ページ目と4ページ目がそれぞれマスター書類の1ページ目と 
2ページ目と組み合わされ、バリアブルデータ書類の全ページが印刷されるまで継続しまず。 

組み合わされた書類 

(マスクーデー々が2ページ, 
パリアブルデー女が4ページ 
の場合の例） 
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Free Form 使用時のガイドライン 

ここでは、バリアブルデータジョブを適切に印刷するためのガイドラインを提供します。 

• システム管理をまたはオペレータに、杆 eeForm マスター番号の割り当てちまを聞い合わせてく 
ださい。 

を数のユーザが FreeForm ジョブを印刷する場合は、オペレータが特定の FreeForm マスター 
番号または使用してよい番号の範囲をユーザごと/グループごとに割リ当てることを推奨しま 
す。ユーザは印刷時のプリントオプション設定で、1か6巧番まで指をできます。オペレータ 
は、16番 W 陶こ割り当てることもできます。すべての FreeForm マスター番号の割当をオペレー 
夕がコント□ールすることによって、複数のユーザがマスター番号を重複使用する問題を避け 
ることができます。 

• Command Workstation を巧巧して直接接続じバリアブルデータ印刷ジョブをを信しないでく 
ださい。 

直接接続にを信されたバリアブルデータ印刷ジョブは処理されません。 

• 「ジョブを駅メモ」や「指示」欄を使用して、オペレータにジョブ情報と印刷ち法を伝えて< 
ださい。 

MaeOS 日では「ジョブをがメモ」、「指示」欄に；'姑してぃません。 

16番 t (上の FreeForm マスター番号を作成または使届ずる場合、これ5の欄を使用して、 
Command Workstation か6ジョブ設定 （ T マスターの作成」/「マスターの使用」）を書き換え 
たあとジョブの RIP をずるように、オペレータに指示します。 

• ジョブには、内容のわかりやすいを前をつけてください。 

を数のジョブがキュー巧にあるとき、 FreeForm マスター番号が重複して割り当てられた場合や、 
ジョブを釈メモ/指示欄で他のジョブを説明ずる場合などに備えて、ユーザやオペレータが簡 
単に見つけ6れるようなわかりやすいを前をジョブにつけるか要があります。 

• FreeForm 使苗時のプリントオプション設をの制約を磕認してください。 

プリントオプションの競合について詳継ホ、「7章プリントオプション」を参照してください。 

• マスター 書類とバリアブルデータ書類中では、次のプリントオプション設定を同じにする'必要 
があります。： 

• セキュア パ スワード trF のプリントオプションについては 、 FreeForm マスター 書類のジョブの 
設をではな<、バリアブルデータ書類のジョブの設走で印刷されます。： 

詳細は、「7章プリントオプション」を参照してください。 
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FreeForm を使用してバリアフルデータ印刷をするには 

1 マスター書類を作成します 

下図は、ページレイアウトアプリケーションで作成された、云つ折りパンフレット用マスター書類 
のサンプルです。 


〜 Free icones 一 


2 「マスター作成」オプションで FreeForm マスター番号りか6 15) を指をし、マスター書類を 
MLP 「 o 930 PS じ印刷します。 

このオプションで「なし」を違がし、オペレータじ FreeForm マスター 番号を逞択するよう指示す 
ることもできます。また、印刷後に Command Wo か Station を使用して 、 FreeForm マスター 番号 
を書きあえることわできます。 

Command Workstation の使用方法について詳継ホ 、 Command Workstation のヘルプを参照して 
ください。 

FreeForm のマスターを作成し MLP 「 o 930 PS に保を後，磕認のためにマスターを印刷できます。 
詳細については、 「 Windows プリンタドライバか6のマスタージョブプレビュー」 （232 ぺージ) 
を参照してください。 
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3 バリアブルデータ書類を作成します。 

マスター書類作成時とは異なるファイル、アプリケーション、プラットフォームを使用して、バリ 
アブルデータ書類を作成できます。ただし、プリントオプションの中には、マスター書類と一致す 
る'必要があります （ 詳細については252ページ参照）。 

下図は、ぺージレイアウトアプリケーションで作成された、兰つおりパンフレット用バリアブルデー 
夕書類のサンプルです。この書類のデータはを前> 住所のみのシンプルなものでも、フルカラーグ 
ラフィックや写真か6成る複雑なものまで盛り込むことができます。 


Out records indicate that v。" iv" け e stcrymgat the 
Saint frands Hotel December )2。- 巧", 2004. Based 
onyour request, we have included a coupon far a 
iervin? of Tea and Scones below, along with a map 
ojthe closest Tea Room coyour hotel. 

We hope you enjoy your stay in the Bay Area. 


This coupon entitles you, Luis Eschevania, to 
one complimentary servingo/scones at： 


編 


0 か, "p"" 口 / リ /w' 


THE KING GEORGE 
334 Mason Street at Geary 


m 


Mr. Ec わ evfljT'.a, 
the injormation 
you requested is 
enclosed! 




ジョブの面付けに関しては、 「 FreeForm ジョブの面付け」 （233 ぺージ）を参照してください 
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4 「マスクー作成」オプションで指定した FreeForm マスター番号を「マスクー使用」オプションで 
指定して、ジョブを MLP 「 o 930 PS に印刷します。 

FreeForm マスター番号は、マスター書類を送信するときにユーザが指定ずるか、またはオペレー 
夕が指をします。 

マスターイメージを植認ずるには、 r マスクーのプレビュー」をクリックしまず。低解像度のマスター 
ページイ;<—ジが作成されます。 

FreeForm マスター 番号は 、 Command Wori<Station から 上書きできます。指定した マスター 番号 
が使用したい マスター の正しい番号かどうか、オペ レー タに磕 f 忍してください。 

印!刷前 I こジョブを磕認する必要がある場合は、ジョブを待機キューに送り 、 Command 
Workstation r 「処置と待機」を選択してください。これじよって、ラスターデー*夕のプレビュー 
を Command Workstation で表示できます。 

下図は FreeForm マスター 書類と、バリアブルデータが組み合わされた結果でず。バリアブルデー 
夕部分は、 マスター データ部分の上 I こ 重ね合わされています。 
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Windows プリンタドライバからのマスタージョブプレビユー 


マ スター ジヨ ブ作成後、 Windows プリンタドライバでプレビこ 
FreeForm Ep 刷時にマスタージョブの違択が容易になリます。 


-表示できます。この機能により. 


Windows プリンタドライバからのマスタージヨブプレビユー 

1 Windows アプリケーシヨンか6「ファイル： Ep 刷」を達択します。 

2 「プリンタの違択」で MLPro930PS を違択し、「プ□パティ」をクリックしまず。 

3 「Fiery 印刷」タブをクリ、ソクします。 

4 「バリアブルデータ印刷」アイコンをクリックします。 

5 「更新」をクリックし MLP 「 o930PS か6 FreeForm マスターのリストを受信します。 
「マスター作成」および「マスター使用」にマスター番号とを前が表示されます。 




r 双で向通信」が使用可能になっている化要があります。このオプションを使用可能にする手順に ついて 詳細は、 
「 Windows からの印刷」を参照してください。 


「マスター使用」か6プレビュー表示するマスターを違択し、「マスターのプレビュー」ボタンを ク 
リ 、ソク します。 

マスターが 表示され まず。 
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バリアフルデータジヨフの面付け 


バリアブルデータジョブに面付け可能な場合は、 FreeForm のジョブを面かけできます。 
Command Workstation にバリアブルデータジョブを送信した場合は、 Impose か6行います。ジョ 
ブをマージした後、面付けを巧いまず。 

バリアブルデータジョブの面付けでは、単ーレコードおよび複数レコードが使用できます。詳細 
については 、 Command Workstation のヘルプを参照してください。 


FreeForm ジョブの面付け 

FreeForm バリアブルデータジョブの面付けオプションを選択できます。 Impose が 
MLP 「 o 930 PS で使用可能 I こなっている必要がありまず。 

Impose を使用して FreeForm ジョブを面付けするには： 

1 PS または PDF ファイルをマスターファイルとして MLPro 930 PS にダウン□-ドします。 

2 Command Workstation を起動して、ダウン□—ドしたマスターファイルをちクリックし，「プ日 
パティ」を違択します。 

3 「FreeForm :マスター作成」を違択し、 1-15 までのを号をジョブに指走します。 

4 マスターファイルを EP 刷キューまたは処理ミ斉み/待機に送信しまず。 

5 バリアブルデータファイルを MLPro 930 PS にダウン日ードします。 

6 Command Workstation でバリアブルデータファイルをちクリ、ソクしプ□パティ」を違がします。 

7 「FreeForm :マスター使用」を還がし、マスターファイルに指をした番号を逞択します。 

8 バリアブルデータファイルをちクリックし、 r 面付け」を逞がします。 

バリアブルデータファイルの面付けを設走しまず。 

[メモ）面付けの詳細については、 Command Workstation のヘルプを参照してください。 

9 マスタージョブを処理します。 
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(MEMO) 
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7 プリントオプション 

プリントオプションの概要 . 236 

プリンタドライバとプリンタ記述ファイルじついて . 236 

プリントオプションの設を . 236 

プリントオプション . 238 

プリントオプションと設を . 238 

プリントオプション補足情報 . 254 









プリントオプションの概要 


ここでは、プリンタドライバおよび PPD ファイル， MLP 「 o 930 PS のプリントオプション、およ 
びプリントオプションの設走を説おします。「応用編」とあわせてご覧ください。 


プリンタドライバとプリンタ記述ファイルについて 

MLPro 930 PS は、ネットワーク接続されたコンピュータか6ファイルを受信し、そのファイル 
をラスタライズ （ RIP ) し、プリンタのプリントエンジンじ RIP 済みデータを送信して印刷しま 
す。ユーザは、アプリケーションか6の EP 刷時に「プリント（印刷)」ダイア□グボックスに表示 
されている、 Pos 松 cript プリンタドライバとプリンタ記述 （ PPD ) ファイルによって定義された 
MLP 「 o 930 PS 固有のオプションを指定します。 

プリンタドライバはアプリケーションとプリンタ闇の印刷届信を管理します。アプリケーション 
によって生成されたコマンドを解析し、プリンタ固有の PostScript プリンタ記述 （ PPD ) ファ 
イルの情報を力□えて、すべての情報をプリンタが解析可能な Adobe PostScript 言語に書き換え 
まず。つまん Pos に cript プリンタドライバは，オリジナルファイルと「プリント（印刷)」ダ 
イア□グボックスで指走されたオプションにもとづいて Pos に cript ファイルを作成します。 

プリンタドライバは，プリンタのプリントオプションの達択を可能にします。このためには、プ 
リンタドライバが MLP 「 o 930 PS の PPD ファイルとマ、ソチしているか要があります。 PPD ファ 
イルにはデバイス固有の機能およびサポートされている用紙のサイズや種類などの情報が含ま 
れています。 PostScript プリンタドライバは PPD ファイルの情報を読み取り、「プリント（印 
拓 IJ )」 ダイア□グボックスで逞択可能なオプションとして表示しまず。 MLP 「 o 930 PS 用 PPD に 
は MLP 「 o 930 PS および固有の機能情報が含まれています。 MLP 「 o 930 PS のプリントオプショ 
ンについての詳細は、238ぺージを参照してください。 


プリントオプションの設定 

プリントオプションを設定することにより、ユーザは MLP 「 o 930 PS の特別な機能を利用できま 
す。ここでは、プリントオプションの設定ちまについて説おしまず。 

• MLPro 930 PS 「設を」での設定： 

プリントオプション初期設定値のいくつかは、システム管理者じより MLP 「 o 930 PS 「設走」 
時に設走されます。現在のデフォルト設ちじついては、システム管理をに問い合わせて<ださい。 

• アプリケーションでの設を 

PostScript プリンタドライバを使用すると、ジョブの印刷時にプリントオプションを達択でき 
まず。 Windows アプリケーションか6プリントオプションを設定する方法については、「1章 
Windows からの印刷」を、 Macintosh アプリケーションからプリントオプションを設をするち 
法についてはに章 Mac 0 S か6の EP 用！)」を参照してください。 

• Command Workstation での設を 

Command Workstation のカラー管理でカラーオプションのデフォルト値を設をできます。力 
ラー管理の使巧とカラーオプションについての詳細は、「5章カラー印刷」を参照してください。 

• Hot Folders での設を 

プリントオプションの設定のセットを Hot Folder に割り当てまず 。 Hot Folder 1こプリントオプ 
ション項目を設定すると 、 Hot Folder 経由で EP 刷されるすべてのジョブに設走が割リ当て5れ 
ます。ここでの設定は、デフォルト設をよりも優先されます 。 Hot Folder について詳継ま 、 Hot 
Folder のヘルプを参照してください。 
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• Command Workstation での言文をの書き換え 

Command Workstation でジョブのプリントオプションの内容を変更する1こは、ジョブをダブ 
ルクリックして「プ□パティ」ダイア□グボックスを表示しまず。 Command Workstation iZ 
ついての詳細は、 Command Workstation ヘルプを参照してくた’さい。 

プリントオプション書き換えの優先順位 

プリントオプションの書き換えは次の優先順位で行われます。 

• MLPro 930 PS 「設定 J および Command Workstation での設定値は、ユーザがプリンタドライ 
バで設をしたプリントオプションにより上書きされます。 

• ユーザがプリンタドライバで設定したプリントオプションの設定値は、 Command Workstation 
で設定した値により上書きされます。 
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プリントオプション 


ここでは、 MLPro 930 PS のプリントオプション、初期設定、制限/あ要を件じついて説明しまず。 
また、各プリントオプションの詳細を説 S 月しまず。 


プリントオプションと設定 

次表のオプションと設を項目の下線は、プリンタドライバ設定 （ PPD のデフォルト設定）を表し 
ます。プリンタドライバのインターフェイスでオプションを指走しなかった場合、 MLPro 930 PS 
は下線の設定でジョブを印刷します。 

ジョブの印刷あに「プリンタの初期設定」を逞択すると、 MLPro 930 PS は工場出荷時のデフォ 
ルト值で印刷します。プリンタ操作部、 WebTools 「設を 」、 Command Workstation など、デフォ 
ルト値を設をできるユーティリティで値を変更した場合は，印刷時に「プリンタの初期設定」を 
逞択すると> それ6のユーティリティで設定した値で印刷されます。詳細は次表の「制限/を要 
を件」を参照してください。 

あ在デフォルト值として設走されている項目を確認するには、プリンタ操作部または Command 
Workstation か6設を情報ぺージを印刷してください。 

プリントオプション 

次表で MLPro 930 PS のプリントオプション、オプションの達択項目、初期設定、制限または必 
要を件について説 S 月します。 

「一般」タブ 


プリント 

オプション 

選が 項目 

オプション内容 

制限い 必要条件 

( 初期設走表示） 

用紙サイズ/ 

す)刷の向き、180度◎転、 
S ラー/ 

用紙トレイ/ 

部数単位で巧刷/ 

部数/ 

排出先/ 

両面巧刷/ 

シート毎のページ数/ 


よく使用ずるオプションをまとめて「一 
般」タブ(こショートカットとして表示 
させまず。 

表示ずるオプションを蛮要する場合は、 
「カスタム」ボタンをクリックし、「一 
般画面表示のカスタマイズ」ダイア □ 
グボックスにてオプションを選択し、 
追力日/削除します。 
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r ジョブ情報」タブ 


プリント 

オプション 

選択項目 

オプション内容 

制限/化要条件 

部数 

1-9999 

巧刷ジョプの部数を指走しまず。 

9999より大きな値は 
指定しないでくださ 
し''。 

巧刷キューアクション 

な)刷/ 

巧刷と待機/ 

処理と待磯 

巧刷キューに送ったジョブの処理を指 
定しまず。 

r 印刷と待機」を選択すると巧刷後ラス 
クーファイルが保存されまず。 

「処理と待機」を選択するとジョブは処 
理されますが巧刷はされません。 

このオプションは直接 
あ綺の際は無効にな y 
まず。 

ジョブミま釈メモ 


ジョブ固有のメモ情報を人力しまず。 

ドライパでは半角英数 
字で31文:字、全角で 

1日交:字まで入力でき 
まず。 

指示 


オペレータへのジョブの指示を入力し 
ます。 

ドライバでは半を英数 
字で127文字，全を 
で63文字まで入力で 
きまず。 

ジョブタイプ 

谓常巧刷/ 

認証印刷 

ジョブを認証印刷として送信ずるかど 
うかを指走しまず。 


ジョブを 


認証印刷のを前を入力します。 

半ち英数字1目文字ま 
で入力できまず。 

ジョブパスワード 


認証印刷のパスワードを入力しまず。 
送信後、ここで指をしたパスワードを 
プリン女で人力してジョブを印刷しま 
す。 

半角英数字8交:字まで 
入力できます。 

ューザ認証 

Windows □グインを 
使用する 

ューザ名 
パスワード 

MLPro 930 PS 「設走:」の「ユーザとグ 
ループ」でユーザ認証を設をしている 
墙含に、机 indows □グインを使用する 
かどうか、指定しまず。 

Windows □グインを使用しない場含 
は、ユーザ認証巧のユーザをとパスワー 
ドを入力しまず。 

詳細は、「4章設定管 
理」、 n 章机 indows 
からの印!刷」、および 
Configure ヘルプを参 
照してください。 

ゲストで□グインずる 

ゲストで□グインずる場合に選択しま 
ず。 

ユーザ情報を保をする 

ユーザ認証用のユーザ情報を保をずる 
塌含に選択します。 
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r 用紙トレイ」タブ 


プリント 

オプション 

選が項目 

オプション内容 

制限/'必要条件 

用紙サイズ 

A4 / 

レター/ 

リーガル （14 インチ）/ 
リーガル （13 インチ）/ 
巨4/ 

A5 / 

はがき/ 

往復はがき/ 
インデックスカード/ 
封筒長お3号/ 

封筒長お4号/ 

封筒洋お4号/ 

封筒角お2号/ 

封筒角お3号/ 

封筒角お8号/ 

封筒洋お〇号/ 

巨日/ 

A6 / 

Monarch/ 

DL/ 

C5 / 

Com- 10/ 
エグゼクティブ/ 

A3 / 

A3 ノビ/ 

C4 / 

Com-9 / 

リーガル （13 .日インチ)/ 
タブ□イド/ 

A3 ワィド/ 

タブ□イドエクストラ/ 
PostScript カスタム 
ページサイズ 

書類の用紙サイズを指定します。 

用紙サイズ(こ関する詳 
細は、プリン女機能編 
を参照してください。 

カスタムページサイズ 
の設走ち法じついて 
は、「1章 Windows 
からの巧刷」、に章 
Mac OS からの印!刷」 
および「応用編」を参 
照してください。 
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プリント 

オプション 

選ホ尺項目 

オプション内容 

制限い必要条件 

巧刷サイズ 

A4 / 

レター/ 

リーガル （14 インチ)/ 
リーガル （13 インチ)/ 

己4/ 

A5 / 

はがき/ 

往復はがき/ 
インデックスカード/ 
封筒長お3号/ 

封筒長お4号/ 

封筒洋お4号/ 

封筒角お2号/ 

封筒角お3号/ 

封筒角お8号/ 

封筒洋お〇号/ 

己5/ 

A6 / 

Monarch/ 

DL/ 

C5 / 

Com- 10/ 
エグゼクティブ/ 

A3 / 

A3 ノビ/ 

C4 / 

Com-9 / 

リーガル （13 .日インチ)/ 
タブ□イド/ 

A3 ワイド/ 

タブ□イドエクストラ/ 
書類サイズと同じ 

巧刷巧紙のサイズを指定しまず。 


用紙トレイ 
(Windows) 

給紙 

(Mac OS) 

自動選択/ 

トレイ T / 

トレイ2/ 

トレイ3/ 

トレイ4/ 

トレイ己/ 

手差し/ 

マルチパーパストレイ 

E 口刷ずる用紙の人った給紙トレイを指 
をします。 

「自動選択」を選択ずる 
と、ユーザが指定:した 
サイズの用紙がセット 
されている給紙トレイ 
から自動的に給紙しま 
す。（トレイ2〜5は才 

プシヨン） 
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プリント 

オプション 

選ホ尺項目 

オプション内容 

制限い必要条件 

用紙タイプ 

再生紙/ 

粗い紙/ 

化お紙/ 

厚紙/ 

封筒/ 

レターヘッド/ 

普通紙/ 

ボンド 紙/ 

OHP シート/ 

ラベル紙/ 

ユーザ定義1/ 

ユーザ定義之/ 

ユーザ定義3/ 

ユーザを義4/ 

ユーザを義5/ 

ユーザを義目/ 

ユーザ定義7/ 

ユーザ定義8/ 

ユーザ定義9/ 

ユーザ定義10 

使用ずる用紙の種類を指をします。 


用紙種類の混合 

を養されていません/ 

定義 

ジョブ内のページに種類の異なる用紙 
を使巧ずるかどうかを指をします。 

(「3章ユーティリ 
ティ」および259ぺ一 
ジ参照） 

トレイ調整 

非選択/ 

選択 

トレイ調整機龍を使用ずるかどうかを 
指定しまず。 

(「3章ユーティリ 
ティ」参照） 

自動トレイ切り替え 

オン/ 

オフ 

トレイを自動的に切替えるかどうかを 
指定しまず。 


用紙厚 

プリンタの初期設を/ 

薄い紙（速量妨〜 
57 kg ) / 

普通紙（速量58〜 
64 kg ) / 

やや厚い紙（速量目5 
〜 89 kg ) / 

厚い紙（連量90〜 
103 kg ) / 

より厚い紙（速量104 
〜 110 kg ) / 

ごく厚い紙1(速量 
111〜 162 kg ) / 

ごく厚い紙2 (速量 
163〜 186 kg ) / 

ごく厚い紙3 (速量 
187〜 230 kg ) / 

ごく厚い紙4 (速量 
231 -258 kg ) 

用紙の重さを指定しまず。 


用紙チェック 

オン/ 

オフ 

用紙確詔機能を使用するかどうかを指 
定します。 
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r レイアウト」タブ 


プリント 

オプション 

選が項目 

オプション内容 

制限/か要条件 

あ大縮ル 

100% 

(25% - 4009 6) 

巧刷時の化大縮ル率を指をします。 

に己4ページ参照） 

「巧紙サイズに合わせ 
る」と一緖に指をずる 
ことはできません。 

用紙サイズにあわせる： 

非選択/ 

選択 

「書類サイズ」と「用紙サイズ」が一 
致しない場含、用紙サイズに合うよう 
(こ拡大または縮ルして巧刷ずるかどう 
かを指定します。 

に己9ページ参照） 
r ま拓大縮ル」と一緒に 
指をずることはできま 
せん。 

巧刷の向き 
(Windows) 

鑑/ 

横 

用紙の巧刷方向を指定します。 


180度回転： 

非選択/ 

選択 

「印刷の向き」オプションで巧刷方向 
を横向きに指をした場合、ジョブを 
180度回転するには、このオプション 
を選択しまず。 


巧刷の向き 
(Windows) 

ミラー： 

非選択/ 

選択 

巧刷ジョブの画像を左ちに反範しま 
ず。 

このオプションは 

Mac OS X対応コン 
ピュータからは設をで 
きません。 

シート毎のページ数 

1- UP / 

2- UP / 

4-UP / 

目- up / 

9-up / 

16-up 

複数ページのジョブを巧刷ずる塌合、 
用紙の片面にまとめて巧刷ずるページ 
を指をします。 

複数のページをまとめて1ページに巧 
刷する時は2 up J: 人 b を選択します。 

1ぺージごとに巧刷ずる場合は、1 up 
を選択しまず。 


両面巧刷 

オフ/ 

長辺とじ/ 

短辺とじ 

両面巧刷ずるかどうか、また両面印刷 
ずる場合の排紙方向を指をしまず。 

に目0ページ参照） 

製本メーカー 

オフ/ 

標準製本/ 

もとじ/ 

無線とじ/ 

無線とじ-ち/ 

複合中とじ-左/ 

複合中とじ-ち/ 
スピード印刷/ 

ダブル印刷 

ジョブをル冊すとして巧刷ずるかどう 
か、またその場合の總じる方法または 
レイアウト方法を指定しまず。 

に己目ページ参照） 

センタリング補正 

下辺（X) / 

XY/ 

左上 

ジョブの巧刷時に、どの位置に中央を 
合わせるかを指をしまず。 

このオプションを使用 
ずるには、「製本メー 
カー」で「オフ」、「ス 
ピード巧刷」、「ダブル 
巧刷」 W 外が選択され 
ている/必要がありま 
す。 
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プリント 

オプション 

選が項目 

オプション内容 

制限/化要条件 

クリープ補正 

オフ/ 

枚数が多い場合节厚い用紙に印刷ずる 

このオプションを使用 


普通/ 

場合に生じるクリープ（画像がシート 

ずるじは、「製本メー 


厚紙 

の中央からずれて巧刷される状態）を 

カー」で「オフ」た(タト 



補正ずるかどうか、また補正する場合 

が選択されている必要 



の補正の度合いを指定しまず。 

があ y ます。 



「厚紙」を選択すると、その度合いが 
大きくなります。 

に己5ページ参照） 

面付け縮ル 

幕択/ 

書類サイズと同じサイズの用紙に製本 

このオプションを使用 


非選択 

ジョブとして巧刷ずる場合に選択しま 

ずるじは、「製本メー 



ず。 

カー」で「オフ」 w 外 



この場合、画像は日096じ縮かされて 
巧刷されまず。 

が選択されている必要 
があ y まず。 

巧刷の向き上書き 

オフ/ 

織/ 

巧刷ジョブの排紙方向を指定しまず。 



横 



複合中とじ用グループ 

8/12/16/20/24/28/ 

複合中とじで製本ずる場合のページ数 

このオプションを使用 


3之/3目/40 

を指をします。 

ずるには、「製本メー 
カー」で「オフ」 w 外 
が選択されている必要 
があ y まず。 

表紙用給紙トレイ 

ジョブと同じ/ 

製本ジョブの表紙に使用する用紙の 

このオプションを使用 


マルチパーパストレイ 

入ったトレイを指をします。 

ずるには、「製本メー 


トレイ1/ 


カー」で「無線とじ- 


トレイ2/ 


左」、「無髓とじ-ち」 


トレイ3/ 


W 外が選択されている 


トレイ4/ 

トレイ5 


'必要があります。 

おもて表お 

なし/ 

お电て表紙または裏表紙の印字方法を 

このオプションを使用 


おもて面に巧刷/ 

指をします。 

するじは、「製本メー 


裏面に印刷/ 

両面とも巧字なしじずる場合は.「両 

カー」で「オフ」 w タト 


両面に印刷/ 

面プランク」を選択しまず。 

が選択されている必要 


両面ブランク 


があ y ます。 

裏表紙 

なし/ 


このオプションを使用 


おもて面に巧刷/ 


ずるには、「製本メー 


裏面に印刷/ 


カー」で「オフ」 w 外 


両面(こ印刷/ 


が選択されている必要 


両面ブランク 


があ y ます。 

書類本体のページ数に 
より、ブランクページ 
が挿入されることがあ 
U ます。 
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プリント 

オプション 

選が項目 

オプション内容 

制限/化要条件 

センターマージン 

S リ (0-50) / 

インチ （0.00-1.97) 

面付けジョブの中央（キ斤り線）の余白 
の値を指をします。 

このオプションを使用 
ずるじは、「製本メー 
カー」で「オフ」じ(外 
が選択されている必要 
があ y ます。 

用紙サイズに合わせる 

非選択/ 

選択 

用紙サイズに含わせて書類を自動的に 
拡大縮ルして巧刷ずるかどうかを指を 
します。 



「カラー」タブ 


プリント 

オプション 

選ホ尺項目 

オプション内容 

制限/'必要条件 

巧刷モード 

標準カラー （Mac では 

ジョブ EP 刷のカラーモードを指をしま 

(「5章カラー印刷」 

(Windows) 

CMYK) / 

ず。 

参照） 

カラーモード 

(Mac OS) 

エ丰スパートカラー/ 
グレースケール 

カラー書類じは、「標準カラー」または 
「エキスパートカラー」を選択します。 
白黒の書類には「グレースケール」を 
選択します。 


コンポジ、ソトオーパープ 

非選択/ 

アプリケーションでカラーオブジェク 


リント 

選択 

卜のオーバープリントを指をして作成 
した PostScript または PDF ファイル 
を印刷ずる場合(こ、このオプションを 
選択します。 


色分解の組合せ 

非選択/ 

DTP アプリケーションで> 色分解の 



選択 

な!刷時にすべての色の組み合わせを1 
ページ上に印刷ずる場合に選択しまず。 




各色ごとに1枚ずつグレースケールで 
E 口刷する攝含は非還択(こします。 


自動トラッピング 

非貫キ尺/ 

テキストやグラフィ、ソクなどの版ズレ 



選択 

じよる白あけを緩和ずるかどうかを指 
をします。 




このオプションを還択した場合、グラ 
フィックまたはテキストの周りに縁取 
りがあるようじ見えることがありまず。 


カラー置換 

非選択/ 

このオプションを選択すると，一をの 



選択 

範固内の色は Command Workstation 
のスポットカラーにてを義された代替 
カラー値で印刷されます。 
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r カラー」タブ：エキスパートカラー設定 


プリント 

オプション 

選が項目 

オプション内容 

制限い必要条件 

RGB ソースプ□ファイ 

ル 

「双方向通信」がオフの 

4曰ム- 
ょ初 □ . 

プリンなの初期設を 
(Fiery RGB v 日)/ 

Apple 標準/ 
sRG 巨 (PC) / 

Adobe RGB/ 

ECl-RG 巨/ 

Fiery RGB/ 

EFIRG 巳/ 

ソース -1 〜 10/ 

なし 

r 双方向通信」がオンの 

4曰厶- 

巧 □ . 

Apple 標準/ 
sRG 巨 (PC) / 

Adobe RGB/ 

ECl-RG 巨/ 

Fiery RGB v5 / 

EFIRG 巳/ 

なし 

RG 巨デー女（画像、グラフィック、 
テキスト）の印刷時に適用される RGB 
ソース色空間を選択しまず。 

双ち向通信を有効じずると、選択項目 
の 「Fiery RGB」 のバージョンが表示 
されまず。 

「ソース-1」〜「ソース-10」を選択 
する場合は、対応ずるソースプ□ファ 
イルが MLPro930PS に保をされてい 
る'必要がありまず。 

(「5章カラー印刷」参 
照） 

Command Work ¬ 
station のカラー管理 
での設を値がプリン女 
の初期設を値です。 

グレーをブラックのみで 
巧刷する （RGB) 

プリンタのネリ期設を 
(オフ）/ 

オフ/ 

テキスト/グラフ イツ 
ク/ 

テキスト/グラフ イツ 
ク/画像 

R 二 G= 己でを義したグレーをブラック 
トナーのみで巧刷するかどうか、また 
その場合のオブジェクト（テ丰スト、 
グラフィック、画像）を指をしまず。 


カラーの表現 

プリンクの初期設を 
(ビジネスグラフイツ 
ク）/ 

速続調/ 

ビジネスグラフイツク 

/ 

絶対カラーメトリック 

/ 

相対カラーメトリック 

RG 巨データ（テキスト、グラフィック、 
画像）印刷時に使用するカラー空間の 
マッピングち法を指をします。 


RGB 色分解 

プリン女の初期設定 
(化力）/ 

シミュレーション/ 

化力 

RGB デー女の、 CMYK 色空間でのを分 
解の方法を指をします。 

オリジナルの RGB データをプリンタ用 
CMYK を空間で色分解する場合は「化 
力」を、オフセット巧刷などシミュレー 
ション用 CMYK 色空間で色分解する場 
合は「シミュレーション」を選択しまず。 

(「5章カラー印刷」参 
照） 

Command Work ¬ 
station のカラー管理 
での設定値がプリンタ 
の初期設を値です。 
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プリント 

オプション 

選が項目 

オプション内容 

制限い必要条件 

CMYK シミュレーショ 
ンプ□ファイル 

r 双方向通信」がオフの 

4日ム . 

饰 □ . 

プリンタの初期設を 
(D に (EFI))/ 

□に/ 

Euroscale/ 

ISO Coated/ 

に0 Uncoated/ 

」MPA/ 

Japan Color/ 
SWOP-Coated/ 

TOYO Coated/ 

シミュレーション-!〜 

10/ 

なし 

ColorWise オフ 

r 双方向通信」がオンの 

4曰ム • 

巧 □ . 

D に/ 

Euroscale/ 

ISO Coated/ 

に0 Uncoated/ 

」MPA/ 

Japan Color 2001 
typel (EFI)/ 
SWOP-Coated/ 

TOYO Offset Coated 
2.0/ 

なし/ 

ColorWise オフ 

印刷ジョブのシミュレーションプ日 
ファイルを指をします。 

このオプションは CMYK デー々のれに 
影響しまず。 

「シミュレーション -1」 〜「シミュレー 
ション-10」 を選がずる場合は、対応 
ずるシミュレーションプ□ファイルが 
MLP「o930PS に保をされている必要 
がありまず。 

(「5章カラー印刷」参 
照） 

Command Work ¬ 
station のカラー管理 
での設を値がプリンタ 
の初期設を值でず。 

グレーをブラックのみで 
巧刷する （CMYK) 

プリンタの初期設定(テ 
キスト/グラフィック 
/画像)/ 

オフ/ 

テ丰スト/グラフィック 

/ 

テキスト/グラフィック 
/画像 

C 二 M=Y で定義したグレーをブラック 
トナーのみで巧刷するかどうか、また 
その場合のオブジェクト（テ丰スト、 
グラフィック、画像）を指をしまず。 
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プリント 

オプション 

選が項目 

オプション内容 

制限い必要条件 

CMYK シミュレーショ 

ン方法 

フル（ソース GCR)/ 
クイ、ソク/ 

フル（出力 GCR) 

CMYK シミュレーションの処理方法を 
指をします。 

「フル（ソース GCR)」 シミュレーショ 
ンでは化力濃度に力日えて色合いわ調整 
し、 「CMYK シミュレーションプ□ファ 
イル」指をのブラックの量で巧刷しま 
ず。 CMYK のうち K のみ完全に独立し 
た色処理を巧いまず。 

「クイック」シミュレーションでは1種 
類のトランスファー曲線を使用して、 
CMYK 各色の化力疆度のみを調整しま 
す。 

「フル（化力 GCR)」 シミュレーショ 
ンでは化力濃度に力日えて色合いわ調整 
し、「出カプ□ファイル」指をのプラッ 
クの量で巧刷しまず。 CMY で生成さ 
れたプ□セスブラックは、 K も混ぜて 
より深みのあるブラックとして表現し 
まず。 

(「5章カラー印刷」参 
照） 

Command Work ¬ 
station のカラー管理 
での設を値がプリンタ 
の初期設を值でず。 

スポツトカラーマツチン 
グ 

プリンなの初期設を 
(オン）/ 

オン/ 

オフ 

スポットカラーマッチングを使用する 
かどうかを指をします。 

「オン」を選択すると、 MLP「o930PS 
内蔵のスポットカラー対応表（スポ、ソ 
トカラーを再現するための CMYK の卜 
ナー量を指定したもの）を使用してス 
ポットカラーを処理しまず。 

「オフ」を選択ずると、スポットカラー 
対応表ではなく、「シミュレーションプ 
□ファイル」と 「CMYK シミュレーショ 
ン方法」での設定を使用して、スポッ 
トカラーを処理します。 


プリントオプション 


248 










プリント 

オプション 

選が項目 

オプション内容 

制限い必要条件 

テキスト/グラフィック 

r 双方向通信」がオフの 

「普通」を選択するとブラックのテキス 

(「5章カラー印刷」参 

に純ブラック使用 

4己ム • 

甸 □. 

卜とグラフィックは通常の PostScript 

照） 


プリン女の初期設定 

印刷処理をされまず。 

Command Work - 


(純ブラック）/ 

「純ブラック」を選択するとブラックト 

Station のカラー管理 


普通/ 

ナーのみを使巧して印刷されまず。 

での設を値がプリンタ 


純ブラック/ 

リッチブラック 
r 双方向通信」がオンの 

4曰ム • 

饰 □. 

普通/ 

純ブラック/ 

リッチブラック 

「リッチブラック」を選択すると、ブ 
ラックのテ丰ストとグラフィックはブ 
ラックとシアンの混合色で印刷されま 
ず。 

のネリ期設を值でず。 

ブラックオーバープリン 

プリンタの巧期設を 

黒のテキストまたはグラフィックを， 


卜 

(テキスト/グラフ イツ 
ク）/ 

オフ/ 

テキスト/ 

テキスト/グラフイツ 
ク 

カラー背景上に重ねて化力（オーバー 
プリント）ずるかどうかを指をしまず。 
黒のテキストを重ねて化力ずる塌合 
は、「テキスト」を、黒のテキストとグ 
ラフィックを重ねて出力ずる塌合は、 
「テキスト/グラフィック」を選択しま 
ず。 

「テキスト/グラフィック」を選択する 
には、「色分解の組合わせ」で「オフ」 
を選択ずる必要があリまず。 


出カプ□ファイル 

r 双方向通信」がオフの塌 

ム. 

口. 

用紙を義プ□ファイルを 
使用/ 

サーバデフォルトを使用 
化カプ□ファイルを使用 
化力- 1 〜化力- 10 

r 双方向通信」がオンの場 

ム. 

口. 

用紙を義プ□ファイルを 
使用 

化カプ□ファイルを使用 
Fiery 361 A3 6X6 Dot 
v2F 

Fiery 361 A3 12x6 

Dot v2F 

Fiery 361 A3 12x6 

Line v2F 

Fiery 361 A3 に X12 

Dot v2F 

印刷ジョブのカラー空間の蛮換に使用 
ずる化力用プ□ファイルを選択しま 
す。 

「化力-1」〜「化力-10」を選択する 
場合は、対応ずるシミュレーションプ 
□ファイルが MLPro930PS じ保存き 
れている必要がありまず。 
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r 画像品質」タブ 


プリント 

オプション 

選が項目 

オプション内容 

制限い必要条件 

哥 1 刷品位 

ふつう （600 X 目00 dpi )/ 
高精細(を階調)/ 

きれい (1200 X に 00 dpi ) 

な!刷時の画質を指をします。 


イメージ 
スムージング 

非選択/ 

選択 

イ氏解像度の画像を巧刷する際、化力画 
像のスムーズさを向上させる場含に選 
択します。 

このオプションは、画 
像の解像度が100 ppi 
W 下の場合に効果があ 
y まず。 

Adobe Photoshop で 
EPS ファイルを作成し 
た墙含、 Photoshop で 
の設定が優先されまず。 

明るさ 

85%非常に明るい/ 
90〇/〇より明るい/ 

95〇/〇明るい/ 

100%標準/ 

105%脂い/ 

110%より超い/ 

115%非常に脂い 

非常に明るくしたい画像には「85%」を、 
非常に超くしたい画像には n 15%」を、 
またそれ W 外の場合はその中間値を選 
択します。 


画像品質 

普通/ 

最良 

画像の品質を指をします。 


スクリーン選択 

ド、ソトスクリーン/ 
ラインスクリーン(自動)/ 
ラインスクリーン(靜像 
度重視)/ 

ラインスクリーン(階調 
重視） 

スクリーンの巧刷に、網点と線のどち 
らを使用するか、また髓を使巧ずる場 
合の階調を指をしまず。 


トナー節約モード 

非選択/ 

選択 

ジョブの巧刷時に最高トナー灌度を下 
げて印刷するかどうかを指をしまず。 


八ーフトーンスクリーン 
( MLP の 930 PS-X のみ） 

連続階調/ 

アプリケーション定義/ 
新闇/ 

ユーザ定義スクリーン1/ 
ユーザ定義スクリーン2/ 
ユーザ定義スクリーン3/ 

へ一つ トーンスクリーンを指をします。 
プリンタに標準搭載された八ーフトー 
ンスクリーンを使う指をずる場合には 
r プリンなの初期設を」を指をし、「ス 
クリーン選択」プリントオプションで 
スクリーンを選択します。アプリケー 
ション側で指をされた八ーフトーンス 
クリーンを有効じしたい場合、「アプリ 
ケーションを養」を選択します。オフ 
セット巧刷機でお成されるド、ソトにお 
い八ーフトーンスクリーンじしたい場 
合には「速続階調」を違択します。新 
闇におい仕上が y の八ーフトーンスク 
リーンじしたい攝含には「新闇」を選 
択しまず。カスタム八ーフトーンを指 
をするには「ユーザを義スクリーン1」 

-「ユーザ定義スクリーン3」を選がし 
ます。 

MLP の 930 PS - X でのみ 
利用巧能でず。八ーフ 
トーンスクリーンを指 
定:して巧刷する塌含、期 
待する結果を得るため 
には、事前にその八ーフ 
トーンスクリーンを使 
用してプリンタをキャ 
リプレートする'必要が 
ありまず。 r ユーザ定義 
スクリーン i 」一 r ユーザ 

定:義スクリーン3」を使 
用するには 、 Command 
Workstation のカラー 
管理の r 八ーフ1-ーン 
シミュレーション」タブ 
で r ユーザ定:義スクリー 
ン1」一 r ユーザを義スク 
リーン3」じ対して、「角 
度丄 r 髓数 ( LPI ) 丄 r 網点 
お巧」を設をしておく必 
要があリまず。 
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「仕上げ」タブ 


プリント 

オプション 

選が項目 

オプション内容 

制限/'必要条件 

ページ順 

昇順/ 

化力時の排紙順を指をしまず。 



降順 



排出先 

スタツカ（フェイス 

化力先のトレイを指をします。 

フイニ、ソシャ （ XXXX ) 


ァップ）/ 


を指をずるじは， 才 


スタッカ（フェイスダ 


プションのフイニ、ソ 


ゥン）/ 


シャユニ、ソトが必要 


フィニ、ソシャ（フェイ 
スアップ）/ 

フィニ、ソシャ（フェイ 
スダウン） 


でず。 

部単位で印刷 

いい元/ 

複数部数、複数ページの印刷ジョブを 



はい 

ソートずるかどうかを指をしまず。 


ホチキス止め 

オフ/ 

巧刷ジョブにホチキス止めするかどう 

このオプションを使 


左上-横向き(一箇所)/ 

か、またホチキス止めする場合のホチ 

用するには，オプショ 


左上-離向き(一箇所）/ 

キスの位置と数を指をしまず。 

ンのフイニ、ソシャユ 


ち上-横向き(一箇所)/ 
ち上-離向き(一箇所)/ 


ニットが必要です。 


左端（二箇所）/ 




ち端（二箇所）/ 

上端（二箇所）/ 

中綴じ 



パンチ 

オフ/ 

パンチ巧をあけるかどうか、またあけ 

このオプションを使用 


左/ 

る場含のパンチ巧の位置を指をします。 

ずるじは、オプション 


ち/ 


のフイニッシャユニッ 


上 


卜とパンチユニットが 

パンチ巧数 

なし/ 

パンチ巧をあけるかどうか、またあけ 

必要でず。 


2巧 

る場合のパンチ巧の数を指をします。 


画像シフト 

非選択/ 

両面印刷で，ステープルやパンチ仕上 

Mac 0 S 9 は対応して 


選択 

げをずる場合に、ページ上の画像の位 
置をずらして巧刷ずるかどうかを指を 
します。 

位置をずらして印刷するには、「画像シ 
フト」を選択し、「画像シフトオプショ 
ン」をクリックして、「画像シフト」画 
面でオプション項目を指をしまず。 

いません 
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「バリアブルデータ印刷」タブ 


プリント 

オプション 

選が項目 

オプション内容 

制限/化要条件 

マスター作成 

なし/ 

「マスクー作成」では、巧刷ジョブを 

(r 目章バリアブル 


1 〜 100 

FreeForm のマスターデークとして保を 

データ印刷」参照） 



するかどうか、またその場含のマスター 

1 目 W 上の FreeForm 



番号を指をしまず。 

のマスターを作成ま 

マスター使用 

なし/ 

「マスター使用」では、パリアブルデー 

たは使用ずるには、 


1 〜 100 

夕をマスターデーなと組み合わせて印 

双方向通信をオンじ 



刷する隙じ、使用ずるマスターファイ 

設をする必要があり 



ルの番号を指をしまず。 

ます。 

マスターのプレビュー 


ボクンをクリ、ソクずると、マスクーデー 
夕のプレビューを表示します。 

このオプシヨンは FreeForm のマスター 
デー女でのみ有効です。 

双方向通信しつい 
ての詳細は、 ri 章 
Windows からの巧 
刷」、に章 MacOS 
からの印刷」を参照 
してください。 

マスター印刷 

プリンタの初期設を 

FreeForm のマスクー デー クとして保を 


(いいえ）/ 

するファイルを印刷するかどうかを指 


はい/ 

をしまず。 



いい元 

このオプションは，「マスター作巧」で 
「なし」 W かが選巧されている場合にの 
み有効でず。 


PPT 白背景除去 

非選択/ 

バリ アブルデータの作成時に Microsoft 



選択 

Power Point ファイルの白色の背景を 
除去します。 
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r スタンフ」タブ 


プリント 

オプション 

選が項目 

オプション内容 

制限/'必要条件 

ウォーターマーク 

(Windows) 

なし/ 

オリジナル/ 

コピ ー/ 

ドラフト/ 

最高機密/ 

社外秘 

ウォーターマークを巧刷するかどうか、 
またその攝含のウォークーマークの種 
類を指をします。 

応巧編「スタンプ巧 
刷（ウォーターマー 
ク）」の項目を参照し 
てください。 

ウォークーマークの巧 
刷： 

最初のページのみ 

非選択/ 

選択 

最初のページのみにウォーターマーク 
を耳]刷するかどかを指をします。 



「プリンタ」タブ 


プリント 

オプション 

選が項目 

オプション内容 

制限/必、要条件 

用紙 


プリンタの用紙情報が表示されまず。 


トナー 


プリンタのトナー情報が表示されまず。 


Job Monitor ： 

非選択/ 

プリンタじ送ったジョブの状況をモニ 

詳繊ま、「1章 

巧刷ジョブを監視する 

選択 

夕するかどうかを指をしまず。 

Windows からの印刷」 

(Windows) 



を参照してください。 
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プリントオプション補足情報 

w 下ではプリントオプションに関する補足情報を記載しまず。設定の制限、必要を件については 
前記の表を参照してください。 


拡大縮小 

このオプションでの書き換えは、印刷ジョブに指をされている化大縮小率に対して適用されまず。 
たとえば，ユーザが「化大縮ル」オプションで「50%」を指をしている場合、このオプションで 
「20096」を選択するとオリジナルの書類サイズの100%で EP 刷されます。 


面像シフト 

このオプションを使用すると、画像を X (水平）軸と Y (垂直）軸からシフトさせて印刷する場 
合の値を設をずることができます。ステープルをあ要とするジョプや製本ジョブなど，仕上げ設 
をのあるジョブ用に便利です。また、ジョブによってはこのオプションを使用することによって、 
クリツピングを防ぐことができます。 

Windows と MacOS での設をの方ミちは同様です。ここでは Windows 用プリンタドライバでの説明をします。 


印刷ジョブに画像シフトを設定するには： 

1アプリケーションで「ファイル：印刷（プリント)」を達択しまず。 

「印刷」ダイア□グボックスが表示されます。 

2 MLP 「 o 930 PS を還択し、口□パティ」をクリックしまず。 

3 「 Fiery 印刷」タブで「仕上げ」タブをクリ、ソクしまず。 

4 「画像シフト」にチェックマークを付け、 r 画像シフトオプション」をクリックします。「画像シフト」 
ダイア□グボックスが表示されます。 

5 おもてページと裏ページの画像の位置を合わせる場合は、「おもてと裏の画像位置を合わせる」に 
チェックマークを付けます。 

裏ぺージ用の入カフィールドがグレーアウトして、おもてページ用のみ入力可能になりまず。 

6 使用する単位を達択します。 

「ミリメートル」、「インチ」、「ポイント」のいずれかを達択します。 

7 おもてぺージ用の「 X 」軸と 「 Y 」 軸にシフト値を入力します。 

上向き矢 EP と下向き矢 EP を使用してシフト値を指定することもできまず。 

rx」、「Y」 軸とも、最高値は「352.77ミリ」/「13.8日インチ」/「999.99ポイント」です。 

8裏ページ用におもてページと異なる値を使用ずる場合は、おもてページと同様に「 X 」軸と 「 Y 」 
軸にシフト値を入力しまず。 

「拡大/縮小」する場合、也、ず r 印刷サイズ」と「臟サイズ」オプションをどちらも指をする化要があります。 
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クリープ補正 

製本ジョブで枚数が多い場合や、厚い用紙に印刷ずる場合に、クリープが生じて画像がシートの 
中央からずれて印刷されるのを防ぐためじこのオプションを指をします。 

•オフ-クリープ補正を巧わないで印刷する場合に違がしまず。 

• 普通-クリープネ甫正を巧って普通紙に印刷する場合に還択します。 

• 厚紙-クリープ補正を巧って厚紙に EP 刷ずる場合に逞がします。 

ここで「厚紙」を選がしても、 r 巧紙の種類」で「普通航を選巧してぃる場さは、ジョブは普通航こ印刷されます。 

ホチキス止め 

このオプションで「オフ」 t (外を違択するには、「部単位で印刷」オプションで「はい」を違択す 
るを要がありまず。 

• オフーホチキス止めされません。 

• 左上-横向き（一箇所）一用紙の左上ちに横に1箇所ホチキス止めされまず。 

• 左上-縱向き（一箇所）一用紙の左上ちに縱に1箇所ホチキス止めされまず。 

•ち上-横向き（一箇所）一用紙のち上ちに横に1箇所ホチキス止めされます。 

•ち上-縱向き（一箇所）一用紙のち上ちに縱に1箇所ホチキス止めされまず。 

•左端（二箇所）一用紙の左長のに沿って2箇所ホチキス止めされます。 

•ち端（二箇所）一用紙のち長のに沿って2箇所ホチキス止めされます。 

•上端（二箇所）一用紙の上部短辺に沿って2箇所ホチキス止めされまず。 

• 中綴じージョブは製本状に印刷され、ページの中央にホチキス止めされます。 
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製本メ ーカー 

このオプションを使用すると、通常のページ順とは異なる製本特有のレイアウトを指をすること 
により、シートを折りたたんで折り了の端を切り落とした時に製本が化来上がるようじ、書類ぺ一 
ジを印刷することができます。 

r 製本メーカー」オプションでは次の製本方法を指をできます。 

• オフ-製本のための面付けを行わない場合に違択します。 

. 標準製本-シートをおりたたみ、おり了の背または中央のおり目を糸またはホチキスで爆じる 
場合に違択します。 

「ちとじ」を違がする場合は、シートをおることによって生ずるクリープを防ぐために、「クリー 
プ巧正」オプションを設をすることができます。詳継ま、「クリープ補正」（255ぺージ）を参 
照してください。 

• ちとじ-「標準製本」と同様、シートを巧りたたみ、巧り了の背または中央のおり目を糸または 
ホチキスで綴じる場合に違択しまず。ただし、ページ順はちから左になりまず。 


ちとじ 


7 

12 

1 



1 

5 4 

1 



おちて 


裏 



無線とじ-複数のホり了を隣接して重ね合わせ、それらの背を切断してか6接着剤で固めて源 
じる場合に違択します。 

無線とじ-ち-「無線とじ」と同様、複数のおり T を隣接して重ね合わせ、それ6の背を切断し 
てか6、接着剤で固めて綴じるちまを無線とじと呼びまず。ただし、ページ順はちから左にな 
U まず。 

無線とじ，無線とじ-ち 


2 

13 

1 



1 

617 
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4 


815 


おちて 


裏 
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複合中とじ一中とじされたサドルを隣接して重ね合わせ、無線とじと同様に接着剤で固めて緩 
じる場合 I こ選択します。 

複合中とじ-ち一「複含中とじ」と同様、中とじされたサドルを麟接して重ね合わせ、接着剤 
で固めて緩じる場合に選択しまず。ただし、ページ順は「ちから左」になります。 




r 複合中とじ」を選巧し、同時に「ホチキス止め」を指をする場合は、「ぺージ順」の設赴よ「降順」にする必要 
があります。「複合中とじ」を選巧し、「ステープル」を指をしない場合は「昇順」を選がすることもできます。 


スピード印刷-シートを重ね合わせて中央で切断し、それを重ね合わせて製本する場合に選択 
しまず。この方法ではジョブの一部ずつをスピード巧刷できまず。 


片面巧刷 


両面巧刷 


おちてのみ 



おちて 


ダブル印刷-この方法では、同一の書類ページが反復してシート上にレイアウトされまず。シー 
卜を重ね合わせて中央で切断し、2部ずつ製本する場合に選択します。 


片面巧刷 


両面巧刷 



おちてのみ 


おわご 
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認話印刷 

認証印刷機能を使用ずると、 MLPro 930 PS にを信したジョブを実際にプリンタの設置場所に行っ 
て印刷するまで保管しておくことができまず。この機能を使用するには、まずジョブを認証 Ep 刷 
のパスワード付きで MLPro 930 PS にを信しておき、それか6プリンタの設置場所へ行き、プリ 
ンタ操作部でパスワードを再入力してジョブを印刷しまず。 

次の手順に従って認証印刷機能を使用して印刷して<ださい。 

メモ) Windows と Mac OS 用プリン々ドライバでの印刷の方法は同様です。ここでは Windows での方法を説明します。 

誘話印刷機能を使用してジョブを印刷するには： 

1アプリケーションか6「プリント（印刷)」を達択し、口□パティ」をクリックします。 

2 「ジョブ情報」タブをクリ、ソクし、 r ジョブタイプ」プリントオプションで r 認記印刷」を逞がします。 

3 [ジョブを]欄にジョブをを、「ジョブパスワード」欄に数字7巧までのパスワードを指をします。 

[ジョブを]欄、 r ジョブパスワード」欄につしての詳継ま、「1章 Windows か6の印拓 LI または口 
章 Mac OS か6の印拓 U を参照してください。 

4 その他のプリントオプションを設をし J プリント （ EP 刷)」ダイア□グボックスで 「 OK ヴリント)」 
をクリックしてジョブを印刷します。 

5 プリンタ操作部でジョブを指をして「認証印刷」を押します。 

6 手順2で指定したジョブパスワード（暗誌番号）を入力し、 rOK 」 を押しまず。 

パンチ穴 

次図では、「2巧」を逞択した場合のパンチ巧の位置を示していまず。 

左ち 上 


: r| 

|r ：| 

R 

° 1 

M 

1 1 


"ンチ穴の位置は、巧紙サイズ、巧 tt の種類、書類のぺージ数、排紙モ向などにより異なります。 
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用紙サイズにあわせる 

書類サイズが印刷用紙のサイズと異なる場合、ジョブを印刷用紙のサイズに合わせて化大縮小し 
て印刷することができます（次國参照)。 

• オン-目口吊踊に指定した用紙のサイブに合わせて、ジョブが拡大縮ルされて印用陪れます。 

• オフ-印刷届に指定した用紙のサイズにかかわ6ず、ジョブは書類サイブのままで印刷されま 
ず。 


書類サイズ： A4 EP 刷サイズ： A3 


オン 

LAJ 


[A\ 


オフ 

LAJ 





用紙種類の混合 

このオプションを使用ずると、1つの印刷ジョブに複数の異なる用紙を指をして印刷できます。 
たとえば、表紙と本文を別の用紙に EP 刷したり、ページ範囲を指をして、それぞれ異なる用紙に 
印刷することわできまず。また、両面ジョブにはを章の開始ページを指定できます。各章の開始 
ページを指定したジョブには、「仕上げ:ステープル」で指定したオプション項目を適用できます。 

用紙種類の混合の設定 

プリンタドライバの r 用紙」タブか6、 r 用紙種類の混合」ダイア□グボックスにアクセスできまず。 
用紙種類の混合を設をするには、 W 下の手順を実行して<ださい。 

Windows . MacOS のどちらでも手順は同様です。ここでは、 Windows を巧用して手順を説明しています。 


用紙種類の混合を設定するには： 

1アプリケーシヨンから「プリント（印刷)」を選択し、口□パティ」をクリックしまず。 

•「 Fiery 印刷」タブで「用紙」タブをクリックし，「用紙種類の混合」欄で「定義」 
をクリ 、ソク します。 

「用紙種類の混合」ダイア□グボックスが表示されます。プリンタドライバで用紙種類の混合をを 
義するち法は 、 Command Workstation で定義ずる方法と同様です。詳継ま、「3章ユーティリティ」 

を参照してください。 

r 用紙種類の；尾合」ダイア□グボックスでは、最大1孤個の設をを r 選が-覧」に追加できます。 
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両面印刷 

次の手順じしたがって両面巧刷を巧いまず。 


プリンタドライバにより、「両面印刷」オプションの場前よ異なります。 Windows と MacOSX の設をの方法は同様です。 
ここでは、 Windows 20附での手順を説日月します。 


両面印刷するには： 

1アプリケーションの「ファイル」メニューか印拓 LI を選択します。 

2 MLP 「 o 930 PS を選択し r プ□パティ」をクリックします。 

3 「FieryEp 刷」タブで「レイアウト」タブをクリックし、「両面 Ep 刷」オプションから t (下のいずれか 
を違択します。 

• 長辺とじ一表と裏で上下の方向が一致します。 

• 短辺とじ 一 表と裏で上下のち向が逆になります。 

長辺とじ 短辺とじ 


縱 



Z 

V 

□ 〇 


横 


• ■ 

〇 □ 

▲ 

A 

1 

2 


参 ■ 

ス 

▲ 

V 

1 

□ 〇 


4 その他のプリントオプションを設をし roK 」 をクリックしまず。 

5 「プリント（印刷)」をクリックします。 
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概要 


本書では、 MLPro 930 PS で使用する機能について重要な情報を提供しています。 

r 用紙種類の混合」では、用紙種類の混合について説明し、このオプションを使用したワークフ□一 
じついて説明します。 

「 FreeForm を使用したバリアブルデータ印刷」では、バリアブルデータ印刷と FreeForm につし^ 
て説明し、 FreeForm を使用したバリアブルデータのワークフ□一を図を用いて説明します。 

「FreeForm 2と用紙種類のミ尾合を利用したバリアブルデータ印刷」では、バリアブルデータワー 
クフ□一の中で用紙種類の混合を使用ずるち法について説明しまず。 

r 面付けを使用した PPML 」 では、パリアプルデータ印刷ジョブの面付けちまについて説巧し、 
PPML を使用したワークフ□一について紹説します。 

「 H 饥 Folders 」 では、 H 饥 Folders アプリケーション（オプション）を使用した印刷ち法につい 
て説 S 月しまず。 

この章で使用する用語については、用語集を参照してください。よく用い6れるアプリケーショ 
ンや印刷用語の定義が記載されていまず。 
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用紙種類の混合 


本章では、用紙種類の混合じついての概要を示します。また，用紙種類の混合設走を含んだワー 
クフ□—について例示します。 


用紙種類の混合とは？ 

用紙種類の混合機能を使用して、特定の節囲のページを異なる用紙に印刷することができまず。 
たとえば、1つの印刷ジョブに対して、カバーページ用には厚紙を指をして白紙を挿入し、特を 
ページに カラー 用紙を挿入し、両面 EP 刷を指走できます。用紙種類の混合設走は、アプリケーショ 
ンか 6 EP 刷する隐に、プリンタドライバか6指定することができます。 MLPro 930 PS にジョブ 
をを信し 、 Command Workstation を使用して用紙種類の混合設定を変更することもできます。 

用紙種類の混合に関ずる詳細については、「3章ユーティリティ」を参照してください。 


例：用紙種類の混合を利用したワークフ □- 

ある地質学教授は，お学期の教科書を印刷することになりました。おしい教巧書には、8つの章 
があります。教授は、学生にとって章立てがわかりやすいようにしたいと考えています。そのため, 
教お書の章分けページは厚紙に印刷します。テキスト本文は普适紙に印刷し、表紙と裏表紙のペー 
ジには、厚紙を使用します。 

教授は、大学の制作部門担当者に、 PDF ファイル （ Geology 101. pdf ) を送り、上記印刷ちまを 
リクエストします。 
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教科書は、下國のように構成されます。 



教巧書 


この例での必要事項 

• Geology 101 .pdf 

• MLPro 930 PS 

• 用紙種類の混合機能を持つ Command Workstation 
• 表紙、裏表紙用の厚紙 
• 章分けページ用の厚紙 
• テキスト本文用の普通紙 

サポートされている用紙の種類については、 r プリンタ機能編」および口章プリントオプショ 
ン」を参照してください。 

MLPra 930 PS では、 PDF バ-ジョン 1.2 〜 1.7 がサポ-卜されています。 

用紙種類の'退合ワークフロー 

Command Workstation で「用紙種類の混合」を使用する口ま>ダウン□—ドしたジョブはラスター 
イメージを持たないファイルであるか要があります。ファイルか6ラスター情報を取り除くには> 
ファイルをちクリックし、「ラスターデータ除去」を達がしてください。 

上記のワークフ□一は、 PDF ファイルじ(外にも PS ファイルにも適用巧能です。 
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用紙種類の混合ワークフロー 
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ML Pro 930 PS 
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ステップ 

タスク 

詳細情部 

1 

教授は PDF ファイルを用意し、大学の制作部門にファイルを 
渡します。 


2 

制作部門のオペレータは、 PDF ファイルを Command 
Workstation で開けるように ML Pro 930 PS にインポートし 
まず。 

Command Workstation ヘルプ 

3 

オペレークは Command Workstation でジョブを選択し、「ア 

クション」メニューから「プ□パティ」を選択します。「用紙」 

タブを選択し、 r 用紙種類の混合」から)欠の設をを適用します。 

A) 「表紙を義」からおわて表紙と裏表紙に巧刷ずる巧紙、用 
おトレイ、両面設を等を指をしまず。 

巨）「新規ページ範囲」をクリックし、「ページ/ページ範囲用 
用紙」ダイア□グボックスを表示させまず。「ページ範囲」 
じに32,目4, 9目， 124J と入力しまず（章を分割ずるぺ一 
ジ番号)。用紙の種類(こ厚紙を指定し、厚紙が入っている 
用紙トレイを指定しまず。「閉じる」をクリックしまず。 

C) 「新規インサート」 から 、最後のページの後に白紙を挿入 
ずるよう[こ指定しまず。これでジョブの巧刷の最後がわ 
かるようにします。白紙が人っている用紙トレイを指走 
して、「開じる」をクリックしまず。 

D) 「レイアウト」オプションか6「両面印刷」オプションを 
指定して roK」 をクリックし、ファイルを保をします。 

「3章ユーテイリテイ」 

Command Workstation ヘルプ 

4 

オペレータはこのジョブを RIP し、待機キューに保をしまず。 

Command Workstation ヘルプ 

5 

オペレータはこのジョブのプレビューを巧い、内容を磕認し 
まず。 

Command Workstation ヘルプ 

6 

オペレークはジョブを巧刷します。 

オペ レー タは、1部を プルー フ用として印刷してから、 
^ Sa 0 觀自酬 ij をすることもできます。 

Command Workstation ヘルプ 

7 

オペレータは，プリンタに EP 刷されたジョブを受け取ります。 


8 

ジョブはおわて表紙、裏表紙、章分けページを含んだおで印 
刷されました。 



Command Workstation T 「用紙種類の混合」を使用するには、ダウンロードしたジョブはラスターイメ ージを持たないファイルで 
ある也、要があります。ファイルからラスター情都を取り除くには、ファイルを右クリックし、「ラスターデータ除去」を選択してく 
ださい。 

上記のワークフ□一は、 PDF ファイルじ(外にも PS ファイルにも適用巧能です。 
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FreeForm を使用したバリアブルデータ印刷 

ここでは、バリアブルデータ印刷の概要を説明します。 FreeFormTM を使用してバリアブルデー 
タジョブを作成するワークフ□-についても例示します。 


バリアブルデータ印刷とは？ 

バリアブルデータ印刷は、 EP 刷文書のコンテンツを持つデータベースとプリンタをリンクします。 
コンテンツには電子フォームのテキストや画像（グラフィックや写真）を使用できまず。バリア 
ブルデータ EP 刷を使用することで、ダイレクトメール広告などの印刷が可能でず。通常、全文書 
に共适に用い6れるマスターデータと、出力ごとに異なるバリアブルデータを組み合わせて EP 刷 
します。たとえば、マーケティング用データベースか6顧客の名前とその他情報を引き化して、 
パンフレットの挨楼文に印字します。背景、図、テキスト本文は共通なので、マスターデータと 
なりまず。顧客名とその他の顧客固有情報がバリアブルデータでず。 

詳細じついては、「日章バリアブルデータ EP 刷」を参照してください。 

バリアブルデータ印刷用の言語 

MLP 「 o 930 PS では、次のバリアブルデータ印刷用言語と互換性がありまず。 

• FreeForm , FreeForm 2 


バリアブルデータジョブを MLP の 930 PS に送信する 

マスターデータとバリアブルデータは、一般的なソフトウエアを使用して作成できます。マスター 
/バリアブルの割り当ては、 Command Workstation > EFI Hot Folders 、 またはプリンタドライ 
バを使用して行います 。 Pageflex Persona - 円 ery Version や Atlas Print 訊 op Mail-Fiery Version 
などのサードパーティ製アプリケーションを使用して、マスターデータとバリアブルデータを 
PPML または Creo VPS おまで作成した場合，アプリケーションか6直接 MLPro 930 PS へバリ 
アブルデータジョブをを信することが巧能です 。 EFI Hot Folders を使用してファイルをダウン 
□ー ドすることちできます。 

バリアブルデータ印刷ジョブをを信する方法については、「6章バリアプルデータ印刷」を参照 
してください。 
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FreeForm とジョブの送信方まについて 

FreeForm を使用すれば、プリントオプションを使用してマスターデータ （ FreeForm マス 
ター）をを義し> MLP 「 o 930 PS に保存ずることができます。バリアプルデータのジョブを ML - 
Pro 930 PS にを信する際に、どの FreeForm マスタージョブと組み合わせるかを指示欄に記入す 
ることができます。 

詳細は、「日章バリアブルデータ印刷」を参照してください。 


例： FreeForm を使用したバリアブルデータのワークフロー 

ある大学では、入学志願をに対して3つのキャンパスの宣伝をすることになりました。志願者が、 

をキャンパスとそこでのプ□グラムに関ずる情報を、郵便でリクエストできるようにします。志 
願者は、封筒に同封されている返信届八ガキでリクエストします。文書には、志願をのを前、住 
所、および個人用 Web リンクが記載されまず。読をにアピールするために、デザインはグラフィッ 
クを巧いたものになっています。普通郵便物に合うように、用紙は11 X 17サイズを使用し、3 
つ巧りにします。 

この郵便物を印刷するためじ、大学の制作部は FreeForm のキャッシュ機能を用いることにしま 
した。 FreeForm では、グラフィ、ソクの豊富な画像をラスターおまでメモリに保をすることができ、 

全ページにわたって共通して使用することができるため、この部分の処理は一度でミきみまず。パ 
リアブルデータ（住所、名前、および web リンク）は、別途 MLP 「 o 930 PS で EP 刷して、グラフィッ 
クレイアウトにマージします。 

制作部は、共通するデータであるマスター文書を作成し、 PDF ファイルとしてな存します（ファ 
イルをは College _ Master . pdf )。 次に、バリアブルデータとなる文書を Microsoft Word で作成 
し (ファイ ル名は College _ Variable . doc ) 、バリアブル情報をデータベースファイル （ College _ data . 
xls ) にリンクさせまず。 

このジョブでは、バリアブルデータ印刷用の特別なソフトウェアは巧用していません。 FreeForm マスターの作成に 
は、任意のぺージレイアウトアプリケーションを使巧できます。バリアブルデータの作成と印刷は 、 Microsoft Word Mail 
Merge 莲のよ〈使われるメールマージプログラムを使用できます。 

Microsoft Word で Mail Merge 磯能を使用するち法じついては 、 Microsoft Word の説日月書を参 
照してください。 
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次の國は、郵便広告の構成を示していまず。 


マスターファイル 
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この例での必要事項 

• College _ Master.pdf 

• College _ Variable.doc 

• College _ data.xls 

• MLP 「 o 930 PS 

• MLP 「 o 930 PS プリンタドライバ（杆 eeForm 機能） 

• Adobe Acrobat、Microsoft Word 、 Microsoft Excel をインストールした Windows ワークステ- 

シヨン 
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ステップ 

タスク 

詳細情報 

1 

制作部のオペレータは、 Acrobat で College _ Master . pdf を開きまず。 


2 

オペレータはプリンタドライバで、用紙サイズ11 X 17、両面、「マ 
スター作成」でマスター番号「1」を割り振って MLPro 930 PS に E 口 
刷しまず。 

「1章 Windows からの印刷」 

「2章 Mac 0 S からの巧刷」 

3 

オペレータは Microsoft Word で College _ Variable . doc ファイルを開 
きます。 

College _ Variable.doc を開くと、リンクされている College _ data.xls 
ファイルも開きます。文書がリンクされていない場合 、 Microsoft 
Word はデータソースファイルの場所を指をずるプ□ンプトを表示し 
まず。 

オペレータは、 Word で 「Data Merge 」 を選択しまず。 

Microsoft Word の説明書 

4 

オペレータは、プリン女ドライパで巧紙サイズ11 x 17、両面、「マスター 
使用」に割り振られた「1」を選択して MLPro 930 PS じ印刷しまず。 

マスクーファイルとバリアブルファイルが MLP 「 o 930 PS 上で結含さ 
れます。 

「1章 Windows か6の巧刷」 

に章 Mac 0 S か6の巧刷」 

5 

オペレータは MLP の 930 PS から化力を受け取ります。 


6 

郵便物じはマスター情報とパリアブル情報が一緒に印刷されまず。 



•マスター情報とバリアブル情報では、ぺージサイズと巧紙の向きなど、特をの条件が同じである也、要があります。詳細は、「6章 
バリアブルデ-夕印刷」を参照してくださし、。 

- FreeForm ジョブは直接接続に送信することはできません。 

. プリンタドライバで巧で向通信が設をされている場合、プリンタドライバは MLP の 930 PS におをされているマスターを橫索するこ 
とが可能です。イ呆おミきみ FreeForm マスターを使用して、也、要に応じてバリアブル要素を複数セット印刷することができます。ヌリ 
で向通信についての詳細は、「1章 Windows からの印刷」を参照してください。 

.システム管理者が MLPro 930 PS の初期化を斤うと、 FreeForm マスターはすべて削除されます。システム管巧者の巧割については、 
「4章設を管理」を参照してください。 
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FreeForm 2 と用紙種類の混合を利用したバリアブルデータ印刷 

ここでは、バリアプルデータ印刷ジョブで用紙種類の混合を使用ずるち法について説明しまず。 
また、具体的な使用例を示します。 


FreeForm 2をバリアブルデータ印刷で使用するには？ 

FreeForm 2は、 FreeForm の機能が;お版です （ FreeForm については、1已頁の 「 FreeForm を使 
用したバリアブルデータ印刷」参照 ）。 FreeForm 2では 、 Atlas Prin 怯 hop Mail-Fiery Version 等 
の FreeForm 2をサポートするサードパーティ製バリアブルデータ印刷用アプリケーションがあ 
要になりまず。これらのアプリケーションと FreeForm 2を使用することで、複数ぺージのマス 
ターを作成でき、ドキュメントをよりカスタマイブずることが巧能です。別のアプリケーション 
で作成したマスターを使用し 、 PrintShop Mail-Fiery Version などの FreeForm 2をサポートす 
るサードパーティ製アプリケーションを使用してデザインとデータベース情報を組み合わせるこ 
ともできまず。 

複数のマスターを使用することにより、同じデータベースのバリアプル情報を引き化しながら、 
複数のマスターを定義することが巧能です。たとえば、レンタルビデオ店を経営していて、顧客を> 
住所、最おレンタルした巧画5つのタイトル（ジャンル分けされている）のデータベースを持つ 
ているとします。宣伝広告用に、お着巧画を表紙に印刷したクーポンを顧客に送りたいとしまず。 
顧客が最近借りた巧画と似たジャンルの巧画を表紙に印刷ずるようにカスタマイズしたいと考え 
ました。顧客のを前と住所はデータベースか6引き化します。一方> ジャンル分けされた映画の 
表紙には複数のマスターをを義します。 

FreeForm 2についての詳細は、「日章バリアブルデータ印刷」を参照してください。 


用紙種類の混合をバリアブルデータ印刷ジョブで使用するには？ 

用紙種類の混合機能を使用して、特定の範囲のページを異なる用紙に印刷することができまず。 
詳細は、「用紙種類の混合とは？」に63ページ）を参照してください。 

バリアブルデータ印刷は、 EP 刷文書のコンテンツを持つデータベースとプリンタをリンクします。 
詳細は、「バリアブルデータ EP 刷とは？」に67ページ）を参照してください。 

バリアブルデータ印刷ジョブを届紙種類の混合機能と合わせて使用ずることで、広告郵便物等の 
カスタムジョブを作成しまず。たとえば、バリアブル情報を巧届して顧客をの人った挨授文を含 
むル冊子を作成し、その表紙には別の用紙を使用することができます。 

ジョブに指定した用紙種類の混合設をは，レコード開始に合わせて全レコードに適用されまず。 
たとえば、用紙種類の混合で1ページ目に厚紙が設定されている場合、全レコードの最初のペー 
ジは厚紙で印刷されます。 
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例： FreeForm 2と用紙種類の混合を用いたワークフロー 

子供服の新製品の広告のために 、 Banana Rama 社は顧客の性別、年齢に応じた広告を郵送した 
いと考えました。この会社は、顧客のデータベースに顧客をの他，性別、年齢等の属性を保存し 
てありまず。郵便広告用に、新製品を着た子供の画像を年齢層，性別に分けてデータベースから 
引き化すことじしました。 Prin 怯 hop Mail-Fiery Version などのバリアブルデータアプリケーショ 
ンと巧先の顧客に合った画像を使用して、7ホか610ホまでの女の子を持つ親向けの広告と> 
複数の年齢層の男の子を持つ親向けの広告を作ります。 

郵便広告には、顧客の名前と割り引きクーポンが人ったカバーシートが含まれます 。 Banana 
Rama 社の女子向け製品ラインはより充実しているため、女子向けの広告は1ページ増えること 
になります。 

ターゲットの性別により郵便広告のページ数が変わるため> 1部ごとに白紙を挿人することにし 
ました0 

Banana Rama 社か6郵便広告の Ep 刷を受ミましたプリントショップは、最视こ Atlas Print Shop 
Mail-Fiery Version でマスター文書とバリアブル文書を作成し、 . psm プ□ジェクトファイルおま 
で保存しました 。 Print Shop Mail-Fiery Version に関する詳細については、付属の説 B 月書を参照 
してください。 

次の國は、この郵便広告の構成要素を示しています。 
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この例での必要事項 

• Atlas PrintShop Mail-Fiery Version 

• FreeForm 2 

• BananaRama.psm 

• BananaRanna _ V.ps 

• MLP 「 o 930 PS 

• 用紙種類の混含機能を持つ Command Workstation 
• 厚紙 
• 普通紙 

FreeForm 2と用紙種類の混合を使用したバリアブルデータ印刷のワークフロー 


① 


pSM 



④ 


◎ 


ML Pro 930 PS 
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ステツ 
プ 

タスク 

詳細情報 

1 

プリント ショ ップのオペレータは Print Shop Mail-Fiery 

「日章バリアブルデータ EP 刷」 


Version で BananaRama.psm ファイルを開き 、 FreeForm 2を 
指定:し、 MLP の 930 PS で印刷します。 

Print Shop Mail-Fiery Version 【こ 
関する詳細【こついては、付属の説 


巧刷ダイア□グボックスでマスターデータとバリアブルデータ 
の両方をさ信しまず。 MLPro 930 PS はマスターとバリアブルの 
組み合わされた PostScript 文書を受信しまず。 

明書を参照して<ださい。 

2 

オペレータは、巨 ananaRama _ V . ps ファイルを Command 
Workstation で選択します。 

Command Workstation ヘルプ 

3 

オペレークは、 r ジョブのプ□パティ」ウィンドウを表示させ、「用 
紙種類の混含」を選択して、次の設定を適用しまず。 

A ) 「表紙定義」から、オペレークはおもて表紙を選択し、表紙ペー 
ジモードに「おもてのみ巧刷」、用紙の種類に厚紙を、さら 
にその用紙トレイを選択しまず。 

目）「新規インサート」から、最終ページに白紙を挿人するよう 
に指定し、使用ずる用紙トレイを指をして、「閉じる」をク 
リ 、ソク します。 

「3章ユーテイリテイ」 

4 

オペレークはジョブを処理済み/待機ジョブじします。 

Command Workstation ヘルプ 

己 

オペレークはジョブをプレビューして内容を磕認しまず。 

Command Workstation ヘルプ 

6 

オペレークはジョブを巧刷します。 

Command Workstation ヘルプ 

7 

オペレークは MLP 「 o 930 PS から化力を受け取りまず。 


8 

ジョブは、バリアブル情報とマスター情報がマージされ、レコー 
ドごとに白紙が挿人されて巧刷されまず。 



マスター情都とバリアブル情報では、ぺージサイズと用紙の向きなど、特定の条件が同じである也、要があります。詳細は、「6章 
% S 0 バリアブルデ-夕印刷」を参照してくださし、。 
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Hot Folders 


ここでは、 Hot Folders の概要と Hot Folders を使用した印刷事例じついて説日月しまず。 


Hot Folders とは？ 

Hot Folders はネットワーク経由の Ep 刷タスクを簡単にするソフトウエアアプリケーションです。 
Hot Folder と呼ばれるフォルダに一連のプリントオプションと、印刷先のプリントキューを割り 
当てます。 

この Hot Folder にファイルをドラッグ&ド□ップするだけで、 Ep 刷を実行できます。複数の 
Hot Folder を作成し、それぞれ異なるプリントオプションやキューを指をすることができます。 
Hot Folder の設走に応じて、ジョブは MLP「o930PS の指定キューに送られ、該当するプリント 
オプションを適用ずることができまず。 

Hot Folder ソフトウエアはバックグラウンドで実巧されるユーティリティです。 Hot Folder にジョ 
ブが置かれるのを常に監視していまず。 

Hot Folders の詳細については、「3章ユーティリティ」を参照してください。 


例 ： Hot Folders を用いたワークフ □— 

ABC 社で働く Greg は、自分のを巧を25部印刷したいと考えています。 

ABC 社は 「Business Card」 というを前の H 饥 Folder をネットワークに作成し、社員がを自の 
を串! J の PDF ファイルをこの Hot Folder にドラッグ&ド□ップして Ep 刷することにしました。 

Greg は会社の名利用テンプレートを使って自分の名巧を作成し、 GregCard.pdf というファイル 
をで保をしました。をホ[|のテンプレートを使用することで、 「Business Card」Hot Folder に指 
定された面付け設定を使用してお実に印刷できるようじします。 

印刷が済むと、会社のプリントシヨップのオペレータが名刺を裁断し、社内便で社員に届けまず。 
ABC 社のを巧は2 X 3.25 インチのサイズです。 
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次の國は、を刺の面付け方法を示していまず。 


5斤 



11 X17 インチの用紙 


この例での必要事項 

• GregCard.pdf 

• MLP 「 o 930 PS 

• ネ、ソトワーク上に設定:された Hot Folder [Business Card 」 

• カード用紙等の11 X 17インチ厚紙 

サポートされている用紙種類については、「プリントオプション」を参照してください。 
• 裁断機 


MLP の 930PS では、 PDF バージヨン 1.2 〜 1.7 がサポートされています。 
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面かけワークフロー 
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ステップ 

タスク 

詳細情報 

1 

A 己 C 社のオペレータはネットワーク上に Hot Folder を作成し、 
[Business Cards」 という名前をかけます。この Hot Folder には、 
次の設定を適巧します。 

A) 「プリントオプション設定」で「部数」に2日を指定しまず。 

巨）「面がけ設定:」の「シート」タブで、 r シートサイズ」に11X17を、 
「方向」に縱を、「両面」にオフを設定します。 

C) 「面付け設定」の「レイアウト」設をエリアで、4行2列を指をし、 
「ページマーク」を選択しまず。 

D) 「面付け設定」の「祐大縮ル」設をエリアで、100%を指をします。 

E) 「面付け設定」の「仕上げ」設定エリアで、「ギャングアップ」を 
選択して、「反復」を指をしまず。 

「3章ユーテイリテイ」 

Hot Folder ヘルプ 

2.3 

Greg は GregCardp がフアイルを Hot Folder「Business Cards」 に 
ドラッグ & ド□ップしまず。 

Hot Folder ヘルプ 

4 

ジョブが巧刷されまず。 


5 

オペレータは MLPro 930 PS か6の化力を受け取りまず。 


6 

名刺は 11x17 シート(こ印刷されています。 


7 

オペレータはページマークに沿ってを刺を裁断しまず。 



Hot Folders では、「プリントオプション設を」と「面付け設を」との間に矛盾があってもチェックされません。「面付け設定」を有 
効にした場合に 、 Hot Folder の「プリントオプション設を」で変更できない設を項目については、「3章ユーティリティ」を参照 
してくださし、。 













用語集 


Atlas PnntShop Mail 十旧 「y Version 

FreeForm,FreeForm 2. PostScript をサポートするバリアプルデータ Ep 刷用アプリケーションでず。 

Creo VPS (Variable Print Specification) 

Creo 社のバリアブルデータ印刷巧言語でず。 

Encapsulated PostScript (EPS) 

別の PostScript ストリームに埋め込むようじデザインされた PostScript ファイル形までず。 

FreeForm 

EFI が提供ずる、パリアブルデータ印刷ソリューションで動作ずるバリアブルデータ印刷巧術でず。 
バリアプルデータ印刷ジョブで何度も使用されるデークを1度だけ処理して、プリンタでの実行速 
度を向上させます。 

FreeForm 2 

FreeForm 2は、 FreeForm 技術の拡張版で、複数マスターページを含むジョブのページ条件と規則 
を模化ずることが巧能でず。 FreeForm と異なり 、 FreeForm 2ではぞれを明示的にサポートするバ 
リアブルデーな巧刷用アプリケーションが必要じなりまず。 

Pageflex Persona 十旧 「y Version 

バリアブルコンテンツをデザインするアプリケーションでず。 PPML と PostScript をサポートしま 
ず。 PPML を使用してパリアブルデーな要素を格納/再利用します。 

PDF (Portable Document Format) 

Adobe Systems 社が開発したテキストおよびグラフィック記述言語です。 

PostScript 

Adobe 社じより開発された、デパイスに依をしないページ記述言語です。画像やテ丰ストの印刷 
/表示に使用されまず 。 PostScript 3では、旧バージョンに比べ 、 Enhanced Image Technology 
による カラー 画質の向上 、 Advanced Page Processing [こよるパフ ォー マンス改善 、 Networks 
System による操作/設定の簡易化などの機能強化が行われています。 

VIPP (Variable data Intelligent Postscript Pnntware) 

Xerox じよって開発された、バリアブルデータ文書の巧刷に専巧のページ記述言語 ( PDL ) です。 

才ーサリングツール 

テキスト仰画像を作成したり、で書のレイアウトを定義するために使用するソフトウェアアプリケー 
ションです。 

バリアブルデータ 

パリアブルデーク印刷で マスター データと共に使用されまず。デー女は、化力ごとに異なります。 
バリアブルデータ印刷 (VDP) 

印刷文書のコンテンツを持つデータベースとプリントエンジンをリンクして、コンテンツの異なる 
ページを巧刷ずるためのデジクル技術です。 

マスターデータ 

バリアブルデータ巧刷で、バリアブルデータと共に使用されまず。で書に共通して用いられる再利 
用可能なデータのことです。 

面付け 

印刷後(こ裁断して積み重ねることを考慮して、複数のページをグループ分け/配置して、より大き 
な用紙に効率的に巧刷ずることを巧能にします。 
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フスターイメージ 

ピクセルと呼ばれる格子点を使用した、ページや画像の電子的なイメージでず。 

ラスター処理 

テキストやグラフィックを記述するコードを，プリントエンジンが解麻して巧字巧能なおまに変換 
する処理のことでず。 

用紙種類のミ昆合 

1つの巧刷ジョブに複数の異なる用おを指定して EP 刷する機能でず。 

要素 

パリアブルデータ巧刷において，ぺージじ巧刷されるテキスト、グラフィック、または写真などの 
要素のことです。 
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省電カモード . 

ジョブ情報タブ . 

ジョブテンプレート . 

ジョブの面付け . 

ジョブ□グ設定 . 

シンプル ASCII 

インポートフアイルフォーマット 

[ス] 

スタンプタブ . 

スポットカラー . 

スポットカラーマッチング. 

[セ] 

性能の維持 . 

製本メーカー . 

設定情報ページ . 

[ソ] 

操作パネル . 

双方向通信 . 

測を値の取り込み . 

[夕] 

ターゲットカラー . 

代替カラー . 

待機キュー . 

[チ] 

直接接続 . 


问 

コンポジ、ソトオーバープリント 

[サ] 

サーバ設定 . 

サーバの巧期化 . 
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仕上げタブ . 

システムアップデート . 

システム管理者 . 
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[フ] 

フォントのバックアップ . 147 

ブラ、ソクオーバープ リント . 210 

ブラックテキスト/グラフィック . 211 

プリンタ情報 . 39 

プリンタ設定 . 123 

プリントタブ . 253 

プリントオプション . 236,238 

プリントオプション補足情報 . 254 

プリント接続 . 122 

プ□ファイル管理 . 157 

プ□ファイル編集 . 156 
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